






• 序 

ナチス •ドイツ lo ことは、 あらゆる方面で我々の興味を そ、 る。盟邦といふだけでは な 
く •我國が政治•經濟•文. >( b 等あらゆる方面に於て、旣に*或ひは現にナチスの經驗しつ 
i あると同様の問題 1 C 直面してゐるからであらう。わけても著者の知り度いのはナチ ス • 
ドイツの文化政策である。持前の探素癖に委せて讀み漁 るう ちに、多少 これ rcWR する資料 
が集つた〇この資料を整理して•多少 -tr も•ナチ K •ドイツの 文化政策の正體 や * 制を 浮 
び 上らせやうといふのが、こ 40 著作の目的である。 勿論 •不備〇點が 多く •著者として菲 
才を恥る次第であるが•今後、事情の許す限り•この不備を補つて行き度いと思ふ。 

斷はるまでもなく.ナチ K •ドイツの文化政策5體制は、ナチス•ドイツの獨自〇政治 
形態を前提として意味.#效果もあるもので•直ちに我國に移し植えるわけには行かないが 
か V る體制の奥に秘む文化政策の根本精神や、その具體的な現はれ方 K は、我々として共 
鳴が出來•また畢むべきものが多々あると信ずる〇この K で、聊かでも讀者に寄與する C . 
とが出来れば幸? e である。 

最後に•本書の出版に並々ならぬ好意と援助を與へられた矢貴赛店主に感謝 lo 意を表す 
る、 

聖紀二六01年 • ， 

著 者 
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ナチスの文化政策 





文化と政治 


fe 族的•國家的高揚 


コ KMhru-f 


:..グ；^1$ィ^52^^|-和の名に於て、六干萬のドィッ人を自滅させることを目的とし、内 

1111 •»■1 ■ »/. >- - n\«v- ■ 

.it:A 々て sw'f- ' ISLUDal 方たつたヮィマール體制は、一切を舉げて極端な自由主義の跳梁に委 
ね*^： 9 に! P 、 經濟 的にも、文化的にも、極度の衰微混亂に陷れた。 

H 慮^淡 列 f 特に英佛の壓迫と內政の失敗とにょつて、滅亡に瀕し、もはや、人 

藺 fc ! 存在の基ま , 7!?-人間の價値の源泉としての、國家の存在理由を喪失したかのやぅに 
wnr _ - ち家に對する不信*か i る國家の暗饿たる前途に對する絕望は、戰後 


ドイツの民衆をして、國家竝びに民族と人間との必然的な關係を見失はせるに至つた。かぅして、 
ひとびとは、人間の存在と M 値の源泉とをひたすら自我に もとめ、 自由主義の名のもとに、國家竝 


» 





びに民族共同體に對 する 個人の自由と優位と を 主張した。ひとびとは、國民であるよりも個人であ 
ることを 欲し、義務よりも權利をもとめ、利益を公益に優先せしめた。そして、また同じ立場か 
ら 、あらゆる 分野の孤立と自己法則性とが絕對親され、例へば文化にあつては精神活勳の非政治 
性、超國家、趄民族性が強調され、國民文化の否定に於て世界文化が 强 調され た。 かぅして戰後ド 
イツは、 ナチ K 的表現によれば、全くユダャ的思想によつて席樓される に 至つ た。 

その結果は棰めて見易い。個の全體に對する優位と、自律性の他律性に對する優位とは、全體の 
犧牲によつて償はれたに止まらず、本來その存在と價値の源泉たるべき全體との關聯を失ふことに 
よつて、侗もまたその存在と價値とを犧牲にしなくてはならなかつた。かぅして、民族の情緒は 
褻れ、魂の希望は光明を失 ひ、 理想は地に!*ちた。哲學•藝術は勿淪 、、民衆 娛樂に至るまで、「ゲル 
マン•.トイ ツの精轉は色褪せて、た S : ユダャ文化の惡の華と、 アメリヵ-ー ズムの 現世的享樂とが跳 

梁跋扈するのみであつた。 . 

か、る 中間國家の衰後混亂の眞只 中から、 ドイツ再建を目指して起ち上つたアドルフ•ヒットラー 
は、終始ナチ K 運動の陣頭に立つて『わが鬪爭』を阏ひ拔くこと賁に十四 年、 一九三三年一月三十 
日、宿望の政隴を箪屋する や、 黨綱領卄五個條にもとづくドイツ再建の偉業に着手、まづ政治、經 
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濟"文化等あらゆる領域に B 1 つて*反'トイツ的、反ナチス的勢力を徹底的に祕錐し、ナチス的世界 

觀にもとづく一切の價値轉換を斷行す ると 共に、内政にあつては『血 とて 土 j と 民族 m ; 
同體 j の結成を、外交にあつては i ヴユルサイユ條約の破棄」を主眼とする積極的經倫にょつ 
て►新ドイツ民族阈家の建設に邁進、つひに - K イツのために、今日のやぅな民族的•阈家的髙揚の 
時代を招致したのである。 

一九四〇年一二月一〇日、ベルリンの某軍需工場に於て、勞働者を前に、ヒットラーは當時を囘 
杻して、次のやぅに語つた I 〇 

「……我々は一九三三年の國民社#主贫革命の當初に於いて二つの要求を掲げた。その一つは『わ 
が民族の國民的團結1に對する要求であつた。これは、一致團結するのでなければ、民族の總力を 
動員して、ドイツの必要な生活請求檫を主張し得ないのは勿論、これが貫徹は到底期し 難いと 考へ 
たからである。……それ故、國民の一致團結こそは、我々 にと つて、ドイツの總力を冉組織し、 ド 
イツ民族に自分の力がいかに偉大であるかを示し*これにょつてドイツ民族がこの自分 c 力を再認 
識して、進んでこの- ij から自己の生活請求權を考へ、.これを要求し、 H -徹に邁進するやぅ決意させ 
るための、前提條忭の一つであつた。……ドイツ協同體を作ること、これが一九三三年の第一の政 
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綱であつた」と。 4 - 

そして、彼は自由放恣な個人キ；數體制を根こそぎ帏便させ、民族協同體及び國家に對して筢對の一 
自由を强要した個人を民族及び阈家の生存に對して絕對の義務を^ふ_民に創り#へることにょつ 
て、見事にこの要求を 實 現した。かぅして捋られたドイツ國民の總力を以て、ヒットラーは民族•國 
家の生活權を要求したが、「しかしヴ**ルサイユ條約はドイツ民族の 團 結を阴番し"ドイツ te 族の 
大部分が鞏固に 團結 することを禁じた、めに」これをも排除しなければならなかつた。かぅして、ド 
イツ民族 •！； 家の生存圈の要求と、ヴ r ルサイユ條約の排除要求とが、必然的に今次大戰を惹起す 
るに至つたのであるが、卄二年前コンピユ 1-1 ■'の森に城下の1?をした敗戰國ドイツが、いまや调 
者として再びコンピ、1-1ユの森へ乘り込み、さらに打倒デモクラシイを旗幟にして英帝阈を_や 
かし、 mla ” パの新秩序建設のへゲモニーを握るに至るまでのドイツの、劇的ともいふべき國家 
的興隆のなかに、我々はナチスの國家經倫の成功を率直に認めざるを得ない。 

との成功の原因は何であるか。それは「•トイ ツ國 民の創造」である。 



文化は政洽を檐ふ 

' ' . ' , 

ヒットラーは「革命に本質的なものは政權の筚握ではなく、人間の敎育である」と云ひ、また「ナ 

チス革命は世界覜的根底から來るのでなければ成功しないであらぅ」と云ひ、國民をナチス杓世哏 
觀にもとづいて再敎育すること*叩き直すことが、.ドイツ再建の基本的條件であると考へた0そし 
てその意味に於てナチ K は、文化の價値を棰めて高く if 價し.文化及び文化政策を して、單なる個 
人の苋合から眞にナチ；ハ的世界観に立つたドイツ國民を創り上げる といふ、重要な 建設的な使命 {: 
負はした。 

この意味に於て、ナチ K の文化现はドイツ理想主義のそれと全く對； U 的な立場に立つ。 なぜな 
ら、ドイツ理想主義は、文化の概念を、教養、人道、調和的人格などの槪念に結びつけ、現寊を超 
越した5 と 二ろに純粹精神 Q 世界 S 上げ、新人奎義的藝 Q 道を迎 り.^がら、 >jQ 商い 純 

粹精神の世界へ*つて行くことを、文化的向上であると考へたからで ある。 文化は、 かくして、 次 
第に現 S 生活聯關と社#漦から S し、 S に全く自己法則性 Q なかへ醫9、 もはや 現實を 
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搶ふべき力を失つた。このやうな文化の價値をナチスは認めない。 

文化の自己法則性を fa 奉した自由主義的なヮイマール中間國家は、•トイッ民族の精神的•政治的 
妓びに.文化的分裂を、爲すところなく傍觀した。ヮイマール :4 k 法第一一八條は、言論の自由を保 
證し、檢 Ha の存せざることを明宵した。勿論、同條と雖も、政治的現實の IM 力を受けて、影響の廣 
汎且つ直接的な映*に對して、また低級拫褻な文學に對して、例外を設けてはゐる。しかし、これ 
は全く消極的た豫防轚察的な處 S であつて、精神活動竝びにその表現は原則として個人の自由に委 
かされてゐた。このやうな文化政策をナチスは認めない* 

ナチ K は政治的現實としての人間に絕大た價値を置いてゐる。從つて、ナチスにあつては、文化 
は政治的現實から遊雔した個々の孤立した人間に奉仕するのではなく、政治的現實としての人間に 
奉仕するのでなければならない。政治されるものが政治するものの世界 m に立つことによつて、政 
治は初めて他勳的な强制から自主的な行動へと?^められる〇この意味で政治は本來文化によつて支 
えられなくてはならず、そして文化によつて支えられる政治によつ て、 阈家は初めて商揚し、世代 
の交巷一 v 超えて繁榮することが可能となる。かうして、ナチスは政治的現實を支える力としての文 
化の似値を强調するのである。 



從つて また、 ナチス文化政策の究楢の H 的は、 人間创造といふ文化固有の-; J にょつ て、 眞にナチ 
ス的世界覼に立つ W 民を創り 上げ、 個々の人間を政治的意志統一體たらしめるに ある。 

ゲ ，ベルスは、 藝術の創作と國民の創造を目指す政治との關係 を强調して、 「藝術の创作が形態 
のない憧«に或る形態を與へることに外ならぬとすれば、その特性は政治にも當嵌る。この意味に 
於て、政治もまた一つの藝術 であり、 しかも最も髙贵な藝術である。何故なら、政治は人間を訓練 
と形に人れることを任務とするからである。……政诒が單なる手：丄に纸落するところに於てのみ、 
政治は(廣義 Q ) 藝術の他の種類(卽ち本來の藝術)に對する内的關係を 失ふ。 然るに、政治が藝 
術で あると 考へられる所にあつては、藝術及び藝術家に對して活潑な關係が保たれるであらぅ。そ 
の 時に、 政治は實質的に他の藝術のために道路の準備をなす者となり、そして政治と藝術 とが 對峙 
する ことなく、相竝んで立〇ならば、兩者は善處するものである。藝術と政治とは、同一の本質的 
中心から 發生し、そして兩者の法則は、原理に於て同一である」と云つてゐる。(文化院での演說〕 




文化の肅淸工作 


文化の破壊者 ユダャ 人 

ナチ K が 政？ S するや、反ナチ K 的、反ドイツ的文化に對する肅淸工作は誠に峻嚴を極め 
た。そして、先 fvIQ 排斥と なつて 現 はれた。それは、 ドイツを思はないドイツ人がドイツ 
の文化を壟斷してゐたからだ。 • 

一九三三年九月二日、 -M ルンベルクの全靈大侍に於いて • T ゼンベルクは聲を大 にしてユ 
ダヤ人の無節操を礼彈した。「I九一八年、卽ち ドイツ 再起の ために最後の精神的餘力をも？集 
めなくて a ならなかつたあ S 間に、我^が知つた S 何であつたか。 8Q、 社會 Q、 文化の支 
K 權の殆ど悉くが異種 S 手中に あつたと いふ こと だ。だからこそ、ユダヤ人外相 ラテナゥが、 4# 
1トイツ皇帝が勝利を得る-やぅになつてゐたら、世界史は全くその意味を失ふところだつ3^、など 



と揚言することが可能であつたの*た」と0 

同じ大會で、ゲ，ベルスもユダャ人グムべル敎授や、エルンスト•トラーャの非愛阈的な言動を 
鋒玉に班げて、「事*はかぅである。ナチス革命がユダャ人淸祕をそのブ B グラムに組人れたこと 
に何の不思議があらぅ」と叫んだ。 

當時 F イツ在住のユダャ人は、ドイツの人口の僅か一%に過ぎなかつたが、ベルリンのユダャ人 
辯護士は七〇幺を 占め、 ベルリンの大部分の病院では六〇％から九〇％がユダャ人の醫師であり、 
大銀行は全部ユダャ人の手中に、またべルリンとフランクフルトの新聞の九分九厘までがユダャ人 
の手にょつて經營されてゐた。ユダャ系藝術家は大都會にあつて、ジャーナリズム或ひは興行資本 
家と提携して「マモン」に奉仕することを唯一の樂しみに、都會人の官能に媚びる作品廢颓的な作 
品を提供した。「これを以て見ても、ドイツ國民の全生活は、內的にも、外的にも、殆どあらゆる 
K でドイツ人と對立し、ドイツ人の要求を少しも理解することのできぬ、異人種に支配されてゐた 
わけだ L .° と B 1 ゼンべルタは斷言する。 

-自奪心のある民族がいつまでこんなユダャ人專制の狀態に我慢が出來るものか」といふゲッべル 
スにょれば、ユダャ人の淸搽は「ドイツ役興剌の一慕」に過ぎなかづたのである。 


d 




『我が闘爭』のたかで、ヒットラ ー は、ゥィーン時代の下積みの生活をしてゐるぅち、ユダャ人の不潔 
と、 破廉恥と、類蔌の實情を 見、 娼婦や女资買や淫猥な見世物や猥雑な本がすべてユダャ人の所爲 
でぁることを 知つて、ユダャ人に對する憎惡を懷き、やがて社#民主々義の指導的地位や新聞雑誌 
が 悉くユダヤ人に よつて占められて ゐ るのを見て、ユダャ人排擊を決するに至つたのだといふ。 

一九二〇年二月*ホーフブ P イハゥスの娈會ホールで、二千人の聽衆を前にして、ヒットラーが逐 
條的に朗讚した網領二十五ケ條に於てユダャ人の排擊を , B : した。卽ち、ユダャ人は國民同胞たり得 
ないとし(第 四 ケ條)、單に客員として ドイツに留るこ とが出来る •たけで (第五ケ條 y 阈家の立法 
や執行や、公共機關の活動に關與することは禁じられ(第六ケ條)、さらに阈内の贫權が不足して 
來れば、國外に追放される(第七ケ條)ものとした。 

ヒット ラーは 一九二三年四月 二日、 ミュンヘンで「ユダャ人は事實上斷じてドイツ人になり得な 
い」ことを强調して、「ユダャ人の活動は飽くまでもユダャ人的でぁり、ユダャ人はドイツのため 
にではなく、ユダャ民族の より 偉大な理想』のために 働く」 と云つた。 

一九一八年 一 i 月ビスマルク國家が瓦解し、ユダャ共和制が誕生、ユダャ人ブ t » イスによつて起 
草された自由主義的新ドイツ浚法が出來上つたが、ユダャ人的自由主義は國民とは一定の國家及領 
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域内に居住し、同一の言； 热と 文化と を有し、 共同の肽史的追惊を有する人類の全體に外ならないと敎 
えたに對して、！ S 民社#主義は國民といふ槪念の第一の、そして特徴的な檩識が人租であ0、共同 
的血液であると認める"『我が阏爭 J 中の「民族と種族」と題する.長い一章で、ヒットラーは學問、 
藝術、技術等文化のあらゆる方面に於て M 値あるものは凡てアリアン人の産物であって、アリアン 
埃こそ唯一の文化创造者であり、他の民族はすべて文化の傳達者に過ぎない とし、 ユダヤ人のごと 
きは文化の創造になんら貢獻せざる寄生的劣等民族であると敏語してゐる。 

ゼンベルクは『二十世紀の神話一に於て、ドィツ浪漫派が民族精神を生活の本質と考へたや 
うに、民族の魂を核心とする神話の冉興を說 き、 ユダャ人問題に理論的基礎を輿へ、種族論的世# 
革命を穴言した。|11ゼンべルクは在來の陪級意識に{2き換へるに民族意識を以てし、歷史の將來 
の問題は最早社#或ひは陪級を中心とすることを止めて、種族或ひは民族を中心とするであらうと 
云ひ、民族の魂が新しい世界の原動力になる、その民族を支配するのが血で あり、 血が民族を生 
み、魂を生むとい ひ、 他民族との血液混淆を禁止して、ドィツ人の人種的優越性保持と民族精神の 
統一をはからうとする。 

三三年二月二七日夜の議事堂放火事件をきっか〇に、ナチ K は五0の共產黨系新聞と一三0に及 




ぶ社會民主黨系新聞の發行を禁止した。 

同年五月 i 〇日の夜は、*气ベルスが昔？取つて、ベルリンで非 ドイツ的圖書の燒却を敢行 
した。 

三三年 Q ドイツ文化院法 ifu .イツに於ける—文化運動から，,ダヤ 人を一掃した。 

三五年九月一五日？イツ公民法は同年一二月末 日を 以てユダヤ人官吏 S 職を斷行 しヒ。 

文化の國際性 

しかし、ナチ KQ 文化 淸掃 H 作は、軍に文化 S 域を閉め出したり、ドイツの W 匕 
人をユダ I と生理學的に— f とで、終つた？はない。更にナチスはユダヤ人の 立去つ 
た後に殘？ゐる文化 Q 起民族性•超濃性を强調する f 世界文化」 S 念 的幽班や、土と血を 忘 
れた「アスファルト文化」 Q 廢顔的な魔薬を叩き淡さなくてはならなかつた。 

一九三三年五月八日、ゲ，ベルスはベルリンの劇場指導者を前に、次の 如く述べた。 

「私はここで B ■術と i 誇語に對しで抗 f ねば t s •蘇術 ii 民族に根差すこと深け 
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れば深いほど！ S 際的價値を增して來るもの•た。「マイスタ ー ジンガ ー •フォン •-1 ■'ルンベルク」が 
パリで上演されるのは何故か。ヮアダナーがパリに流眄をつかひながら、このオペラを書いたから 
ではない。典型的にドイツ的な藝術なればこそ、パリで上演されるのだ。外國がドイツのオペラを 
M かぅとするのは、民族性の色褪せた國際的代用品を摑みたいからではない。ドイツ•オペラのな 
かで、ドイツ精神の眞髓に觸れたいからだ。藝術作品は民族性に根差すことが深ければ.深い11ど、 
また素材の形成に用ひられた手法が偉大なれば偉大なほど、全世界がこれに與へる國際的地位も商 
まつてくるわけだ。祖國と絕株することにょつて世界を征服し得るなどといふ妄想とは手を切り給 
へ。世界を征服し得るのは、しつかと祖阈に足をおろしてゐるときだけだ。全世界が諸君の業絞 ic 
對して敬意を拂ふのも、さぅいふ場合だけだ。」 

ヒ"トラーは詩人的な言葉を以て云ふ。「自己©阈土の中に最も深く且つ最も廣く根差す樹木 
は、自己の國土の境界を越へて、最も大きな陰を投ナるものである。」 




藝術政策の指針 • 

\ 

土と' 藝術 

かやぅに、ナチ K にとつて「茲術と民族的土壤とは分ち難いものである。阑者は广倾の統一壢で 
ある。民族的土壤が毋で、藝術はその子である。藝術は養分を吸收する根を深く民族的土壤へ差込 
み、そしてそこからまた、創造的制作力を供給す る 養分を吸ひ取るので ある0」(ゲ ッ r ルス、 一九三三. 

五•八の演耽) 

しかし*民族的土壤は藝術の毋であるばかりではない。匕，トラーにょれば、時代を超越し、言 
語を超越して、藝術作品を味到するため唯一の根本條件でさへもある。.或る民族が他民族の藝術 
に本常に理解して人つて行けると云ひ得るのは、一切の時代的隔りや言語の隔りを超越して同一の 
血族的根鋅が存する場合•たけである。それ故、古代民族及び W 家の美の理想は、根海を同じくする 



t 


が故に素質を同じくする人間が、地球に活を人れてゐる限り*過去のものとならぬであらう。決し 
て石や生命のない形體が、その美に於いて不滅なのでは &. く、同じ民族的根®に由來する人間のみ 
が不滅なのである 0 」 (！ 九三三•九一 1 ユルンペルク m 大會) • 

ところが、 H ダャ人的世界覼の表現である都#文化は、ナチスの求める「血と土」の文化と對立 
する。ユダヤ人の W 姓といふものがビンと來ないやう に、 彼らは十中八九都件 に 住み、金權と手を 
握つて、都件文化の生產を牛并つてゐる。ナチスによれば、都會文化はユダャ人の文化である。と 
も かく、 都 fr 文化は農民のやうに「七」に對する愛着を持たぬ。それはやがて鄕土に對 し、 民族に 
射し、阈家に對して$任を感じなくなる。ナチスが都會文化を文化の敵と見た理由はここにある。 

そればかりではない。鄕土を持たぬユダャ人が文化のコスモポリテートを信奉し、鄕土と阈民性 
に根差すドィッ 的なものを冷笑し、阈際文化の名の下に ドィッ 文化の固有性を消滅 させようと して 
きたことは蔽ひ難い事實である。またユダャ人によつて代表された都#文化が、冷評と誹謗と 揶撞 
と、なんらの建設的情熱を伴はぬ理智 と、 打算と遂には文化ボルシ X ヴ f ズムスと虛無主義とに陷 
つたことも否めない。 

都會文化は理智主義に徹十ると共に、一方金錢的打算から官能主義に陷り、刹那的な官能的な文 
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化に » した y かかる文化にナチスがドイツを破滅に導く恐るべきバチルスを見た ことは 當然 であ 
る。しかも、この都會文化の残滓は、 ユダャ 人の手から文化活動を奪ひ取つただけでは一掃されな 
い。 「洗練された文化」の名に於いて、それはまだまだ人々の頭に、胸に、官能に こび 5ついてゐ 

た。そこにも、ナチスの文化清掃工作の困難さがあつた。 

« • 

藝 術の 自由 

文化統制といふと、如何にも藝術家の自由とか創意が播牲にされてゐるやうに響く〇しかし、ナ 
チス政府は文化統制によつて藝術家の自由を抑 M しようなどとは毛頭考へてゐない。 

總統 代理 ルードルフ•ヘスは 一九 三四年一月六日スイ.スの£ゾ P ツルナー•ツァイツング』の記 
者に次の如く語つてゐる。「今日•トイツ阈民成生のために削作活動をしてゐる人/ { の精神的自由は 
斷じて危險に晒らされてゐない〇寧ろその反對だ〇藝術する人間は以前よりも深くその根を民族性 
に差込んでゐる。藝術家はその民族性からのみ自らの削作力を摘み取り得るのである。特に、ナチ 
ス•ドイツのやうな》家に於いては W 民は藝術家の文化業筘に感謝するであらうし、藝術家 はま 7 t 
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生產的娈素として阈家機構中に組み込れられた ことを 國家に感謝するで あらぅ」とい ひ、 ナチ ス政 
府は藝術や文化を規則で縛りつけてゐるのでは*:く、む* L ろ「藝術•文化のために保護墙壁を設け、 
藝術•文化が勢力を浪费したり、そのために不作になつたりしないやぅに面倒を見てやる」 のが 本來 
の趣旨で あると 力說した。 

ゲッベルスもまたこの問題に觸れ、ドィツ文化院の專門分科#々長及び委員# で 行つた一九三四 
年二月七日の演說では「藝術は自由で あるといふ 立場、 及び 組織で以て直感の袂乏を補はんとす る 
が如きは許されぬといふ見解は、.原則としてナチス阈家についても保持されねばならぬ」と云ひ、 
「然しそれは藝術に於け る 恣意の無政府狀態を意味するのではなく、藝術がその發展法則に於て自 
由でなければならず、また自由であり得ることを意味す る ものであり、從つて藝術はまた阈民とし 
ての民族の生活法則と緊密に結ばれてゐるものと して 自らを感じなければならぬ」 と 云つ てゐる。 
さらに一九三五年一一月一五日、文化元老院の開院に際して行つた演說では「藝術创 作の 自由は 新 
W 家に於ても保證されて ゐる 。この自由の行動には我が阈民的必要と贵任 とい ふ劃然たる 境界が設 
けられてゐる。この境界は、しかし、政治に ょつて 設定され る もので、藝術にょつて ir はない」と 
述べてゐる。また一九三六年五月 一口には 、國家は偉大な藝術 家に 创作の實質的 自由を與へな くて 




はならぬことを說き"かぅ云つてゐる「ナチ K 國家はすべての藝術的努力の太ツ腹の寬大な保護者 
でなくてはならぬ藝術家自らがナチス阈家の庇護のもとに保護されてゐることを感じさせなくて 
はならぬ。 W 家は此處かしこに取殘されてゐる K ィツ藝術の錯誤の残滓に對して、資質的に玉の緒 
を斷ちきり、眞にドィツ的な藝術觀の代表者達に大使命を委ねることにょつて、最も效果的な 殲滅 
戰を行ふのでぁる……天才は稀れにしかない。我々 は 天才の出現を願ふことは出來 るが、 出現を命 
令することは出來ない。これらの天才に創作の*質的自由を與へること•全空想力と形成力とを獨 
自の作品に集中せしめること、' そのかはり日常の心配から解放してやること.これがナチス藝術保 
護の最も顯 著な踝題でぁる」 とも 述べてゐる。 

建設的文化. 

ヒサトラ r 總統は 、ユダ ャ人的都#文化の類联的な破壤的な傾向を排擊して、明るい健全な建設 
的な文化を求める。 

ヒ ，トラ ー總統は、 「キリスト 敎時代は キリス ト敎文化のみを持つ ことが 出來た。ナチ ス 時代は 
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ナチス文化のみを持つことが許されるであらう。しかし、ナチス文化は我々の協同體の發 M に奉 tl : し 
なくて I - J : ならぬ。それ故、このナチス齡術もまた、もはや我 A - の背後 r . 横はる顏廢的な世界の樣々の 
現象には堪えられない。あの時代の民主々莪的破壊が文化領域にまで傅播してゐることは目に見え 
て明かである。我 A - は健全なものを愛する。肉體的にも精神的にも•我が民族の最優秀た精髄が 
規準となつて、規定的に働きかけなくてはならぬ。我々が藝術に於いて望むものはこのやうなものを 
譜美することである。我々の美の錠は健全性である。建築に常嵌めて云へば、明瞭性と合：： I 的性と* 
. —この；一つのものから發展して—— W び炎とである……。 

たとひ散發的では. vQ つても個々の我が * 化的業絨から， W び相瓦に補充し合 ひ、 そして商まり行 
く協同*?.活動なるもの S 俾大な樣式への道を發見しやうとするのが、我々の意志である……。」 

C 1 九 =£. 六年の全 w » 大會〕 

また、ヒ > トラー總統は次の やうにも 言つて ゐる 「廿世紀の民族は强く美しいもの、從つて健や 
かにして生きる力あろものへの嗅貫へ心を傾ける、新しく目覺めた生活肯定の民族である。力と美 
とがこの時代の進軍吹奏であ•り、明瞭と論理とがその努力を支配する。(一九一一 I 八.全3豳術會0 

嬰するに、「人間の活動力の唯一0、眞に不滅な基礎が藝術である」(一九三六 全國黨 火 令に於け る 






批評と報告 

• . • . 

ナチ K は、ユダャ人を文化活動から追放し、文化の國際性、ユダャ的都#文化の排擊に努めた 

が、まだ破壊的な無贵任な藝術批評の打倒の仕事が残されてゐた。卽ち、一九三六年一一月二七日 
阈民啓發宜傅大臣ゲッベルスは「批評統制法」を發令した。 

世界の知識人は彼を文化の破壊者であるとして攻擊したが、これは文化に對する罾察的な取締り 
を意圖したものではなく、寧ろ戰後のユダャ的な文化に對する思想戰的な意味をもつたドィツ文化 
擁 W のための大鐵槌であつたといふべきであらぅ。 

勿論、突如かぅした手段に出たわけではなく、ゲ"ベルスの述懊にょれば、この批評統制法を發 
令するまで四年間も待ち•宜傅省としては專ら文藝復興に盡痒し、藝術批評が渐次國民社#主典的 
に順應してくるのを期待したが、依然として批評は無資任で、これに對する藝術家侧の不滿が絕ぇ 
ることがなかつたので、直傳省は批評家と籌術家とを招集して會議を開き、相£に忌惲のない意見 
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の交換をはかるやうに斡旋し、ゲ"ベルス自身も藝術批評の樣式にクいて意見を述べたが、批許〇 
態度には依然として改善の跡がなかつたので、つひに宣傳畨は現在の形式に於ける藝術批扦を禁止 
することに決したのであつた) 

批評統制法の實施に際し、ゲ"ベルスは•トィツ國文化院笫四囘創設記念日の席上、ヒット，ラ.-總 
統以下指琪者列席裡に、次のやうな演說をした。「今日、藝術家は再び S 民のただ中に歸つて#て 
をり、國民の建設といふ大使命のために働いてゐる。然るに、不遜な批評家連中は、その永逮の不 
平好きから、今日調子外れた雜言を放つて我々の文化と藝術の建設にうるさく附き纏つてゐる。彼 
等はユダャ的な批評穿専制の隱し子に通ぎない。我々は藝術批扦を唯一の正しい道たる藝術鑑賞に 
かへし、以て藝術批評に從來ょりも廣い存在の可能性を輿へょうと、有りとあらゆる方法を試みて 
きたが、悉く失敗に歸した。ほかの分野ではもう活動できない文筆不平屋の批評癖が藝術の分野で 
活動してゐるのだといふ印象を我々は里々受ける。これに對しては機を逸せずに閂をかけなくては 
ならぬ0 J と0 か 

また、同日行はれた文化院及び歡真力行團の年度大#で、同じ問題について述べてゐる。「藝術 
批評はドィツの文化生活の枠内にあつては解決に最も緊急を要する問題の一つであるが、また最も 
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困難な問題でもある。政權掌握以來、私はドィツの藝術批評に四年の歲 月を 與へ、ひたすら阈民社 
會主義的原理に從つて行動するやぅに仕向けて來たのであるが、一九三六年度に於いてもなんら滿 
足すべき藝術批評の改善は見られなか'0た。それ故、私は本日を以て從來の形式での鈦術批評の繽 
行を斷乎禁止するものである。」 

「藝術にユダャ的勢力が過度に侵入してゐた時代に、批評の槪念は全く艰曲され、藝術批評は遂 
に藝術審判と化し去つたのである。今日以後は藝術報 f-i- が從來の藝術批評にかはり、荽術報吿家が 
藝術批評家にかはる。藝術報告}±評 m であるょりも寧ろ記述であり、從つてまた愼攸づけたるべき 
ものである。それは公衆自ら，が一つの判斷を作る可能性を公衆に輿へるべきものであり、公衆が自 
らの心播えと感受性とから藝術上の勞作に 關 して一つの意見を作り上げる刺戟となるべきもので 
ある0」 

同時に匿名批評 も棼 止された。 . 

「將來、藝術的勞作を批評し得るものは、純眞な心で且つナチ Km 負の心情を身につけてこの ft 
事を引き受けて くれる 報吿者に限るつもりである。だから、藝術批評を匿名で行つてはならぬ。將 
來皤術淪評は筆者の氏名を叫記させることにする。」 
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「然し'これは決して自由なる意見の彈壓を意味するものではない。 ただ、 自由なる意見を公衆の 
面前に持ち出すことの許されるのは、次のやうな者だけで，ある。卽ち"自由なる自分自身の意見を 
持ち、さらに自己の知識と識見と藝能と技倆に基いて、自己以外の人間を I 卽ち自己 £ o 想像力が 
削り出した作品にょって公衆に訴へる藝術家を、審判する權利のある 者、 これであるご 

かやうな資格を有する藝術報吿者を得るために、批評統制法は次のやうな制限を設けた。 

「藝術報吿者の地位 l - i •これを ドィツ 新聞の職業名簿に特別の承認を料て登錄さるべきものと し、 
この 承認は、 當該報吿者が將來働らか うとす る藝術分野に關 して、 充分な豫備敎育を受けたことが 
確認された場合に與へることにする。本來、藝術勞作の取扱 ひは、 一定の生活經験と生の成熟と を 
要件とするから、藝術報吿者が ドィツ 新聞のこの仕事の分野に携はる ことを 許されるには、少くと 
も三十歲に達してゐることが必要*た- 

ナチ スと古典 

ヒプ トラ ー總統は「キリスト敎時代はキリスト敎文化のみを、ナチス時代はナチス文化のみを持 
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つことが出来る」といひ*また「藝術はナチス世界覼の表現でなければならぬ」と云つた。それで 
はナチスは古典的文化を認めぬのであらうか。 

事實、時局便乘の眾は、單にナチス世界覯に基いてゐないと V ふ理由だけで，眞にドィツ的な古 
典をも•ユダャ文化なみに棑擊しょうとした。しかし.ナチスは彼等の期待に反してドィツ的な古 
典を支持し、却つてこれを諱重すべし とさへ 說いた。 

一九三七年ュュルンベルクの黨大會文化會議に於いてヒ'トラー總統は次のやうに演説した。 

「現在の或る見解が、もはやその藝術作品を規定した過去や藝術作品そのものにょつて代表され 
てゐる通去と相容れなくつても、文化財に對する或る民族の尊敬といふものは依然として失はれて 
はならぬ。すべて權威のある藝術作口 g は、それ自身特有の僙値を持ち、他の尺度を以てこれを測る 
わけには行かぬ。例へば一九四〇年に於いて一定の政治的態度なり、世界觀的態度なりから勝手に 
或る尺度を作つて、それを過去の時代の藝術作品の示す世界覜的內容に當てがひ、自分の尺度に合 
ふからと云つて、これを肯定したり、旨く當嵌らぬからといつて、これを否定するといふことは•小 
可能である。假りにかうすることが可能であるとしても•藝術は十中八九まで描寫の黏では一時代 
の出來事を取扱はざるを得ないのであるから、次の時代になつて他の見解をとるやうになれば、前 
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時期の藝術的業縝は常に抹消されざるを得ないことにならう。」 

そして繰返へして云ふ。「力强い藝術的英雄の偉大なる藝術的創造に、9々時間的に制約されてゐ 
る一時的な流行思想の尺度を當てがふことは不當である。藝術感のない顰だけがこのやうな不可能 
な仕打を爲し得るに通ぎない。それのみではない。このやうな仕打はまた我々の偉大な過去に對し 
て敬意を拂はないことであり*且つまた歷史に對する我々の無酿を表明するものである」といつて 
ゐる® 

また、 ヒットラー は 「K ィツ 的な偉大な古典のなかに、 ドィツ 民族の精神的髙揚を見る。一九三 
三年九月一日の黨大會に於いて行はれたヒットラー總統の演說中次の個所は甚だ暗示に富む。「我 
々は古代に於いても、また近代に於いても、常にアリア系の北方人が與へられた課題と目的と所與 
の材料とのあひ*たに、必然的結合を發見してきたことを知つてゐる。その自由な、創造的た精神 
は依然として保たれてゐる。たとひ幾世紀のあひだ他の民族性の外的表現たる特定の世界覜が支配 
し、その時代にとつては世界覜的に正しいものであり得たとしても、アリア人の内的本質を飽くま 
で矛盾する樣式法則のもとに無理に人間性を抑制してきたものの、そのなかにあつてこの精神は常 
に執擁に、通去の世界とはいへ、それ自身の世界への外け道を探し求めてきた。 
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それ故、苟も政治的に英雄的な時代がその時代の藝術に於てこれに劣らず英雄的な過去へ通ずる 
棰を求めることに不思議はない U その場合、ギリシャ人と，一丨マ人とは忽然としてゲルマン民族に 
極めて近いものとならぅ、何故なら何れもその根源を一つの根本血族に求められねばならぬからで 
ある。従つてまた古代民族の不滅の業较も血族的にこれと近接する後代につねに强い影響を及ぼす 
のである。 

•新しい拙劣な ものを 生産するょりも、優れた ものを 模倣す る 方が一 暦ょいことであると すれば、 
これらの諸民族の直感的創作にして現存するものが、今口様式としてその敎育的及び指導的使命を 
果たし得べきことは明かである。しかしまた、北方精神は現に その 意識的再興を體驗しつつ ある 
と同じ程度に於いて、恰も血族的祖先が、かつて彼等に課せられた諸問題を處理したのと較べて、 
劣らぬほどの明瞭さと美學的理念とを以て、今日の文化的課題を解決して行かなくてはならぬ。 

しかし逆に、苟も創造的な血族である以上、祖先の諸々の業緒の合, it を揉式として一つの專制的 
な法則にまで高め、これを以て將來の自己の業績を猥りに制限し、又は强制すべきものではない。 
同時に遢去のものと現在するものとからのみ未來が築かれる。所輿の E 的と現在の構成力と、技術 
的素材とが要素であつて、眞に创造的た精神はこれらの要素から、そしてまたこれらの要素を用ひ 
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て、己れの作品を形成するので あつて、 しかも m 先 to 创作した m 產を使用.十る心配も.^ く、 自らの 

削意になる優れた新しいものをこれに結び合はせるほど女瞻な fl : 秦をする。」 

政治と藝術 

ナチス政府はさらに「藝術は政治を超越する」といふやうな藝術家の^い考へ方を改めさせ、藝 
術家を啓蒙して眞の藝術の任務を 自覺 させることに骨を折らなくてはならなかつた。 

ゲ "ベルスは三三年五月八日、卽ち國民啓發 - K 傳大 ts となつてニケ月 H に、 刺場指導者を前に、 
かう語つた。「革命はどこにも停止せ ず、 それは民族を征服し、公生活を征服し、そして文化に、 
經濟に、政治に、私的存在に*どしどしその刻印を捺して 行く。 藝術はさういふことに煩はされず 
にゐるものであるとか、從つて藝術は時代の埒外にあつて乃至はその背後にあつて、百年間も#薇 
圃のなかに眠りつづけてゐたといふ# f ; 薇姬のやうな生活をなし得るものであるとか、いまどきそん 
な ことを 木钜で信じるなんて、ちとお E 出度すぎはせぬか。しかも菊術は薔薇姬的な生活を胬みな 
がらかう卞張十る。藝術は超政 m 的である、阈際的である*越術は政治ょりも商い課題をもつてゐ 
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る、我々は非政治的だ、政治は人格を裏無しにすると。なるほど、政治と VV ふもれが議會政黨間¢0- 
俗悪な泥試合以外のなにものでもたかつ?<=時代には、藝術家が自らを非政治的といふ權利が立派に 
あつたかも知れない。しかし*今や政治は民族の大ドラマを害いてゐるのだ。今や*い價値が沈み 
別の價値が浮び上りつつあるのだ。かういふ時に當つて、藝術家といへども俺の知つたことではな 
いなどと世迷言をいつてゐるわけには行かない。關係がたい どころ か、大ありで ある。 藝術を諸々 
の新しい原理へ關係づけることを怠つてゐて、その間に現實が自分の側を走り通ぎてしまつたから 
といつて、びつくり出來る義理ではあるまい。我々が冀ふのは、ただ、時代の大きな振子の響きが 
刺場の扉で喰ひ止められずに、場内へ響き込むことであり、時代の振子の音が最後の一人の藝術家 
の魂にまで響き込むことであり、そしてまた藝術家がこの一つの避け難くはあるが心の奥底では不 
愉快な止むを得ない情勢*たといふ風にだけとらずに、心からこの時代を理解し、そしてこの力强い 
民族の大ドラマのなかに最大級の廉史的藝術的な出來事を見ることである。この出來事は恐らく三 
世代も四世代もの間ドィツの越術家達に®動を素材と勸力とを提供するであらうし、またそれ自身 
さういふものと丸るだらう、と。これを簡潔に云へばナチスは藝術を再び一民のもとへ運んでやり、 
これにょつて S 民を再び藝術へ接近させやうとする。」 . 
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藝術家の仕事 

ナチ K は、藝術家を强制して、ナチ K のために花束を編ませやうとするのではない。「……新し 
い藝術が行進曲を描かなくてはならぬと云はふとするのだとか、突擊隊員の登場しないやうな刺に 
は#敬を拂はないのではないかとか、それ II ど私を愚かだと考へて貰つては困る。それどころか、 
私は突擊隊員は街上を行進すべきものといふ意見である。私が藝術は傾向をもつもの*た」といふと 
き、た ゞ 、藝術はこのやうた關係を作り出さたくてはならぬと云はうとしてゐるまでのことだ、」と 
ゲ 'ベルスは云ふ I 「藝術は勿論過去に於ても傾向といふものを持つてゐた。卽ち個人主義への聯 
明がそれであつた。藝術は今度もまた傾向を持たずにはゐられない•卽ち公的な活動、思索、行爲 
の中核體としての民族への聯關がそれである……。人間生活の特殊なものにスポットラィトを當て 
ることが藝術の任務ではない。藝術の任務はタィプを示すこと、現に時代を典型化してゐるやう 
な、そして幾世紀後になつてもそれを見れば、あの時代はかうだつ たと 讀み取る ことが 出來るやう 
な、人間を、事物を……。」 
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胳術家の任務 . 

ゲ'ベルスは一九三四年七月一日附の公開狀で次のやうに云ってゐる。「作家の現代の任務は、 
各自が唯•た國體理念に對し(外形的に)奉仕す. C •戯曲 だけを 書く といふこと ではない。 もし さうで 
あるとすれば，その結果として tlj 作の厭ふべき劃一化が生ずることにならう。が、事實 はさう でな 
く•各作家が出來るだけ璺富な多面性と充實 とを 以て各自の作家としての使命に仕へて、そしてそ 
れによって、より高い意味に於いて阈體理念に奉仕するの が 作家の任務である。ナチス國家が欲す 
る藝術は一侗の自由たる藝術である。そして商く上げられた人差指によって指導されたり、または 
有りとあらゆる規範のなかへ押し込められたりしたやうな藝術ではない。私は藝術の領域.に於いて 
は斷乎としてあらゆる道徳探索を排斥すると同樣、作家をその題材に期して頑迷に監督するやうな 
ことは斷乎これを退けるいかなる題材でもよい。 ただ 撰擇に際し、飽くまで も 國民精神を以て创 
作しなくてはならぬ L .° 
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東要なのは素材の取扱である 

震 要なのは ナチ スに取材することではない。取材は藝術家の自由である。過去に取材したもので 
も*また過去に齊かれたもので も、 現代に生きるものが あり、 ナチスに取材したもので も、 ナチス 
に生きることの出來ないものがあるか、素材をいかなる關聯に於いて 觀 者に呈示するかが重耍であ 
る。素材に對する觀者の醐係が重要なのである。1例を舉げると、このところ*このべルリンの獨 
逸 刺 場には「ゥ•’ルヘルム-チル」が上演されたが、これなどは全く時局に適つた藝術的行爲であつ 
た I 時代を意識してゐるほどの人間は誰でもさういふ感じを受けたしかもこの戯曲が書かれたの 
は、百年以上の昔である。……第二の例を擧げると、ベルリンの國立劇場で上演された「シュラゲ 
1夕 1 J である。なるほど素材は我々の時代のものだが、*に藝術的に立派に出來てゐ て、 傾向な 
どはもう少しも E につかなくなつてゐる、傾向が素晴らしい技能にょつて完全に消化されてゐる。 
これをもう一度原理に當嵌めてみると、傾向は藝術と結婚しなくてはな^>ぬ、といふことになる。 
作品は今の時代に作られたもので尙且つ藓術たることが m 來るし、また過去に作られたものであつ 
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て尙且つ今理想を、目檩を示すことである。 

藝術は技倆から生れるもので、意慾から生れはしない。藝術の外面的な特徴は r 腕で作られてゐ 
る」 といふこと である。從つて、心の持ち方だけで藝術する ことが 出來るな どと 考へて 貫つ ては 困 
る。勿論、心の持ち方が附け合はなくてはならないが、しかし心の持ち方がそれ自身の法則を藝術 
に®きかへるわけには行かない……。 

重要なのは素材ではない。素材をいかに捆むかである。 

藝術は技倆から生れるので、意慾から生れるのではない。藝術の外的特徵は腕で作られて ゐるこ 
とである。從つて、心の持ち方のみで藝術が出來 ると 考へてはならぬ。なるぼ ど 心の持ち方も附加 
はらなくてはならぬが、それ獨自の法則を以て藝術に代える ことは 出來ない としてゐる〇 ( ゲ，ペル 

ス、一九三三•五 •八) 

また、「原則的な黏で妥協を容れることは我<ナチス黨員には出來ない。目的達成のため戰術上 
迂囘を餘儀なくされることはあつても、原則には手を觸れずにその像保持しなくてはならぬ。我々 
にとつても藝術の槪念はやはり技倆から出發する J 藝術家は偉大なものを意慾するだけではいけな 
い。さらにそれを形成しなくてはならぬ、卽ちそれに形を與へなくてはならぬ、それを詩作的に 光 


— 52 — 




たし-そして混頓たる個々の様相から本質的樣相を le み取らなくてはならぬ0」 

蘗術英雄獪 

一九三七年-ーュルンべルクに於ける黨大#文化會莪に於いて行はれたヒ，トラー總統の演說は、 
政治の^域に於ける英雎主義者の彼が、文化の領域に於いても徹底した英雄主義者であり、灭才論 
者で あることを 明かにした。 

彼は先づ文化民族と非文化民族とを联格に tf € 別し、「眞に^.貴な藝術的業縝は一民族に與 へられ 
た内部的素質なり特殊の能力の稀有な天湛的表示であり、從つてまたそれは民族の生得的に享有せ 
る高次なる使命に對する最も適切なる證明であるが、創造力なきが故に文化的に貧弱な民族の方が 
大多歡であつて、太古以來藝術的認識的形成能力に湛まれた民族は極めて少數しか存在しない。ギ 
リシャ人がその美しい肉體を繪竇や彫刻に再現し得たのは、ギリシャ人が美しかつたが故ではな 
く、かかる美を感ずるところの、卽ち美を意識的に認識してのみ模造するといふ素質があつたから 
だ』ただ、かかる事情からのみ古代藝術の傑作を云々し得るのである。言ふまでもなく、黑人種は 
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全く典型的に美しい均搿のとれた體格の持主ではあるが"しかし彼等自身を多少でも造型的に再現 
するといふ僅かの才能すら持つてゐない、それ故、とても民族が美しく卽ち體格が合目的々に構成 

秦 . 

されてゐたとしても、決定的なことは、彼らに彼らの美を自覺的に認識してそれに應じて再現する 
だけ^天禀が惠まれて.ゐるかどうかといふ酤である。」と。 

藝術的天分に惠まれた民族のなかにあつても、特に藝術の創造者は天才者でなくてはならぬ。天 
才者は•ヒットラーによれば、藝術に於ける指導者であり、英雄である。かかる指導者、英雄を否 
定し、集團制作を以てこれに置き換えようとする藝術民主々嚷に、彼は反對する。そして、天才者 
の業縝を一時的な、時間的に制約された規準を以て、批判することが天才者に對する R 漬であると 
考へてゐることは、前に述べた通りである。 

「天才がつねに大衆から分離する所以は、社會全體が後にな〇て初めて知覺する眞理を，社#に 
先じて無意嫌に豫感するといふ事情によるものである。 勿論、 個人の精神的閃きが旣に新發見の眞 
理を吿知する瞬間に於いて、直ちに社#全體に明白確實なるものとして見られる場合もあり得るで 
あらう。しかし、天才がその思想や作品に於いて時代に先じること遠け也ば遠いほど*益々それを 
理解することは*しくなる。彼の認餓または彼の行爲により抑墼を受くるものは、差し常つてはほ 
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んの少數にすぎないであらう。然るに*世人が懶怡と. t ?. 慢と我慾のために、彼及び彼の作品に對 k :/ f '-_ 
て藝術的艟壁を設けるならば禍なる哉。その後幾世紀もが經過して漸く人類はただ一人のかかる個 
人的突擊者に追つくことが出來るであらう。しかも、藝術的天才の最高の諸作品は、*々、その极 
を一民族の中に下ろしてゐるが故に、一般にもまた當該の社#からのみ、然るべく評價されるであ 
らう。文化的業縯として最初のうちはなんらかの實用上の E 的に役立たぬかに見えた一切のものを 
我が民族の阈民的所有財から削除するならば、我 A の輝かし.い公共生活の光景は忽ちにして荒凉た 
る砂漠と化するであらう。」 

戰時と文化 

一九四〇年七月二七日、ミュンヘンに開かれた第四囘大ドィッ芡術展の開#-に際して、ゲ，ベル 

スは戰時下に於ける文化政策の意味について極めて示唆に富んだ演說を IT つた e 

「我<國民社#主義者は、また逸早く、藝術を國民へ奉仕させて來た。藝術は我々にとつて決し I 
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て暇 m しではなかつたし、現在においてもさうでない。藝術は我々にとつてはかけ替のない生活必一 



需品であ^。破竹の勢を以て進擊しつつある兵士達は單に K イツの都市や工場や農村や國民を護つ 
てゐるだけではない、彼等はョオ n * パ第一の文化國を、ベートヴェンとヮアグナー、シラーとゲ 
H テ、ゲューラーとグリューネヮルトの國をも護りつつあるのだ。我々は好き勝手に、そして時 
勢次第で、藝術に力を入れてみたり、中止したりするわけには行かない。藝術はあるがままの存 
在、國民の生活表現であつて、經濟や政治と全く同じく我々の國民生活の一部をたしてゐる。」 
「從つて、戰带開始以來我々が最大の M 値を置いて來たのは、 K イツの文化生活を、完全にしか 
も妨げなく進展させることであつた。敵阈たる金權政治の國々とは異9、ドイツに於いては、この 
大戦爭の間ぢゅぅ、劇場、映塞館、學校その他多數 < D 阏書館が完全に開かれてゐた。」 
「これらのものの使命とするところは、この困難な時期に際して國民に據りどころと慰安とを與 
へることであ，る。これらのものは、ドイツ國民の國民道德を强化し、髙揚し、促進させるために勤員 
，された。更にこれらのものは戰線の兵士達のところまで進出し、またヴ ''ストヴァルの保*のなか 
まで人り込んで、兵士達が日夜身命を賭して護りつつあるところの、そして平和克服の暸には再び 
秘つて行きたいと思ふ、该しい生活に想ひを馳せるょすがを彼らにもたらした。」 

我 A ドイツ人はこのやぅなことのなかに弱さの徴候を見ない、見ないばかりか反對に、非常な强 
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さと! K 倒的な内的確 w 性の徴候を見る。あ3不滅のブ a シア王阈もまた*このや•うな態度を採り、 

あの最も困難な《家的苦惱と困窮の時期にあつて、新に諸 A の大學を创設したのであつた。そして 
今日なぼ、我々は戰時に於いて祖國の文化財を保護し奬勵することにょつて、戰線に於ける兵士達 
の英雄的な生活と恂突する行爲をするものではないといふ固い信念をいだいてゐる。これが^し獨 
逸の藝術が國民社#主義の今日に於ても尙依然として謂ゆる金持階級や敎養ある階級の特櫬であつ 
たとすれば、おそらく相容れない行爲であるとも云へやうが、併しそのやうな事態はとうの昔に改 
められて L まつた。今日、國民社會主義阈家にあつては、藝術は旣に全國民の所有物である。」 



1 

ナチス黨と文化政策 


ナチ K 運動は、 その永い闘带時代に、 ワィマール國 家から獨立的に、運動自體のなかに獨自の文 
化 政策 的な機關及び施設を持つてゐた。政權掌握 後、. m と國家との 關係が頗る重大な問題となつた 
が、「一，九三三年一二月一日の黨と阈家との統一保陣のための法律」第一條は、ナチス革命成就 後 
は、 阈民社#主義勞働黨がドィッ阈家思想の挢ひ手でぁり、從つて-これが阈家と不可分に結合さ 
れてゐる ことを 明かにした。 

ヒヴトラ I 總統は 一一■'ルンべルクに於ける一九三 四 年の 黨大 #で「國家 が 我々に命令するのでは 
なく、我々 が國家に 命令するのだ」 と云つて、 指堪の政治手段と しての 運動の任務を明瞭に し、 黨 
がドィツ！ 一家思想の 擔ひ手として•國民社 ^ 卞：袭的理念が全 阈 民の共同財となんことに迮任 Kvft ふ 
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べきものと した' そしてまた贲際問題として*黛と阈家との統一は、例へばヒ ，トラ！ が 指缚者で 
宰相の地位を、ルドルフ•ヘスが 總統 代理で無任所大臣を、ョ-ゼフ•ゲ"ベルスが 黨全 M 宣傳指 
導 者で 阈民啓 發 -. Y •傅 大臣を 兼擗 することに t つて、立派に®現されてゐる。 

ともかく、 m が 阈家に命令 するとい ふ考へ 方は、 ナチスの文化政策に關する E の機關と阈家の機 
满との P 係を知る上に大切な こと だら ぅ。 韌た阈民社#主義の思想及び世界 m の積棰的挢當者が狨 
自 * •たといふことも. 常に念诚 に S いてかかる必要が ある。 

先づ、總統代理ルドルフ•ヘスの仕事であるが、 ヒ ，トラ ーが首相として國家指導を手に 收めた 
時に、總統の 精 祌に忠實に0.つまた確 K に m の仕事を果たすために、 三三年 四月二七日、ヘスが總 
統代理に任命され、^汎な事務を委ねられた。そのぅち文化的なものを列 舉 すれば、總て大 璆 專 n 
平校に關 する 事項、學校 問題に 闕 する 事項、藝術及び 文化 問題、 音樂問題に 關 する事項 等が ある。 

このほか、=四年四月一八日には「ナチス文獻擁護のための黨審査委員#」を設置し、ヘスの葙 
僚の一人で、文化問題の搀任者である全國指導者フィリプ•ボゥラーが委员長に任命された" 

次に、外交政策局の指導荠で且つナチス運動の精神上 及び 世界覜に關する一切の敎育を引き受け 
てゐるアルフレ ， K • 〇1ゼンベルクの仕事で ある。 「ナチス文化 建設 闘帝同盟」の创姶者として、 
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「二十世紀の神話 5 の著者として、また黨機關紙 r フ X . ルキ，シア•ベオバハタ 1 J の編輯長とし 
ての彼の活動はあまりにも有名だが、.三四年一月二四日、彼は精神並に世界覼の敎育の全嬤につ 
いての監視を總統から委任された。卽ち、111ゼンべルタは、國民社#主義が、黨の精神生活と 
して、如何なる誤解も蒙らたいやぅに、理念の純潔を護るやぅに、警戒する義務を背ふて ゐ る。 

外交政策局は、各邦に關する報告、學術交換.質易、新聞、敎育の五課に分かれ、三四年一月の 
右の委任にょつて設けられた敎育局は•養成、文化培養.敎育第一、敎育第二、世界覜に關する 著 
作、 新聞、庶務、著作促進、先史硏究の十課を含んでゐる。 

右の所管事業に從ひ、•「•ドィツ著作物促進全阈本部」は B 丨ゼンベルクの監督下にある。 これは 
一九三三年七月一日に設立され、ハンス•ハーゲマィヤーが部長に任命さ.れた。 

「ドィツ著作物促進全 K 本部」は、世界觀的整理を行ふ總ての科學領域に«する新刊の著作物に 
對して體系立つた審査を行ふ重大な任務を負はされてゐる。卽ち、この種著作物を世界觀的、藝術 
的、 及び阈民敎育的覜點から批判し、その著作物が ナチ K 運勸の思想財に とつてブラスであるか 否 
かといふ貼について栽決するわけで、四百人以上の檢閱係がゐて*この檢閱係は大臣、大學總長か 
ら、慧眼な av 者、 勞锄者、無名人に到る迄ひろく網羅してをり、黨の專門部門が檢閱係 </) 査閱に際 
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して顧問の役を勤める。旣刊の著作.物の訂正*新版刊行にっぃても、實際的に協ハし、特に若ぃ作 

家の提出した著作が出版に値ひするものと認定すれば、作者に適當た出版者を探して やり、 廣汎な 
支持を與へる。 


尙 * a 1 ゼンベルクは、一九三七年「ナチス文化 團」 が「ナチス揿喜力行團」に統一されるまで 
は、「ナチス文化 n 」を指導し、その助を得て、文化領域に於いて、ナチス思想を徹底させる仕事 
を換當してゐた。ナチ K 文化團の目的は自由主義時代に形成された一定の文化態度も一定の方向も 
有しない文化大衆を統一的、ナチ K 的文化意志にょつて光された共同體に作り直ほすことであつ 
た。ナチス文化 H 體は•鬪爭時代の一九二九年にローゼンベルクにょつて設立された「ドイツ文化 
建設阏爭 團」 と「全國ドイツ演劇協待」とを合一したものであつたが、「ドイツ文化建設岡乎同盟 L . 

は、ローゼンべルクにょれば「今日の文化衰退の中にあつて、ドイツ的本質の價値を知らしめ、文 
化 的なドイツ人の生活の. 凡ゆる 特殊の表現を促進せしめること」 を 目的と し、 「人撖 、藝術 及び科 
學 、道德的 、魚 志的價 値. の相互 關係 について 、ドイツ 民族に說明 する こと/を目標」とし、結局に於 
て 「民族の 全 階 庇の 成長 的な人 -*のあひだに、 K 民の文化價値と性格似値を めぐる 鬭爭の本質及び一 
必然性に對 する 認識を HIA 人起し、ドイツの自由のための鬪爭 に對 する意志を强化せしめること」 を 0一 



檫にしてゐたもので，これが歴史的 役割を 果たして、 全國 ドイツ演劇 協# と合一して、ナチ K 文化 
團となつたわけである。ナチ K 文化 團は 、特に演劇に 關する ものの如き、多數の出席者を有する 組 
織を作り •同時に 例へ ば 音樂拎 或 ひは 美術展覺#等の開催によつて、他の あらゆる 文/ b 領域に も 働 
きかけた。 

更に、僅か半年間に 約 八百萬人を擁する ドイツ 勞働戰線を組織した ドクトル • a 丨ベルト•ライは、 
一九三三年一一月二八日「ナチ K 歡喜 力行 團」 といふ素晴しい勞働者自由時間利用制度を作り、從 
來•その收人程度によつて自民族の文化??: 體驗 する ことの 出来なかつた ドイツ 國民男女に、 自由に ド 
イツ文化財を享受させるやぅにし、ドイツ文化財に よるドイツ 國民の创造に寄與することになつた。 

尙、黨の全 S 官： * 指導部は、凡ゆる技術的手段を用 ひ、 文化施設を通して、國民にナチ K 思想を 
许及し、これを黨及び國民のなかに 生々 と保持し、黨及び阈家の種々の規律及び處分 に關 して 之を 
解明し、或ひは之を行ふについての準備工作<することを使命とし、事務範圍としては、積極:0: 
傳 、放送、 映盡 、連絡、 文化•新聞宣傳•ナチ K 直傅及び國民啓發全阈連銷會、展覽及び大見本 
市及びドイツ自勘車週遊があり、周 f やぅにドクトル i ゲクベルスが黨の全國宣傳指埤者である。 
同時に阈民啓蒙: CC 傅大臣を兼攝してゐる。 
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新 llfl については、 新聞全阈 指導部とナチ K 全國 新聞部とがある。 新聞 全阈指^荠マツクス 7 マ 
ンはべ ルリンに ゐて全國の新聞の指導を監督し、 同時にドイツ 新聞 院の總栽を#攝してゐる。ナチ 
ス全國新聞 部は、ミュンヘンにあつて、•トク トル•オ，トー •ディートリヒが部長、ナチ ス全國 指 
導 部の法令 紙の 發行 、國 民社會主義新聞記者の全 名簿作成、 整理及 海外 新聞部の仕事に從事する 
外•新聞政策局を 篮好してゐる 。新聞政策局の仕事は ナチ ス黨通信の 編輯、 地方行政區域に於け る 
新聞班との連絡及黨新聞3通信に 關 する事項を所管してゐ .る。 

その他、黨の分肢組織としてはヒ ，トラ ー靑少年 團、ナチス •ドイツ大學敎授聯盟 、ナチス，ド 
イツ 學生聯盟 、ナチ ス婦人團等があり、. E 所*の團體のなかには ナチ X 敎 M 聯盟、ド イツ勞働戰線 
(K. DF の組織を含 £ 等の文化政策的使命をおびたものがある。 

ナチ K は、政權穿握後、放恣な自由主義とユダヤ的文化に魂を費つたドイツ人をナチス的ドイツ 
國 民に叩き直ぼす必要から、先づ國民啓發宣傳省を、次いで宗敎省、科舉•敎育•成人敎化省を新 
設した。 

一九三三年五月九日、まだ内務朽が敎育行政を所管してゐた當時、内務大臣ドクトル*ヴ<ルへ 
ル A •フリックは、諸邦大臣の前で、ドイツの璆校の强力な國民社會主義的意義を强調して、次の 
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如く述べた® 

「民族的革命は •トイ ツの學校とその敎育上の任務と に 新しい法則を興へた。 ドイツの 學校は總て 
の思惟と行爲とに於いて奉仕的犧牲的に彼の民族に根差し、そして彼の國家の歷史と運命に全く不 
可分に結ばれて ゐる 政治的人間を養成せねばならない。その任務は、我々民族の同胞を幼年時代か 
ら强く民族主義と全民;^の意味とで充たし、一旦得られた知識が血肉に浸入し幾世代を通じて何物 
にょつ ても破壊し得ない やぅに する ことである。」 

ナチ K は一九三四年五月一日の大統領告示に基き、學術、敎育、及び阈民敎化省を新設し-從來 
各邦に分割されてゐた§竝に學術研究に關する行政上の主要權限を中-*: • に統 一 し、プロイセン文 
相べルンハルト•ルストを文部大臣に任命し、全 ドイツの 敎育行政を綜括する ことにな つた U ヒッ 
トラー總統は、この大統領吿示にょり、一九三四年五月一一日、從來内務省の所管事務であつた學 
問、敎育及び敎授、靑少年圑«、成人敎化の事項を文部省に移管させた。ナチスは、大學、學間及 
び敎化を政治的阈民構成のための重要な勢力と考へ、民族的意志敎育及び性格 敎育 を敎育政策の 新 
しい任務とした。 

第三 H 家に於ける民族敎育的任務は、新 15: の學術、敎育、成人敎化省及び國民啓發宄傅省に 限ら 
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るべき ではなく、 むしろ阈家全骶がドィツの强大な敎育機關と見做される。從つて、岡家の 官麻は 
何れも、法律、立法、 軍隊 統率、文化管理、 勤勞奉仕、經濟管理、經濟組锇 に對して、その 本條の 
執行を通じて阈民を敎育するのである。然し、この意味での國民敎育を取り上げたら際限がない。 
ナチ K 文化政策の短的な且つ集中的な縮圖として、國民啓發宣傳省とその監督下にあるドィツ文化 
院を中心にして、話を進めることにしやぅ。 
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國民啓發宣体省設置の趣旨 

一九 三三年三月一三日の大統領吿示によつて、ナチスは「政府の政策並に M 阈ドイツの 民族的 再 
建に M し、國民に對し、啓發宜体をなす目的」を以て阈民啓發 .-fv 傳朽を新設し、 黨全阈 货 傳指垛 者 
ドクトル•ゲッベルスを啓發宣傳大臣に任命した。この大統領吿示によつて、ヒ ，トラー 總統は「ぶ 
係大臣と協議の上、啓發宣傳竹の權限の範圍を具體的に定める檫能」を賦與され*この權能に基い 
て •三三年六月三〇日「啓發宣傳省の職務に關する命令」を公布した。この命令によつて、啓發宣 
傅大臣ゲ，ベルスは「國民に對する精神的感化、國家，文化•及び經濟の作興、それに_する内外 
公衆の啓發、及びこの目的に役立つ凡ゆる施設の行政」等の任務を有することに fe つた。かくして 
ドイツ文化の積極的促進及び F イツ民族竝びに W 家生活に於けるその精«4>的雎頓が-この省の任务 


/ 



とされた® . 

H 民啓發 :傅省設置の計畫は 、旣に 三二年の當初に企てられ、繭來同省の任務機能について、 
，トラーとゲ f ベルスとの ぁ ひだに、愼重審議が重ねられてゐた〇ゲ，ベルスは『ホテル•ヵノ 
丨 ホーフから首相官邸へ』(一九三四年刊)のなかに、次のやうに書いてゐる。 、 

「三 二 年一月 ニニ 日 …… 總統と將來のことについて語り合ふ。特に、將來僕の引受ける官廳の任務 
と權限にっぃて、大裤の—を定める。考へてゐるのは、 k ! Ir 4スミもぃふべき 
もので、このたかに映畫、ラジォ、敎養施設、藝術、文化、宣傳が包括される。これは全く革命的な 
省で、中央集權的に指導され、何ょりも先づ國家患想を一義的な形に於て代表する。全く W 大な計 
畫 で、かう いふ種類のものはまだ世界にもない。僕は早手遇しに、この省の某礎の檢討に着手し 
た。これは我々の政權を精神的に地固めをし、國家機關ばかりでなく阈民をも總括して獲役するこ 
とに役立つことを目的とする」とい ひ、 また同年八月八日には「……國民敎育についての新しいブ 
ランも詳細審議する。阡要なのは、阈民に精神的影番を及ぼす一切の手段を一つ手に總括すること 
だ。宣傳は謂は' ir 政治の:#術にまで發展しなくてはならぬ。國民のなか、ら生れた政府は自己と國 
民とのぁひだに仲介者の介在を斷じて許すべきでない。このやうな政府は 一口に國民の第一の代表 


— 47 — 


ザ ヒ 





者ではなくてはならぬ>これが僕に與へられる仕事 だ。 その 領域は 資に廣範で、どこに限界がある 
のか、ま'た全然見當すらつかない。これは一生の仕事だ。これを逖行するには、最も强紋な精神力 
と 最も近代的な技術的大規模性と が 必要で ある L .° と 云つ てゐる。 

ゲッベルスは宣傳をどう解してゐるか。 

「……理念と組織のあひだに、この槪念を鮮明にするために、宣傳がはいつてくる。理念だけで 
は現實を征服出來ない。理念が立派だとい ふこと が、 自らを 實現する力を理念に興へはしない。立 
派な理念で時代の下 H 押し？れてきたも Q が幾らも S し.*た惡5理念で 寊 現されたものも 幾 
らもある。理念は立派なものでなくてはならない •たらう が、 さらに 權力を握るためには、權力を咙 
得十るに使用される手段^^用し なくて はな^>-ないだら う。 

權力は權 力に ょつて埯得される、しかも一番潑剌 として ゐる權力、 それは人間そのもので ある， 
從つて、革命的な或る理念の生粹の搀ひ手の任務は、黨員 を發見すること、卽ち全 存在を この 理念 
のために捧げ.進んでこの理念の保證を引受ける人間を發見することである0 

或る理念を創造する者と、この理念を遒奉する者とのあひだに、このやうな關係を設けること、 
これが宣薄の任務である。勿論、^傳の手段[± 冬稱多樣である。或る者はその存在だけでギ薄卜る 
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ことが出來 るし、 或る者は S いたり一 K つたりする言葉によつて、示威行列によつて、卽ち人間-::抝 

集によつて、官•俥する21とが出來る。しかし、宣傳の本質は或る理念のために人間を灌得すること、 
しかも結局そのものに»依し、もはやそこから脫け出せないほどに、心底から獲得するといふ點に 
ある。 , 

それ故、立派なものが立派なるが故に寊現すると信ずることは間違つてゐるし、またその手段方 
法の故に宣傳を忌み嫌ふことも同じく幼稚である。宣傳は勿論、自己目的ではない C 云 ふまでもな 
く、目的のための手段である。手段は、その目的を達すれば、立派*たし、 EI 的を達しなければ、拙 
悪なのである C その手段がいかにして目的を達成するかは、全然問題でない。…… { r : 傅は美學の問 
題ではなく、有效性の問題だからである。」(一九 三三. 五•八日〇膦演) 

國民啓發宜傳省の組織 

一九三三年六月二日附の新聞記事によれば、新設された宣傳竹の事務範圍には、次のものが移管 

された。 




(イ) 外務省の事務より、外 國に於ける報堞及び啓發、外國に於ける藝術、美術展宽會 、映畫 及 

びスボ1 ソ。 

( B ) 内務裕の事務より、一般内政的啓發、政治大學、内務大臣參加のもとに 行ふ國民的式典、 
國家的) iR 典の制定及び舉行。新聞、 ラジオ、 國民學 、ライプツィヒのドイツ文 Mi 、 美術*音樂獎 Is 、 
演剌、映畫、いかさまもの及び猥雜なものの防止。 

(ハ)經濟省及び 食糍農業 省の事務よ P 、 經濟官•傳、陴宽#、歲市、衝吿。 

0一)遞信省及び交通 杏の 事務より、、交通 官： 傅。 遞信省からは、さらにドイツ•ラジオ#社及び 
ラジオ # 社の 屋外の技術的管理に 關しない限り、移管されることになつた。技術管理の事 M lr. 協し 
ては、啓發 {一 H . 傅大臣は，その 任務の遂行 上必要なかぎり、なかんづくラジオ施設の授與條件の決定、 
及び料金規定 Q 決定 Q 際に 翼す る ことにな 5、 こと， 2、 S がドイツ放送#社及运_會社に 
於て代理することは全般的に啓發宣傳大臣の權限に屬することになつた〇 
設立當初 、國民 啓發宜体•省は、 (1) 立 街と 法律、 (2) 宜傳 =部長へ..ゲルト、 (3) ラジオ 
= 部長 ホルスト•ドレスラー•アンドレス • (4) 新聞=部長ドクトル•ヤーンケ、 (5) 映畫 U 
ドクトル•ゼー ゲル、 (6) 演劇、 音樂、美術=部長 ラウビンガー、 (7) 山 言 防止の七部に分か 


—- 50 —— 




れ，外にハンケの指導する.人臣官房がぁつたが、その後一九三六年版の K イツ内務^^ I-F イツ. 型 

• aJ にょれば、大臣官房のほか十部に分れてゐる。これをクルーゲ•クリユーガーの「第三帝岡に 
於ける湛法と行政」の國民袢發- K 傅雀に關する說明と照八：；して紹介すると、同^ • の組織 及び 事務迤 
两は大體次のや 5' になる。 

大臣ドクトル•ゲ，ベルス。 

次官ワルター•フンク。フンクは同時に政府新聞部長で ぁる0 
大臣官房はハ N ケが首班。 

第一 部は行政で、財政、人事、 法律の三つに分れてゐる。 

(1) 財政は、財政、#計、現金出納の事務、ドイツ經濟. K ライブチツ<ヒ見本 T 1 J > 一 
竹文邱を^^し、 F ' クトル•オ•，卜が指導してゐる。 

イ、ドイツ經濟官：俾委 M # といふのは、一九三三年一〇月二七日の經濟.^:傅に關する法律施行の 
ための第二命令にょつてベルリンに^立された公法團 W で、公私の經濟宂傅の全般に Ji つ一，.監好 
をする〇經濟立傳の W 施に許可を與へ、また許可の根本原則 r 樹立する。 si に進んで、經濟 V,-: 尊 c 



領域に 於ける 弊害を 除去し、 宣傳の價値に對する 信賴を rBI 復 するに必耍 な手段を 講じ*併せて經 
濟宣傳を統1-的に活潑に形成することに盡力することを主要な任務としてゐる->ライヒァルトが 
會 長。 . 

口、ライプチ ツィヒ 見本市といふのは、 ドイツ 商品 輸出 額を卨めるために、 ライブ チ ツィヒ 見本 
市を 保護奬勵 する 機關 で、.一九一六年六月二三 日 協#形式で設立されたのが、一九二一年 三月四日 
.のザクセン經濟相令にょって公法團體に移管された。 ドクトル •ケ ラーが 所長。 

(2) 人事は、官吏及び各^竝に各朽 管轄 #社の使用人勞働者に 關 する人事 及び 俥給 事項を 所管 
十る もので、 リユ ー ディガ ー が 指導者。 

(3) 法律は、立法、法律、組織事項を所管し、阈文化院を監督してゐる。ドクトル•シユミ，卜 
H レオンハ.ルトが指導者。クリユーゲ•クリユーガーにょれば、こ、で取扱はれた重要な法令は、 
三三年一〇月四日の 編輯 人法、三四年二月一六日の映畫法、三三年五月一〇日の 國 民象微保護法令、 
三三年六月二三日の外客誘致委邑 fr に SM する法令、 H - 二年六月二三日の外阈映晝の上映に關する法 
令、 三三年六月四日の音樂上演權仲介に wi する法令、三三年六月四日の暫定的映畫院設立に闞する 
法令等がある。 
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一! 文化院については 後述。 

第二部は宣傅で、指導者はへーゲルト。 

所管取項は非常に麻汎で、 (1) _民啓發及び宜傅の領域に於けるドィツ國の統一政策の資行、 
(2) 一般内政外政 • (3) 國防政策、 (4〕 ユダャ 人 政策、 (5) 經濟及び社#政策、？) 農 
業政策、 (7) 植民地政策、國民保健及び 人口政策、 (8) 東方 問題、 國境問題、小數民族政策、 
(9) 交通政策、 ( 10)靑年及び學生政策、(11)市及び展覽會事項、00ドィツ政治大學、( 13) 
冬期救濟事業、(14).勞働奉仕のための建設物、(15)外客誘致全國委員會等が含まれてゐる。 
右の内、 —— 

ィ、ドィツ政治大學は 三三年 五月宜傳省 の 管轄と たったもので、 ナチス阈 家の 精神に 基いて、 政 
治的 知識と 意志敎育とを國民に普及させる 窓 岡を 有し、 地理政治學、民族 問題、 東方 問題、勞働奉 
仕、 國際 法、 經濟資源硏究 、反 マルクス主義の ための 特別研究科が あり、 また ヒットラー 靑 少年、 
突擊隊 及び 訓練報吿者、 ナチス鉍人團體、國民政治 敎育學 等のための 硏究 科がある。 

a 、 冬期救濟事業。 
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ハ•外客誘致全阈禿貞浼は、三二年六月：一三日の外客誘致全阈委 貝#令に ょつて 設立され、ド 
イツに外人客——策を—施行.1で、 I 省、地方官廳、ドイツ il 
と外客誘致に關係のぁる地方各代表にょつて構成され、妗長はゲ ，ベル、ス寅傅大 so 

第三 部はラジオ部で、 (1) 政治、社會、文化各般に わたる 放送政策を 指 if るだ？な 
く、(リ〇 外國向 放送、(¢0) ラジオ 商工業、 (4) 放送法規 .2 放送 技術を も 所管して ゐる〇 
但し、放送技術 S しては主とし一」政策上 S 問題を取扱ふに止り、 墓の 技術的 設備の裴、起 
持、運用、 その他類取障碍防止 S 等は—将が饔してゐる 。 S 全ドイツの放1に對し u 
1を 持ち、 殊に政—3證 Q 仲 ^. 运して1 つ。 ( 7 ) I 、 ドイツ—— 及 
びテレヴィジ1ン形成を監督する。 (8) 今次戰爭勃發後-件發宣傅教放送 部内に 放 雷令 本部が 
は けら-^ 、放送に S する一切 Q 中央に於 &る 指令がこ ゝから發廿られてゐる。 

イド イツ 放这#社は二： A 年：^月 一五日 S 立され たが、 一|| 三年一月に ドイツ 放送有限資任會社 
となり、出 S 政府 Q ? に—。#社の任務はドイツ Q 放 _f 政治的、藝術的 、 S 的、支 
術的に形成することで ある。 
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このドイツ放送有限资任#社は中央指遵： s の下に、 (1) 全阈監料•總務： r (2) 全阈放送指 
導•ブ P グラム«、 (3) 技術局. (4) 管理局の四部門があり、 同じく 四系統に分れて運锌 され 
る凡ての放送局を統轄し、放送事業に從事1てゐる。 

四〇年八月啓發 : H : 傳竹の發表に ょれば、 K イツの放送局は、ボヘミア•モラビア保護領、菸ポー 
.ランドを含めて七十 三： S ある。 卽ちボヘミア•モラビア保護領には中波局五、短波局七 2 一二；2, 
第ポーランドには中波 M 二があり、殘り五九： S のぅち、 短波局一七、長波 W 二、ドイツ放送： 5 と稱す 
る中央局一四。別にテレヴィジ，ン放送局 f ある。尙、ラジオの部を參照されたい。 

n 、 對外放送はドイツ放送 fr 社の中央指玲： 5 の全阈放这指導部外阈部長が短波放送局長を兼任 
し、次長の下に (1) 藝術•娛樂課、 (2) 報道踝、 (3) 放送地帶課、 (4) 演出課、 (5) 
國際ブ U 交換課の五課を設けて、啓發宜傳爷の監督の下に行はれてゐる。 

第四部は新聞で、これが同時に政府の新聞部である。從つて、この部の指導者べルントはドイツ 
新聞部長ド f ル•オットー•デ < 1トリ t の代理である。 

所管事務の範圍としては (1) 阈內 Q 新聞 事業、 () 新聞科學及びドイツ新聞翠硏究 所、 
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(3) 無電業務、 (4) 報道業務、 (5) 新聞寫眞通信事項、 (6) 新聞寫眞文庫、 (7) 新聞文 
庫及び新聞蒐集， (8) ドイツ新聞全阈組合等の監督がこの部に屬 する。 

三部に分れてゐ て、 (イ) 國内 新聞部は 内政、 ドイツ新聞に 關する 一切の 問題を 取 拔ひ、 ( B ) 
外阈新聞部は全世界の新聞に 眼を 通して、 Nffii 係官廳及び 在獨 外國新聞記者に敎 示し、(ハ)無線業 
務部はドイツ放送局に每日の新聞-ーユ 1 K を與へる。 

右のドイツ新聞全國組合といふのは、三-二年一〇月四日の編輯人法第二三條にょつてベルリンに 
設®された公法團鵂で、編輯人を以て構成する職能團®である 〇こ れについては阈 文化院の新聞院 
の所を參照されたい。 . 

第五部は映晝で、所管事項は( I )映畫法制定、 (2) 映«盼閱、 (3) 國内 外のフィルム及 
び映赛に關する事項、 (4) 映畫工業、映整經濟、 (5) 映进技術、 (6) 映晝檢閱所 及び 映晝上 
級檢閱所、 (7) 映畫劇顧問、 (8) 週刊ニユースで、ドクトル•ゼーガーが指導者。 

この部の下部組織としては五 干のナ 管 1 ST 映班監理所、地域映畫監理所、地跖集 M 映畫 監理 所があ 
つて、地域映畫監理所が組織の中心をなし、映*刺場及び映畫組璇 とり 關係を保持 十る。 
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ィ，映盡 3檢閱は.一一四，キニ月一••ハ US 映畫法 第一六條にょり、 们 林檢閱所が 權限を 有することに 

なり、そこの決定はドィツ全土に適用する。檢閱は官吏たる所長がこれを行 ひ、 « J 映畫については 
四名の陪席の意見を聽き 、なほ 疑問ある場合には、專門家特に國民啓潑宣傳省 to 専門家を參加させ 
る。陪席は映畫業者、藝術家及び文筆業の領域から各一人を選任することを要し(第一七條)、その 
任命は各所®文化院 Q 院長の推鹧に基き抒發宣薄大臣が行ふ(第一八條)。 

n、 上級檢閱所は、檢閱所に於ける許可の拒否または映叢の似値の審赉の拒否に不服があるとき 
出願者は上級檢閱所に抗传することが出來る(笫一九條)と共に、啟發宜«大臣もまた映畫檢叫所 
の許可した映®の再檢閱を h 級檢閱所に命ずることが出来る(第ーニ條) 。出願 荠の異議に關して最 
終的判定を下す が、 啓發宣傳大臣はこれに拘束され ず、 緊急の理由のため公安に必要と認めたと3- 
は檢閱所竝に上級檢閱所の許可を取消すことが出來る(三五*六*二八*の改正第二法律)。上級檢 
閱所の組織は檢閱所に準じ*官吏たる所長と四人の陪審からなる(第二〇 條)。 

ハ、映瓮剌顧問は同じく三四年二月一六日の映£法にょつて諛 S された刺映畫製作者に對，する豫 
備檢閱機 M であつて、こ(〇機 M の檢閱は映畫法の規定では强制的であり、また映畫刺邸問の權能も 
原稿または茶本の内容を審査し、改 IT を要するときにはその改訂に助言を與ふるなど頗る廣く定め 
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られ C 笫一 •二條) 、成るべく映畫化の後に本檢閱で不許可になる ことを 豫防する にぁつたが、 ^施 
の結果業者のなかには刺顧問の與 へる 指導助言に從はな いものが 多く、豫期の 效果を舉げ得 なかつ 
たので、三四年一二月一三日の改；止法律では、豫算檢閱 を受くる や否やは業者の任意と し (第 一條 
の改 JH )" 映畫剌顧問の任務も「提出された脚本 または 迤本が後按する に 足る ものと M めたとき、 業 
者の中請に基いて、脚本及び映晝製作に當つて助言及び拨助を與 ふること を得」 と緩和され(第二 
條の改正)、さらに檢閱所に對しては自分の行つた檢閱の結果を常に報吿する義務 s ; ft ひ、同時に劇 
映畫 3 檢閱に參與する權限 .■!> 有する ものとされた (第三條の改正)。 

第六部は演劇で、ドィツの演剌制度は三四年五月一五日の演劇法と H 四年五月 一' A 日及び三五年 
六月::八日の二つの施行令にょつて啓發宂傳朽 q 監将下に { S ; かれる ことにな つた。 

啓發背傳大臣の演剌に對する監耔權 は 演劇興行 及び演剌の内容に及ぶものでぁつて、 

(1) 先づ私人または私法人が演剌興行* v 爲さんとすれば啟發. K 傅大臣の許可を要し、出願者が 
演劇興 fr に必要な資格若くは資力を缺き、または後に至つて之を缺くに至つたときは、許可を拒否 
し • i たは取消すことを^し、な! i 出^ It が許可の浅一定期 R 3 IM に^.1を開 4 fi せ4!.、また^-1年以 
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上休業したときは許可は效力を失 ふ ものとされてゐる(笫一二 條)。 

(2) また、舞硌監督•支配人、樂長の任用には啓發 VC 傅大臣の認可を要し、啓發宣体大臣に於 
てその不適當なことを認めたときには、從來に於ける從業を禁止し得べく (第四條)、 

(3) また特定の脚本の全部または一部の上演を命令し、または禁止することが出來、 

(4) 覜剌組合及び素人刺團に對しては、必要な命令を發し、指導を輿へ、それがドイツの浪刺 
にとつて有害と信ずるときには、解散を命ずる權能を與へられてゐる(笫七條)。 

右に掲げた啓發究傳省の任務のろち(りこの舞臺監督以下の任用の認可と (4) の觀剌組八 II 及び^ 
人刺團の取締りの外は、笫一施行令笫一四條にょり.ドイツ文化院またはその池劇院に委任されて 
ゐる。 

この 啓發 Vi : 傅竹の演剌部の事務範圍は "(1) 阈内外の i'J 場經镑60監督. (2) 脚本顧問、 (3) 
藝術舞踊の監耔で、指導者はドクトル•シユレ"サーである0 

なぼ、ドイツ•オペラ刺場、ドイツ劇場、國民劇場、瞬民舞塞、 ヴィ ー スバ ーデン••トイツ刺場 
の五つの國立剌場が、この部の監舒下にある。 

ィ、ドイツ•オペラ钊場は*從來市 立 歌刺協^の經營であつたのを 三 四年七月一日に阈立铎造物 
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に改められた。 . I 
a 、 國民刺場は三四年一月一八日以後宣傳省の監督下におかれ、ベルリン大管 K の歡喜力行團の一 
刺場文化奉仕のために剌と歌剌作品を上演する。 

ハ、ヴィースバーデン•ドィツ劇場は三五年八月一日以後宣傳省の管轄下におかれ、歌劇、オべ 
レ，夕、演燊を上演してゐる。 

ユ、西部劇場に於ける S 民歌刺は三五年七月ニニ日以後宣傳省の監督下におかれ、歡真力行團べ 
ルリン大管 Vi : の刺場文化奉仕のために作品を上演してゐる。 

第七部}±外國部で、事務範圍としては、 (1) 外阈に於ける政治的虛言の防止 • (2) 啓發、 

(3) 對外諸關係の促進の仕事が®し、ハーゼン H 1 ルルが指導者である。 


第八部は著作物部で、事務範圍に A する仕事は、 (1) 國外に於けるドイツ著作物の保護、 (2) 
ドイツ圔書宣体のための！！立研究團體及びライブツ <ヒのドイツ文庫の監督、？)ドイツ文齊局 

の管理でわつて、指導者|± ドクトル •ヴ fK マンで ぁる。 





イ、ライプツィ ヒの ドイツ 文座は一九一二年一〇月三日にザクセン•ライプチヒ’ライプチヒの 

軎籍店取引組合問の協定にょ？成立し、一九一三年一月一日以降、阐内外のドイツ語の軎籍及び 
國內 q 外 s 語文害が完全に i され一」ゐる。 si の外、ドイツ雲の文獻的開發、文獻案内、 

K イツ闽書貸與、竝にこれに M 聯する文庫內閱*圖書館公開の仕事をしてゐる。文庫長はドクトル •• 

ウーレンダール。 

' ドイツ 文1は、ドイツ圖 S ための實際的宜傅を行つたり、出版者、著述家に助言を與へ 
たり、國民文學及び占星圖杳のための硏究團體相談所を監督する。 

第九部は造形美術部で、國内外に於ける造形美術の保護獎勵、殊に美術展党#の保護を任務とし 
てをり、この部の下に「藝術的形成のための全國委員」がゐる。 

「藝術的形成のための全國委員」は三五年一〇月一四日の總統令にょつて Is :® されたもので、ナ 
チス國家がその世界觀を•一定の藝術的形成として表現しやぅとするときに(主として、公共建造 
物、記念啤、旗、 制服、 貼札、郵便切手等を作成する際に)助言を輿へ、協力することを任務と 
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第十部は、音樂部で"國內外に於け る 音樂の保護獎勵を 任務と して ゐる〇 
ペルリン•フィルハーモ -1 1有限貴任會社はこの部の指揀監籽下にぁる。 

ベルリン•フィルハーモ，一-は一九〇三年 r 一月ニー日オーケストラの fr 員によつて有限责任# 
社として設立され、一一一四年六月二八 日に 至つて政府に移管された。 >jQ 伶 社はベルリン及び外國に 
於け る 藝術的昔樂演奏 の e 的に 從つて才-ケス トラ 團體を 構成す ることを事業の H 的とし、. 利益を 
意圖客、公益の立場から音樂獎 g に盡 して ゐる。 その 内容については音樂 の部で紹介する。 

尙クルーゲ•クル: L . 丨ガーによれば、以上十部の外に、 

第十 一 部とし S 民文化勞作部がぁる。 これ i 七年 三月 第三部？ ヂオ部から分れた もので、 
こ Q 部の指薄者：^同時に雲力行 BS 務上 q 指—で、 これによ つて乏部 はドイツ i 
(]) AF ) の！£民文化部との緊密な關係を獲得する3 

« • 

份、一九三七年一月三〇日の法令は、'トイツ5に對してノ丨•ヘル貧の受領を禁じ、「藝術•科^ 




— 62 


のた めの ドイツ W 民^ 」 を制定した が、 ^# . J .. 傅奶は この 法令の！^を委ねられて ゐる 。この阈民 
賞は年々三人の功抜あるドイツ人に對して、それぞれ十萬 ライヒ スマルクの金額で、ナチ ス 黛大會 
常日盛大な儀式を行つて授與され石。 

• • 

宣傳省の地方局 

一九三三年六月初め、{„:傳劣には三1の地方局が設立された。地方^は國内の一定跖域を抢當し 

て、その任務に觸れる總ての問題について宣傳大臣を補佐し、またその命令を實行する。 

背•体 «■ の地方：3指揮者は、同時に、その席域に對して、文化院の地方文化 1 T 理者である。(阈內に 
於ける文化院〇活動に BS する地方 fej 指揮者の監规に U す 15b- 令 —— 一九三四 • 一一•一一0。これにっハては後 

述〇 . 

背•傅省3地方！？ 

1、 オストプ〇イ モン 3、ブランデン ブルグ邊境 W 

2、 r ルリン. 4、シレジア 
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19 、 H ッセン 

20、 デュッセル1.*ルフ 

21、 ミユンヒ X ン•才1バ丨バイェルン 

22、 シュパ ー r ン 

23 、 バイ H ルン東部 a 境地方 

24 、 フランケン 

25 、 ▼インフチンケン 

28 、ダァールファルッ 

27 、 ザタセン 

28 、 ヴュルテン t ルタ 

29 、 バーデン 

30 、 ハンブルク 

31 、 メクレンブルク *9 ユ ー ペクク 
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ドイツ文化院 

. * 1 

♦ 

ドイツ文化院の任務 • 

啓發宜傳省が K イツ文化の積棰的促進及びドイツ民族竝に國家生活に於けるドイツ文化の精神的 
薹頓を任務とする ことは、 前述のとほりで あるが、この 重大な任務を遂行するた めに、 啓發 it 俥 
省は、一九三三年九月ニニ日のドイツ文化院法によつて、一つの外的•組織的限界を創設した。’ 
ドイツ文化院法は僅か七ケ條の謂はば大網を定めた法律である。 

この文化院法によつて、國民啓發宣傳省は*その任務範圍たる活動部門の所屬 M を公法團體に結 
成す；' き授權及び委任、それ故に、同時に その 權能 及び 命令を賦與された (第 一條)。ゲ 〃ベルスに よ 
れば、「ドイツ文化院は第一に、精神的文化統一に於ける凡ゆる創造者の結合である」(三三•九 • 

一五、ドイツ文化院開設に際し- r の演說 ) 。卽ち、一つの文化組織體で ある。 然し、それは全ドイ 
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ツ文化 Q 組織體ではない。何故なら、文化創造及び文化生活 S 要な部分、特に科學及び敎宵の領 
域がこれ S 人され VI い。卽ち第一條によつて明かであるやぅに、ぶツ文化院の雲とする 
範團は國民啓發宣傳省の任務範圍と一致し、それ以外のものを含まないのである。次に、ドイツ文化 
院は、囲民啓發宣傳省の任務範圍たる活勘部門の所 Aa を公法團體に結成したものである。當時、 
文化の領域では、臨時映畫院が三三年七月ニニ日の法律によつて公法團體として設立されてゐたぼ 
か、文化醆係業者はいづれも私的な組織を多數に形成してゐたに過ぎなかつた。しかも、その多く 
は利益團®で、なかには勞勸組合的な性質をもつたものや、マルクス主義的影级を受けてゐたもの 
も あつたが、それらのものが公法團體に結成され て、 ナチスの文化政策を擔ふことに なつた。 

か、る公法鬮 體 として、ドイツ 著作院 、ドイツ 新聞院 、ドイツ ラジオ院、ドイツ演剌院、ドイツ 
音樂院 •ドイツ 造形美術院の六つの院が設立された(第二條) 。このほかに、 旣に三三年七月一四日 
の 法律によつて 公法團體 として 設立されてゐた臨時 ドイツ 映聳院をドイツ映畫院と改稱し(第三條) 
これに 加へ、 合計七つの公法墨を以て ドイツの 文化院を稱成することになつた(第五條)。 但し、 
三 九 年一〇 月二八 日の ドイツ文化院法第五次施行令によつ て、 ドイツラジオ院§ 止された。 

ドイツ文化院は嫌業槪分的構成の一部である(第四條)。職業職分的構成とは、啓發宂傳肖のシユ 
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ミ， 卜 •レオンハルトにょれば 、 r 阈 家に 編 人された 民族の 協同體に於ける一切の勞働集團及び職 
業集團の總括及び指導の狀態」であつて、それ故「そ Q 狀態は、個人の國家に對する自由及び表面 
上の自然的對立を、 國民 及び國家の肢體の關係へ、従つて一體の關係へ、卽ち私的及び公的任務の 
一體の關係へ®き換えた狀態である」。 

啓發宂傅大臣は、經濟大臣と共同して、命令の方法にょり、玆業條例をドイツ文化院法と一致さ 
せる櫬限を賦與 ?' れた(第六條)。一八六九年の營業條例は、營業自由を基礎としてゐたが、營業自 
由とは「個人が經濟的創造の自然的且つ.保護された擔當者としズ、全體に對して、國家に對して、對 
立してゐる狀態を示すものであつて」例へば、适見發表、出版、結社、 集#、建築、 契約及び所有 
權の自由のごとき、政治的自由の組織と共に、自由主義的國家覜、法律覜及び世界覜の基礎覜念で 
あつた。從來、この锌業の¢1由を基礎とする營業條例に於て取り扱はれてゐた文化職業は、もはや 
單なる漭業ではなく、「同時に精神的な、且つまた精神的作用を及ぼす所の職業であり、卽ちナチ 
ス的意味に於ける政治的活動の蛾業」と解せられることになり、か、る文化職業を律するには锌業 
條例では間に合はなくなり、これを K イツ文化院法と一致させる必要が起つてきたわけである。 

啓發 yi : 傳大臣は•'トイツ文化院を監督する(笫一 一條、 第五條) ほか、 施行規則を公布する權限を 



賦與されてねる(第七條)。 . 

では、何故文化院を設立する必要があつたのか。文化院に統制することにょつて、ナチスは自ら 
文化の创造者とならうとしたのであらうか。この疑問にこたへ て、 ドイツ文化院法と同時に發表さ 
れた啓發: B : 傳省の理由書には次のやうに述べてある。 

「文化を上から創造し やうと いふが如きことは、阈民社#主義國家の意圖するところではない。 
文化は本來 . E 民のなか、ら生れて來るものである。……啓蒙期以後の總ての舊式な E 家解 神は、 文化 
を 全く 個人の 案件と 考へ、文化を 國 家と或る種の對立關係に S いて顧みない。この考へにょつて飽 
くまで 貫かれてゐないまでも、文化は本來特に維細 さと 多様性と を 身上とするものであるから、出 
來るだけ國家中央機關の干渉を伴はない •棰 度に中央集権を廢した 國家 保護を求めるものだと解す 
る。…… 國家の任務は、文化の内部に於て、有害なる勢力を克服し、民族協同®に對する資任感を 
規準にして價値ある勢力を促進せしめることである。この意味に於て、文化の劁造は飽くまでも flsl 人 
的で あり、自由で ある。然るに、ドイツ文化政策なるものを行ふためには、 恐らく、 現にドイツ文 
化の 凡ゆる 領域に於て創造に從事しつ、ある 人間を、 國 家の指導のもとに、一つの統一ある意志形 
成を目磨して、統括する必要があらう。この目槙は*常置的な棰構にょつてのみ達成せられる。而し 
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て*常置的機權は各侗人の把握を意味す る。 また"これは By 家内部に於ける組戡でもなく、況して 
國家と竝ぶ組锇でもな く、 新しい形式に於ける國家そのもので ある。 從來 、中心に 立つてゐた法治 
國家的な諸制度(例へ ば、法律、' 栽判權 、瞀察 ) が 不要になるのでは ない。さぅではなく、 これら 
の 制度は、阈民同胞の意志の把握を直接の課題と する この組織の背後へ後退し、そして强制及び權 
力の手段として作用するのである。」と。 

一九三三年一一月一日の F イツ文化院法第一次施行令によつて、ドイツ文化院の任務及び稱成が 
具體的に明示された。 

卽ち、第一次施行令第三條によれば、文化院は「これによつて包括される 凡ゆる 活動分野の 所 A 
者の協同によつて、啓逸宂傳大臣の指導のもとに、國民及び國家に對する貴任に於いて、 K イツ文 
化を促進し、且つ文化職業の經濟的及び社#的事項を統制し、更にそれに所 A する凡ゆる 努力の間 
に調節を はかるべき 任務」を持つ て わるので ある。 

施行令の第四條によつて、文化財の生產及普及に従事す るものは、 總て•トイ ツ 文化院に所屬せね 
ばならぬことになつた。文化財とは何か。第五條によれば、 ドイツ 文化院法に所謂文化財とは、藝 
術の創作または行爲にして公衆に傅達される もの、 及び^術以外の精神的創作または行爲にして公 
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衆に傅達されるものである。詳しくは後述。 

一九三三年一一月九日の第二次施行令にょつて、一九三三年一一月一五日にドイツ文化院が設立 
された。 

當日 、ベルリンの フィル ハ ー モニ ー に於ける 祝典には、ヒ "トラー緦統が 臨席、 大臣ゲ"ベルス 
が演說を行 ひ、 ドイツ文化院及び七つの個/* t の院の - is : 立を 公表した。ゲ"ベルスの 演說耍項は右の 
やぅな ものであつた。 

「吾々は總ての領域に於けるドイツ藝術及びドイツ文化の善き保護者であり度い。ドイツ阈民を捉 
えた飢純は胃袋*たけを襲つたのではない。それは同時に精神の飢饉である。 この 精神の飢緙をも停 
止せしめたい。眞の革命と同様、我々の革命もまた我國の文化的職業と精神的創造行爲の革新的な 
新形成を目指すものである。我々はドイツ阈民の創造力を苒び開放した、願くばこの創造力が障げ 
られることなく伸長し、新たに結成される民族の大木に璺饒な果實をつけて貫ひたい。これがまた 
ドイツ文化院の眞の意義でもある…：-文化院は創造する總ての者を結成して一つの精神的文化統一 
«を作らんとするものである…… 创造 する人間は再びドイツに於ては統一體である ことを 感ずべき 
である。 かくして、 從來创造する人々を阙民とその推進力とから切離してきたあの慰めのない空虛 
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感が取除かれることにならう。我々は藝術的文化的發展を狹めやうとするのではない。これを促進 
させることが我*の意志である。阈家は保護の手を差延べやうとしてゐる。ドィツの藝術家達に阈 
象の庇護のもとに保護されてゐることを感じさせ、そして藝術家が國家の物質的存在の M 値を生産 
するものと同樣必耍缺くべからざるものであるといふ幸 M 感を取戾してやらうとしてゐる。 

'頭腦の勞働者と腕の勞働者とが7;:ひに握手して一團となり、未來永劫に£つて解き放たれないも 
のとならねばならぬ。创造する總ての者の共同體が實現するのである。各人は阈民 とその 將來のた 
めに行はんと決心したものを各自の職場に於て行ふのである。 

新設されたドィツ文化院は現在の反動的な流行遲れの槪念を超越するも Q で、文化院の什事は靑 
年及び靑年の健康な力に道を塞がうとしてゐる反動的な後退を嫌惡する ものであると 同樣 に、 藝術 
上の無爲無能を巧みに蔽ひ隱してゐる一見モダンに思はれる尊大主義に對しても奸意を持つもので 
なぃ。 、• 

ドィツの藝術は新蚌な血液を必要と十る。我々は若い時代に生きてゐるのであり、それを擄ふもの 
は若く、それを充たす理念は若いのである。これらのものは我々の W 後に去つ た 過去とは もはや 何 
ものも共通に持つものではない。この時代に表現を輿へ やうと する藝術家 もまた 若々 しい 感受性を 
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もち新しく形成しなくてはならぬ。靜止にではなく、發展に資する筈の ドイツ 文化院の設立が若し2 - 
も、これにょつて嫌人根性を增長させ、靑年の登龍の道が塞がれたといふ風に考へられるならば 、I • 
これ以上甚しい誤解はあるまい。…… . 

新しい國家は獨自の法を持つてゐる。最初の一人から最後の一人に至るまで萬人これに服従する。 
藝術家もまた、これらの法律を承認し、これを創造的行爲の規纗とする義務を有する。然し、それ 
を超えたところでは、藝術家は自由であり、何等の拘束も受けない。…… 

然し、だからと云つて、眼に角を立て i 諸君の物の考へ方を嗅ぎ廻はるわけではない。我々は寬 
大であり度い、そして我々の寬大さが藝術家社#の同じ寬大さを以て報ひられることを我々は切望 
する。我々 W :- 諸君に我々の全心を擧げての配慮と促進的な保護とを與へたいと思つてゐるのであ 
る。ドイツの新國民藝術は、自己の阈民性といふ母なる大地にしつかりと且つ離せないやぅに深く 
根をおろしてゐるときに初めて、世界に於て、拿敬を受け且つ我々の國土の境界を超えて、新興•卜丨 
イツの眞の文化意思を實證することが出來るであらぅ。ドイツ的で且つ眞正なるものを、世界に新 
たに體驗させなくてはならぬ。ドイツの藝術は、むしろ、民族へ歸つて來たことにょつて、むしろ、 

民族が再び藝術へ復歸するといふ最も美しい報酬を受けることにならぅ。この切望は我々の協同作 






業の ぼんの挨拶である…… 。」 

ドイツ文化院の任務について、ゲッベルスはいふ「ドイツ文化院の任務が 藝 術を制作することで 
あると考へるのは根本的な誤謬である。文化院はさういふことは 爲し 得ないし、 將來 もしないであ 
らうし、またしてはいけない。なぜかといへば、藝術は決して諸々の組織にょつて創作される もの 
ではなく 、つねに各個人に ょつて 制作され る もの だからである。文化院の任務は、 藝術の創作に從 
事する人々を統合し、これを體系的に區分し、彼らの内部に、また彼らのあひだに現はれてくる諸 
々の障碍や對立を除去し、そして彼らの按 助を 得て、現存の 文化財 や、 出來 上りつ" ある文化財 
や、將來創作されるであらう文化財やを、ドイツ民族の利益になるやうに、合目的に管理すること 
である。これがドイツ文化院の任務であつて、それ以外のものではない。それ故、なんらか或る 
藝術方向を主張することが、*トイツ國文化院の任務であるかのやうに考へることも根本的な誤謬 
である OJ 

中央部の組織 


73 




文化院の . M 栽は啓發 - K 傅大臣である。卽ち、ゲッベルスは大臣たる資格に於いて同時にドイツ文 
化院の總栽たる任を引受けた。かやぅに、事務大臣と啓發宜傳省の任務範«に屬する職業職分上の 
指導.者とが同一人であることは、省と職業職分的組織との不可分の内部關係を反映十るものである。 

ゲ"ベルスは、一九三五年一一月一五日べルリンに於ける文化元老院開設に際して、次のやぅに 
說明した。「ドイツ文化院總裁は、一人兼橘で、 m の全國官•傅指導者の職と、國民啓發宣傳大臣の職 
とを引受けてゐる。この三位一體のなかにこそ、職業職分的組織と黨と阈家との摩擦のない協働の 
絕對的保證が與へられてゐるのである。か>'る機構に立脚する三位一體の政策は、眞にナチス的世 
界覜の搀ひ手である人間のみが我々の文化生活に作用を及ぼし得ることを保證するものである」と。 

總栽としての大臣は、1人または二人以上の代理を任命することが出來る。さらに、個々の局總 
栽を任命する(第十三條)。 

個々の局總栽は文化顧問#を構成する(第十一條)。 

更に獨逸國文化元老院を設け、國民及び文化に盡瘁し.た卓越した人物を院總栽が元老院顧間に任 
命し、元老院をして各局總栽を補佐させることにした(第十三條)。この文化-; C 老院の Is: 立は、實際 
には、文化院玟立第二年日の一一月十五日に行はれた。 
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文化院の決定する意思を檐ふものは院總裁である。院總栽は各局總栽聞に意見の相違が生じた 
き之を栽決す—とは勿論、各局總栽間に意見の相達がないときでも、驚間に共通の案件につい 
て栽決することが出來る(第二一條)外•各局の決定を破棄し、自己の栽決にょつてこれを決栽す 
ることも出来る(第二一一條)。 

その他、ドイツ文化院總栽は、次の權限を有する。 

(イ)ドイツ文化院の定款を定める(第一九條) 

(口)ドイツ文化院の豫算を定める(第二三條) 

(ハ)第二 ifi : 條に基づく措置をとる。卽ち、その W 轄領域 A の锌業條作、企業の開始及び完了を 
定め、右領域内の重要問題特に緦括する活動集團間の契約の種類及び狀態に關して命令を發するこ 
とが 出來る。この第二五條に基く措 S にょつて、たとひ沒收されるやぅな羽目に陷るものがあつて 
も、こ1を理由にして、賠償を要求するわけには行かない(第二六條) 

次に、前述のやぅに、ドイツ文化院總裁はドイツ文化院の法定代理人ではあるが、しかしドイツ 
文化院及び個々の院とドイツ政府との--父渉をなすものは啓發 . H : 傳大臣に限られてゐる(第二七條) 
你、ドイツ文化院の經費は個々の院から臨時#费として徴收することになつてゐる(第二四條) 
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院總裁 
(啓發宣傳大臣） 

(一名乃至數名の事務播當者） 


文化顧問 
(佃々の院の院長） 


文化元老院 

(圔民叉は丈化に功勞のあつた人物） 















ドィッ文化長老院 

三三年一一月一日のドイツ文化院法第一施行令第ーニ條は、ドイツ文化院内にドイツ文化長老院 
を 1 S : けることを得る旨を規定してゐた が、 ドイツ文化院總栽は文化院の構成工作を終つた後、卽ち 
文化院設立第二年目の三五年一一月 一 JL 日、 訓令を以て、この笫■一二條に基くドイツ十、化畏老院を 
設置、文化院總栽たる啓發宜傳大臣ゲッベルスが總統の臨席を得て、ベルリン•フィルハーモニー 
に於て大々的に設立贶典を行つた。 

ドイツ文化院緦栽は民族及び文化に盡痄した車れた人物を長老院顧問に任命するもので(前揭第 
一二條後段)、.トイツ文化長老院はドイツの文化生活に對する最大の代表的な審判機關でぁつて、總 
裁及び阈民に對して、阈民の文化的生活の計畫的發展に對する最後の责任をとるのでぁる。 

差當つて、 K イツ文化長老院は、副總栽長及び三八のドイツ文化管理官、總栽顧問#の全^貝及 
びこの院の總栽竝びに幹部を以て構立されてゐる。 

ドイツ 内系省發行「ドイツ要党一九三六年」にょれば、文化長老院を構成してゐるメンバーは左 
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の通りである a . 

(ドィツ文化院から)ワルター•フンク(副總栽) 0 F クトル•シュミット=レオンハルト(ド，ィ 
ツ文化管理者)。フランツ•モララー(ドィツ文化管理者)。ハンス•ヒンケ(ドィツ文化管理者)。 

(ドィツ 音樂院から) ベ ー ター•ラー ベ。ドクトルパウルグレーナー。ハィンツ•ィーラート。 
ドクトル•フリッツ•シ H タイン。ホル.スト ザンダー。 フランツ •アダーム。ヘルマン•ミ 
1 U リヨ ーン〇クレブ ブス。ヘルマン•シ •'タン ゲ〇ヴ '•ル ヘルム•パ ッツク ハウス。 ドクトル • 
ヴィルへレム•フルトヴェングラ ー。 ハンス•フィツナ1•クレメンス==タラウス 〇ゲ オルク•シ 
ュ1マン 〇ハインリヒ，シュルスヌス〇 

(进形藝術院か ら)オィゲン•へ一ニ ヒ。ワルタ1=ホフマン。アドルフ•ツィーグラ1。ハン 
ス•シュヴィツ •/■— 。(以下十一名) 

(* トィ ツ演刺院から)ドクトル•シュレ，サー。オィゲン•クレッファー。 (以下十三名) 
(ドィツ 著述院か ら) ハンス•ョースト。ドクトル•ヴィスマン 。(以下 十六 名) 

(ドィツ 新聞院から)マックスアーマン。ドクトル*オット•ディートリヒ。(以下十五名) 
(ドィツ 放送院か ら)ドレス ラー。 オィゲン •ハダモフスキ—。(以下十三名) 


ラ 
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(ドイツ映晝院から)ドクトル•レ丨-ーッヒ。ヴァイデアン。(以下十三名〕 

一九三六年四月四日には更に、ベルンハルト*ルスト (敎育 大臣)、コンスタンチン、ヒールル 
(勞働次官)、ドクトル • 〇丨ベルト•ライ(黨組織部長でドイツ勞働戰線の指導者)、フィリップ • 
ボウ ラ ー ( 總統官房で、.ルドフ•ヘスの幕僚の一人、同年四月十八日以後ナチ K 文献擁護のための黧 
審査委員#の委員長に就任)、ヴ < クドル•ルプツユ(突擊嫁參謀長)、ハインリッヒ•ヒムラー 
( itn . l 全阈指導者、國家祕密警格指導者、全阈警察長官)、バルドゥール•フォン•シーラッハ(前 
任全國靑少年指導者、一九四〇年以後ウィーン縣戴支部長兼オストマルク都督)が文化長老院に任 
命された。 

* y 

各院の任務と組織 

. 次に、例へば新聞院とか、著述院とか音樂院とか、造形美術院といつたやぅな、ドイツ文化院を 
稱成する個々の任務を組織とを观いてみることにしやぅ。 
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■1. 個々め院の任務 . 

個 A の院はその所管領域•例へば新聞、著述、音樂など專門の領域に於て、前に述べたドイッ文 
化院の任務、卽ちドイッ文化院法第一施行令第三條の任務を逖行することを任務とする。繰返して 
云へば、ドイッ文化院は「これによつて包括される凡ゆる活動分野の所 S 者の協働によつて、啓發 
官法大臣の指導のもとに、 W 民及び阈家に對する责任に於て、•トイッ文化を促進し、且つ文化職業 
の經濟的及ぶ社#的事項を統制し、さらにそれに所 M する團體相互間の凡ゆる活動の間に調節をは 
かるべき任務」及び啓發宣傳大臣に委託された特殊の任務を有するのであるが、個々の院はこの任 
務をその所管領域に於て實現することを任務とするわけである。 

この任務遂行のため、侗 A の院は「その管轄領域内の營業條件、企業の開始及び完了を定め、右 
領域内の重要問題に M し、特に包括する活動集團間の契約の稱類及び狀態に關し命令5:發す心」權 
限を與へられてゐる(笫二艽條)。この權限に基いて、各種の院令が發せられてゐることは、後述の 
通りである。尤も、この院令については制限が附されてゐて、個々の院は「院令によつて國際協定 
を侵犯することが許されない」のは勿論*「書籍販費、美術品販賣、ラジヲ販《の領域に於て、ここ 
でいふやぅな K 令を發令するときには、啓發官：傳大臣の同意を耍する」ことになつてゐる。 
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かやぅに、個々の院がこの第二五條に基づいて、必要に MN じて發布する院令の實施には、警寮當 
局があたる(第二九條) 

さらに、裁判所及び行政當局は個々の院に法律上及び行政上の援助を與へたければならぬ(第二 
九條後說) 

各院の中央部の組織 

個々の院には院長がある。 

院長を任仟命するのは*トィッ文化院緦裁である(第一三條) 〇伹し人選の範圍は院總栽の自由に委 
されてゐる U た',: 、事實 問題として、例へば著作家 集團の 一員であるハンス •ョー ストが著述院の 
院長に任命されたやぅに、その院によつて包括される職業に從惠するものから任命される場合が多 
く、またその方が*際上の利便が大きいと云はれてゐる。 

院長を輔佐する 機闞 としては、院長顧問と行政顧問との二つがある。 

院長顧問(第一三條)は「少くとも二名の院所 MM . J を以て構成されることになつてゐるが、現在 


— 81 — 



では事實 上、 十人から十二人の所 M 員を以て構成されてゐる。院長顧問を任命するのは院總栽であ 
つて、№1々の院ハ院長ではない。 

行政 顧問 (第一 四條) は、 院の包括する個/ ( T の 職業集 n の 代表者5:以て 播 成されるもので、 行政顧 
問を任命するのは個々の院の院長であつて •» 院總栽ではない。行政顧問は重要な問題が生じた場合 
に意見を求められるし、.ま§棰的に院長に提案车 t とも出來る。伹し、こ SS 顧問制は第 
一施行令に規定れさてゐるだけの話で、 實際 にはまだ、どの院にも設置されてゐない。 

個々の院の院長は、代理及び事務執行者を一名または二名以上任命することになつてゐるが、そ 
の人選の範圍は制限されてゐ る。 卽ち 、ドイツ 文化院總栽が前述の院長顧問に任命した者のなかか 
ら任命しなくてはならぬ c 第一三條^ 

次に、個々の院の院長はどんな權限を持つてゐるか。 

(イ)まづ、偶々の院の定款を定める。但し、この場合にはドイツ文化院總栽の同意が必要であ 
る(第一九條)。 

(IO また、個々の院の豫算 Jr - ■定める。この場合にもドイツ文化院總栽の同意が必要である(笫 
二三條)。 
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(〇第二五條に基く各棟の措 S をなす樓限を有する® 

01)院加入の申出がぁ〇た場合、その個人または専門團體 を院に加人ざせるか否かを 栽 決する 
(第一六條 )0 

(ホ)第四條にょつて皖に加人すべき者に對しては、加入の 申出がなくても、院所 鳩の麻門團體 
または専門分科#に 加 人す ることを 要求す ることが出來る (第一五條) 0 

(へ)院の所颶員でなくて、院の包括する仕事の一つを行つたり、 所屬 M または專門團嬤の代表 
者で院の命令に違反する行動をしたり、或ひは院に對して虛僞の報吿をした者に對して•秩序違反 
の罰則を規定することが出来る(第二八條)。 

(卜)さらに、專門團體またはその地方團體の指導者及び事務執行者の任免を求めることが出來 
る(第一 1 C 條)。 

(チ)伶费を 微收 する。但し# 费微收 規定には啓發宜傳大臣の檢閱を•嬰する、袢發宜傅大臣は M 
政大臣と協議して栽決する(第七條、第二四條：>。 



院所屬の專門®體または専門分科會—84 

個々の院は、その包括する活動部門に屬する專門團體または專門分枓會に分れる(第一五條)。 

專門團體は民法上の社 n で、公法上の團體では/ t い。 

專門分科會の方は、.民法上の社團でもなければ•公法上の圑體でもない。これはむしろ個々の院 
の純梓な一部で、何ら獨立の法的性質を有しない行政部分である。 

個々の院の任務を達成するためには、かぅした專門分科#の方が適當である#0從つて、最初、專 
門國體として院に包括されたものも、その後徐々に專 n 分科會に改造されて來てゐる。 

尤も、專門團體も、獨立の社團とはいふものの、その定款(/''作成には個 A の院の院長の同意が必 
要であるし.何ょりもまづ、その定款をドィツ文化院法、同法施行令及びドィツ文化院竝に個々の 
院の定款に一致させる義務を負はされてゐる(第二〇條：>。 

礴 

院加入の條件 




文化財の 創作、 再現、精神的または技術的加工、頒布*維持、販費 i たは販資の仲介に協力する 
者は、その活勳領域を管轄する個 A の院の會 M にならなければ、適法に仕事をすることが出來ない 
(第四條)。 . 

若し個々の院の會員にならずに、その院の管轄領域に M する ft 事を十る者があれば、院はこれに 
對して秩序罰を課することが出来る(第二八條)。 

但し、右の第四條に規定された活動を行ふものであつても、その者の活動の程度が値少 であるか， 
または臨時に行ふも.のである* I 合には、個 >« r の院の院長は、その者に對して院の會員たる必耍がな 
い旨を規定することが出来る(第九條)。 

(ィ)こ i で文化財といふのは、すべての藝術創作または業績にして公衆に傅達されるもの、及 
びその他すベての精神的创造または業緩にして、印刷 •映畫 •またはラジオによつて公衆に傳達さ 
れるものである(第五條)。 

(一一)また頒布といふのは技術的頒布手段の制作及び販資をも含むのである(第四條)" 

(ハ)協力するといふのは、その活動が一、營利的または公益的に、二、個人により、また ii 私 
法上の社團、協會、施設により、若くは公法上の社團または機關に VS つて、三•内阈人または外阈 
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により、 四、企業者または屁傭者によつて行はれる場合に限るのでぁつて、純然たる商業上"事業 
上、技術上または機械的活勳に關する場合は協力と云ばない(第六 條)。 

第四條列舉の活勳範困は、一九三四年五月一五日附のドィツ文化院法補充法によつて、さらに擴 
大された。これは演刺法第六條の第一節第三項と第二節の規定を音樂及び造型美術にも適用したも 
のでぁつて、その結果、 F ィツ阈内で維持される演劇、音樂または造形美術の施設*またはこれら 
の藝術 Q 一つを教授する施設がそれぞれ個々 S に加人しなけ S ?? とになつた。 

この第四條及びドィツの文化院法補充法の規定による要件を具備する者が加人を申出た場合には 

個々の院長が院加人を許可する。 

但し、 その者が 院 の活勳 を 遂行す る 上に必要な確實性 もな く、また資格もないことを明示す る や 
ぅな事*が存在するとき には、 個々の院への加人を拒絕することが出來 るし、 また一見#員となつ 
たものでも、 右の事實が存在す るに 至れば、これを除外す る ことが出来る(第一〇條) 。 

第四條列舉の活動をなす者で も、 その活動の程度が僅少な 場合、 または臨時にこれを行ふに過ぎ 
ない場合には、個々の院の院長はその者に對して脘の侍員たることを免除する旨を規定することが 
出來る(第九條)。 
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11四條列舉の活動. V する者で、特に第九條の免除規定に該當しない者ついては、その者の院加 
人の申出を待たずに、個々の院の院長がその者に對して院加入を要求する。 

' 專門_體から fflA の院に對して加人の申出があつた場合には個々の院の院長が栽伏する。 

院長は、(イ)その專門團傅の所屬員が第四條にょつて個々の院に所屬すべき義務を負はされて 
ゐる埸合 • ( a ) その專門0體の定款が第二十條の規定にょつて旣に K イツ文化院法、同法施行令 
及び院定款に一致して作成してある場合、(ハ)その.專門團體が委託された任務を遂行し得ると認 
めた場合には、加人を許可しなくてはならぬ(第一六條)- 

芳しも加入を拒否された場合には、その專門围體はドイツ文化院總栽の裁決を求めることが出來 
る0 

所 屬關係 • 

f 門 n 體が院に加人した場介、その珲門團體の所屬迳は、笫一次的には加人専門團體の直接食 U 
であつて、 A の院に對して、從つてドイツ文化院に對しては、間接# M となるのである。 
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また、院加人の義務を有する者が院加人を申出た場合"偶々の院の院長はその者を院加入の適當 
な專 門團體 に加人させる。この場合にも、勿論、加入者は第一次的にはその專門團體の直接#員で 
あつて、個々の院に、從つてまたドィツ文化院に對する所屬關係は間接的である。 

但し、個々の院に加入すべき適當な專門 n 體のない場合には、個々の院の適當な專門分科命に加 
人す ることにょ つて、個々の院の直接.の# 員と なる。而して、個々 の 院の 直接の 會員 となるのは、 
この場合に限られてゐる。 

かやぅに、加人者は院所 M の專門團體の直接會員であるか、適當な所 M 專門團體のない場合には 
個/*の院の直接會員となるかの何れかであつて、專門團體にしても、その所 M il にしても、個々の 
院の直接會員にしても、ドィツ文化院そのものの直接會員となることは許されない。 

-院加入の效力 ' 

個々の院の直接會負及び間接#員は會费を納入しなくてはならぬ。二つ以上の院に加人する者は、 
これらの院の一つに支拂ふべき最髙會费以上の#费を支拂ふ必嬰がない。つまり何れか高願の方の 
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個々 の院 


院 長 

一名乃至數名の代理及事務擔當者 



院長顋問 
(少くとも二名の會员） 


行政願問 



分岐圈馇 


钤费を支拂へばょいのである(第二四條) 0 

個々の院の構成 
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文化院の地方支部 

文化 院の各院及び 專門團壢は、地域的には•官俥省の地方局に對應して三十一の管踩に地方支部 
を設け、 これらの地方支部は各院の院長及び 專門團體 の指揮者の指揮命令に從つて活動してゐるが、 
さらに 一九 三 四 年 一一 月 一二日 S「K ィッ國 内に於け る 文化院の活勸に對する宣傅将地方局指探者 
の監視に關する總裁命令」にょつて**»:瘅省地方局指揮者が地方文化監理官の職を兼務して文化院 
地方支部を監督することになつた。 

地方文化監督官の職を宜傳劣地方局指揮者に兼攝5せる理由について、•ゲ，ベルスはこの總栽命 
令の前文に於て、かぅ說明して ゐる、 「 m 及び 阈 家の歸一の原則に從ひ、一般に m に於ける任務と W 
象に於ける任務とが同一な場合に W ; 同一人にょつて處理されるやぅにしなくはならぬ。從つて黨の 
大管 K 宣傳指揮者は また 官.傅省地方局の指撺者 '-e ぁる。この建前に從ひ、文化院もまた黨及び國家 
の統一に從はなくてはならぬ。從つて、余は、寅傅省地方局指揮者及び大管 K 宣傳指揮者が爾今地 
方 文化 監理 者と して各自の管 W 內に於け る 文化院の活動に對して監視を行ふことを命ずる1_と。 
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文化院の個 / t の院及びその地方團體は、《内に於ける地域梅成及び組織を •«: 傅劣地方局及び大管 
两宜麻部の それと 一致させるやぅに命じられた。 

文化院の個 A の院の構成上•地方文化管理官の占める位®、役割については、同じく一九三四年 
一一日一二日の總栽命令に詳細に規定さ丸てゐる。 

これにょれば、地方文化管理官は文化院總栽に3み從颶する？あつ一」、これに指揮命令を 與へ 
る權限を有するのは文化院總栽またはその代理に限られてゐる。 

文化院 S 個々の院及び專門國體の地方支部は、從前通り個々の院3院長及び專門團體の指揮者に 
從»し、且つこれらの地方支部の指揮命令の權限にも何らの變化がない。た ゞ 、個/ ec の院の院長は 
その命令のぅち重要なものは地方文化管理官に報吿したければならない。 

また、個々の院の院長は地方文化管理官に個々の指命を與へる權利はないが"しかし地方文化背 
理官の管轄 K 域内に於て個々の院の院長にょつて通せられた 規則、 就中文化院法第一施行令の二十 
五條に基いて發せられる院長命令は、地方文化管理官をも拘束するので ある。 卽ち 、この 黏に於て 
は地方文化管理官は、 »1 れらの命令 to 施行に關し一切の官鹿及び黨機關を按助する任務を有してゐ 
るので ある。 
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文化院の佩 A の院及び專 rl 團體の地方支部は*前述0やぅに、個々の院の院長及び專門團體の指 
揮者の指揮命令に服する以外に、さらに地方文化管理官の監督に服す る。かやぅに、 地方文化管理 
官の監督に服させる目的は、人的及び物的事情並に地方の特殊事情に精通した これらの 管理官を參 
加させる ことによ つて中央の政策を徹戚させる ことにある。 文化 W 理官の 任務は、何よりも先づ、 
惘 A の管 P : 内の文化活動の統一と 一 A - した民族社會主義的文化政策の實現を、宜俥省の指揮のもと 
に確保することである。 

V 

動勞戰線と文化院 

全國指導者 •トク トル • n 丨べ ルト•ライは一九 三三年五月勞資協調の精神を具現すべく『相逸勤 
勞戰線 j を結成した。一九三四年十月二十四日の「ドイツ勤勞戰線の本質及び目的に關する法律」に 
よれば、この獨逸勤勞戰線は精神的並に圈値的勤勞に從事する K イツ人の結合であつて、特に舊勞働 
組合、*被傭者組合及び舊企業家組合の所 A 員がこれに所 M し(第一條)、所 A 員各自をしてその精 
神力竝に體力に應じ國民經濟生活に於て各にその所を得させ、最高の能力を發揮させ、且つ國民共 


— 92 — 



同體のため最大の利益を得させる ことを 任務とする(第二條)ナチス黨の一機構である(第三條)。 

この勤勞戰線 は、 精神的 並に團體 的勤勞に從事する一切のドイツ人の結合である 所から、 •トイツ文 
化院、その各院竝にそれに 1 ある 組織 及び專 門團體に所 M する創作業務に從事する一切のドイツ 
人も勤勞戰線に加入すべきや否やが問題になつた が、 この問題.については一九三四年二月一三日國 
民啓 發宣傳 大臣ドクトル•ゲッベルスと勤勞戰線總指導者•トクトル•ライとの間に「獨逸文化院と勤 
勞戰線としの間に協定」が成立し、獨逸國文化院は獨逸勤勞戰線の m 體的一員で あるから、 文化院 
及び 所 A 團體に所 M する文化勤勞者は改めて勤勞戰線の所屬團體の會員になる必要がないものと決 
定した0 

歡喜力行 團 

所で、前の 三 四年一〇月二四日の法律第八條 には、 獨逸勤勞戰線は國民社會主義協同體たる「似 
^!がル »"」 ( クラフト•ドゥル ヒ •フロ イデ)を支持すと明示されてゐ るが、この 歡喜力行團は勤努 
戰線内 の一部分で あつて、 その任務と するところはこの 名稱か らも 判る やぅに、 生產的業務に從 
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事する者に對して「歡びを通して活力を」を與へるにある•換言すれば、生活の歡びを以て創造の 
歡びを商め、人間の殊に團體勞働者の人格を向上 させ、 無産者が有産者の下敷きにされるといふ感 
じを 取除き* W 民全體をして等しく精神的愉悦を享樂させ、且つ文化的施設の恩惠に浴させ、そし 
.て阈民全*.が目的を一つにして協同勞作してゐるといふことを體得させることにある。三 K 年七月 
の「歡害-; J 行團」全國大#に於けるドクトル•ラィの說明にょれば、「ナチス協同體『歡喜力行國』 
は恐らく最も端的に且つ直截な形式において國民社主義の意慾を表現するものであらう。……それ 
は W 民社钤主袭が獨逸に全世界に與へる具象的な世界観であり、過去一世紀に苴つて世界と我が民 
族とを支配してきた人生否定にかはつて今こそ我々の艽體に脈々と波打つ人生肯定を表現する」も 
のである。 

この歡奐力行團は、組織 部 •會計 部、 寅偉 部、 旅行徒步•休養 部、 スポーッ 部、 ^働美化及び X 
場班部、敎育及び成人敎養部の五部であるが、その事業のうちで特に文化と關聯あるものを舉げる 
と、この團*の會員には «] 場、映畫館、展*會等の人場について®々の特典が輿へられ 、精々 稅 
金程度の低顛で一般勤勞者が從來は鑑*出來なかつた本格的な歌刺や演刺や音樂などを享受するこ 
とが出來るやうになつたし、また講義や講習#なども催されるし幾龕かの劇 n 列車やトーキー自動 
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車も持つて<〇て遠隔の地に行つて0的を逹しやぅとしてゐる。また勞働者に造型美術に馴れさせミ 
E 的で工場美術展骨#も催されてゐる。 

こんなことをして勤勞者を美へ導いて 行く 間に 彼らを 甘やかしはしないか。 「否！」 と ドクトル • 
ラィは云ふ、「私は勤勞者がこの事のためにもとのやぅにちやんとした氣持にならなかつたといふ 
ことを IF つて耳にしたことがない。寧ろ、自分達も今や凡ゆることに參加することが出來たの•たと感 
謝る述べる數千の手紙を私は貫つてゐ る」 といふ。しかし、一體勤勞者には文化がわかるのか。こ 
れに對しても役はかぅ答へる、「金持は大抵文化を理解しない、彼らにとつて文化は流行でぁる。 
これに反して、阈民の廣い範圃は文化に關心を持ち、藝術家が與へるものの緦てに對して感謝する 
ことを知つてゐ る」 と。 

一九三七年このナチ K 歡喜力行 U と前記ナチ K 文化團とは統一された。 



ヒットラヾー•ユーゲントと 文化政策 

ナチス獨逸が若い世代に對し異常な關心を示し、ヒットラー•ユーゲントを組織し、全獨逸靑少 
年に對し、全國靑少年指線本部が中心となつて、ナチ K 的 fth 界覜にょる廣義政治•敎育を施し•肉體 
的、精神的强健を目標に、將來の獨逸を搀ふべき資格の培養に努力し、驚歎すべき成果を收めつ V 
あることは周知の通りである。バルドゥール，フォン*シーラッハは1九三1年ヒットラー總統の 
命を受けてヒットラーユーゲントの結成に着手、遂ひに三三年全獨逸靑少年指導者に任ぜられた 
が、その後全阈靑少年指導本部の機構を愈々整備し、團員一千萬を數ぇるに至り、後事を*行家肌 
めアルツール•アッタスマンに託し•今夏、ゥィーン縣のナチス黨支部長兼オーストリア都督に榮 
轉した。我々が今ヒットラー•ユ，1ゲント指導の實績として知るのは殆どシーラッハの業絞である。 

一九三五年シーラッハは全國靑少年指導本部に『文化局 J を新設し、これにょつて青少年が獨逸 
の文化を生活に對しても全面的に參加することを確保した。ナチス文化を通して眞に國民社#主義 
的世#覼に徹した未來の獨逸 S 民を I そしてまた心底から國民社會主義的世界覼に徹した靑少年 
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にょつて 眞にナチス 的な文化を 1 とい ふのが， 文化; MJ 設立の主旨 e ある。 文化 局は 勤勞 協同 骼-若 
き創造 - を守り立て、 ゐるが、これは 藝術的乃至學問的に活動す る 若い世代の なかで、 ヒット ラ 
1 靑 少年 團の體驗、ひいては國民社 # 主義 運動の體驗を藝術なり學問なりの 形に形成しやぅとする 
意慾と適性とを備へたす ベての 者を 協同 者と してゐる。 文化 M はこの 目的 達成のために音樂課 、造 
形美術課‘文學 課、祝典、 團槩 課、 演剌•舞裹藝術 課の五踝を Is : け、 一九三九年三月のラジオ： 
止に 伴ひ、 さらにラジオ 課を 新設して*現在は六課になつてゐる。 

音樂課はヒットラー靑少年團の苷樂上の仕事を 掌り、 歌謠運動として公開の唱歌會を行 ひ、 新し 
い歌曲の形式 や 内容 S 創造に努力す ると共に， 管絃樂閹や演奏隊や茜樂班の形で器樂の仕事もや 
9、毎年開かれるヒ"トラー靑少年團の音樂祭には、若い世代の作品中最も優れたものが巨 R ? の作 
品に伍して演奏されてゐる。造形美術家はヒットラー•ユーゲントの一般藝術敎育と共に、特に® 
習侍等の形式で若い 建築家、 畫家 、彫刻家、 製圃師の敎育を行つてゐる。文學課の第一の仕事は新 
しい靑少年文學に明する配慮で、一九三八年初頭には靑少年讀寄 #• を設け、出來るだけ總ての靑少 
年に廉價で良寄を手に人れる機會を與へやぅ r して ゐる C 若い 素質のある著作家は相當の援助を受 
ける。祝典•團欒課は年中行事生活行事の實施に際して支按を與へることを任務と して ゐる。ヒッ 
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トラ ー 靑少年が人形芝居を邊鄙な土地にもつて行く ことは 前にも述べた が" この仕事もこの課が檐 
當してゐ る。 演 iQ •舞裏藝術課は要するに ilj の 問題を 取扱つ てゐるわけで あるが、ヒットラ ー靑少 
年全 H 演劇大會 、ヒット ラー青少年團靑年數曲家週間などが あつて、 活潑に活勳して ゐる。それ か 
らラヂオ 課で あるが、 この課の前身 ラジオ 局はその成立から云へば文化局よりも 古く、 資は政權掌 
握 後 直ちにヒットラ ー 靑少年 n は その部內から靑少年放送指揮者を獨逸放送局に差し向けたので 
あつて、 文化局のために實は 色々な 意味で準備工作をして来たのである。 

所で、演 tij •舞裹藝術課の仕事である全獨逸ヒットラー•ユーゲント演劇大會の第一囘比一九三 
七年ボフム市に於て開催、第二囘はハムブルグに於て開催され、第一囘を凌駕する盛況であつた 
が、 ボフム市の第一囘大會ではゲッベルス、フォン•シーラッハその他の資任者達が若い人々の技 
能 養成のために剌場を 建て、 itjn を 作り、 また ワィマ I ルに俳優學校を設置するなど 種 /* C の具體案 
を發 表し、これを速かに實現する旨を聲明した。三八年のハムブルグ大會に於て は、 フォン•シ1 
ラッハは青年に見は*:された演剌を痛擊し「その责任 は、 靑年のなかに信徒を持つ よりも、 文學的 
耽美主_者の小さなサークルに於て Is められるこ>により多くの價値を置いてゐた演劇指導者達に 
ある」 と 云 ひ、 未來の演劇については「我々自身が過去と現在との、我々に傅承された演劇を畏敬 
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を以て愛護し且つそれを保持する限りに於てのみ成立するであらう。何故なら I 感謝を以て過去を 
把握する者にのみ未來はあるからだ」と云ひ、七つの上演目錄の中、シラーの「群盜」グラッベの 
「ナポレオン J の二つの古典作品を選び、かういふものをお手本にして新しい作品を作らねばなら 
ぬと*地に示した0 

所で、この文化局指缂の下に「文化勤奶』といふ1つの組織がヒットラー.ユーゲントのなか 
に作られてをり、その主要な任務としては、 fsj かの祝典日や*ヒットラー靑少年が本來の仕事を營 
んでゐる日々の休息時間や自由な時間を最も有效に利用することを考へ且つそれを® 行す る ことで 
ある。ちょうど勤勞戰線に於ける歡喜■力行 n の關係である。ヒットラー靑少年の「文化勤勞」は大 
體二つ<0.方面に分れてゐて、その一つは演劇とか映畫とか文學とか其他鉍術文化の方面の知的訓 
練、卽ち文化の正しい理解を訓練することであるが、併し單に理解や鑑賞の域に止らず、第二の方 
向としては、さらに按棰的に、ヒットラー•ユーゲント自身が藝術を^む、自分達3手で作り出 
十、自分達の手で芝居を作る、或ひは小說を作る、歌詞を作る、作曲をし、演奏をやる、かういふ 
創造的な仕事をも志してゐる。特にこの方向に指導部は力瘤を人れ*フォン•シ I ラッハはヒットー 
ラー•ユーゲントの文化指導を獨逸阈演刺顧問であり阈民啓發直傳省の Trffi 刺部長た るドクトル•ラー 



イナー •シ i レッサ ー に依囑して ゐる ほどである。 

この文化勤勞の實踐組織の一つとして『ヒゥトラー•ユーゲント催物聯盟 b が作られてゐるが 
これは 演劇、音樂、文學、映笼、 i 、 舞踊等の開 SS を任務と する。 この催物聯盟のなかに 
有力な部門とし V S 客聯盟一なるものがある。これは滿二十一歲まで S 逸靑少年の晋聯盟て 
あつて、 一九三八 年 九月 Q 本部 指令によれば、¥人の人口を有する所で必要な條件が S つてゐ 
れば、どこでもこの『 I を作つてもよいといふことになつてゐ る。 I する— ろは、 出 
來るだけ安く出來1し—、— 年 I 術的—によつ て®民文化の理解と •更 
に新しい建 is : へ誘導することである。 

と—で、もう一つ、—ヒットラ 1 靑少年指導本部の文化的方面 Q 活動として見 SS いも 
のに、 文化 S 仕事と妓んで、出版•寅傳 S 仕事がある。出版 i 傅 S 仕事は、ヒットラ-青 
少年 團 Q 任務—的に 對し51?啓發し、あらゆる部門に5てヒ"トラ4少年團のため 
に勸說を行ふことで、この啓资並びに勸說2舊な手段として民族社#主義的靑少年出版物を.，ィり 
立て、行く任務がある。九つの課があるが、そのうち組織•新聞—へ映畫課、—•出版裏 
■魏の三つについて簡單に紹介しやう。，組織•新 M 敎育碑はヒ.トラ！ W 少年團の新聞事業に從事す 
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る靑少年の削造力を緦て*この新聞部門に集めて"これに統1的方向を與へることを任務としてゐ 
る。阏窨•出版事業課はヒットラー靑少年圈の出版事業一切を監督し、ヒットラー靑少年團の各雜 
誌、新聞の擁護に當つてゐる。 

最後に、映畫課の任務は『獨逸靑少年映畫の時間 J の組嫌であつて、この時間には最も優秀な创 
作映畫が特別♦の國槩時間内に上映される。もぅ一つの任務は、ヒットラー靑少年團の仕事と任務と 
を表明したヒットラー靑少年酗自身の映畫を製作することである。ところで、1九四〇 —— 四一年 
度の r 靑少年映畫の時間』は、この九月二九日午前、阈民啓發宣傳大臣ドクトル*ゲッべルスがゥ 
1フ T •パラスト•アム•ゾオの會場に臨み、 r 戰時に於け靑少年の義務」といふ一場の演說を行つ 
て開#した。演說に次いで獨機ロンドン ii 擊のニ ユ ースが あり、 トービス映 C 「ハンガリー步兵卜 
レンク」が上映され、大喝采を博した。 ' 




舒 B ® 隽 

參 

ユダヤ人と新聞 

ワイ 了ル镫制 Q ドイツ S 、 一流 新聞 Q 大半が， 一 V ヤ系 Q 謹黨と公然また遙然たる内部明 
係を 持つてゐた。反ユダヤ運動の創始者とも云ふべきテオドール•フリッチュは、「ユダヤ人問題耍 
覽」のなかで、ユダヤ系の新聞はユダヤ人の利益のためにドイツを唆ひ物にしてゐたと善した。 

一九二三年三月、スイ Ki 聞は「ドイツは聲帶の破れた國民だ-一と云つた。ドイツは眞に 
•トイツ及び•トイツ民族の利益を代表すべき大新聞を持たなかつた。 ， 
一九二六年、ユダヤ人新聞『ライプチヒ•イスラエル家族新聞』でラ，ビナーフィシ文ルといふユダ 
ヤ人が「新聞は崇高なユダヤ思想及び我々ユダヤ民族に絕ぇず加へられる不正とを世界に吿げる唯 
一の手段*た」と豪語した。「戬々の閫带の目檩 は、 我々個人の生存だけでは なく、 我々全ユダヤ民 
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族の 生存で あり、 二千年前我々から奪ひ去られた權力の囘復である“我々の肉體にユダャの魂と血 
が流れる 限り、 我 A は 自らを否定することを欲しない。我々は全世界に於いてユダャ的に思索し、. 
またユダヤ的思想を傅播することを欲する」と。 

世界支配を目指すユダャ人が、經濟支配に邁進する一方、思想支配に全力を傾注、新聞によつて、 
ドイツの國民思•想を 毒し、 阈民的良心を麻痺 させ、 反國民的平和主義精神の鼓吹に努めて來た。 

しかも、その 方法は巧妙を 極めた。ヒット ラ ーは 云ふ「ユダヤ人は あまりに も贤 明で、 すべての 
新聞を 率げて、ドイツ國民文化を攻擊するやぅな愚は敢えてしなかつ た。 一方では これを 攻擊 し、 
一方ではこの攻擊に對 して、これを 掩護する ことを 忘れなかつた」と。この言葉は、ユダャ人の戰 
術の特徴を云 ひ 當てゝ餘りが ある。 

「分裂せしめよ、そして支配せ よ！」 これこそ、ユダャ民族の世界支配のためのモットーなのだ。 
このモットーは、ビスマルク 帝國の建設以来、出版に於ける自由主義の名の もとに、 流行的とな 
り戰後 ドイツを 思想的に混 ft に陷れた。 では、 どんな新聞がユダャ勢力の支配下にあつたか。 

まづ"『フランク フル ター•ツァイ ツング J がさぅ だ。 この新聞は有名なベルリン暴動のあつた 
一八 四九年、純然たる經濟•取引所新 間と いふことを表看板に して、 ユダャ商人の牙城と云はれた 
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フランクフルト•アム•マインから發行された。一八五六年、ユダヤ人銀行家レーブ•ゾンネマン 
が「物質的進步にょつて精神的進步へ貢献する」と稱して、その經營を引受けた。ゾンネマンは一 
時ブ P イセ ンを避けて、民主的な シユト ，ガルトへ移つたが、ビスマルクの輯旋で再びフランクフ 
ル トへ 舞戾るや、こんどはビスマルクの ドイツ 建阈の偉業に旺んに水を人れ、憶面もなく敵國の利 
益を代表するやぅな非 ドイツ 的な行動を敢へてした。これには流石のビスマルクも腹を立て、、こ 
の新聞の發行人は有給のフランス特派員•たと云つたといふこと が、 プ ® ヴク ハウスの「ビスマルク 
對談一八七一 —— 八年」(一九二九年刊)に害いてある。發行部數約七萬餘 。舊 民主黨 系。 

『フランクフルター•ツ T イツング」1竝んで*ユダヤ系新聞の双璧と云はれたのは『ベルリ I 
ナーターゲブラクト』だ。これは一八七一年、ユダヤ人ル 1 F ルフ•モヴセにょつて創刊された。 
モブセといふのは、ルーベン•モーゼスといふのが本名で、プロイセンに移住してから、ドイツ流 
に改名したのださぅ*た。一八六七年ベルリンに廣吿取扱所を開業し、ついで内外のあらゆる交通の 
中心地に支店を設け"遂にその數が二百五十以上に及んだが、前記『ベルリーナー•ターゲブラ， 
卜』の創刊後、一八八九年から『ベルリーナー•モルゲンツァイツング』『ベルリーナ1*フォル 
クスツ T イツング』『アハト•ウーア*アーベントブラット』などの有力新聞の15.か、數種の大雜 
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誌を發行し、傍ら通俗科學窨等の出版に從來し、モ"セ出版コンツ'*ルンを作り上げた。 

『ベル リーナー •タ ーゲブラ ブト』 の创刊趣意書やユダヤ人宛の勸誘狀 には 「ユ ダヤ 民族の利益 
促進のために创刊 する」 旨がはつ.3-り書いて あつたと、フリ ゥチュは云つてゐ る。 民主 m 系の新聞 
で、最盛時の發行部數は三十一萬を遙かに突破したと云はれてゐる〇「ベルリーナー•モルゲンツ 
T イツング』は、 一般 IV 者を 狙つた新聞 だが、 發行部數は七 萬 八 干。 

「ベ ルリー ナ ー •フォルクスツァイツ ング』はマルクス主義勞働者を狙ひ、四十二萬部にのぼつ 
た 。 ' 

『アハト•ウーア • アーベント』は 十七萬蠆であつた。 

このモ * y セ出版コンツ*ルンの双璧をなすものは、ユダヤ人紙商レオポルド•ウルシュタインの 
所謂ウルシ■'タイン出版財闕だ。 

ウル シ-■タインは一八七七 年 ウルシュタイン 出版 所を 設立し、同時に『ベルリーナー •ツァイツ 
ング』を 创刊 して旺んにビスマルクを 攻擊 すると共に、マルクス 及び ラサ ールの社會民主黨を聲 
援した。 

一飞、七年には『フォシッシム*ツァイツング』を買收。 一七〇四 年 以來ブ t « シア 國家の機關紙 
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であつた亂紙を瞬く間に棰端な反獨親佛政策の宣傳機 Ml に塗りかへた。三二年頃は平日七萬三千九 06- 
百、日曜八萬七千餘。この新聞は一九三四年まで存繽した。 •一 

同じく ウル シュタイン系の新聞と しては、 r ベ ルリ ーナー •アルゲマ イネ•ツァイツング 』 (五萬部 
餘)、『正午版』(十六萬部餘) 、『テム ポ J (十二萬部餘> 、『グリ ュ ー ネ•ポスト』などが あるが、* 

も發行部歎の多かつたのは一八九八年に創刊された『ペルリーナー•モルゲンボスト』だ。 

『ベルリーナー•モルゲンポスト』 は中產以下の家庭を狙つた民主系の新聞で、平日は五十七萬二 
千餘.日曜版は六十五 萬 八千餘に 及び、 ヮイマー ル 中間國家の新聞發行部數の最高を示した。 

この 外 『ペルリーナー•イルストリール テ •ツ T イツ ング』 (月刊 百七十 五萬部)、『ディ •ダ I 
メ』(四萬八千部)、 r ウフ』(一四萬五千)等の通俗雑誌、單行出版物等が發行されてゐた。 

『ローテ•ファ.. ネ』 や「 フ アヴ 上ルツ』を筆頭に、共產紫、社#民主黨、民主黨の機鵾紙 
は悉くユダャ人が 經營 し、ユダャ人の編輯局員が牛耳をとつて、ナチス運動に徹底的に抗爭した。 

そのぼか、多數の カトリック 新聞がナチス運動に反對 し、 特に その 人種政策を攻擊 した。 

尙、一九二八年の『シ X .1 ネレン•ツークンフト紙所載のヴィルヘルム•ゼンといふ カトリ， 

ク牧師の言葉にょれば「ユダャ人の支配下にあつた大部分のドイツ新聞にはユダャ人問題について 



は沈默を守るといふ默契があつたさぅだ。」 

ユダャ勢力の排除 ， 

墼倒 的なユダャ勢力の 眞只 中にあつて、自由と財產を擲つて、敢然これに杭したのは、テオド ー 
ル •フリゥチユとユーリウス•シユトラィヘアだ。 

テオ ドール•フリッチュは、 百姓の子供で水車小屋の建築技師でああつ.たが•ラガルデ、デュ.- 
リング、リーベルマン，フォン•ゾゾネンベルク、ベッケル、シュテ，カーといつた有名な反ユダ 
ャ主義者と、一八八〇年以來相交はり、一九〇二年には「ハムマー」紙を創刊し、ラナウナ、バ U 
ン、ヮールブルダ等ユダャ資本家の幅を利かしてゐた當時、經濟、政治、文化、宗敎の分野に H つ 
てユダャ人の行狀を暴铱しつ ゞ け、 - Is 刑や ITJ 金刑を繰返し、ユダャ新聞からは旺んに緋謗され 
た0 

またユーリウス•シュトラィへルは、一九一九年以來、反ユダャ新聞を刊行、これが一九二三年 
以後は • t 突擊者 j と改題されて發行された。ユダャ共和制のなかにあつて幾度かの投獄を繰返へし 
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つ、、ユダヤ人 £7> 社會惡を 曝露 t これにょ <> てユダヤ人問題に對する 阈民 啓發の進展に寄與すると 
ころ甚大でぁ 0 た。『突 擊者. 〖の 發行部數 は 四十 K 萬を 遙かに越えて、全世界に 行き 直つてゐた。 
一九一九年から一九三三年まで、一聯 Q 新聞が人麗爭を支持してユダヤ勢力®にユダヤ人排斥 

のために_つた。ミュンヘンの『フェルキ，シ * 、ベオバハター』、ベルリンの「•トイプチ X .•ツァイ 

ツングーが筆頭でぁるが、 一九二三年から二 四 年にかけて®謂ゆる第一囘の民族的高揚の時代に 
は.ベルリンに「•トイ，チ*ス•タ ー ゲブラット J 、 ミ 1 ンへンに『グロ ー スドイッチ JC - •ツァイ 
ツング/マグデブルダに「エルブヴァハ上、ベルンブルダに『フライハイツカムブフ』、エアラ 
ンゲンに『フレンキ*'.てア•ピオバハタ i 等の日刊新聞の ぼか、 •ヘルリンに 『フリ デリクス」 
If デ了 •ヴ * ルトカムブフ』、『ド' チクフンゾ • H 了ノイエルング. I 、『ハイムダル』、【ディ•ゾ 

ンネエ y『H K • H K •日刊 j 等の週刊•月刊雑誌が簇出して反ユダヤ戰に氣勢を舉げたが、その 
大半は經營難のために間もなく较刊になつ た。 
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« 機關紙 

參 '.二.-. 

「フ X ルキ •¥ シ X •ベオバハタ1』 

一 S 民社會主葬•ドイツ勞働黨の前身'トイツ勞働黨が一九一九年一月五日に設立され、ヒ，トラ ー が 
七番 目の黨 M として人 m したが、人黨する や、 ヒッドラーは先づ力强い目的12定と宣麻に全力を傾 
r - n 、 フ Ml ダー及び トレクスレルの支持の下に先づ黨網領二十五ケ條を起草し、一九二〇年二月二 
•■I- 四日ミュンヘンの ホ ー フブ ロ イハウスの宴钤ホールで開催された大衆集 fr で發 表し、 大衆の絕大 
な支持にょつて、運動の基礎を確立する1方、一九二〇年十二月.-+-七日には、友人でぁり黨員でぁ 
る國民詩人デ/トリヒ•エ，カルトの拨助の下に『フェルキッシ*•ベオバハタ1』を黨の味方 

に引入れた。 、 

初代の 編輯 長はヘルマンマサ ーで(彼は一九三三年四月一二 日 バイエルン政府の經濟相に任 
命され た)、 一九二一年八月一一日から.ディートリヒ•工づカルトがエヴサーに代つ た。 

エブカレトは「ドイツょ、 E 覺めょ j 等のナチス黨爭歌の作者としても有名だが、かれがドイツ 



勞働黨に加人したのが一九一九年の夏で V 旣に五十一歲に達してゐた。彼は u 1 ゼンベルグが編輯 
長になつてから も、 ずつと『フェルキ"シェ•ベオバハタ 1 J の仕事をしてゐて、十1月八日の才 
デオン廣場の恐怖も*11ゼンべルクと共に體驗したが*二三年十二月二十六日べルヒテスガーデン 
に沒した。エッカルトの死を惜んで . nl ゼンベルクは I ディートリヒ . H ずカルト=逡言狀 (N 
SDAP 中央出版部)を書いてゐる。 

『フ X ルキッシュ•ベオバハター』は當初週二囘發行であつたのが、二三年二月八日から日刊にな 
り、ずつと飛んで三八年三月十六日からはウィーン版を發行してゐる。 

アルフレ，ド • ゼンべルクが編輯長になつた3は、二三年三月十日だ。しかし、彼は旣に二 
一年二月以後同紙に執筆してゐたことは、彼の論文集(主としてフェルキ"シ*'•ベオバハターに 
掲載されたもの)『政權獲得黨爭』 ( NSDAP 中央出^部)にょつて明かだ。 

P 1 ゼンべルグは一八九三年一月の生れ、高等實科學校を經 て、 一九一〇年からモスコーエ科大 
學で建築畢を學 び、 一九一八年に旣にユダャ人鬪爭を 開始、 二四年の黨解敢當時は『ヴニルトカム 
ブフ J に據つて、闘爭をつ^けた。 P - ゼンべルグの思想的業績については、旣に述べたので、こ 
、ではヒ，トラーがニケ年間の演說饬止に會つてゐたとき、ナチ K の思想を大衆に.止しく傳へてゐ 
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たのが01ゼンべルグの論說であつたことを附記するに止めやぅ。 

『フュルキッシュ•ベオバハタ--』は朝刊だけ。發行部數は北ドイツ版二十七萬餘、南ドイツ版十 
萬八千•これにウイン版が出來たから、約五十萬に達するものと見られる。 

【デア•アングリ"フ』 

フユ ル キ ，シ * •ベオバハタ ー がミ.1.ンへンを中心とするナチス黛 機醐 紙たるに對し、これはベル 
リンを中心とするナチ K 黨機關 紙として活勳したが、現在ではその特色を失つてゐる。ゲ，ベルス 

の創刊。 , 

31ゼフ •ゲッベルスは一九ニニ年頃から ナチスに 近づいた が、 ゲ，ベルスはエルベルフ 上 ルト 
にあつ て、一九二四年 『フ ュ ルキッシ X. •フライハイト』 紙の主筆となり、一九二五年には『ナチ* 
ナルゾチア* ス ティッシュ•プリーフ X 』誌の创刊者として登場した。一九二六年十一月 一日に、 ベ 
ル リン大管两指導者に就任する や、 赤色べルリンの獲得鬪爭を開始、二七年二月十一日のファルス 
ゼー レでの# 場闘爭に於て共產黨のテ P 行爲を粉碎した ことは 有名 だが、 その後二七年五月六日か 
ら二八 年 三月二十八日まで、•ヘルリンに 於け る KQ 運動は禁止され た。二 6禁止期間 内に、 ゲ.‘ベ 
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ルスは『アングリッフ i 紙を創刊した。これがベルリン獲得岡年において最尖銳な武器の一つとな 
ジた。 、 

创刊躭は一九二七年七月四日 通行、 月隈週間新聞でぁつたが、三二年頃には日刊新聞になつた。 
突擊 、また 突擊、發行 禁止に切齒扼腕する有樣が「ホテル•ヵィザーホーフから首相官邸へ」の三 
二年の日記に躍如としてゐる。 . , 

ナチ スの 三大 機 H 紙と しては、もう 一つ一九三〇年に創刊された『エブセナー•ッ ，イツ ング』 
がある 〇 ヱ ， センを 中心とする工業地帶に於け る ナチス黨機關 紙で、. 發行部數 は 約十四萬 三千。 

ところで、 ー デア •ッ T イトシュピ ーゲル』誌十四躭(一九三二年)の統計に よると、 一九 H 一一年 
には ドイツに 總計四六四七種の新聞があつた。內 、政 黛別にしてみると 


ナチス黨系 一二一 
ドイツ國民大衆黨系 八一 
ドイツ社會民主黨系 一九七 
中央黨及パイエルン大衆黨釆 五九六 
ドイツ 大衆%系 一四 
ドイツ 共產黨系 五0 
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ドイツ 民主黨系 

經濟筑系 

さらに、これを傾向別にしてみると 

國粹的なもの 

ブルジ ，ア 的なもの 

自由主義的なもの 

共和制的なもの 

民主主義的なもの 

社會主義的なもの 、 

官 K 的なもの 


八 


五六二 
三六三 
六四 
一九 
五八 
九 

ニニー 
八一四 
三三七 


超黨派的なもの 
その他のもの 

となつてゐる。 

ヒットラーの政權鞏握1£後、一月足らずのぁひだは、まだ反ナチ K 派の新聞が尙ほ存桉してゐた 
が、二月二十七日の議事堂放火事件を契機にして、ユダャ新聞、卽、反ナチ K 系新聞の大淸掃工作 
が一舉に行はれた。 
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卽 ち，ナチ K 政府は共產黨の新聞發行垃びに選皋宣傳を四週間禁止した。また、社會民卞 - i の 
ものを二週間の發行禁止に處した。その後、これらの發行停止期間は延長に延長を重ね、つひにこ 
れらの新聞は發行を斷念せねばならぬことになつた。かぅして、社# 民主 m 機 糊 紙‘ フォアヴェル 
ツ/共產黨機關紙『ローテ•ファーネ』は抹殺された。 

また、 新聞の所有、發行 、編輯 部門からもユダヤ人が追ひ出されることにな り、 ベルリン最古を 
誇 -〇た『フオシ 7 シ1 . ツァイツング』 は一九三四年以後全然姿を消すに 至り、 また 「ベ ルリ I 十 1* 夕 
--ゲブラット J も ウルシュタイン 出版社 も、 ユダヤ人所有者から合法的に取上げられて、ユダヤ人 
でない社員の共同看監理に 移され、『フラン クフ ルタ！ ツァイツ ング』 のごときもユダヤ人でた 
い 編輯 者の 指揮のもとに 一大轉換を 試みることになつた。 

三三年七月 Q 新 i 止法にょつ て、 舊政黛が完全に淸算され、これにょつて S 薄紙が全部奮 
消す に 至つ た。かぅして、 一九三四年には、 ドイツの 新聞總數は三〇九七種に減じた。 

ナチ K は、 つた部分？ イツ 新聞 S ? て、—指 S 有用擧段に作りかへるこ 

とに努力した。 
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純ドィツ新聞の創造 / 

I \/ 

ナチスの要求 

ナチスは網領第二十三條でドイツ新聞の創造を可能にする要件として、次の三つの事を要求した。 

1、 ドイツ語で出版される新聞の主筆及び編輯 M はすべて國民同胞でなくてはならぬ。 

2、 非ドイツ新聞を發刊するには阈家の認許が必耍でぁる。たとひ g 家の認許がぁつた場合で 
も、非•トイツ新聞はドイツ語を以て印刷することは出來ない。 

3、 最後に、ドイツ人でなければ、ドイツ新聞の財政に關與する'とが出來ない。違反すれば、 
その新聞が閉銀されるのは勿論關與した非ドイツ人は卽時追放に處する。 

併せて、公共に反する新聞を禁ずる旨を穴言してゐる。これらの耍求は次の1;禰の立法にょつて 
實現した。一つは、三三年十月四日の編輯人法及び同年十一月卜九日の：一法施行規則中の關係條項 
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で、こ JfL 二 J よつてドイツ新聞の編輯人はドイツの國籍を有すべきは勿論、血統及び配偶者がアリア 11-'.— 
系で i くて はならぬことが規定された。他は、三三年九月什二日の♦トイツ文化院法中新聞院に關す一 
る規定及び同年十一月一日 M に廿九日の施行規則で、ユダヤ人は新 fw 院から除外されるに至つた 

出版の自由の 謬見打破 

然し、ユダヤ人を一？るだけでは、まだ純粹のドイツ的新聞—れない。それには、®民にと 
つて有害で、意味をなさない新聞の自由といふ謬見を打破する必要がある。 

フラン K 革命が出版の自由を人權の一つに加へたことは云ふまでもないが、プ。シア王7リ1ド 
リッヒ•ヴィルヘルム四世治^-〇1八四八年のドイツ革命—た出版 Q 自由、特に新聞に對する檢 
g の撤嵌を奥求した。一九二10年 Q ヮイマ-ル湛法もまた原則として言論の自由を諷めてゐる。一 

八七四年の新£紙法もまた自由主義的である。 . 

編輯 人法の法律 理由 害に よれば、「自由主義は印刷による意見の發表を個人の精神活動の最も有 

意 f つ重要た手2一つとして取扱ひ、この意見の發表 S 則的自由£家の權威に對する領人 




の基本 權利 として要求するものであつて、 精神的 展開の 擔ひ 手としての個人と•秩序の監視者とし 

* 〆 

ての國家と*——@家に危害を及ぼ十限界に至るまでは、絕對に個人の精神の自由を求めること 
と、——この自由の領域を出來るだけひろくし.精神の自由が团家に及ぼす危險の範圍を出來るだ 
け狹めやぅとする努力と-—、この自由主義的な团家観及び文化觀の根本態度から生れたのが(一 
八七四年の)現行新聞紙法である。從つて、現行法の内容は、一部は印刷にょる精神活動に對する 
自由 C 保! f と特別の特權であり、一部は印刷にょる意見の發表が特別に强烈な效果を及ぼすために 
蒙らねばならぬ保安警察竝に刑法上の拘束である0」 . 

絹輯人法が内閣で決定された三三年1-月四日 G 晚、 官.妒 大臣ゲッベルスは該法律と共に基礎的要 
項に對する說明を新聞に發表した(獨法令集 一七七一三 頁に收錄) 。そのなかで、 ゲッベルスは云 
ふ、「新 M 紙は絕對に自由であるといふ考へ方は、明かに自由主義的である。この考へ方は、全體 
としての困民を出發點としないで、個人を出發黏としてゐる。この考へ方を押し進めて行くと、吾 
々は思想の自由といふものが國民にではなく個人に興へられたばかりに、國民全體の利益にとつて. 
はむしろ有害になつたといふ搴實を，確認しなければならない。國家國民 q 利害から解放された思想 
の自由などが存在し得るなどといふ信念、この信念は全般的に後退させられた。稍神の自由と思想 
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の自由とが置及び iQ 播利 i と翼す£界に S ? るを S い二 4: ■"イツのみでな 
く、世界到る所に於て見棰められてゐる」と。 

首 S 自皇義の名の もとに、 二れまでの新聞は、無貴任な執筆者やユダヤ人にスペイスを割 
き、 計畫的に ドイツ 精神を毒する權力を握らせた。ナチスは、このやぅな誤つた自由槪念 S 行を 
終想させやぅと した。 s 領第二 i 一條に「公共1屈する新 SS せ—」と明示されてゐ 

る所以である。 - 

• • , V 

新聞は 政治的敎 育機關 だ 

ヒ，トラ1統統 S 我が擎 .1 S かで、1が拙 S 、 無知 &、 惡意の—2手に 陷ること 
を防止す — ij そ、 5 Qi 的 B 民的 s ? t 、 それ SS は®5教1餐し凡ゆ 
る不正を阻止すベ 美 務が si つた。 彼に ょ S 、 こ S 3 つ ハては特に新聞に®する證 
を鋈にしなくてはならず、 新聞の領域に於て こそ、 國家は一切の 手段を 一つ® 目的に役立てねば 
1 七」 と I れ 5ならず、 祝して「新 S —」— と XII はされて、® 
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家の義務を 怠つてはならず、進んで國家は 斷乎 たる決意を以てこの 國民敎育 手段を確保し、これを 
H 家 及び ■ 民に奉任させなくてはならぬのである。 

編輯人は何を爲すべきか ， 

では、 編輯 人は積極的に何を爲すべきか。ゲ’ベルスは編輯人法の公布された三三年一〇月四日 
ドィッ 新聞 團體を前に次のやぅな演說を試みた。 

「敎育を監視し且つそれが全體の幅祉 、國 家の利益は勿論現在の iil 民の一般的道徳的見解にも適應 
する方面を迪つて行はれるやぅに面倒.5:見ることが國家の最高の權利であることは、何びとにも明 
白な且つ議論の餘地のないところである。この故に國家は子供を精神的に後見するのであるが、し 
かし子供が極めて感受性が 整 富になれば、國家はその後見を解いてやる。ナチス黨員はこの 黏 
に於ても全® 的観點 に立つもので、自分に云はせれば、子供が大人になつたからと云つてその 瞬 
間に急に若い人間を國家の後見から解於して、物を書く人間の個々の實驗に委ねることはしな 
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-それはさうと*或る編科人が今日私に向つて"-- >- チス政府は我々か-1-»意見の自由を奪ひ取つたの 
ではないかと抗議を申込まれた が、 我 A ; i 何にも新聞の專門家面をして自分で何かやつて見せやう 
などといふ考へは毛頭もつてゐない。たぐ、私は何處。編輯人でもょい、雇主の意見に反して敢ぇ 
て自由な意見を主張し、しかもその場合やはり獨逸には精神の自由が支配してゐると主張できる人 
間に、一度で い、 からお目にか V りたいと思ふ。ところで、國.家が發行者にかはれば 、何 か編輯人 
の®面にか、はることでもあるのだらうか。 

公衆の意見を支配するとまで云はないにしても、少くとも公衆の意見の形成されるに當つて或る 
程度これを監視し、そして公衆の意見が 國家國 民は勿論一般人にとつても有害なものにならないや 
0に面倒を見ることは、國家の至上權である。 今日、ジャ ーナ リスト 仲間の あ ひだには、獨逸の新 
聞が一色になつてしまつたといふ不平が持上つてゐるやうだが、かやうな不平に對して私は寧ろ、 
これは政府の 意圖 した所でなかつたと抗議せずにはゐられない。以前ナチス運動に突擊した新聞が 
今日になつてパブ ストょりも パプスト的で あらう としても、私はそれに對して何事もしてやれな 
い。我々は然しそれらの新 H を强制して特色を失はせるやうなことはしないし •« また彼等が心から 
萬歲を叫びた くなら ない® り、 無理に萬歲を叫んで*ひたいとも考へない。我々の望むところは、 




た^、彼等が阈家の利益に反するやうなことをして*ひたくない。 

輿論 形成の冬秘多搽さは一向差支えない。この 權 利を行使するのは侗々の編輯者の想像と天分に 
か V つてゐる。 

このやうに舆渝形成は多彩であつて差支えないが、勿淪、これは今日我々が 獨逸國 民と共に 觀念 
のなかで展開して行かなくてはならぬ偉大な仕事と®突することは許されない。幾百萬人， 7;' 信親し 
て諸^を見、そして諸对の新聞のなかで E 日の精神的興*を見出すのであるから、諸君が編輯人の 
仕事と結びついてゐる大きな資任をつねに意識してねなくてはならぬことは判り切つたことだ。權 
威のある阈家に生きてゐる限り、苟もその權威に參與するものが、その權威に對してそれ相常の责 
任を ft はたくてはならぬから*た • 

新しく出來た編輯人法は、諸君を資任負擔から解放せんとするものではない。反對に、この法律 
は諸丼に 資 任を負はせやうとするものである。我々が欲するのは辟々たる意見ではなく、公の誠® 
な言葉である。新聞もまた自らさういふ行動をとらぬばならぬといふことを理解して貰ひたい。我 
々は最も完全な魂と完全な贵任とを以てこの國家に奉仕する: IH しい人間が欲しい。何故なら、この 
やうな人々は特定の狀況から見て可能であると見える最上のものに對してこの國家を保持するから 
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t ? ある a H 逸の 新聞の色彩がどんなに多彩で あらぅと、 それの fa つた酌民の意思は統一したもので 
なければ ならぬ、」 と。 

• •、 f 

三三年一二 月 一三 日、新聞院統栽 マ"クス •アマンはベルリンの新聞酗體を前に恁ふ云つ 
た—〇 . 

「獨逸 新聞 〇 大部分卽ち新聞で仕事を して ゐる大部分のものが、 未だに 新しい任務を少しも明瞭 
に理解してゐないのは 勿論、 況んや*行されてもゐない が、 この新しい任務は既に®民社#主義革 
命から新聞及び新聞に働くものに裸せられてゐるのである。しかし、この新しい任務は、獨逸新閜 
の大多數 がその 内容を 多かれ少かれ一つの意圔に從つ て 同一の調子に合は せ、 かくして同じ形にな 
ることで連 成されはしない。現在全般を支配してゐる單調 性、 特に獨逸の日刊新聞のそれは、政府 
の處置の結果で «: なく、 また國民指導の意思に適應 する もので もない。 この單調さの原因はむしろ 
今日 新 M で 精神的な仕事をして ゐる 人間が國民社#主義的思想財に對して^的な親しみを待つてゐ 
ないことである。總統が 云はれたやぅに、新聞は國民社#主義 國家 にあつては國民の自己敎育の機 
M であるから、 何ょりも 先づ、新聞で仕事をして ゐる 人間はこの敎 育機關 に對する前提を精神的に 
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且つ性格的に取得すべきである。專門雜誌の領域でも形成の#樣性は當然保存さるべきである。全 
獨逸 B 民を國民社#主義へ敎育することが獨逸新聞に與•へられた一つの大きな任務であり、個々の 
任務がそのなかに包含されるものと十れば、一つの m 爭目標が問題になつてゐることが同時に明か 
にな5、そして同時にまた究極の勝利は全ての黨爭者が同じ大道を進んで目檩に迫るときよりも • 
一つ目檩に向つて凡ゆる道を辿る場合にのみ得られることが指示されてゐるわけ*た。」 

一九三五年の黨大會で新聞院總栽マ〃クス•アマンは恁ふ語つた。「西歐流の民主主義の意味で 
の「新聞自由」の槪念は我國には存在しない。この槪念若くは狀態の除去は決して國民社#主義革 
命の偶然の結果ではなく、むしろ黨網領の意欲の實現なのである。國民社#主義は新聞に國民指導 
手段としての最高任務を賦與する ことによ つて、新聞が國民全體に對して或る特殊な RS 係に立つも 
のである ことを 表明したのであつた。自由を云々する場合には、その自由が何によつて與へられて 
ゐるか、また如何たる目的のために與へられてゐるかといふ問題が生ずる。蓋し、自由はつねに或 
る拘束 關 係を前提とするからである。新聞は今では決してそれ自身のために存在するのではない。 
從つて自己目的ではない。それ故新聞の自由は獨逸阈民の•痛祉と結びつくものである」と。 
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編輯人法 

法律理由書は自らこの黏について次のやぅに云つてゐる。「新 M は國民に對し精神的影響を及ぼ 
すための手段で あり、 文化の手段で あり、 敎育特に國家及び國民敎育の手段であつて、學校 、ラヂォ、 
演剌、决■とその性質を同じくするものである。卽ち、新聞はその本質に於て公共事業で あり、 自由 
主義思想及び自由主義立法の解すると21-ろとは正反對のものである。新たなる法律上の取扱ひはこ 
の見解に從はねばならね。新法はもはや單なる自由の保證や*察法規に非ずして、組織法である。 
法律を以 - T 新聞を公的«任を搀ふ者の範圍に組入れることが新法の意圖するところである」と。 

理由書は、更にこの精神に基く法律の特色として、 

第一に、 公共の利器と見るべきものは定期刊行の新聞及び政治的性質を有する雜誌に 限り、 從つ 
て 滴 用範圍もこれに限るべきことと し、 如何なる雜誌を政治的と見做すかは宜傳大臣が決定し、 專 
問雑誌については所轄上級官藤または地方官麻がこれを決定すべきこと。 

第二、新法に基く義務と特權を有すべきものはドィッの新聞に限り、外國新聞は單に罾祭取締の 





對象た るに 遢ぎ ず。 

第三、また新聞從業者のぅ ち、 編輯人卽ち新 M の精 M < 内容の製作に-與る者のみが右の意味に於け 
る公共の任務の*當者として新法の統制を受くべきで、新聞の經濟的經營方面の從業者には及ぶベ 
S - ではないこと。 

第四•特にイタリアの立法に從ひ、編輯人の登錄制を採用したこと。 

の諸黏を舉げてゐる。 

1、 編輯人の定義。本嫌として若くは編輯畏として、論說、報道または圖畫を以てドイツ阈内に 
於て fl 行する新聞または政治的雜誌の精神的内容の作成に參與する者を云 ひ、 通信社に於- T - 同一業 
務に從ふ者も編輯人に準ずるものとしてゐる(第四條)。 

2、 編輯人の資格。編輯人たり得る のは、 (イ)ドイツの阈籍を有し、(口)公民權及び任官能 
力を 有し、(ハ)アリア人種にして且つ非アリア人を配偶者とせず、(二)滿二十一歲に達し、 
(ホ)行爲能力を有し、(へ)一年以上•トイツの新聞又は通信社に於て編輯人の業務に從事し、 
(卜)公衆に 對 する 精神的 指導の任務に必要な資格を具ふる者に限り。(第五、第六條)形式的條仵 
i しては編輯人名簿に登錄されること 1 C ょつ て、 艤輯人の資格を取得する。 



3、 編輯人名簿。編輯人名簿は地方新聞組合に於て調罄し"登錄は申請に基いて"組合長が行 
ふ。登錄後、上記の要件を缺い たり、 耍件に關する申吿に不正があつたことが發見され、または2: 
錄された者が疲業したときは、組合長は登錄を取消すことを要する が、 登錄の拒否または取消に不 
服があれば組合栽判所に抗吿することが出来る(第 八、 第一〇 、第一 一條)。登錄は編輯人たる 
絕對の要件で、登錄£受けないで編輯人の業務を行 ひ、 または編輯人の名稱を稱した者は處罰さ 
れる(第三六、第四三條)ばかりでなく、これを編輯人に使用した發行人も處罰を受ける(第三七 
條 )0 

4、 編輯人の權利義務及び資任。編輯人の權利といふのは編輯人の業務を行ふことであるが、地 
方新聞組合の一つに登錄された者は全國にわたつて業務を行ふ權利を取得する。(第一二 條)。 

編輯者の義務については、(イ)その取扱ふ事項に91して眞實を傳へ、最善の知餓を以て批判す 
べき こと(第一三 條) 、(口)私益の主張と公益の主張とを混術して公衆を誤るやぅな 事項 や、内外に 
對する ドイツの H 力、ドイツ人の協同心、ドイツの武力、文化、 經濟 等を弱め、また信仰心を傷け 
るやぅな事項や、ドイツ人の名*品位を傷ける事項や"不法に他人の名*または幸福を毀損し、信 
用を 害し、愚弄輕侮にわたる事項や、その他不德義な事項やを新聞雜誌に掲載しないこと(笫一 
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四條、(ハ)败務 S 内外を問;±ず、編輯人たるの品位を傷ける行爲を爲さざること(第一五條) 
を擧げてゐる。 

卽ち、編輯人は一種の公務執行者として官吏類似の藕務を課せられてゐるが、最初の 二 K は殊に 
新聞統制の中心を爲すものでぁるから特に嚴重で、編輯人がこれに違反する行爲に對して利益や報 
酬を要求し、約束させ、または 牧受 したと き、 及び編輯人または發行人に 對 して利益を提供し、ま 
たは强迫を用ひて右の行爲を爲さしめ、または之を忍容させ やぅと した者は、何れも禁錮または« 
金に成せられる(第三八 —— 第21〇條)。， 

軀輯者は、原則として•、新聞の内容につき、自ら作成し、または掲載 fc 決定した限度に於て、民 
事刑事並に職務上の資任を負ふ(第二 C 條一項)が、編輯長は例外で•編輯長は新聞雑誌の全内容 
について责任を負ひ、且つ編輯事務及び資任の分播を定めて每躭紙上に表示し、利害明係者の®求 
するときは之を吿知する義務を負ふ(第一九、第二〇條二•三項)ことになつてゐる。 

編輯人が公務の執行者と認められるのは、新聞雜誌の内容作成の上だけでぁつて、發行人に對す 
る騮係は依然私法上の雇籥關係に止まる。この公法竝に私法上の義務の調和をはかるために、法律 
«:次のやぅな規定を1¢けてゐる • 
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弟 一に' 級輯 人の任用は 文窨 を以てすることを要する(第一七條) * 

第二に、•發行人は法律の規定する編輯人の義務に牴觸しない範阐に於て、任用に 際し、 新聞編斡 
方針の 大綱を 示して その 遵守を命す〇 ことが 出來る(第一六條)。法律の規定す〇義務に牴《しない 
ことと 方針の大網に止まる ことが本 條の 眼目で、 その趣旨は一方に於て編輯人の職務に或る程度の 
獨立を保障す ると共に、 新聞雑誌の侗 性、 傅統、讀者庇等を も 保存 - tr しめて、 社主の經濟的 利益を 
も保«せんとする ものである。 

第三に*編輯人を解雇す ると きは理由を附して文書を以て吿知することを要し(第二九條) 、且 
つ記事の内容を理由と十る解® は、 た V 決律の定めてゐる編輯人の義務または發行人の定める編輯 
方針に違反した場合に限り、解雇されたものが組合栽判所に抗吿することを得る(第 H 〇條、 

ドイツ新聞院 

新聞 院の成立 

ドイツ 文化院法は啓發宣傳大臣に對して 、その 嫌務範國に属する新聞の領域について ドイツ 新 W 
院を跌立すべ&ことを委託したが、啓發宂值：大臣はドイツ文化院法第1施行令にょつて、.從來のド 
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イツ新聞雜誌勞勸組合を公法團體とし、これに ドイツ 新聞院といふ名稱を與へた。 

包括する領域。 ， 

ドイツ新聞院に包括されるのは、定期刊行物の製作及び販资に協働するすべての者であつて、院 
はすべての峨業團體を獨立の專門 H 體に結成してゐる。 

イ、編輯人。編輯人の槪念は編輯人法で述べたやぅに、本職と して若く は 主筆としてドイツの 新 
聞または政治雜誌の本文の作成に協働する者を指す のであつて、 その協働が 直接に新聞の 經營に 於 
て行は れるとは たまた間接に材料の提供にょつ て 行はれる とを 問はない。 これに反して長篇小說 や 
詩歌 や 短捕 小說の 作家は、たとひその作品がこれらの新聞雜誌に揭 載され るに しても、 編輯人と し 
て新聞院に屬するのでは なく、 著述院に屬する。 

卩、出版者。新聞雑誌の^版者は、その印刷物が編輯人法の規定に含まれるか否かを問はず、す 
ベて ドイツ 新聞院に屬する。 

しかし、 (1) 一定の團體の所 M 員に限つて配布される團體報知、 (2) 製造品や業績について顧客 
に報知するための顧客雑誌、 (3) 專ら企業の製造品、業績 または 作業協働體内部の出來事に 關する 
報吿をする作業雜誌は、定期に發行されるものでも•院に所屬する必要がない。 




出版書肆の所有者の ほか、 被傭者も院に A する。 

ハ、新聞雑誌の速 fa 者。 

二、新聞雜誌の販賫に協働するすべての職業集團、これには、 (1) 販賫商人—卸商人、小資商人 
C 2) 雜誌囘讀會主 • (3) 購讀者募集人がはいつてゐる。 

新聞院の構成 

院長は マックス •アー マン、 副院長ドクトル•ディ1トリヒ0*トイッ新聞院は職業集團のすべて 
を獨立の專門團通に結成してゐる。 

ド イッ .新聞團體は編輯人の專門團體 であるが、 公法團體で 、この 黏で•トイッ文化院に於ける專門 
n ® 中特殊の地位を占めてゐる。卽ち 、このドイッ 新聞國體に對 する' トイッ新聞院の院長の權限は 
他の專門團體に對する場合と比較して著しく縮 少 されてゐ る。 

残りの專門團體も、主として次のやぅな登記社團である。(括弧内は指導者) 

ドイッ 新聞發行者围體(ブリンクマン) 

F イッ雜 誌發行者 圈® (ビシ5ブ) 

新敎新聞 n « (ヒンヂラ ー) • 



铒敎新聞専門分科會(アドルフ)兩者は宗敎新聞大專門分科會を樽成してゐる。 

ドイツ新聞雑誌卸商 n 體(シュナイデルハインツェ) 

ドイツ驛資書藉 商團體 (ヴスト) 

ラジオ新聞颶體(フランケ) 

ドイツ新聞雜誌小赍商團體(シュタインホイゼル) て 
麻吿雜誌專門分科# ( シュテュルツュル) 

出版社被俯者專門分科# (コルテイ) 、 . 

•トイツ新聞記者 專門國體 (ヴェンドリッヒ) 

ドイツ 通信、情報專門團體 (ドクトル•アルブレヒト) . 
ドイツ雑誌囘讀會主專門圑體 
新聞院の仕事。 

ドイツ新聞院は•新聞の領域に於て、「啓發宣傳大臣の指導のもとに、院の包括する全活動部門の 
從業者の協同にょって、阈民及び 國 家に對す K - 資任に於て、•トイツ文化を促進し、文化事業の經濟 
及び社#問題を規定し、加人 團體 相:/7:間の一切の運動の調節を計る」ことを任務とするもので、(ド 
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イツ文化院法第一施行令第三條)，「その所管範圍内の玆業條作•企 1g の開始及び ivcY を 定め、 また 
その所符範圍內の JP : 要問題特に院み包括する活動集團間の契約の種類及び狀態に關して命令を敬す 
る權能」を與へられてゐる(同二：九條)。 

この權能に基いて、ドイツ新聞院は諸稀の命令を出してゐる が、 勿<1,これによつて編輯人法に 
«れることは許されない。 * 

新聞豫約砵保の廢止に關する命令(三四•八•三 一) .によつ て、 敢ヶ 月間、 募祺 M による廉約者 
募集? f: 禁止。募集員に對して許可制を採用した。これにより、募集 M;i 選拔、監督を受け、且つ募 
集方法も規定された。尙この命令の施行に№3する告示(三 K •一•二)は例外的に、 K イツ新聞發行 
所全阈組合加人の純娛樂的な日曜新聞、週 r -> J 新聞については豫約募集の繼續を許してゐる。 

逋要なのは••一九三五月四月二四日の「新聞發行制度の獨立性保證に期する命令」でぁる。これ 
■は新聞發行者の職務行使に liya する規定を含んでゐるが、注目すべきことは、第一一條によつて法人一 . 
公法圑體も、株式#社も、有限資任 4 c 社も、組合も、財團法人も、——さらに械業的、職分■的また 
は宗敎的見地から、構成された 191 礓も、新聞资-れ者としての活動から除名された。この命令の H 的 
拉かつて新聞發行制度を支配してゐた®名を廢 lh するにぁつた。また、新 lifl 發行に對するすべての 
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權利者 -所有者の 外、用益權者* K 借人*質權者な ど——につき 院に届出る義務を良よしてゐる〇 

» 

權利者の變更には許可を得る必耍がある。さらに、新聞のコンツ H . ルン結成にも反對して ゐる。 

同日の第二命令は、正常な 競 業條件及び健全な 經濟關 係の誘致上必要なきとき には、 院 Q 院長に 
對して多 S 新 g 發行 所を 有する地區内に於て特定§行 所を 閉鎖す ベ，^ 權 限を 與 へて ゐる。 

同日の 「煽情的 新聞の 除外に 關 する 命令」にょつて、 スキャン ダル新聞の發行者は院 から 除外 さ 

れた。 

• « 

雜誌の領域でも、一九三五年四月三〇日の命令にょつて、發行者から匿名が取除かれることにな 

つた。 


通信社その他 

通信社 

ナチスは所謂 D*N*B の名で知られてゐるドィツ通信社と「トランス•オツユアン」通信社を通 
じて、宣傳省情報部指導のもとに、動外官：傅を行つてゐる。 

ゴ” 1?べ，エ； ヌン . 'i rj は 一丸言年一一一月 音、 大陸通 S であるヴ*5>レル ゲ安 シぢ 
通信社で ある テ レグラーフ ン•ゥ -1 オンが合同して成立したもので、勿論私的な會社として設立 
されたが、その實、半官半民的な色彩を帶び 、その 株 ht 全部政府が買 ひ上げ、 政府が直接所有しな 
い株 も、實際はその 信託的所有で あると 云は れる。 D-N * B は國內外の-ーュ I スの配給と募集のた 
めに、自己直屬の支局、代表者、通信員などを各地廣く配備してをり*またドィツ國內の新聞は、 
直接にか間接にか、この D • N • B と連絡がある。 ^:の通信社の主要た任務は、新聞用無 m 、電話、 




電言 & どにと〇て-ー ュ l K を 迅速忙配布す ることである。 

「トランス •オツェアン j if つ I ヌ•ベ1」 と 同様に、 對外通信を 目的とし、 南米—で發 
行される親獨的なドイツ語 新聞に記事&洪給す るとか、 無電で英 、獨、佛、西の 四ヶ國 語で ドイツ 
の 圃内 事情を外國に報禅してゐ る。 

デブ c マデ t ナポ"テイ，レス*ンばツ 1 -v \ t ナ—*1チア9ス^'*エ ;< k イ 

その外、「ドイツ 政治外交通信社 S 才丨 ストエクスプレス」「ナチ ス 兹 
それに 十餘の小通信社が あつて、 それぞれの分野で活動してゐ る。 

そのぅち 「ドイツ政治外交通信社」は外務省の機關であつて、外交問題を取扱ひ、「ォーストエタ 
スブレス」 はソ聯と東歐問題を取扱 ひ、 また「ナチス簏通信」は黨の通信を取扱 ひ、 主として國内 
の新聞の指導に當つてゐる が、 「デ I •エヌ•ベー」が一般の政治經濟を取扱ふに對して、この通信 
は m に關係のある通信だけを取扱 ふ。 

これらの通信社は單にニュースを供給するといふだけではなく、ナチスの世界観樹立のために一 
«:を貢つてゐることは勿論である。 



雜 誌 

• ，- *>.• ••#• 

• - 一’ # 

I 九四〇年夏改訂された「在外ドイツ語新聞要*」にょれば、ドイツ語新聞を發行してゐる H は 

四十ーケ國に達し、その發行所數は一、ニニ六にのぼつてゐる。 

現在發刊されてゐる雜誌には次の如きものがある。 

「デア •ドイッチ H •フォルクスヴィル ト」 週刊、經濟雜誌 

「デア•ステ*ルマ 1 J 週刊 

「ベル•リーナ I •モナーツへフテ」月刊戰爭硏究雜誌 
「オイ P ペイシ X. •レヴ- 1 1」月刊、外國政治評論 
「ホ，ホラント」月刊、カトリック系 
「オスト•オイ,一-パ」月刊西馱問題研究 
文學の領域では、 

「ダス•インネレ •ライヒ」 (一九三四年發刊)「ディ•ノイエ•ルンドシャウ」「ディ.リテラト>>1 



ル」等がある。 

0 

其 他 

% 

ドイツ •イタ リ ヤ兩國では今囘歐洲大戰勃發と同時に國際問題や國内の重要政策について阈民の 
袢發機關として壁新聞を採用•殊にドイツでは占據地域に必ず一週間と經たないぅちに壁新聞がお 
目見得して難民や本國人に新事態の正しい認識を深めさせてゐる。 

•トイツの壁新聞の一例としては、「チャーチル對チャーチル」の檩題の下に次のやぅな記事が巧み 
に編輯されてゐる。 

一九三九年一一月八日チャーチルは英困下院で說明した「かつて英國が行つた戰爭中これ程海洋 
が我々の自由になつてゐるのはその例を見ない」 とい ふ記事をか i げ、それから三日後に「我々は 
ドイツの潜水艦を制壓して我々 の 支配下に置いた」といひ、さらに一九四〇年一月ニー日彼は な ぼ 
も誇示して「ドイツの潜水艦隊は完全に擊破された」といふ演說を歷史的に示した後、しかるに一 
九四〇年一一 月 五日には早く も 彼が下院に於て「海洋の危險は恐るべきものが ある、 吾人が若しこ 
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れを忽せにする時は、遂ひに國家の咽喉はしめつけられてしまふであらう、大西洋上のわが船舶の S — 
航行に對して ドイツ 潜水艦の攻擊が日每に增大することは空爆のそれ以上に容易ならざる事態で、--1 
こ のことは われわれにとつて堪えがたい苦しみである」 と 音をあげたといふ具合に相手國の弱昔を 
巧みに引用して、最後に「チャーチルょ、期待してゐるがょからう、 ドイツは 今度こそこの點に關 
してありとあらゆる 手段を盡して容赦しないであらう」と ドイツ 政府の決意を書き加へてゐる。 

また、兵士間の新閜が昨夏あたりからどんどん發行されてゐる。兵士間の.* I 誌としては「コベン 
.ハーゲナー•イルストリー ル テ」 が立派で、これは在デン マーク•ドイツ 軍隊の兵士雑誌で、何れ 
も國外で働いてゐる部隊をつねに祖國へ結びつける重要な役割を果してゐる。 



造形美術 


ドイツ造形美術院 

造形美術院の成立 ， 

ドイツ 文化院法は啓發宣傳大臣に對して、その職務範圍に屬する造形美術の活動部門について、 
ドイツ 造形美術院を設立することを委託したが、啓發宣傳大臣は.トイ ツ 文化院法第一施行令にょつ 
て從來の ドイツ 造形美術聯合を公法團體とし、これにドイツ造形美術院といふ名稱を與へた。 
包括する領域 - 

ドイツ 造形美術院の構成及び組織については、三五年四月一〇日の第一命令と三五年六月一六日 
の第二命令とがぁる。これにょると、ドイツ造形美術院には次のものが包括されてゐる。 

イ、文化財の生産面では、建築家、築庭師、赛家、線描 家、 彫刻家、實用線描 家、 實用宣傳 家、 
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エ藝職 -A 、 ■阖案家、室内装飾家。 

B 、 文化財の 複製、 保存及び管理面に於ては、複製家、損傷した美術品の修復人。 

ハ*文化財の精神的または技術的加工、瞀及、販賣または仲介の面に於ては、美術商骨*商、美 
術出版者•美術印刷物、實用及び宣傳美術仲介者、美術家協會、美術協會、美術エ藝協會、キリス 
卜敎美術全國福音協會、キリスト敎美術全國ヵソリック協#。 

二、美術教育の面では、造形美術施設。この美術敎育施設が院に所«するのは、前にもちょつと 
觸れたやぅに文化院法の補充法にもとづくので ある。2: れにょつて、院は美術敎育、卽ち將來の藝 
術家に福音を與へることが出来る。 

院加人の資格 

ドイツ 造形美術院に人會させる資格については、「•トイツ造形美術院加入の許可及び拒否に關する 
命令」がある S 1命令三五•四 • 、 第二命令三五•六•ニハ、第三命令三五•七 • 一二)。大體は、旣 
に個々の院の加人義務について述べた內容である。 

院の構成 

院の簿 成に ついては 、「ドイツ 造形美術院の椿 成 及び組锇に 關 する命令」がある(第一命令三五•四 
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一〇、第二命令三五•六•一六、第三命令三五•か•三一)。こ V で注意すべきことは、 tt に見られたや 
うに、他の個々の院が未•たに専門集團と赛門分科會とを以て椿成されてゐるにか i はらず、この院 
は非常に理想的に全く專門分科會のみを以て構成されてゐ •* といふ點である。次に紹介するドィッ 
造形美術院 S 各部がこの専門分科會に對應するわけである。院は次のやうに組織されてゐる。 
統轄部、指缂と組織にあたる*この下に左の七部がある。 

第一部は、行政、人事、會計、法律の四課に岐れ、法律課は後に述べるやうに院の様々の命令作 
成を相當してゐる。 - 
第二部は、 m 版と宣傅の二課に岐れる。 

第三部は、建築術、築庭及び室內造形の三課に岐れ、これには建築家、築庭師、室内锆形 (ilp が* 
心てゐる。 

第四部は、繪畫、線畫、彫刻の三踝に岐れ、畫家、線畫家、彫刻家が屬してゐる。 

第五部は、賁用線畫と圖案の二課に岐れ、實用線晝家と圖案家がこれに屬してゐる。 

第六部は、文化獎勵と文化管理の二課に岐れ、美術協#、美術家協件、美術競资を指導'^耔 して 



第七部は、美術出版、美術販資、美術競資の三課に岐れ、美術出版者と美術 販費 商がこれに 所屬 
して ゐる 。美術の出版者、 販簧 商は K イツ 著述院には A して ゐない。 

ドイツ造形美術院の地方的編成は、他の個々の院と同樣でぁる。卽ち、黨の原則に從つて大赀 K 
の K 分にょり編成し、且つ啓*宣傳省の地方局指揮者が地方文化管理官に任命されてゐる。大管區 
には院の地方指導部がぁり、地方指導部は院の構成を模寫して構成されてゐる。卽ち、院 Q 八部に 
相應して八つの專門範圍に岐れてゐる。そして、この八つの專門部門に應じて八人の係員が設けら 
れてゐるが、八人の係員を設ける必要のない地方で if 二つ以上の專門部門を一人の係員が取扱ふ 
ことも出來るやぅになつてゐる〇 . 

院の仕事 

ドイツ造形美術院は、他の個々の院の任務について述べたと同じやぅに「啓發宜傅大臣の指堞の 
下に、院の包括する全活勳部門の從業者の m 同にょつて、國民及び W 豢に對ナる责任に於て、ドイ 
ツ文化を促進し、文化事 集の f 及び社會間 題を規定し、加 人團體 相互間の一切の運動の調節を計 
る」ことを任務とするもので (ドイツ 文化院法第一施行令第三條)•「その 所管 範圍 内の 普 業條 件、 
企業の開始及び完了を定め、またその所管範園內の重要 W 題特に院の包括する活動集 n 間の契約の 
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植類及び狀態に關して命令を發する」權能を與へられてゐる(同第二 2 C 條)。 

この權能に基いて•トイツ造形美術院は次のやぅな院命令を發布してゐる。 

名*栽判所35:置及び名#栽判手績確立に關する第一命令(三五•四•一)同第二命令(三五•六 • 六) 
K イツ造形美術驾加入許可及び加入拒否に_する笫一命令(三五四こ)同第二命令(三五.六* 
一六)第三命令 C 三五•七•三一) 

美術展 1 K 會及び美術市開催に關十る第一命令(三五•四 ^ lo ) 同第一一命令(三五•七•三一) 

K イツ文化院の構成及び組織に關する第一命令(三五-四二〇)第二命令(三五•六•一六)第三 
命令(三五•七•三一) . 

競業に關する第一命令(三四«.二*1三)同第三命令(三五上ハニ六)第四命令(三五，七*九) 
建築家の職業及び職務執行の保護に關する第一命令(三四-九•二八)第 H 命令(三四•一一 •二〇) 
第六命令(三五•六•一六) 

築庭師の職業及び嫌務執行の保護に H する第一命令(三四•九•一)同第二命令(三五•六•一六) 
實用線畫家の職業及び锇務執行の保護に關する第一命令(三四•八•二四)第二命令(三四•九•二 
1)第三命令(=1五ニニ五〕^四命令(三五丄ハニ六)第五命令(三五*七ニヒ) 
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圖案家 の 職業 及び 職務執行 S 保護に闕す^第一命令(三五•六 • 一八)第二命令(三五•六•二八) 

美術 •骨董 商の職業 及び 職務 執 rr に關する第一命令 (三 四•八•四)第二命令(三五•七•三一)實 

用宣傅家の職業及び職務執行の保 II に BI する第一命令(三四八•一)第二命令(三五•七•一八) 

右のぅ ち、築庭師、實用線畫 家、 意匠 家、 美術販賣 商、 骨董 商 M びにエ藝職人の職業及び職務執 
行の 保護に M する命令は、何れも、職務執行の要件を規定し、藝術的業綾の槪念を區 分し、 職業義 
務を指示し、且つ競業の形式 や、 委任者との契約内容の規準を含んでゐる。 

また、築庭師、實用線畫 家、 意匠家のための費用 令は、 これらの藝術家に支拂ふべき適當 な謝禮 
についての法的某礎を與へてゐる。 

尙•建築家については、前述の「建築家の職業及び職務執行の保護に關する命令」のぼかに、三 
六年七月二八日の建築令と费用令とがある。 

この建築令は、建築にたづさはるものを三つの集團に K 別してゐる。第一は設計の資任5:.負ひ 
且つ自らこれを實現する建築企業家であり、第二は慷はれて仕事をする建築家であり、第三は建築 
の受託者である。 

建築の受託者といふのは、この法令にょれば、本來、建築の美術的形成に寊任を負ふものであつ 
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て、一つは建喋物の所有者に對して資任を負ふと共に、一つは國民に對しても資任を負ふのである。 
何故なら、彼は！®民の建築文化に形成的に協力するからである。 

停車場、郵便局、兵營、市町村役場など、阈家及び自治團體の袪築計*に、從來以上に造形美術 
家を引き入れる必要があることを、啓發宣傳大臣は指摘してゐるが、一方また、一九三五年五月一 
五日の總統令にょつて改©された「藝術形成委員」 が 啓發宣傳裕の監督下にあつて、ナチス國家が 
その世界觀を一定の藝術的形成として表現しやぅとする際に(主として公共の建築物、紀念碑、旗 
制服、姑札*郵便切手等の作成の際に)つねに 助言を 興へ、協力す る ことは、前に 述べた。 

造.形 美術 

ヒットラー總統と B 1ゼンべルタが共に建築家出身であることは周知の通りであるが、ナチス文 
化はまづこの方面に美事な成果を見せた。 

ドィツは 軍備擴張 のため經濟的困難に面しながらも、各種3大土木工事を行つて來た、ラィン.5— 
ドナゥ運河計畫、全阈を貫く大自動車道路、現に谙エされてゐる大べルリン市の改造都市計盡も極 



めて大規校なものである。 

造形美術の、領域に於ける文化政策について、國文化管理官たるシュ.ミット•レオンハルトは云ふ。 

「造形美術の孤立と衰微は、音樂文化の沒落に劣らず明かであつた。未來派及びダダィズムは、眞 
の藝術とは無關係であつた。これらの傾向の作品に表現された病的な精神は鄞術生活全體を支配し 
てゐた。藝術の何たるかを眞に理解し、21の職業の大きた資任を自覺してゐた少败の齡術家がその 
圈外に立つてはゐたが、ユダヤ人の藝術批評家や美術販費の仲介にょつて"これらの眞の魅術家は 
阈民から隔離されてゐた。 

一方， fr - 樂にあつては、偉大な大家が素朴なドィツ民！！と同樣に、教育で^されない人間の心に 
接觸する道を依然として見出し、またこれにょつてジャズ化に對して勝利を得たのに對して、迚築 
文化をも含めて、造形美術の方は、阈民の精神生活との一切の結合を失つてしまつた。人間の永遠 
への憧憬が表現を捋んとする藝術は、-の神聖が a ： 潰され、腐敗と隨落の m 具に低下した」と云つ 
てゐる。 

この狀態は、勿論、ナチ K のこの領域に於ける文化政策 Q 解決すべき課題を示してゐる。 

ナチ K の逝形美術の領域に於ける文化政策は、美術家をアトリ H の中に屏息させるやぅな軸人极 



性を否定する形として S れた。美術条に S 的§放すぱ言で：^ く、— S 對して比 

§化89泛に同じく SQ 一人とし5ましく sg 士であ t とを冉 f 苳ぅと努力し 
てゐる〇 、 , . 

ま - K . 闽托：技術的健进性、時代の リズム、 一般に理解されることが、過去の兵奸時代 
に代つて、前面に押し出されて來た。 

またそのスタィルから云へば、ゲルマン的な様式が民族性の本質に對する反 f して再現され、 
健康性と活力とが、消極的な悟道や諦覜的な題材に取つて代つた。 

藝術家の敎育は勿論、|方、藝術委者の教育にも意をそ^,いでゐる。闲者が一致するのでたけ 
れば、藝術备民に近づけることも、賣を is づけ t とも出來ない。 

同時 i て Qsii、SQ 文化財及び文化業 f 關與すべき可能 f i すべ— ある。こ、 
で、展 S 政策や販■策が重 f 役割を演ずることになる。 

建築の方て は、てへ-ア•マルシュ、ザケビ..ル、グルンド、クラィスなどが有名である。 

旣に1され si 、- M ルンベルク S 大會4、 i ンヘン SS 場、、、/ユンヘン 

C 藝術 S 家、 ベルリン航空艾 T 厶ピア拿、折しい總統官邸などがある。これらは徹城徹 ffi 
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大であつて•、極めてザハリッヒに建築され、同時に數學的であり、素朴、壯嚴であり、虛飾を排し 
絢爛を墼量感に篮きかへてゐる。 

ナチ K の彫刻家のなかで、比較的若くて、著名なのは ブレ ーカ ー と トラ ー クの 二人で ある。二 
人と も 巨人彫刻を本領として ゐるが 、ブレーカーのものは細つそりとして情熱的であるに反し、卜 
ラークのものはむしろごつごつした謂は7「罨擊的緊張の前に破壞せんばかりの」紀念碑であ厶。 

アル ノー•プレーカーは一九四〇年七月一九 日 第四十囘の誕生日を迎えたばかりで あるが、 彼の 
巨大彫刻は、統一された大ドイツを紀念する造營物のなかに棰めて適切な役割を果してゐ る、 ブレ 
1カーは盤石のやぅな力强い意力を 示し、 まさにナチスの若い彫刻家達の指導者の覜がある。彼は 
かなり長いこと外國にあつたが、1九三三年にべルリンへ躱つて來た。1九三六年、ブ»1イセンの 
委 D 1 に應じて製作した作品にょつて初めてナチスの彫刻界に紹介され た。 オリムビックの銀牌に刻 
まれた 「十種競技 者」その對ををす「勝利の月桂樹を冠つた乙女」を製作したのは彼である。何れ 
もドイツ運動餃技場の「ドイツ • スポーツの家のなかに飾るブロンズ像であつ-最近 I 年間に制 
作したもののなかには*ドレスデンにある「イカルス」、ゲッベルス:11-:傳相のために作つた「ブ n 
メトイス/新總統官邸のために作つた群像「笟と軍」とがあり、浮彫では「戰士と守神/等身大 
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のブズでは 「 H 險者」、「秤る人」、「典雅」などがある。ブレーカーの巨大彫刻は、興隆す る大ドイツ 
の II ましい壓倒的な精神にふさはしい典型的な ものとならぅ。 

しかし老大家のなかでも、コルべ、シヤイべ、 クリムッシュ、ワッケルレ、.ケッレなどは最近圆 

熟し 7 C 紀念碑的結構の彫像創作して、大いに氣を吐いてゐ る。 

•■の方面では、ゼップ•ヒルッゃァモ1ルバッハの多彩絢 1 民風足、美し ぃ詩的た英雄的 
た風景、 JK 確な肖像畫 、アントン •パ ドゥワの单れた 風俗畫 やモデル*、アルフルド•タリーゲル 
の靜 かな y'l 間風景な ど，ナチスにとつて大きな收獲であらぅ。デュセルドルフ市の四0 平度コルネ 
リウス赏を贈られたカルル•ヴァイスゲルバー、三五年度デュ ラ liv の フーゴー•ベ ー シ，，ル、 四 
〇 年度のゲーテ 財 !1! の H ルヴィン•フォン•シュタインバッハ貧を授けられたパウル•レシコホ レ 
ンなどの 中堅瓮家の製作活動も活潑 である。 . 

戰時下、四〇年七月二七日にはミュンヘンの「ドイツ美術の家」で笫四囘 の 「一九四〇 年度大ド 
イツ 美術展」が行はれ，造形藝術の現狀及ひ將來の槪觀を輿へ、 この方面に於け る戰時 ドイツの偉 
大さが併せて誇示された。出品一千五百黏、最初 Q 十晶で五萬 以上 Q 人場者があつたと 報ぜられ 
てゐる。 
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その他造形美術の M 觀 球ぇ h げたら 際限がない。そのな かで も 巡囘 美術 M 覜# や 軒並に龙ん 
でゐ る大商 As 飾! S を利用した謂は V 街頭展党會などが 注 e を惹 いたが、特に戰線との結びつきに 
ついては、例へばミュンヘン市が エルンスト•リーベルマンとハィ リッヒ •クラィの 繪班を美術印 
刷に して lm*ii 千枚を 陸海空各部隊に分配した. こと や、西部戰線の或る師围が軍事郵便葉哲の阋案 
を前線將 兵から 募集した ぺと *: ど 記惊さるべき であらぅ。 
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ラジオ政策 


ラジオの任務 

ナチスは政權獲得まではラジオ Q 利用が許された、一九三二年 q 大統領選霜に際しては航空機 
を利用、有名なヒットラ-飛行さへ案出されたのでぁつたが、ラジオの_力が杂聞ょりも遙かに 
大きいことはこの間に 散々 見せつけられて來 to 

ゲプベル KS ふ、「新聞が十九世紀に對して果した役割1は二十世紀に對して果すことに 
ならぅ〇ナ•ホレオンは新聞は第七の偉力なりと云つたが、この言葉をもぢつて、我々はラジオは第 
八の偉力なりと云へるだらぅ〇人間の現實の社#生活に對して、ラジオの通 明と 形成は誠に 革命的 
I 味をもつ0恐らく後世の人々は、か？印刷術の發明がぁつて蠢1が行れたやぅに.ラジ 
才が我々 Q 時代 Q 大 f 精神的 f 心§?及ぼすため Q 手 f 法に新— f たらし 
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たと 斷言 するであらう。……一日；政府が阈民相互をがつかちりと 團結 させ"世界政策上の偉大な決 
意を貫徹させるに當つて、强力&力の 中稱懊 としてこれに物を云はせることを目標にした以上、 國 
民の すべての生活 表現を この意圖と傾向に從 A させ、或ひは少くともそれに 積 M 的に 關 係をもつ 權 
利及び 義務をもつ てゐる 。ラジオについても、さう云へる。 庚汎な國 民大衆に意識的に及ぼす 影響 
が大きければ 大きい ほど、益々 さう 云へ るし、 また H 民の 將來に 對して 負 ふべき 责任も 大きくなる 
わけだ……〇 

政府 部內の我々を煩はす 問題は、 取りも直さず今日街頭の人を煩はす問題で あ か。我々がラジオ 
演說 .挨拶の形で H 丨テルを介して 國 民と話し合ふ問題も阈民にとつて緊急の問題なのである…… 
我々 がもとわるものは、 國民 と共にあるラジオ、阈民のために働らくラジ、 オ 、政府と 國 民の仲介者 
たる ラジオ、さらに阈境を越ぇて全世界に我々の遣方や生活や仕事の全貌を如贲に傳へるラジオで 
ある。」 (一九三三•八•一八、ベルリン•ラジ オ展* 會の挨拶ょり) 

前ラジオ院長ドレスラー•アンドレスは云ふ「♦トイ K のラジオの國民社會主義的指毋はラジオ放 
送の形成を益史自由主装的な個人主義原理から解放し、國民 ttrd - 主義的全體主義を番組編成に適用 
することを任務とするに至つた。將來のラジオはもはや個々の審美的なグルーブの仕合場ではなく、 


秦 


—1〇2 — 







阈民全體の公器であり、ドイツの阈民情操、ドイツの文化、菇術生货の媒介者であり、形成者であ 
る。かうしてラジオ|±國民文化及び國民藝術•すなはち國民のなか、ら生れ出づるが故に國民のあ 
らゆる麻に理解される藝術の開拓者とならう OJ ( 一九三四•一•一、放送演說ょり) 

また、別な 機 侍に、「ヒ，トラ ー 總統は、獨裁芊段で治めやうといふのではなく、國民の信賴に聽 
かうといふのであつて、ナチ K のラジオ機關が政治的に、また‘ a : 俥的に.成功した證據はこのため 
である」と云つてゐる。 

ラジ オの 所管官廳と黨槻關 

ドイツのラジオ放送は•ナチスの政權把握までは、遞信省が監督してゐた。卽ち、一九二八年一 

月一四日の通信施設に關する法律第一條の廣義解釋の結果、放送局は國のみに歸屬する施設として、 

遞信竹が全放送設備を所有し、技術的な放送經營に當つたが、放送番組の編成は官廳に適しない仕 

事として民祭放送會社に一任されてゐた。かうして技術的設備と番組編成とは一應分離されたが 、I 

53 

番組編成の 權 能しか與へちれてゐなかつた民资#社も放送自體のために或る技術的條作を作る必要―1 



に迫られ通信施 KS : に關する法律第二條にょつて、技術設備に權能の一部が民玆#社に委任された。 

しかし民營企業として番組編成を民较會社に一任しておくことは、とかく私益追求に頌はされて、 
ラジオ本來の公益的機能5:發撺し難いものがぁり、 この 缺陷に鑑みて 旣にナチス政播の出現前、こ 
れらの 各放遂局內に官民合同の番組編成委員 會に 設置され、公益利益の調整が 試みられたのでぁる 
が、見るべき效果はなかつ た。 

國民啓發宣傳谷が成立するや、一九三三年一月三〇日の權限令にょつて、從來こ れらの民煢放送 
誇社のもつてゐた番組編成竝にこれに伴ふ技術施設の檯能は一括して同朽に接收 されるに 至り、 肅 
正の可能性が輿へられるに至^た。 

放送事業の 監督官 鼯たる啓發宜 傅将は 同省ラジオ部を通じて、政治•社#*文化•各般にわたる放送 
政策を指 箱監督す る ばかりでなく •同省ラジオ部の所管範圍が外阈向放送、 ラジオ 商工業-放送法 
規.放送技術政策を包含し、更に今次戰氓勃發後ラジオ部内に放送司令本部が設篮され、放送に關 
する一切の中央に於け る 指令が こ V から 發せ られることになつたとことは 旣に 述べた。 

なほ，遞信教は、放送の技術的設備の建設、保守、運用の慟に常り、また聽取加人竝に聽取料收 
納事務、聽取陣洸防 IK 事務を檐常してゐる。 




黨の紺織としては、ナチ ス m 企阈 •.J . tew 内に ラジオ 部が あつて、 各地辟に ラジオ 本部を配 ®して、 
政治的の屮繼放送が行はれるやうな場合には團體聽取 Q 便^:を圖つてゐる。これが强制聽取制度で 
ある。 

强制聽取制度といふのは、例へばヒットラーが演說をす ると か、政府當局が民衆に何か呼びか H - 

たいと思ふやうな場合に、ラジオの監督官が出張して、町の廣場に擴聲器を据え、#衆や、 : n 場の 

從業員や、^生などの全部に强いて放送を聽かせやうとする仕掛で. この制庞にょれば、都合の、」 

めに放这を聽き減らすといふやうなことはないわけで、例へば、擴聲器の 設篮が終つてサィレン 

が嗚〇遝くと、それまで働いてゐた人達は I 辫に仕事を中止して、この放送に聽き 入るわけであ 
る0 

その他、%宣傳局ラヂオ部は、} II 取者の希望を容れてプ a グラムの改善を したり，遞信劣と里 絡 
して聽取障害の除去に努めたり、またゲッベルス •ラジオ 寄附 金を 社侍政策に 用ひて貧困 者^:. の他 
に受信機を給するなどの放送事業と聽取者との間の媒介の 役目を果して ゐる〇 



% 


舊ドイツ•ラジオ院 

三 H 年九月ニニ日のドイツ文化院法第二條及び笫一施行令第一條の規定に基いて、ドイツ文化院 
内にドイツ•ラジオ院が設置された。 

ドイツ •ラジオ 院は放送藝術家の職業的地位を保 II すると共に、マイク a フォン 適性審査に よつ 
てこれを統制し、また. ラジオ 商工業と共同委員會を構成して ラジオの 政治的 指導と ラジオ 商工業と 
の連繫にあたり、さらに全 W - M に聽取者獲得に努力して來た。 

ドイツ•ラジオ 院の構成を見る に、 (イ)放送藝術家よりなる專門分科#、(口)ドイツ放送#社 (R 
RG )、 (ハ)ドイツ •アマチュア 放送奉仕 團の 三ツから成り、最初は この外に ラジオ聽取者協#、 ド 
イツ•ラジオ 加入者聯合 圑體- ラジオ•ファン 協會及びドイツ •ラジオ 技術 國體 等が•團體 たる#員 
としてラジオ 院に 所 A してゐたが、これはその後 解散 させられてしまつた 0 

イ、放送藝術家は個々に院に所«せず、放送藝術家を合一して職業職分的專門分科會が構成され、 
か i る ものとして院に所«して ゐる 。また、放送藝術家と稱せ られるもののぅち、ラジオによつ て 



活動する俳優•音樂家及び著述家はラジオ院に所®しないで、それぞれ演劇院、音樂院、著述院に 
所 A する。 

n 、 次に、ドイツ放送會社 ( RRG ) であるが、これは有限责任#社であつて、全阈十一の放送 
局の番組編成の規準を 作り、 且つこれに要する資金を各放送局に分配することを任務とする。各放 
送局はドイツ放送會社の謂は V 支局であつて、獨立の法人格を有すず、その幹部はドイツ放送會社 
にょつて任命されてゐた。また、この會社の配當は啓發宣傅大臣の名に於て阈に鉍隳した。 

ハ、 ドイツ •アマチ-ーア放这奉仕國は公許〇れた一切のアマチュア放送局の聯合で、アマチュア 
放送權のための認可®得のための修業を褓 護し、 且つ技術的な點に於てアマチュア放送を監督する 
ことを 任務としてゐた U 

你、第一次施行令笫四條第二項の「文化財とは技術的頒布手段の生產及び販赍 2 : も含む」といふ 
規定に從へば、ラジオ器異の製作及び販資は當然これに該當するわけで、ラジオ器- A の商工業は F 
イツ1フジオ院に所*しさぅに考へられるが、これらのものは旣に商エ經濟の協會に屬してゐた關 
係 上、 m 複的編成 禁止の 原則に從つ て、 さらにこれをドイツ•ラジオ院に抱人することは斷念しな 
くて はなら なかつ た。 
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ドイツ•ラジオ院は资理、 * H : 傳•經濟及び技術、法律、文化の五部ょり構成されてゐた。 

背：傳部はラジオ展覽#、宣傅用自動車、一般宣傅の三課に分れてゐたが、この部は非常に®:要な 
はたらきを爲遂げた。受信器を各戶に備えさせたいといふ總統の意志にもとづき、ラジオ商工業と 
商議の上、低廉に，しかも最少額の分割拂ひで受信機が手に入るやぅにした。 

一九三二年末に四三〇萬でぁった聽取者の數は、三三年には五〇〇萬、三四年には六一〇萬、三 
五年五月には六七〇萬に增加、飛んで三九年末には一四四六萬七千と飛躍的增加を示してゐる。 

阈民大衆への普及を計るために、さらに、品質のょい「國民受信機」を製造して、安價に提供して 
來たが、三八年には新に節約普及型の小型受信機が制定され、三八—三九年度に於て、阈民受信機 
と節約荇及型との費上 - A - 合計一四〇萬畜に達し、外に一般市販品の賣上數は一六六萬蹇にのぼり、 
計三〇〇萬裹の費上げを見てゐるのでも、受信機の普及ぶりが察知されやぅ。 

なほ、第五部の文化部は、文化的形成、マイク tl フォン上級檢杏所、ドイツ語發营、ラジオ珲 n 
分科會の四課がぁった。 


ドィッ放送協働聯合 

三九年 一 Q 月二八日：トイ ツ •ラジオ院は解消して'新たに 「ドイツ かンドボタ T か' ィ g マ w ^^: 口 lr ► が 
設けられた。 

この 「ドイツ放送協働聯合」は、ドイツ放送#社、ドイツ •アマ チア聯合、 m -氣エ業經濟聯合、 
同聯合のラジオ 庳門グ ルーブ 、輸出 人卸業經濟聯合ラジオ專門グループ、小費 業經濟聯合 ラジオ^ 
n グル ーブ、市場販路 開拓 代表者取•門 グル ー ブ、下級ラジオ 麻 門 グル ーブの七 W 骶を 加盟團體とし 
て新たに結成されたので、これがドイツ•ラジオ院 Q 從來の任務の大部分を 引き繼ぐことにな り、 
ドイツのラジオ及びラジオ商工業のために共同の宜傳を行ひ•また ラジ オ聽取 者の 增 加と維持の 7 C 
めに 努力する ことになつた。 

また、ドイツ•ラジオ院のもつてゐた權利義務の一部はドイツ放送#社に移された。 

以上、宣傅将、遞信省、黨金阈 (. H . 傳 / Mi 及びドイツ放送協働聯合の指導を受けて、前述の「有限 
责任ドイツ放送#社」が放送事業に從事してゐるわけでぁるが、同#社は中央指塥部の下に全^^ • 
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督•總務 課、 全國放送指導-プ n グラム 課、 技術 課、 監理課の四部門があり、同じく四系統に分れて 
運较される凡ての放送： S を統括してゐる。 

放送番組 

* 

かやぅに、ドィツの放送事業は、政治的には中央集權化されてゐるが、文化的にはむしろ地方的 
特色を發揮するやぅに管理されてゐる。 

卽ち、特別な場合には、ドィツ放送會社 RRG の全國放送指導部が直接番組を編成したり、中央 
局に放送事項やテーマを指定して編成させた5するが、一般には各中央局は局長の資任に於てその 
放送地帶の風土、文化、住民の職業、言語、氣質などの特性を考慮して獨自のプ»1グラムを編成し 
たゐた。 . 

別に全國長波放送局があつて、これらの中央局の番組を總括すると共に、別個はドィツ民族全« 
のための番組を編成して來た。 

然るに、今次大戰の進捗と共に、重要な戰況ニユースを卽時に全國に傳へるためプ 13 グラムを一 
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曆鰕格に統制する必要が生じ、四〇年 iff . 月一日からは全國の放送局が一部のものを除き、大部分共 
通のプ n グラムを放送することになり、放送内容は從來ょりも軍一化されるに至つた U 

次に、放送ブ P グラムの内容を檢討してみやう。 

政權嫌得當時、ナチ K は「國民の時間」を設け•音樂を放送したが、放送ブ n グラムには嚴密に 
•トイッ的な作曲家の手になる優秀な昔樂が採り入れられた。しかも、音樂の放送される前には、前 
以て宣傳的な解說を附け、大いにドイッ的なものを謙美し•民族の優秀性を反®强調したが*時に 
は音樂を聽くためにスウィッチを人れた人達を政治的目的に利用しやう.として、 f 定のブ C グラム 
を俄かに變更することもあつた。 

また、-ーユースは新政府の活勳狀況の報道に重きがおかれてゐた。 

また「失業者 Q 時間」が揷人されて， Q て、失業者 も 老兵も共に熱心な ヒ JS トラ，.支持者で.ぁる こ 
とを 28 :いたり、その他、ヒット ラ 1?>-以て神の使徒なりとす' 牧師の說敎や、突轚隊 a の 組琏す る 
弦樂四重奏の音樂放送.ヒプトラ1の生活とナチス運動を剌化す ラジオ•スヶクチなどの 放緩 
目が好んで適ばれた。 . • 

これを見ても判るやうに、常時は黨ならびに政府そのものの vr 婢に集中されてゐ fe が、これ こつ 
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いてゲプベルスは S つてゐる。 

「ラジオが官：絛化した鮎果、退屈になるとか、近代的テムボが失はれるなどと云はれるが、むしろ 
近代的のテムポを與へやうとするのが我々の主旨であつて、一月三〇日以來各週のラジオ宣傳は楨 
範的のも -tfD と云へる。劈衆が退屈のあまりスヰッチを切るといふことも起らないのみか、何百萬の 
新聽取者が加入した。それといふのも、ラジオの宣傅を、大衆の集つた大氣のなかから放送した結 
果に外ならない。かくて、聽取者は誰れも直接この事件の參加者となつた。近來の眞のラジオと 
は、時代精神を斟酌し* W 家的資任を意味したラジオであつて、誰にも國家的大事件を知らせなく 
てはならない。例へば、新議#の開院式とか、ボブダム敎會の感謝祭とか、總統の面前で行ふポ， 
ダム聯隊の覜兵式などの國家的式典が、1萬人や一萬五干人の面前で行はれるといふことは、近代 
的でない。抜術の援助がある以上、國民をこのやう&出來事に直接させたり、共に聞くやうにすべ 
きだ。若しテレヴ ィジ •ンがあれば、さらに全國民がはつきりこれを目擊することができやう。凡 
ゆ.る手段で、政府の意圖を國民に知らせなくてはならぬ。その上、ドイツの藝術、科學、音樂のラ 
ジオに ょる 獎18も心掛くべきだ」と。 

勿論、ナチス SW 内放送は阈民社#主義に基く民族的協同體の結成 5: 究栊の R 檫としてゐるもの 
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であり/戰爭勃發後は戦爭目的遂行のために國民精神の總動員を主眼にして行はれてゐる ことが 殊 
に目につく。 .. 

現在の放送番組の内容を見るに、筆頭は音樂であつて、 これにょ つて聽取 者に勞 動 後の休息と慰 
安とを與へる ことを 目標としてをり、戰爭勃發後は戰線向の音樂放送 や、 戰線 兵士出演の 音樂放送、 

戰線で製作された軍歌の放送などを行つて、前線鈇後を結びつけることを n 檩とし*演奏曲；：！！は輕 
薄なダンス昔樂などを避けて、輕い古典荇樂や娛樂音樂や行進曲•民讅などを選んで ゐる' 

講演は意外に尠く、僅かに學校放送、ヒ"トラー靑少年團員、婦人或ひは農民を對象とする放送 
に見受けられるに過ぎない。姑人•農民向放送は戰時生活の指導を中心として編成され C : ゐる〇ま 
た•戰時種目としては毎週空軍、海軍、陸軍の活動に關する講演がある。 

-1 ュー K 放送は、戰時に入つて、國民生活にとつて重要かくべからざるものとなり、現在 I 日八 
囘も放送されてゐる。そのぅち四囘は獨伊：南國軍の-ーュースを含むもので•そのぅち一囘は戰線兵 
士にこの國防軍 -1 ュースを速記させるために特にゆつくり再放送される。-1 H 丨ス放送のためには 
娛樂ブロの中斷を止むを得ぬこと、してゐる。 一 
さらに注目すべきは錄音放送であつて、毎日放送される戰 M 錄昔及び II 常生起する事象の錄 tf は —163 



聽取者に强い現實感を與へてゐる。戰爭勃發と共に、戰線と銃後とを結びつけるために、マイクを C 4— 
手にした兵士やアナウンサーが戰線に派遣され、いはゆる. , H : 傅中隊 ( PK ) となつて、第.一線に進出| 
して•聽取者 向きの 報導を編輯してゐるが、これについてドイツ放送會社全國放送部長ハダモフス 
キーが S 〇年一月*^傳中隊の取扱ふ實況リボートはセンセイシ”ナルなものを目指さないで.卽 
物的乎法で行はれなければならぬことを特に强調した。 

この外： si 、 政治狀勢槪覼、新聞•ラヂォ政治評論•戰線銃後だょり等の極目がぁる。 

— W 、 餘暇善用职生!«1體，勞働戰線、全國食糂生産者圑.冬期救濟事業などナチスの組梭及び事業 
と結びついてブロが編成されてゐることは云ふまでもない。 

對外放送 

政權牮握と共にナチスの國家政策は國内放遂のみでなく、對外放遂にも徹底的に實現された。卽 
ち•國内放送が阈民社會主義にもとづく民族協 N 體 S 結成を E 1 檫と寸るやぅに、對外放送の-1-:たる 
目 杓 も アメリカ、アジア、 オー ストラリア备大陸に散在- ir るドイツ人を民族協 M 體の 一 is とする ic 



ある。 

對外放送は、勿論、これ以外に、自國の國情や文化を外阈に理解させ、さらに自阈の世界觀や政 
策や主義主張を對外に宣傳するための有力/ r •手段として利用されてゐる。 

ナチスは一九三三年四月一日北米向け世界放遂ン開始し-三四年二月一日にはアフリカ向•二月 
二日には南米向、二月三日には東アジア向、翌三 K 年一月一日には南アジア及び才 1 K トラリア向 
五月一日には中米向、さらに三九年三月|日からは南米ブラジル地帶向の世#放送が開始された。 

ドイツが短波放送に現在使用してゐる外國語は英•佛•西■•和の五ケ國語にアフリカーンス語と 
アラビア語を加へ合計七つに上つてゐる。 

ドイツの世界放送のブログラムが聽取者心理をょく考慮してゐること、娛樂的要素と.*«:傳的耍素 
とを巧みに結合してゐることは、注目すべきであつて.特定の地帶向け？放.送ブログラムは、荇樂 
が大部分を占め、これに巧みに-ーユース、外國語、時事トビック、錄音及び外國語の講演が配され 
てゐる。 

音樂の領域では娛樂音樂•輕昔樂、管絃樂•オペラの外、ドイツの擁する*富な音樂財を縦橫に 
驅使してゐる。 
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報道の領域では、各般にわたる新興ドイツの建設と事業を錄音によつて紹介する 「K イプチユラ 
ンド•エヒ『 1」 が あり* 時事トビックを錄音によつて傳へる「ツァイ トフンク」 があり.、さらに 
各國の新聞の政治的動向を解說する「新聞評論」がある。 

ドイツ語-ーユースが一方向二囘乃至三囘であるに反して、外阈譜ニユースは一方向三囘乃玉五囘 
も行はれ、對外： M -: 傳を重要視してゐることがわかる。 

ニユ 1 K 取材の蒐集、編輯は. VJ : 傅省自ら行つてゐる。 

對外放送としては•短波放送の外に、中波による外國誥放送がある。對外放送のために中波： S を 
動員する傾向は、三八年秋チ H n 問題を繞つて歐洲政 M が緊迫して以來、特に mlB ッパ备阈に於， 
て顧著となつたのであるが、一九三九年に入つて次第に定期放送となり、歐洲戰平勃發と共にその 
活動は某立熾烈となつた。 - 

中波外阈語放送は主として-ーユースであるが、ドイツが現にこれに使用してゐる外國語は四〇年 
五月未に於て一九ケ國語に上つてゐる。 

一九三九年八月未•ドイツの放送は、西部に於ては英佛の反獨放送、東部に於てはポーランドの 
反獨放这を受けるといふ一つの戰線に當面してゐたばかりでなく、英佛の彩響を受けて多かれ少な 
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かれ反獨 Vi : 傳を行ふ數々の中立國の放送に取まかれてゐた。就中、その典型的なものはベル ギイと 
オランダの放送局でぁつた。ルクセンブルクの放送局も、英佛側の廣吿放送による支拨によつて、 
一時は英佛側の反獨宣傅の前哨放送局たる役割を演じてゐた。 

ドイツは先づボーランド進駐によ'〇て•ポーランド放送民を空爆し、またはポー ランド自らドイ 

* • 

ツの利用を麻れてこれらの放送局を破壊した。次いで、デン マーク が占領され るに 及んで、 カルン 
ド ボルク放送局の態度が一變し、またノル ー ウ H 1放送局も一部は ドイツに 占領され、一部はその 
空 is によつて壊滅に鋒した。 

このドイツの反擊に對應して、英佛側はべルギーとオランダの放送局を通じて躍氣になつて反獨 
宣傳を試みたが、遂ひにべルギー、オランダの放送局もドイツの手によつて沈默せしめられた。 
そのぅちに、獨佛の停戰協定が成つて、フランスの反獨放送が沈默したので、英阈の放送兄がひ 

とり取殘されるに至つた。しかも英國はイタリーの參戰と共に、一年前とは反對に、北は ノールウ 

# / . - 

X イの最北フィンマルク放送局から南はイタリーのアジスアベバ放送局に至るまで、新興獨伊兩阈 
の反英放送に取りまかれるに至〇た。 



. テレグ 4 ジ■ン 

テレヴィジョンに H する 權限は 、ま づ一九三五年 七月 一二 日の 總統第一吿示によつて、航空大臣 
に移つり、航空大臣は この 權限を遞信大臣と協調して行使することになつた。 

次いで一九三五年一二月一一日の總統第二吿示によつて、テレヴィジ1ンに關する航空、遞信及 
び究傅の三大臣間の權限分配の細口が規定された。 r . れによると、航空大臣は航空防空及び阈防 
，保全の ため必要は總ての處置につき權限を 有し、 遞信大臣は技術的赞展及び市民の需要の總ての 
技術的事件の處置につ.いて資任を負 ひ、 啓發宜傅大臣は啓發宣傳の目的のためのテレヴィジョン傳 
播の演出形成に關して權限を有する ことにな つた。 

正式放送ではないが、一九三八年八月から、標準方式によつてテレヴィジ * ン放送が行はれてゐ 
る。今次戰爭勃發當初は一時放送を中止してゐたが、間もなくまた開始した。 

ウィッレ ー ベンより 放送してゐた時分は走査線一八〇本であつたが、 標準 方式となつてからは、 
ヒ，トラー廣場にある F イッチ H ランド•ハウス内にスタデオを設け.隣りのアメリカ•ハウス内に 
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送 m 椴を設しベルリン市内に放送してゐる〇 

ブ a ッヶン山頂テレヴィジョン放送所は試驗中で、フュルトベルク放送所は建設中で ある。 

テレヴィジョン觉話はべルリン=ミ-ーンヘン間に開通してゐて、現在は击丧線四四一本のもので 
標準方式に從つてゐるものと云はれ、その他ベルリン==ハンブルグ間、ベルリン=ヶルン間、 •，■: 
ルンベルク H ウィン間にも布設計叢中と云はれてゐる。 

受像機はベルリン市内十ヶ所、ポツダムにーヶ所の公衆受像所を設け一般に公開して ゐる〇 
受像機はまだ正式に赍出されてゐないが、各社の 自由 製作を禁じ、五社の協力にょつて ドイツ阈 
民受像機が製作されてゐる。 
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文藝政策 ' • 

ドィツ文藝の擁護 

「ドイツ文化建設岡爭同盟」がナチス革命の精神と相容れない自由主義者や、平和主義者や、マ 
ルクス主義者を排擊したことは前にも述べた。 

右苯の大衆作家ワルター•ブレームや•勞働詩人マック.ス•バルテルなどの據つてゐた 「ドイツ 作 
象擁護聯盟」も、またフォイヒトワンガーや、 H 1 リッヒ、ケストナーや、戈ミーレ•レートヴィプ 
t や、 劇評家アルフレート•ケルなどを除名した。 

「ユダヤ人ジュス」の作者として有名な リオン•フォイヒトワン ガーは一八八四年に S * ンへン に 
.生れたユダヤ人であるが、彼は長篇「成功」に於て。ナチ K の本據ミュンヘンを中心とする バイエ 
ルン地方の戰後の反動を文化の墮落と見做し、 t トラーを初め實在のナチス黨の人物を褕揶したた 



めに最も手ひどく攻擊された。 

ミ H 丨ル•ルードヴィ，ヒは一八八一年のブレスラウ生れのユダヤ人作家で、小說や戯曲もぁるが、 
むしろビスマルクやワーグナ ー やゲ ー テやナポレオンの傳記作家として有名だつたが、好んで ドイ 
ツ文化の弱黏を突き、特にその「ウィルへルムニ世傅」はカイザーを前大戰の張本人でぁるかのや 
ぅに外阈人に思はせた黏で彈劾された。 . 

アルフレッド•ケルルも|八六七年ブレスラウ生れのユダヤ人刺評家で「べル-«;1ナ1*夕.-ゲブ 

ラブト」の剌評を换當してゐたが、何ら建設的な批評を行はなかつた。 

• • . 

ブ〇イセン藝術ァカデミイ改組 

また、ナチ K の政權掌握常時「ブロイセン藝術アカデミイ文學部」はユダヤ人作家に占據されて 
はゐたので、ナチスはこれに彈壓を加へた。 

抑々、ドイツのアカデミイが、逝形美術の保護獎勵を任務として創設されたのは一六九六年のこ"1— 
とで、一七〇〇年には別に 1 T 平者ライブ-ーッツの' 1 a 導にょつて毕士院が設立されたが、文學者は長一 




いあひだその何れにも A せず，一七八六年名##員として少數の文學者がアカデミイに人學し初め 
たに過ぎなかつた。このアカデミイに文學部が設けられたのは1九二六年秋である。 

時の政府の文部大臣ルストがアカデミイ文學部を創設するために•ゲルハルト•ハウブトマン、卜 
1マス•マン、ヘルマン•シュテール、ルードヴィプヒ•フルダ、アルノー•ホルツの五人を招請した 
が、このぅちハウブーマンは文學は個人の自由に任かすべきものであると云つて招請に應じなかつ 
たので、後の四人の肝煎りで三十餘名の作家達を槊め、ショルツを院長にして「ブ〇イセン藝術ァ 
カデミー文學部」を創設した。 

最初は自由に备穐の傾向をもつ詩人や作家達を集めたので、自然内紛が斷，へなかつた。問もなく 
ショルツが院長を辭し、モ a 1がこれに代り、さらにハインリッヒ•マン、がこれに代つて院長と 
なつた。そこで*アカデミイはハインリッヒ•マン、デーブリン等べルリン在住のユダヤ文士に乘 
取られ、しかもかれらは左 S . の擁護者であつた、め、アカデミー自體が左翼政治思想普及の機關の 
ごとくなつてしまつた。かれらはドイツ語でこそ著作はしてゐたが、全くドイツ的な要素をもたな 
い都會文學を作り-»»却つセドイツ的なものを輕蔑し、1九三一年には鄕土文學者を£|つたことから、 
コンパンハイヤ ー や、ヘルマン•へ， セ、 エミ ー ル•シュトラウス等地方在住の純ドイツ系作家が噴 
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慨して脫退するに 至つた u 

三三年政權を箪握したづチ K は•同年五月六日「ブ B イセン藝術アカデミー」に大彈壓を加へ、 
自由主義的•ユ>ャ的巨匠を悉く非ドイツ的なりとして辭職を强要した。 

最初に院長 ハインリッヒ•マンが 退去した。 ハインリッヒ•マン やトー マス•マンは ユダヤ人では 
ない が、 反ナチス的行動が著しく、. a つ作家と し ic もコスモポリタンな、しかも 頹廢的な文學の代 
表者であるために追はれた。ついで、表現派の代表的詩人戯曲家と M はれた フランツ •ヴュ ルフ . t . ル 
や、ゲオルタ •カイ ザ ー や、 小說家のヴァ ツサ ー マン•デブ ー リン、シュテファン•ツ y イク、 ア 
1ノルト•ツワイク、レオンハルト，フランク、アルフレ ブト •モンべルト、フリッツ•フォン•ウン 

ルー等"自然派表現派以後の世界的に文名を馳せた多くのユダャ系の作家や詩人などが、或ひは自 
15的に或ひは强制的に辭去して、冬くは國外に去つた。 

かやぅにナチ K がユダャ系の作家を排擊したのは、勿論、彼らが非ドイツ的非阈家的だといふ政 
洧的理由にもとづくのではあるが、一面に於て、かれらが阈民の精神的健全さを蝕む却菝的な都命 
文孕の作家であつたがためである乙とは匆論である。 
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ドイッ文學 ァヵデミイの 新 is : 

これらの作家が失脚したのを機#に改組が行はれ、# M の三分の二が新たにされ•名稱も「•トイ 
ツ文穋アヵデミー」と改められ、美術や苛樂から完全に獨立した。院長には表現主義の代表作家で 
ナチス戟曲「シュラゲータ 1J の作家ハンス *3 1 ストが就き • #員中には自然主莪系統のハウブ 
トマン、ヨハネス•シュラーフ、マックス•ハルべや神祕主義的なヴィルヘルム•フォン•シ ■ ル 
ツ、浪漫的な詩人シュミットボン、鄕土主義的なヘルマン•シュテール、グスターフ•フレ•ンセン等 
の老大家が相當ゐるし、また表現主義の流行兒ゴットフリード•ベンや新浪漫派の HF ワルト•シ？ 
ケン•ルドルフ•ゲー•ビンディング等がゐて、 ドイツ 文學の良き遺産と實力が正しく承 繼 されてゐ 
る** V. 

新しく#員になつた作家のなかには、ナチスの勞働詩レルシュや、「冬」の グリ ー ゼや、「土地なき 
民」のグ〇ムや、神秘的作風のマックス•メルなどがある= 

「F イツ文^アヵデミ 1 J は「大きな決定的な問題について ドイツ 文學の意見を同胞に佐げ る」 
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ことを任務とするが、文學的创作の最说水準を示すのが目的でぁつて、實際的活動は文部省の文化 
;«0に委ねてゐる。 

「ブ B イセン藝術アカデミー文學部」に對する大彈壓に次いで、ナチスは一一一一一一年五月 十日、 ベル 
リン阈立オペラ I 8 J 場廣場に於て焚書した。 . 

また、•トイツ文化院著述院が成立するや、初代の著述院長で作家のハンス•フリードリッヒ•ブル 
ンクは、ユダヤ系その他非國民文學清掃の目的を貫徹するために、一般の著作から非ドイツ的なも 
のを一 A リストに載せて、その全部または一部の出版を禁止した。 

ドイツ文化院著述院の設置は、單に著作活動の範圍のみでなく •著作を國民に仲介する 出版、 害 
籍販資の範圍からもユダヤ勢力を掃すると共に、作家竝に出版者•書籍商を して、 眞に國民吹化財 
の生産普及の換當者たる自覺を促が し、 その活動を指琼する機關となつた。 

ドイツ著述院' 

ドイツ著述院は*创作家として活動するもの、及•ひ出版者、沖锊商、本商その他ドイツ害籍の 
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生產•普及保護の仲介者として活動する總てのものに對する t » i 久的組織でぁつて、その任務はドイ 
ツ著述院に所屬する職業種類の恒久的整調と、ドイツ齊籍の保護淸淨でぁる。 

ドイツ文化述法(三三•九•ニニ)は，阈民啓發寅傳沾の職務範圍に屬する活動部門の從業者を總 
括して公法團體を設立すべきことを阈民啓發宣傅大臣に委託し、(第一條)著述に關して設立さるべ 
き公法國體はドイツ著述院と稱せらるべきことを明示し(第二條 )* この公法團體の設立運用のため 
に眾獨または經濟大臣と共同若くはその同意を得て命令及び一般行政規程竝に追加规程を發布する 
權限を國民啓發官：傅大臣に附興した(第六條七條)。 

阈民抨發官.傅大臣•トクトル•ゲッベルスは、右のドイツ文化院法の規定(第六條七條)に某き、經 
濟大臣ドクトル，シユミットと共同で、ドイツ文化院法第1施行令(三三二了一)を發布し、著 
述に關しては、本令施行常時現存してゐたドイツ普述家全國聯盟に公法團體たる性質を與へて、こ 
れをドイツ文化院と稱することとし(第一條).辻つドイツ文化院及びドイツ著述院はその所管領域 
内に於ける资笼條件、企業の開始及び終了を定め、右領域内に於ける重要問題•特にそ5總括する 
活動集 H 間の契約及び狀態に關して、命令を赞することが出來るものとした(第二五條) 

.トイツ著述院は•著述家集 m と書籍販資集團とにょつて著述家及び文化仲介業者を總括してゐ 



著述家は、初めドイツ著述院成立後新たに設立された「•トイツ著述家聯盟」によつて院に總括さ 
れたが、後にこの聯盟-獨立性をもたない專門分科#に變更され、それ以來著述家集團 として ドイ 
ツ著述院に直接所®してゐるのである。 

一、この專門分科#を結成して•トイツ著述院に所 M すべき著述家は、非定期著作物の作者、著述 
家である。 

(ィ)非定期刊行物たる新聞または政治的な雑誌の本文の作成に協働する文筆業者は編輯人法に所 
謂編輯人であつて、登錄によつて全國新聞聯合に所屬して、編輯人集團としてドイツ新聞院に所屬 
する。 

〇)新聞及び政治的雑誌に掲載される長篇小說や短篇小說や詩の作家は、ドイツ著述院に^ r ' A す 
るのであつて、ドイツ新 fifl 院には 所颶 しない。 

(ハ) 演刺 脚本の作家は作家としてドイツ著述 院に所 A し、ドイツ演 剌院 には所 A しない。 何故な 
ら、「教曲は演剌 の藝術的一體 Q 部分で/ X いから」 だと 云ふ建前に立つてゐる。 

(-1) ラヂオによつて活動する著述家 i ± ドイツ•ラジオ 院存在當時に於ても ドイツ•ラジオ 院に 所 A 
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しないで、ドイツ著述院に所®する* 

(ホ)映盡脚本作家も亦ドイツ映畫院に所 A しないで、ドイツ著述院に所 M する。 

(へ)純然たる科學的著作物の著作者はドイツ著述院に人らない。何故なら「科學的著作物の著述 
は科學•敎 育，國民敎育 省の職務範圍に屬する科學的勞作の一部に止る」からである。 

(卜)ドイツ著述院に 所 «すべき種類の著作家で あつても•内職と して著作活動をするに止る者は 
原則としてドイツ著述院に所« することを 要しないが、しかしその者の著作活動が世間的には引退 
して ゐても尙且つその者の活勳の 重黏となつてゐる 場合には、これは木職の著述家と?,-做され 、 F 
イツ著述院に 所屬 しなくてはならない。 

二、次に書籍販资集團を結成して K イツ著述院に，屬すべき文化仲介業は次の通りである。 

イ 、非 定期著作物の出版者 ' 

定期刊行物たる新聞及び政治的雜誌の出版者は、その印刷物が編輯人法の規定に含まれるか否か 
に關係なく、原則としてドイツ新聞院に所»するのに反し、非定期的著作物の m 版者は原則として 
ドイツ著述院に所屬する。 但し、 こ"にも亦例外がある。 

1、美術出版者はドイツ造型美術院に所屬する' 
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2、 脚本の出版者はドイツ演劇院に所 ig しドイツ著述院には所 M しない。何故なら*ドイツで 
は「通常、演刺 脚本の出版者は、 自分の出版した脚本の 上演權に 注意してゐて、劇場の M 辤に密接 
に 結びついてゐるばかりか•時には積極的にその脚本の上演や脚本作成にすらも M 與して、刺場と 
有機的に 一15.をなしてゐる一方、殆ど例外なしに、脚本の出版者が脚本以外の著作物の出版に從事 
!ない」といふ K - 情に' i るのである。 

3、 同じ事情から、樂譜出版者も亦 ドイツ 著述院に所 M しないで 、ドイツ 昔樂院に所 M する 0 

你.同一の m 版者が定期刊行物以外に不定期刊行物をも出版してゐる場合 Ir は、活動の m 點を盥 
かれてゐる方を管轄する院 に所屬 する。 

& •書籍商 

迸箝を尊問に販資する者と、別種の商品と併んで杳籍を販資する者とがあるが、後者にあつては 
卉籍販資に m •黏がおかれてゐる場合にはドイツ著述院に所®する。 

ハ、枰箱仲次販資、代理書籍販費、密籍卸販資及び大古本屋。 

-1 、寄轿仲介者。 

ホ、 贷 本屋 
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へ、公衆に著作物を媒介することに關係をもつ;. . J 及び集團が、國體にして#貝たるものとして、 
^イツ著述院に編入される。こ、で問題となるのは著作者の權利でぁつて、これを認知するために 
左の三つがドイツ著述院に所颶してゐる。 

1、 文藝作品の權利を認知するための「♦トイツ著作物の著作權利用杜圑 J 

2、 歌詩作歌の權利を認知するための「ドイツ歌詩作歌職分團 J 

3、 教曲の上演權を認知する「脚本作家及舞廢：作曲家聯盟」がぁる。 

三、しかし、ドイツ著述院は、著述家集團及び许籍販資集團を總括するだけで滿足するものでは 
なく、さらに、文學赏の財阐及び分配者團 M C トイツ著述院耝織に關する吿示の第一一條)文舉食 
及び講演開催者(同第一〇條)、藏裨家組合(同第六條)ドイツ職業文邱を管理下においてゐる。 

尙、ドイツ著述院長は三三年から三五年までは作家ドクトル•ハンス•フリ 1 K リッヒ•ブルン 
ク、三五年以後作家ハンス • ml ストがこれに變つた。 

圓書檢閱制度 • 
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ナチスが國民社鈐主藏的著作物擁敍のために、三四年四月一六口総 M 代理ルドルフ•ヘスの告示 
によつて「黛抡閱委員#,1を設 S したことは旣に述べた。黛檢閱委員#の設立 後、 政治•經濟•文 
化竝に一般 I ' c 世界観的問題を取扱つた著作物 や、 ナチスの指導的人物の歷 * 的敍述特に傅記的敍述 
によつてナチス運動の本質及び目檫に觸れた著作物{±全てこの m 審赉委員待に提出されることにな 
り、黨審充娄 M # はこれらめ提出された著作物につき、それが實質的に 1 K しいものであるかどうか、 
またナチスの文獻として適當なものであるかどう か、 さらに特殊な H 的のために推^さるべきもの 
であるかどうかを審丧し、所謂國民社#主義的著作物の擁護を任務とすることになつた。 

右の E 檢閱委に提出された著作物で、同委員拎によつて異議を中立てられたものに對して ii 
ドイツ 著述院長は三. fc 年四月一六日の命令によつて、その頒布を饮止した。 

しかし、右の阈民社#主義的著作物の範圍に»さず*從つて黨檢閱娄 fl 件に提出する必要のない 
著作物で、有害にして望ましからぬものがある。ドイツ著述院長は、 三 五年四月 二 31 : 日の 命令を以 
て*「ドイツの文化生活を一切の有窖にして望ましからぬ著作物から淸純に保つことがドイツ著述院 
の^任である」といふ建前から、ドイツの文化生活にとつて有宵にして望ましくない著作物の頒布 
を想 Jh した。 
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以前にも一九二六年一二月一八日の「低級猥雜なる著作物に對する年少者保薄の法律一があつた 
が、これは全く自由主義的な、蓍察取締的性質を有するもので、成年者に對しては有害にして望ま 
しからぬ著作物の選撵は自由に任されてゐた。これはナチスの文化政策と相容れない。そのために 
三五年四月一〇日にこの法律は後止された U 

ところで、三五年四月二五月のドイツ著述院令によれば、ドイツ著述院は國民社#主義的文化意 
欲を危くするやぅな著作物をリストに作り、このリストに狨つた著作物が公開の圖書館や一切の形 
式の害籍商によつて流布されることが饬じられ(第一條)、さらにこのリストには收錄されないが年 
少者の手に入ることが望ましくない咨籍をもぅ一つのリストに作り、このリストに載つた^轿がシ" 
ウ•ウィンド丨一 J 陳列されたり、移動書锫によつて賫り擴められたり、十八歲未滿の年少者に交付 
されたりすることが然じられた(第二條)。 

この二つのリストに收錄する申請はドイツ著述院に提出するのであるが、この申 dR に基いて、ド 
イツ著述院長は國民袢通 {一 n : 傳大臣と協議の上で決裁し、第二の リストの 場合には さらに 科學•敎育 • 
國民敎養大臣 Q 同意を得て決裁をする(第四條)。純粹の科學的著作物はこの9ストに載せもれない 
のが原則であるが、科平 •教育 •國民敎養大臣の希望または同意があれば、純粹の科壤的著作物であつ 
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ても、第一のリストに收錄することが出來る(第五條)。 

m 

標準出版契約の創設 . 

ドィツ著述院長は、出版者が貴務に不器用な著作家そ搾取することを叫止する一方、出版事業の 
經濟的必然生を斟酌して、三五年六月三日「著作家出版者間の標準出版契約に關する命令」を發令 
した。 

第一部の一般的及び契約前の義務に於て は、 相互に事務の接涉に當つて職業上の名春を尊重し、 
著者は著作を印刷可能の狀態に於て出版者に 手交し、 原稿には著者の W -: 名住所を 明記し、 また出版 
者が原稿を人手した場合には遲滯なくその旨を證 明し、 その原稿を檢討してみて出版の葸-1-心の起ら 
ない場合は直ちにこれを返却すべきことを規定し、なぼ出版者の原稿檢討 期間は、 卉面にょる別段 
の同意がなければ四週間を越えることが出來ないとしてゐる(第一—五條) 

第二部の契約締結に際しての權利義務に於ては、契約の當事者は院令附 ini の出版契約標準を利用 
十る義務を負はされてゐるが、個々の具體的な場合に特殊の事情に應じて檩準規定を變更十ること 





が許されてゐる、但し、その變更は院令の精神に一致する限り有效であるに過ぎない(第六條)。著者 一 

84 

の謝 禮は著作物の致！；；：きに據つて算出さるべく、その率は常事者の自巾に委されてゐるが、併し原則—1 
として脔上萵のーニ*五％以下に下ることが許されない。但し、初版二干部に對してはそれ以下に 
下ることも出來るが、それでも一〇涔以下に下ることは許されない。また大衆版といふやぅな、院 
令の精神に反しない適切な理由が ある 場合には、初版のみでなく、それ以後の版についても 一一 - r 五 
%以下に下ることが許される(第七條)。さらに、出版者は出版契約によつて著者に對し少くとも次の 
五作品または以後三年間の作品を優先的に自己に提供させる義務を负はせることが出來るとして、 
出版者にオブシ，ンを認めて ゐる (第八條)。 . ‘ 

貸本屋 

寄轿は書籍販賫商によつて販布されるだけではなく、寄籍とは全く關係のない、例へ.ば理髮師と . 
か、煙草商とか、 ありと あらゆる商人の手によつて貨贷されてゐた、め.に、^-出される寄籍を監督 
することが困難であるばかりか、どぅかすると棰めて非銜生的た狀態におかれてをり、その上、こ 




の sii s t ^ 木が過剩集たしてゐたので、第一にドイツ著述院はその新設立を命べ"によつて肌止した。 

三五年二月七日 Q 「 SS 保護 QSQ 第五命令によ？、荽 S 新設及び再設 S * じ、ま 
た貸文庫の讓渡はドイツ 著述 院の一員または I 員たることを拒絶される懸念のない者に讓渡される 
場合に2有效とし、貸文庳 Q 移轉にはドイツ著述院長 Q 許可を要するものとした。第六命令によ 
つて、貸文 S 新設及び再設は三六年三月未日以後はまた許されることにな つた。 

次に贷本 S 低 S 料を S し5業を妨止し、货木 SQ 經濟的基礎を1にすると共に、贷 
本商をして一般には入手困難な且つ髙惯な寄籍をも文 I 4 i に加へ得るやぅにした， 

S 店讀讲、均ーストアの貸本屋兼業は禁止され(三五三•二五)、には監視所が設抵 
された。(三五*四•六) 

優良娛樂文學促進. 

ドイツ著述院は「優良娛樂文歟促進のための院令」(三五•七•二四)によつて純娛樂書の出版者、 
特に一贷本屋關係 m 版 S 合」及び「大衆文學出版勞働團値」に所®する出版者がミらの文 t 
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品を出版するに際して豫め•大衆文平出版者勞働 團體 によつて設立された相談所にその旨を Ea 出で 
るやぅに要求した。 

「書籍商」及び「書籍商人」の名稱保護 

ドイツ著述院長は「寄籍商及び書籍商人の名稱保護のための院令」(三. K •二•六)によつて、「杳籍 
商」及び「普籍商人」の名稱またはこれらの字句を使用した名稱を使用し得るのは、ドイツ著述院 
所屬の管轄專門團體たる全阈ドイツ普籍商聯盟の # R たる資格を得た事業または個人、及びドイツ 
文化院中ドイツ著述院以外の院の#員たる安格を有し且つ書籍販賫副業として全阈ドイツ齊轿商聯 
盟の副業及び小營業の名薄に登錄されてゐる事業または侗人に限られることになつた。 

獻本の制限 

院は「獻本に關する吿示」(三五•一•ニー)によつ て、 官 鹿、 m 機關及び私 SS : 機關が 一切の 藏遵蒐 
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集の 0的を以てドイツの出版者に獻本寄贈方を求める 弊風が增 してきたのに鑑み、出版者 S 經濟的 
基礎を 擁護す るに努めた。この院令にょつて、 寄贈 本送附願ひは原則として中出人が 編輯 局の名に 
於て常 該害籍 の 批評を搀常 してゐる 場合に限り 認めることゝし、また寄附3ため若くは 寄 評を目的 
としない人間への^贈本送附は原則としてドイツ著述院の署名ぁる申込の場合に限つて行はれるも 
のとした。 

• • 

害籍商の後進の 敎 W 

澹 籍商 c 後進 養成 0ためライプチヒにドイツ 書籍商 學校が設けられ、 こ、 で四 週間の #成を 受け 
る。 こゝで耆箱に 闞する傳統 的な 職業 別の 施 a -5: を敎 へられる外、文學者の fr 合に出席させたり、演 
脚を覜せたりして•具體的にドイツの文化領域に 通曉 させるやぅに努めてゐる、この四週間の養成 
が終. C •と‘州每に •# 籍商にょつて II はれる徒弟試驗を受けなくてはならぬ。この試驗に合格して 
切めて、/?籍商としてドイツ著述院に入#する資格が得られるわけでぁる。 
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移動 式の 戰線書餅： 

一九ーニ九年戰嵴勃發と共に、政府は「戰線へ_物を这れ」とぃふ一大-«:捭運動を起し、著作管理 
常局 K u . その K 集 活動を 大々的に行った が、 同時に移 P 式の戰線齊籍業が m 設され、そ s 最初の もの 
は C 1 十くも三九年一二月に戰線に出發し•戰線間書運搬車が十四臺ほど使用 S れ、現地には常近の寄 
籍店が九軒開業した。戰線の 兵士は 給料の一部を 割いて これらの »Aj から 瞵人するのである。勿淪、 . 
移動戰線書沾<7;開業經较には資本が必耍であるが*全國組織指缚者ドクトルこフィかこの赉金を調 
達した。 かぅ して、戰鸫書轿業者はポーランドの奥地やハンメルフ X ルストからビアリッツに至る 
まで 代事に出かけ、戰線の 兵士 達に歡 迎された。 

ナチスの詩•小說•戯曲 

» 

ナ予ス革命前には、ドーツ文學史.上空前といはれるほど*小說が设位をぃ：1め、大贷に生產された 



が、それらは多く理智的であり、從つて感激とは反對のものであり、犬 f £^ 者的に皮肉であるばか 
りか、 下界の淫潘な風格を慌面もなく寫すことを事として、屢々虛無的に走つた。このユダヤ的文 
化破壊者達は、ナチスにょつて、 T スフ T ルト咬學の名のもとに擊滅された。 

ナチ K 文學の精神は「血と土」卽ち民族と 11 國のために自己を捧げる精神で ある。 この人間の迤 
性を 尊び、烈 々たる 獻身的楮祌に H - かれるナチス文學に於て は、 浪设的の詩精神が勃然と起るの 1± 
自然であり、昨日の 文 ^ が卽物的で知性的であつたのと大いに趣きを異にする。 また、 昨日の文 m 
が 近代文明の燜熟した アスファルトを 酵母と し、 都會的な雜居のなかに益々倘人意識のみがとぎ澄 
まされ、個人の運命が、個人の情緒が、個人の官能や感覺が最高に評 M さ'れたのに對して、ナチス 
の文^は民族及び祖阈の運命を個人のそれに優位させ、生活を虛樯に、内容を技巧に優位させた。 

しかも*このナチ K 文學の傾向は旣にドイツ文學のなかに流れてゐたもので、すでに革命前から 
地味な素朴なドイツ鄕土藝術運動が起つてゐ て、 素地を作つてゐたので—それ 故、 「土と血」 の 
文字は、ナチスの掛聲ではじまつたものでは なく、 ナチスの文藝政策はドイツ文^の is 產のうち最 
も 偉大な、そして最も奸ましい部分に太陽と水を與へやうとするに過ぎない。この 故に、 ナチスの 
文^1±、.ナチス成立ょりも*く、ドイツの文化遺産を包藏してゐると云ふべきであらう。 
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ナチスが國民主義文學の詩神として尊敬してゐるのはシュテファン•ゲオルゲである。ゲオルゲ 
は最も純梓な意味での新浪溲主義の稃發者であつて、十九世紀末の頹菝の時代に際#して、嚴格莊 
重な詩風を以て國民の精神生活の刷新を計り、特に大戰から戰後の混亂期を通じてつねに現代の最 
も岭嚴な螯吿者であつた。最初彼は言語と藝術の革新者たることを以て任じ「頌歌」(一八九〇)、「巡 
禮者」(一八九 一)、 「アルガバール」(一八九 二)、 「羊飼ひと懸賞詩の軎 J (一八九 五)、 「たましひの年」 
(一八九七) T 生命の絨氈と夢と死の歌」(一九〇〇)を發表したが、これらの作品を經て次第に神祕 
的思索への發 M を示し、さらに「七番 n の指设 J (一九〇七)と「同盟の星」(一九一四)に至つて規實 
に近づき、前大戰の時代的大轉換期に直面しては、詩人の文化的啓發者としての使命を主張し、詩 
〇政治的指導性を强調した，最後の詩「新國家」(一九二九)に於て彼は新しい高 ft な K イツ民族に 
ょる國家建設を豫言した。これに感激したヒットラーは、ナチスの政權樹立と共にゲオルゲを阈民 
文學の指導奢に招かぅとしたが、三三年一二月四日彼は長い詩作の生涯を閉ぢた。 

ゲオルゲに次いでナチスの忘るべからざる詩人はディートリッヒ•エッカート(一八六八—一九 
二三) で^ る。 ヒトラーは彼の功 M を說えて、「我が鬪爭」 を 彼に獻じ.「詩作に於いて、思索に於い 
て、また最後の行動に於いて、自己の生涯をドイツ民族の覺酲に捧げた最も優れた者の1人」と云 




つてゐる"シ "1 ペンハウアーの哲學の洗禮 を 受けたエッカートはマルクシズ ムをユ ダヤ的精神と 
して拒け、一九一八年大戰終末の年には自ら週間雜誌を發行してマルクシズムと ユダヤ 主義に對す 
る公然たる岡爭を開始した。一九一九年の夏、 H ッヵートは五一歲でドイツ勞働黨に入り、ヒトラ 
••と協力して黨機關紙として「フェルキッシュ•ベオバハター」紙を手に人れ、一九二一年八月一 

一日から同紙の主筆とな0、彼にかはつて*»1ゼンべルクが主筆となつてからも協力した-彼には 

-> 

「家庭の父」 (一九 〇五)や「ホ ー ヘンシュタウ フ广ノ 家の ハインリッヒ」 (一九 i 三)•などの作品があ 
つたが、 ナチ K に投じて以後の詩人的活動が目 覺ましく •幾多の銳い政治詩を發表した。一九二 三 
年四月二〇日の總統の誕生日を祝賀した詩や、黨に贈つた 「 R 醒めょ ドイツ！」 と「鼠の歌」とは ナ 
チス 闘带史 に永遠に 輝く 記念碑で あらぅ。 一九二三年一一月九日ヒトラ ーとルー デン ドルフの卒ゆ 
るナチス戴 良の示威行列を觀るためにローゼンべルクと共に「フュルキッシェ.べオバハター」の 
編輯室から軍司令部近傍のオデオン廣場に出かけたが、はからずも あの 怖るべき慘事に逢遇、捕へ 
られて 六 週間の拘禁の後、一九二三年 一二 月二 六日 •ナチス •ドイツの 曙光さへも見ないで、 ベル 
ヒテスガ1 • デンに歿した。 

今は亡きパウル • H ルンスト(一八六六生れ)は新しい民族秩序、新らしい民族的ドイツ精神の 
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偉大な讚美者であつた。エルンストは神學、竹^、阙家舉、經濟學などを學び、一時社會運動に從 
事したが、後その信仰を失 ひ、 九七年以後べルリンに住み、アルノー•ホルツ，. , :'.父はり•文學に獻 
身し、ヴィルヘルム•ショルツと共に新古典主義運動に從事したが、ショルツと共に戯曲の主人公 
として意志の强い人間を主張したことは有名である。「幸福への狹い道」(一九〇三)*悲刺「デメトリ 
オス」(一九〇五)。「カノッサ」(•一九〇 八)、 「ブルンヒルト」(一九〇九)、「ニノン•デ•レンクロス」(一 
九一〇)、自傅的發展小說「廢跡の綠」(一九三三)「ラウテスタールの幸幅し(一九三三)などがある" 

H ルンストにとつては.秩序をもつた十三世紀前半までのドイツ皇帝時代が理想で、後年のプルヂ 
ヨア經濟的世紀は利己心と人間孤立の時代を生んだのである。彼は M - に民族共同骼に茈礎づけられ 
た新秩序の世界を希求して國民社會主義に走つた。 

H ルヴィン，ギドー•コルベンハイヤーの作品の目指すものは、新しい生の宗敎と民族共同體の倫 
理 - C - あつて*彼の勞作「パラツ*ルズス三部曲(一九一七—一九二五)と「バウヒュッテ、現代形而 
上學の 諸要素」 (一九二五) は 正にナチスの文學竝に哲學を準備したものと云へ•やぅ。彼は一八七八 
年ブダペストに生れ*ウィン大舉で fr 學士の學位を得た が、 彼にあつて古代ドイツの生命說と近世 
自然科.平的 思考と が見事に結晶し、彼獨自の超倘人的、神祕主義的自然 fr ^- が生れた。彼にとつて 
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倘は全*の乎段たるに過ぎず、共同體こそ倘の交替を超えて永久に榮えるのである。この fr ^ は「パ 
ラツ X .ルズス三部作」のなかに遺憾なく闞明されてゐる。「パラツ H ルズスの幼時」「パラツ H ルズス 
の運虽 J 「パラツユルズスの第三帝國 J ょり成るこの三部作に於いて、彼はパラツ H ルズスといふフ 
ァウスト的なドイツ人を創造し、近世黎明期の社會を背误にして彼の哲學を表明する浩翰な散文叙 
事詩であつて、ゲーテのファウストにも比すべきものとさへ云はれてゐる。乍 CI 1 II として丈「英雄的 
熱情」(「ジ1ルダー•ブル I ノの悲剌 J の改題)、戯曲「橋 S 汝の中の法則」、史 gr グレゴールとノイン 
リッヒ J があり、ほかに「我が解放闘平とドイツ詩載術」(一九三一年の講演集)などがある0 
「土地なき民」(一九二六)のハンス*グリム(一八七:«1|)の存在は大きい。十數年に一且る南アフリカ 
での商人生活は彼に外國在住のドイツ人及びドイツの植民地問題に對する眼を 開かせた。 本國に M 
つて前大戰を體驗し、後六年間の勞作をつ ir けて「土地なき民族」 を 公けにした〇こ、には、.故 IS 
にあつてパンを得られず、社#民主々 義者 として 外 國行きを 余儀なくされた 主人公 コルネリウス • 

フリ I ボットがアフリヵ 植民地 經縈者として辛酸をなめ、初めて國民の生活問題、民族生活圈問題、 
植民地 問題を深く認識するに至る有様が如*に描かれてゐる。生きるべき場所を失つたドイツ人の一 
苦惱を余すところなく現 U した謂 liv 民族の齊である。グリ{には「西南 アフリヵ 树篇犯」「沙说11」 19 



s 


「オ レワ ー ゲン •. サ ー ガ」「カルの法官」などの作品があり、さらに現實遊離の文士氣質を容赦なく排 94— 
擊した 「文士と 現代」(一九三 一) やイギリスを攻擊した「余の英人親」(一九三八)など優れた論文があ一 

る。 

「土地なき民」で想起されるのはレオンハルト•フランクの「三百萬人中の三人」(一九三一)であ 
るが、失業して海外に渡りながら、やはりそこにも生きる道を見出し得ずに母國に戾つてくる三人 
の運命に託して、三百萬のドイツ失業者の運命を語るものである。 

エ？ ル •シュ t フウス(一八六六 1) は「祖國」(一九二四：>にょつ て、 當時の思潮に反抗して瞬民 
主義を主張したが、 一九 H 四年には「リ ー ゼン シュピー ルツォイ ク」 を完成した。これは最萵のド 
イツ的 傅 統こ立つ もので、 そこに看取されるのは新らしい生活を追求する共同 體、 變革せる生命あ 
る倫理性、生の自然的改造などである。シュトラウスの作品には南ドイツの鄕土的色彩が顯著で、早 
くから 淸新な短篇を發表してゐた〇 「 H ンゲル館のあるじ」(一九〇〇)や「友人ハイン 1 ？ S 一九〇二〕や 
「赤裸な男」や「いのちの十字路」(一九〇四)やがある。 

ヘルマン•シユテ—ア(一八六四—)はシユレージ**ンの生れで、先輩ゲルハルト•ハウブトマン 
と二年しか違はない。彼自身ハウブトマンに私淑して「レオノーレ•グリーベル」を獻じてゐるし、 




また彼の作品にはシユレ ー ジ X. ンの方言を喋る下 M- 階級 CD- 人間が多く取扱はれてをり"自然主義的 
現*性が色濃く感じられる黏もハウブトマンに似てゐるが、しかし彼の本領はシユレージェン地方 
の神祕主典のもつ神への感情と鬪ひ o v 神を追求する果敢な精神のなかに現はれてゐ る。 このドイ 
ツ宗敎性の最も見事な表現は、ウ JC . K トフ T 1レンの一農夫を扱つた「聖農場」(一九一八)がぁる。他 
に「葬られた神」(一九〇五)一•最後の子供」(一九〇三)、童話「ヴ X ンデリン•ハイネルト」(一九二三) • 
物語「提琴作り」 (1 九二六)などがぁる。三三年にはフランクフルトアム•マイン市のゲーテ貧、三 
四年にはヒ トラ ーの鷲章を贈られたが、四〇年九月オーバーシユライバーハウで卒中の發作を起し 
たと薄 へられる。 丨 

ヴィルヘルム•シ X 丨フ T1 (一八六八—)はァネクドートの大家で「逸話犯」(一九一一)は簡素 
平易な様式のなかにドイツ民族の大きな運命的な相貌を描き出してゐる。「ツヴィングリ」(一九二 
六)「ケベニックの大尉」など主として物語を書き、形而上學的な宗敎的なものに對して、現世的な 
ドイツの一面を代表してゐる。 

ハンスカ n ッサ(一八七八—)はナチスの •トイ ツ文藝ァカデミーに招かれながら辭拒したが、三八 
年にはゲーテ寅を贈られるな ど •最大の信賴を受けてゐる。「詩人はもぅょい加滅にその一人ょ がり 



の體驗を仰々しく大切がつたり、氣分の裡に彷捣したりすることをやめるがよい。自分が民族の豫 96 — 
言者、代辯者、使者、瞀齿者、訓戒者、助言者でたいと識る者はむしろ沈默するがよい」とカロ-サー 
1は云ふ。彼は民族と宇宙の深部への洞察者として今日のドイツのために多くを貢獻した C 挺女作 
「ドクトル•ビュルゲルの運命」(一九一三)は二十世紀の「若きヴ X .ルテルの悲しみ」とまで云はれ、 

また大戰の從軍日記「ルーマニア從軍」は戰爭文學の記念碑として後世まで殘る傑作である。 

一九四〇年一一月笫六囘目のライン文學貧を贈られたクルト•ランゲンべッタ(一九〇艽 I )は現 
在ミュンヘンのバイ H ルン州立劇場の脚本部長である。 H ルバーフェルトに生れ、少年時代を工場 
に&したが、 fij 作に志し、ハインリッヒ六世を扱つたアレクサンダー物を害き、悲蜘「謀反人」によ 
つて獨自の境地を開拓した。最近作は「劍」である。 

一九 四 一年一月べルリンの首府文學賞を贈られたクルト•クルーゲは 、四〇 年七月二九日に死ん 
だが、その「魔法のヴァイオリン」は傑作。 

同日、フリートリッヒ•グリーゼ•ヘルパート.フォン•へルナーの二人も首府文學茛を授けられ 
た〇フリートリッヒ•グリーゼ(一八九 OI ) は歎多くの文學賞や榮饗を得てゐるが、宵府文璆寅は 
襄民生活を极つた最近作「白髪-1_に與へ-られた。グリーゼはドイツ現代作家中最も强く大地を踏み 



しめてゐる一人で、神祕的で且つ平〇?な彼のメクレンブルダの鄕土風物が作品に美しく取扱はれて 
ゐる。へルバ ート •へルナーは若く有望な作家で•「ツァーの女馭者」「最後の彈丸」のやぅな物語が 
あるが、首府文學打を授けられたのは四〇年度の小說「灰色の騎士」でこれは農夫ヴ2ツルムバの 
物語。 • 

毎年ブランシユヴァイクの自治團體の出すドイツ文學國民賞は四〇年度は ハンス•ヴ H ナティー 
アとウルリヒ•ザンダーの二人に贈られた。ヴ X ナティーア ( |九〇三—)は ブレスラウの 生れで、 

その地の高等師範の助教授、小說「ヴ * 丨クト•バルトルド、東部行列車」で授贳。ウルリヒ•ザン 
ダー (1 八九二—)はアンクラームの生れで、授 K 作品は「海 m の人」。 

戰带小說「クレーリの樹」の作者 ヨアヒ ーム•フォン•デ ア •ゴルツ*「境界と時代の間」のハイン 
リク ヒ•ツィリッヒ も 特筆すべきナチ ス作家 である。 

女流作家の大御所では、リカルダ•フーフとイナ•ザイデルを舉げねばならぬ。 

リカルダ•フーフ(一八六四—)は詩集(一八九四)で詩人として名聲を確立したが、「ルドルフ•ウ 
ルズ a ィの追憶」(一八九二)「凱旋樹」(一九〇一)で小說に轉じ、洗練された心理描寫と彫刻的な美一 
しい表現を特徵とする。「ミヒ TH ル•ウンゲル」はナチ K の代表作。他に「ガリバルディ物語」(一九-197 



〇六— 七) 「ワル レンシ H タイン」 (一九一〇)等の歴史小說があり、文藝評論では名著「浪漫派」が 
ある。なぼ、リカルダの兄ル 1 F ルフ•フーフ(一八六二—)も小說家で、「リッターヘル K 一九〇八) 
が代表作。 

イナ•ザイデル(一八八五—)も初めは抒情詩人として現はれたが、「洪水」(一九〇二)を境にして 
小說に移り、「迷宫」 (一九ニニ)「申し子(一九三三)等愛國的感情に溢れてゐる。「レンナッカー」 ( 一 
九三八)は宗敎問題を扱つた歷史小說。 

チュ n のズデーテン•トイッ人作家フリードリッヒ•ボーテンロイドは「ボヘミアの水はドイッに 
tit ぐ」 にょつて三八年度のシュッッガルト•ドイッ國民文學賞を授けられた。 
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演劇政策 


• ドィツ演劇院 

ドイツ演刺院の設立前、旣に演剌方面には、登錄組合、ドイツ舞畜協#、ドイツ舞逢從業衆聯合 
團體 、登 錄組合藝術主腦部聯合、登錄組合ドイツ合' 'S 者舞踊家聯盟、舞裹出版業者聯合、登錄組合 
ドイツ舞塞著作家作曲家聯合#、登錄組合 K イツ職業音樂家統一聯盟などの諸團體があり、先づこ 
の整理清算 Q ために特別委員が任命され、演劇關係の諸部門に一旦って統合聯繫の fL - 事が行はれた。 

卽ち一九三三年八月初めにベルリン國立劇場の俳優で あり、 ドイツ舞臺從業者聯合團體の會長で 
あ〇たオット1*ラウビンガーの斡旋に依つて、これ等の七っの專門團體が糾合され、ここに暫定的 
にドイツ演劇院が成立し、總栽としてオット ー•ラウ ビン ガ ーが選ばれた。そしてこの暫定的な組一 
m が三三年一一月一日公布のドイツ文化院法第一次施行規則第一條にょり、そのままその名を稚承―1 



して官制的な文化院の一院となり"三三年一一月一五日ょり事務を開始し"ラウビンガーが初代演 
劇院總栽に任命された。 

但し•右の七團體のぅち、最後に舉げた登錄組合ドイツ職業音樂家統一聯盟は後に分離してドイ 
ツ昔樂院へ吸收され、殘りの六つの專門團體もその後に名稱を變更したり組捺替へを行つたりし 

た。 

演劇院の構成 

• •# 

さてドイツ演劇院は、件計や法律事務の外に五つの部門に分れて仕事をする。一は舞臺尊門分科 
#、二は演藝專門分科#、三は舞踊庠門分科會、四は見世物專門分科件、五はドイツ舞赛脚本出版 
者組合でぁる。第一の舞裏專門分科#は初め登錄組合ドィツ舞袭協#、ドイツ舞甚從業荠聯八：：團 體 
登錄組合 K イツ合唱者舞踊家聯盟の三つの 團體で ぁつたが、三五年の夏これ等の三つの専門 團體を 
總括して舞瘙專門分科#となつた。 

この舞裏專門分科會には、刺場監督、上級演劇監督、剌場支配人、舞袅監督 、俳優、 後見役、 照 
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明 係 等と、それから當初問題になつた刺場樂長、歌劇 俳優、 最後に演劇の茲術家養成に當る演 刺 敎 
師がこれに所屬する。これに反して、 舞臺 美術" 舞臺茜 樂などを業務とするものは、夫々造型美術 
院、音樂院の 所 M であつて•しかも 演劇 院所管の 仕事を なし得る し、 また 歌剌の 場合には 獨唱 家、 
作曲家及び作曲 作品は音樂院の所管で あり、歌剌俳優 •たけが 演劇 院に所 A する。 また、 脚本作家は 
院に所 A せず、著述院に所 a する。 

演藝專 門分科食は、 藝人 、ヴァリ H テ及びサーカス企業者を包括してゐる。舞梯專門分科#は、 
十でに獨立の 團體 をなしてゐた杜交ダンスの致師及びナチス敎員聯盟に編人されてゐたダンス敎師 
を以て結成されてをり、舞事舞踊家及び寄席茲人舞踊家を含まず、舞裏舞踊家は笫一の舞裏專門分 
科會に、寄席藝人舞踊家は第二の藝人專門分科#に所 H してゐる點は注意を要する。 

見世物專門分科#は、見世物師•人形使ひ等がこれに合一されてゐる。最後は、ドイツ舞亳脚本 
m 版者組合である。この舞赛脚本出版者組合がドイツ著述院乃至新聞院に所 li しないで、*トイツ演 
刺院に所屬せしめる理由は、「演劇脚本の出版者は普通自分の出版した脚本の上演權を同時に注意す 
るので、このことにょつて劇場の經玆と密接に結びつき*埏々脚本の上演及び脚色に關與すること 
すらあるので、有機的に刺場に所靨するし、その上、浪—脚木を出版する者は庳門的で他の書籍の 
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W 版に手を出さない」といふ實情にょる。 

演劇院の、仕事 

一言にして云へ ば、 •トィッ演剌院の任務は、演劇文化にたづさはる職業人の文化的、社 f ¥ 的及び 
經濟的地位境遇 S 促進を企てることである。この院が管掌する實務の主要なものを堞げると、先づ 
一般の観客を槊めて開催される演刺類の許可であって、これは後述するやぅに三四年五月一五日の 
演剌法にょって演剌院の重大な仕事となった。次は、演剌への政府からの給付金、娛樂稅に關する 
事務、それからこの方面の職業人の 養成、 更に職業人の地位の紹介契約及び老齢者の保護といふや 
ぅな職業人の職業的生活全般に關する保護援助乃至監督の一切を管掌してをり*これ等の事項に就 
いては、文化院法第一次施行令第二五條の規定に基いて院自體が色々な命令を公布してゐる。 

演剌學校や俳優學校は獨逸には非常に多い。演剌學乃至劇場學の獨立講座の設けられてゐる大 m 
が旣に十指にあまり、その他に演剌のみを専門としてゐる阈立の學校又は私立の舉校が數多ある。 
演剌博物館、演刺阅書館も相當にある。かかるものに對し阈立の場合には阈家の立埸から色々世話 



をし、 私立の 場合には適當の補助を給して誘導してゐる。これらの學校及び類似機關の監督と指導 
の仕事がこの院の所管である。 また、 一人前の獨立の職業人になる資格の認可も院が與へる。 

また職業人の保護としては M 撕契約の不更新叉は解約の場合に院がこれに協力する權利5:留保 
し、無言の立役 や 補役に持役を與へる ことを 禁止したり、大ベルリンのため最低給料の制定に M す 
る 特別の命令などを出してゐ る。 

尙ほ獨逸演 « J 院の外廓的施設の蕙なものを舉げ ると、 第一にはゲッベルスの主 '' R にょつて設立さ 
れた『舞塞從業者保善會』がある。これは IIJ 場人が老齡のために、もはやその職業を行ふことがで 
きな くな り、しかも 老後の世話を してくれる ものがない とい ふ場合の慰安 所と も.*:り保護をしてく 
れる設備ともなる。これと並んで、航空 大臣ゲ ー リングが個人的な寄附をして建てられた、やはり 
老後の俳優達の みじめな 生活を救濟するための『ワィマ ー ル收容所』がある。また『銮術家感謝 
會』 は ゲッベルスの寄附に基いて創立されたものであるが、これは必しも年をとつたものばかりで 
なく、現に生活に困〇て ゐる藝 術家達及びこれから修業して行かぅとする若い者であるが、そ r ) 修 
業の資金を持たない貧困者に對する一つの拨助機關である。その他に大 S 中に設けてある演刺毕 
の研究所、次に靑年達を以て組梭され主として畢校剌の向上普及を企てつ"ある『浪刺聯盟靑年浈 
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剌團體 j もやはり院の外麻の一役を勤めてゐる。 

演劇 法 

一九三四年五月一五日に公布された演刺法の根本の目檩は、演剌を公の任務の檐任者に變へるこ 
とである。同法理由普に依れば、_はただに美學的性質のみならず、また道德的任務の仕事であ 
り、公の利害といふ黻からみれば、單に罾察的監督3對象として滿足すぺきではなぐ、稹棰的にこ 
れを指導すべきである。特に演劇は民族に對する廣大且つ强力た影饗を與へる手段として一切の藝 
術のぅちで卓越した地位を占めるものである。 

それはシラーにょる「道德的施設」として演剌を覜察する意味である。この新しい觀祭は 、新し 
い H 家が獨自の世界觀、獨自の高い道義的理念を有し、.從つて大衆に對するあらゆる作用はこの世 
界觀への奉仕におかれることを要求せねばならぬといふ事*の歸結で ある。 

この演 S 法にょつて、キャパレーの催し物以外、 戯曲、 歌刺オペレ了卜の上演には、杵可が必耍 
になつた。卽ち、演剌上演の開催者たる經濟的搀任者は、公法國體を除くの 外、 許可を要すること 



になつた。ところで、池刺開催者には常設的開催者と & 時的開催者の二つを诃別して、許可手績を 
異にしてゐる。卽ち一年間六囘以上演劇上演をなすものを常設的開催者として、これに對する許可 
はドィッ演剌院が直接統一的にこれを扱ひ、一年間六囘以下の侦 g 上演をなすものは臨時的開催者 
として、これに對する許可手繽は地方分權的である。 

ところが、三五年六月公布の演剌法第二次施行令にょつて、演劇開催者は、さらに各上演につき 
舞裹監督を任命せねばならぬことになり•且つその任命には認可が必要となつた。 

この演剌開催者の許可及び舞蹇監督の認可の規準になるのは、申請者の藝術的性向及び道義的性 
向であるが、經濟的甯力も審査の對笫とされ、これにょつて、開催衆の社良的義務、藝術家への給 
料及び作者の興行料請求權が確保されるわけで、疑はしい場合には事前に供託をなさしめて許可を 
與へるやぅにしてゐる。 

尤も、 素人芝居については•成る程度まで文化的價値があり、覜劇の娛しみを 與へる ものであれ 
ば、 これを 獎勵する意味で、特に簡易な手練で許可を與 へることにな つてゐる。 

次に重要なことは、演剌法の第五條で、啓發宜傳大臣は演_の文化任務 S 寅現のために必要だと 
考へれば、一定の脚本の上演を一般的に又は個別的に拒否することが出來るし、さらにまた、企業 
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©■擔任者に不常$不利益を及ぼさない限り、一定の脚本の上演を要求することさへ出来る。 

この規定は、恐らく國成社#主義的觀黏の最も明瞭な表現であらう。この氍念に從へば、文化關 
係に於ける阈家の活動は*もはや消棰的に有害なものを阻止することに盡きるのではなく、積極的 
た指：沿を表現するものである。しかしかやうな千涉は、勿論少しも用ひられないのが理想で、干渉 
が不必要になるやラに演劇開催者を敎育するのが根本の目標である。この目標は、實に W 民啓發宜 
傳省に設けられてゐるドィツ演刺顬問の仕事と相俟つて達成されるのである。 

上演脚本の指導について云へば、その根本方針は宣傳省演剌部の『獨逸脚本顧問』の指定に基い 
て定まる。所謂檢閱の仕事は治安風俗等に害 ある ものに對してだけは警察當局が行ふが、文化的な 
處理は一切檢閱的取締には入らない。かやうなものは上演してょろしい、かやうなものはいけない 
といふやうな文化的指導的仕事は、どこでするのかといふと、それが卽ちド： T ツ脚本顧問の仕事 
である。 

かかる内容の演刺、かかる傾向の演劇は上演してはいけないと、豫め上演の事前において指圖を 
興へる。そのほか、さらに積棰的に、か V る内容の、かかる傾向のものはやらなければならぬ、ぜ 
ひやつて欲しいと註文を出すのが脚本顧問の仕事である“映査に於ける豫備檢閱とほ V - 同一の機構 
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である o ' 

脚木®間の傍には、作家出身の助手が二人、それから學者逮から成る委員食があつて按助する。 
現在の顧問は二年前に演剌院長官から轉じたライナー•シユレッサーであり、その傍に作家ウォル 
フガング•フォン •メッ ラ1とジ1クムント•グラ，フがゐる。 

ナチスの演劇活動 

A ティンクブラ' ツ剌 

ドイツ演剌院は異常な熱意を以て、所謂『ティンクプラッツ籾』の建設に努力してきた。ブラッ 
ツは廣場の意味であるが、ティンクは古代ゲルマン人がその棟族の間で軍事、 政治、 栽判等の重大 
な事件を決するために行つた.集#の神聖な依禮の名である。ティンクブラッツ剌とは、一口に云へ 
ば野外剌であつて、現存の一般營利刺場及びこれにょる文化の中央集中の弊害を打破せんとするも 
ので あり、 藝術至上主義をかなぐり棄て、、最大多數の國民の生活を商め上げて行くための一つの7— 
祭り、诙禮としての演劇たるべきもの\である。 | 



ティンクブラ"ツ劇の特色は、戰闘的•英雄的で •阈 民意志が表白され、®肅で神 聖で 信仰的で 
あると いふ方向へ伸ばされよぅとしてゐる。リヒアルト •オイ リンガ ー の「テ f ンク刺 テー ゼ J に 
よれば、ティンク劇は大膽に現代を永遠化するものだ、今なほ流れてゐるものを祝祭とするのだ。 
一箇の詩人が演ぜられ、一箇の作品が上演されるのではない、祭りの日が祝はれるのだ。そしてそ 
の演刺には國家が立ち現はれる。國民の行爲が、創造の行爲と犧牲の行動が劇となるのだ。 

阈民はその犧牲を見、その犧牲を崇める、しかもそれを崇めるのは劇の所作によつてなのだ、と。 
そして、三四年六月五日、クルト•ハイ-ーックの「ノ イロ ーデ」によつて名實共に最初のティンク 
釗が上演され、その後リヒアルト•オイリンガーの「ドイツ•パッション•一九三三年」とか、-一 
1 レンツの『勞«!のシム フ *-11』 とか。ウィル フ ガング •メラ ーの「フランケンブルクの驳 子」 
などの價値あるティンクプラッツ ilj が上演された 

ナチ K は•このナチ. K 新演剌ともいふべきティンクプラッツ刺に對しては、非常に愼 : t な態度を 
と CV 、 先づティンクといふ名稱を建物に使用する場合には、國民啓發宜傳大臣の許可を受けねばな 
らぬし、またティンクブラッツ剌と銘打つて發表せんとする作品は、ドイツ脚本顧問により文書を 
以て認可される必要があり、更にその上演には、•トイツ阈演刺院の許可がなければならぬものとさ 



れてゐる。 

その上、この演刺運動は、一應現在の營利演刺に對抗はしてゐるものの*郄術の實行は飽迄も藓 
術的天禀を持つ專問的敎養を有する人に任かされねばならず、素人の好事的振舞、ディレヅタンテ 
ィズムは藝術の破壊であり•藝術のアナ ーキー であるといふナチ K の見地から、ドイツ 阈演削 院總 
栽はティンクブラッツ刺に素人が登場することを禁じ、そのかはり國民の中の若干が、合唱團とし 
て訓練されてこの演剌に加はることになつてゐる。 

B 野外刺 

ナチ K 以前には、野外刺は投機的な企業者にょつて濫用されてゐたが、ドイツ國演剌院の初代總 

裁ラウビンガーはこれに着 E し、普通刺場、室內剌場とはおのづから異つた、 しかも 純正な 演刹と 

t 

して國民の生活を#かにする1つの文化的行爲へと高めることに努力した0しかし、野外劇向上に 
最も效果的であつたのは『ドイツ全國野外剌民衆劇聯盟との成立で、これは 一口に云へば、營利の 
意岡を捨てて、藝術保 裹と國 民敎養の意味を以て、特に收入の少ない庶民のためを考へ乍ら、ドイ 
ツの公益的な野外剌及び民衆 ilj の促進をはかる ことを目的と するもので、阈民啓發官-傅大臣の指揮 
監耔の下に立つてゐる。 V 



一九三八年には野外劇場の數は二百を越ぇ、観客の數も亦著しく增大した。かくの如き發展は當 
局の指填宜しきを得た結果でもあらぅが、ナチス••トイツ人の簡素にして非技巧的なもの非^飾的 
なものへの憧愦と、野外刺とが一致するところ多いためでもあらぅ。 

前のティンクブラッツ剌はナチス世界覜の棰めて濃厚なものであるが、野外刺は•一般演劇として 
取扱はれ、ナチ K はこれを以て SS い範闻への演剌奉仕の一方法と見做してゐる。 

この野外劇に對 しても、 ドイツ國演剌院總栽はティンク剌に對すると同樣、素人の出演を禁じて 
ゐる。これもまた、野外刺場は純粹に演脚でなくてはならぬといふ見解 -^4 してゐるのではある 
が、野外 ill は専ら夏季に行はれるものであり然も瓦季には峨業併優の約五分の四は失嫌してゐる 
それを救濟する心づかひも一つの動機になつてゐることは確か*た。 

f •ン V 丨ビ H —木 

C 巡囘舞姦 

ドイツ£1五〇程 Q 市立雲、一一一四—益のため®刺場があるが、地方の常 i 場を持つてゐ 
ない町村 S 4多い。これらの町村嚣が「鳘力行 P など Q 世話で、聯繫し協力して、巡网 
舞裏(ヮンダ-ビ r ネ)を組！！する。この巡囘舞臺が約四〇ある。然も各儀舞臺が、一つの俳 
優围だけで$り なくなり、今 S 5 Q 俳優围を持つも？らで气■では儀舞5俳優團 
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I 


は loo も ある。初めこの俳優 幽を 作る ときには 今まで存在してゐた HI 舍廻 りの旅 興 tr の 組織と 座 

貝とをそのま、使つて、それを適當に改造し、補充して作つたのもあつたが、時には全く新しく作 
つて失業俳優を活用したものもあり、今では獨逸全體の俳優の1割五分がこの巡囘舞癌の方面に利 
用されてゐるので、失業俳優はそれだけ少くなつた。 

この巡囘舞裏は地方町村國體が經營するのであるが、それを指琪するのはドィツ阈演剌院であ 
り、 そして 一方锨奐力行團やヒットラー•ユーゲントが見物人の世話を して くれることにな つて ゐ 
る。その經费が收支惯はない場合に、町村團體が補墘することになつてゐる。 

かやぅにして院巡囘舞は獨逸内で劇場のない地方山農漁村へ出かけて行き演劇を享樂させてゐる 
わけであるが、巡囘舞姦の出し物は、低級な、民衆に迎合して格を下げたものではなく、ゲーチ、 
シラーの古典作品、ハゥプトマンの現代物、悲剌もやれば喜劇もやるといふ風にして、ょい立派な 
演剌が阈民一般の間に行き苴る方法を、•トィツ國演刺院が企晝し、また地方自治團體かこれに呼應 
し、その企畫をどしどし實現し藝術文化の普遍化と水準向上に努力しつつある。 

C 人形芝居 

ところが、劇場などのない、巡岡舞杳すらも稀にしか訪れることのない邊颉 / i 農山漁村に於ける 
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费術的な娛し み、 娛しみにょる敎化の唯一の可能な演剌的な仕事 I この檄關として人形芝居の活 
用に着目したのはヒットラー•ユーゲントであつた。 

フォン•シーラッハは、ヒットラー•ユーゲントの文化勤勞の一つの目的は地方人の都#流出の 
防止のために奉仕することだと；路つたが、これは人形芝居だけではなく、巡囘舞癡その他について 
も云へるこどであらう。 

ともかく、ヒットラ1•ユーゲントは人形芝居の藝術的利用に着手し、人形芝居のために全•トイ 
ツ中央事務所をシトッツガルトに改け、人形芝居の内容の方面、綦術的技術的方面の改良向 h を硏 
究し指導する機關とし、凡ゆる地方と密接な連絡をとりながら働くやうにしてゐる。その方向の指 
缚を•トイツ國演刺院が與へる。 

演劇人の荚成 . 

ドイツ 阈演劇院.は俳優の®業相談所を設け、俳優; i -: 願者が、果してその械業に適した才能と素 JT 
をもつてゐるかどうかを吟味し、助言を興へる。そしてこの適性試驗を通過した後に初めて 尊門敎 
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育を受ける。 

この敎育を授けるものは、官立及び公立の俳優學校がある。かやぅな機 W は、これまでも若干存 
在してゐたが、近年しきりに增設され、例へば一九三七年には、ミュンヘンに官立俳優學校が、三 
九年にはボフムに公立のゥュストファリア俳優學校が開かれた。專門的技藝と知識のほかに、人間 
の養成、特にナチ K 世界 Mfc 茶く敎育が心がけられてゐることは勿論である。 

また演剌に明する ^ 問的敎養の機關としては、 火^に 於ける演剌乎の硏究汶備の外に、一般的乃 
干：特殊的な演劇圖卉館及び M 剌博物館が完備してをり、獨立した演劇學硏究所、义は演剌講座を存 
する大學 としては、ベルリン、 ミュンヘン、 キー ル、ケ 1-1 ヒス ベルク、 イ H 1ナ 、ケルン等があ 
る。就中ケルン大學は、ナチ K •ドイツの 演剌學 に 於いて最も活躍して をり、 ミュンヘンの クラ 
ラ•ツィークラー 演剌博物館と 共に、ドイツ 阈演剌院の外廊團髋の一 貝と なつてゐる。 

これらの大 8 T 闽齊 館、 博物館は、？ i はば演劇の知的方面に於ける活動、例へば浈出家、脚本監 
耔•刺評家の養成と敎養向上のために動いてゐる。 



演劇關係者の保護 

诚刺職業人に對するナチスの保護政策もぼ V 完璧に近い。その一つは俳優に對する^務保險加人 
制度であつて、これにょつて俳優が職にはなれた場合の生活に備ぇさせてゐる。當局は保險料捻出 
の手段 Q 1つとして、一九三八月一月から「文化喜捨」とも云ふべき「クルツ-ルグロ！ンエン」 
の制度を*施して、文化政策の兵士たる演 iij 人に對する感謝のしるしとして、覜容から覼 * 料の外 
に五片を寄附させるやぅにしてゐる。 

次は「藝術家への感謝財團」で、これは保險にも人ることの出來ない老齡の俳優のために25:けら 
れた謂はば養老機關 で、 一九三六年ゲッベルスの寄附二百萬馬克で 15: 立されたが、三七年には更に 
百五十萬馬兌增額されたといふ。 

また、同じく老俳優の救濟機關としては、航空相ゲーリングの寄附になる「ワィマール養老院」 
がある。さらに「舞瘙從業者保善會 j は、これまたゲッベルスが設立した財團で、主として舞裹人 
の居住の tfi : 話、轉地怵養の汶備と慰安を行つてゐる。 
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映畫政策 


ドイツ 國映 畫院 

• • 

K イツ阈映畫院の前身は臨時映畫院でぁる。臨時映畫院は新ドイツ最初の嫌業職分的な法律でぁ 
る一九三三年七月一日の幽時映畫院の15:立に關する法律にょつて設立されたものでぁるが、それが 
文化院法笫五條にょつて映畫院法と改稱された。 . 

この映畫院は、ドイツの映畫及びその配給に協働する者及び企業の結成でぁる* 

映畫院は次の十部から構成されてゐる。 

. 一、嫌務部. , *これには法律、#計、人事の三部がぁる。 

二、政治及び文化部。、これは國內新聞報吿所、外阈新聞報吿 所、 全國フィルム文杳課の三部が 
ある0 , 
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三、映畫創作の兹術的保護部。これには映畫№1顧問局と割當 ; PJ の二つがある，。 

四， 映螯經濟部 。ここでは、 經濟問題の外に外國爲替 、著作 棟、 勞働法及び稅法に關する諸問題 
が取扱はれる。 

五、 映畫專門分科#部。これには映畫製作指揮者(製作助手を 含む)、 映畫監督(監督助手を含む)、 
映畫 美術家、 撮影監督(撮影助監督 V 撖釤技師 (助手、 スチルマンを 含む)、 錄音技師(助手 
を含む)、 編輯主任及び助手、 俳優、 メークアップ 係、 道具 係、 衣裳係の團體が所屬してゐる。 

六、 映畫製作專門國體部。これには劇映畫製 作、 映畫對外 貿易、 映塞撮影所の三部がある。 

七、 两内映晝配給專門集團。これにはべルリン、ハンブルグ、ミユンへン等五つの地區集團に分 
れてゐる。 . 

八、 映畫剌場專門集國。これにはベルリン以下十四の地 M 集團がある。 

九、 技術專門集團。これにはフィルム加工、フィルム特許、フィルムの技術的硏究の三つの集圈 
委員#がある。 

一〇•文化映畫 、廣 吿映畫及び映畫館專門集團。 • 

以上の 外に、 有限 fe 任映*信用 銀行、 有限責任一般映畫受託# 社、 有限责任映盡検査# 社、ドイ 




ツ映蚩打術倚社、割常 tt 映班紹介所の六つの施設が®してゐる。 

映畫院の機構 

1、事前檢閱制度 

一九三四年二月一六日の映畫法第一條は「ドィツに於いて製作される剌映畫は/映兼化の前はそ 
の草稿及び塞本を映畫.刺®問に提出してその判定を受くべしと規定して、映盡所顧問をして、一切 
の作啣問題について映畫產業を按 助し、 映畫製作者に助言を輿へ、特に時代精神.4逆行する材料の 
取扱ひを¥期に阻止させるやぅにした。 

我が國の映畫法もまたこの制度を採用した。但し、この第一條の「判定を受くべし」といふ規定 
は、三四年一二月一三： n の改正法にょり「判定を受くることを得」と改められた。そして改 JE 法第 
二條では、ドィツ映畫顧問は、提出された草稿を後援するに足るものと認めた ときは、 製作件社の 
申請に基いて、助言及び援助を輿へることができることになつた。 

二、 檢 閱 
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公共的な敎育义は研究施設に於て學術乂は學術 上の 目的のために上映する場合を除き.國内 上映 8 — 
のためには檢閱を受ける必要があるものとし"また檢閱の對象となるのは映畫そのもの* たけではな一 
く、題名、テキストの用語並に廣吿にも及ぶ。檢閱の基準は、映畫が阈家の重大な利益又は公秩良 
俗に反しないか、民族社會主義 的、 宗敎 的、 道德的又.は藝術的感情を毀損させないか。野卑又は風 
紀^の惧れないか、ドィツの威信又は國際關係を危胎に陷れないかの黏である。 

これに牴觸すれば、不合格になる が、 しかし合格の決定を與 へる 場合、單に牴觸しないといふ消 
極的態度ではなく、檢閱所は積極的にその映畫が國策上僙値ありや•學術上、 H 民敎育上•文化上 
價値 ありや、 について枝極的に意見を具伸しなくてはならぬ。 

この第八條の規定は三九年 四月 一日の第七次映畫法施行今第一條にょつて更に擴 張、 強化された 
(三 九年 四月 五3:敫力發生 )0 また、十八歲以下の少年向映畫と一般映畫を踩別し、檢閱所は職權を以 
て判定すべきものとした。 

第四次及び第五次映雲施行令は、— に、 敕育映畫の認定及び宗敎大晉祭日に上映するため 
の映畫の認定の仕事を檢閱所に負はせた。 

檢閱 所の 栽 決に 對 しては不服の申立が出來、映畫 t 級檢閱所か最終的裁決をすることにたつてゐ 



るが、 上級檢閱所は不服申立人の不判益になるやぅな栽決を下すことも出来る。 

それから一旦許可を得た映畫でも、啓發宣薄大臣は上映を禁止して、再檢閱を命ずることが出來 
るばかりか、三五年六月二八日の第二次改正法によつて、啓發宜傳大臣は、許可及び再檢閱に左右 
されずに「公の安寧の緊急なる理由に基き」映畫を禁止し得ることになづた。 

三五年七月三日の映畫法第六次施行令は、三三年一月三〇日以前に檢閱に合格した一切の無聲映 
畫を失效させると共に、同年同月までに合格した發職映®をも*三五年一二月三一日を以て失效せ 
しめた。 

三、割當令 

三六年七月一二日の外 lia 映晝上映に關する命令は、ドィツの映畫製作を保護する e ： 的から、外阈 
映*の輸人を統制し、割當局をして、各年度に輸入すべき剌映畫 s 數量を確定し、その七分の四は 
前年度に於ける♦トィツ劇映畫の配給量に應じて配給者に分配し、七分の二は映晝上映權を外國に賫 
渡した者に、輸出販費收入金の割合に應じて與へ、残りの七分の一は苛酷緩和準備數として•啓發 
寅傅大臣の自由處分に留保されてゐる。尙、この外國映畫上映に關する法律及び映畫法は、三八年 
六月一一日の命令によつてオーストリアに移人され、また三九年六月九日の命令によつてズデーテ 
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ン領に移 人されることになつた。 

四、 非アリア人の排除. 

割當が必要なのは、外國映畫卽ち一切の非ドイツ映畫である。三六年の割當令によれば、ドイツ 
映畫であるためには， K イツ人若くはドイツ法によつて設立され、ドイツ阈内に所在する#針•によ 
つて、ドイツ國内に於いて製作され、且つその構想、脚本、音樂がドイツ人の創作に なり、 製作指 
揮者、演出者、及びその協同者が全部ドイツ人でなければならぬ。 

しかも、ドイツ人とはドイツの 血統及び國籍を有する ものと してある。 從つて、この割 當令は、 
一方非アリア俳優、製作關係者を ドイツ 映畫 から追 ひ出す ことにも 設立して ゐる。しかし、 例へ ば 
偉大な外國の藝術 家を K イツ 映耋に關係 づける 必要から、 もしも 文化的又は藝術的見地から至當で 
あると 認める 場合には、 啓發宜 傳大臣は. この要件を 任意に緩和し得る ことになつて ゐ る。 

五、 映畫信用銀行 

これは獨立映畫製作者に對して、資金の融通を行ふ機明であつて、製作者の負播額三〇％に尉し 
て七〇%の補助を與へることを原則としてゐる。 

六、 映*の製作 業、 配給 業、 興：- 1 J 者 
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これらは院の許可がなければ營業することが出來ない。巡囘興行者も同樣である。 

七、なほ、 映畫法は二本立與行を禁止し、-1 h 1ス映畫及び文化映迸を强制上映させてゐ る。 

ドィツ映畫ァカデミー 

啓發宣傳大臣ゲッベルスは、ドイツ映畫ァカデミイの設立を提案し•三八年三月一八日の「ドイ 
ツ映' Ji ァカデミイ is : 置に關する總統兼宰相の吿示」笫一條に基き映盡制度特に映畫藝術のナチス 
精神にょる發展を確保するために、文化映畫製作所を有するドイツ映畫ァカデミイ ir 國の營造物と 
して諛 SJ することになつた。同ァカデミイは袢發寅傅大臣の監将に鉍する。 

ドイツ映畫ァカデミイは、三八年三月四日ベルリン近郊ノイバベルスペルクのウファ所有地に建 
詨され、翌三九年四月竣工を見た。ゲッベルスは開所式に臨み「このァカデミイに人舉した諸若 
は•阈民への奉仕は我々の生活竝に仕事を以て最.尚の名#であり、最髙の義務であることを充分に 
自覺して贳ひたい」と强調した。 r 

ゲブベルスは、なほ、三八年三月四日の：似說に於て、映*ァカデミイ開設の趣^に言及、その任 





務とこ れに對 する絶大な 囑鲨 とを次のやうに 述べた。2- 

22 

「次に映畫藝術家の後進の問題で あるが、 自，分は映畫の後繼者を舞臺のみに求めることが根本的な | 
誤謬で ある ことを强調する。われわれは若い才能の發見を二度と隅然に委ねることは出來 ない。 そ 
こで、われわれは映畫アカデ ミイを 創設することにした。 

アカデ ミイは 映畫理論の學問的缠系 化を 行ふために作るのでは なく、 若い才能が ドイツ 映畫製作 
の第一課から學び得られるやうに作らうとするのである。われわれが映畫アカデ ミイを 後進者の專 
門學 校として 建設し施行する場合、 ドイツらしい 精密 さで彼らを 養成するであらう。撖影所の資際 
家は敎師になるであらう し、 授業は講堂ょりも撖影所のなかで遙かに多く行はれるであらう…… 。 

近い將來の映畫の發展 のために、 自分は次の三つを要求す る。 すなは ち、 何事かを爲し得る能力 
者の計畫的 養成、 アカデミイに招聘された敎師達に ょる 才能ある後進の組織的敎育、そして最後に 
映畫アカデミイ自體の急速な組織的藝術的建設である……。 

自分はこの映畫アカデミイに招聘される人達に一つの切實な要求として、映畫技術の最高の完成 

〆 

を#一一む。 

われわれは如何なる領域に於ても他 H の優越に堪えることは出來ない。天賦の才能をわれわれは 





持ち、組織的た條忭は作られた。金錢的手段も準備が出来て"われわれにはた• ゞ この可能性を利用 
することが统 されてゐるだけである。われわれを 映畫の領域に於て 世界的#在たらしめることを 妨 
げるものはない管である。勿論、無用の長物は 振り落さなくて はならぬ U かう すれば、無能な連中 
によつ て、眞賁の能力者が道を塞がれるやうなこともな くならう。 

今や藝術家は前進あるのみである。偉大なる作家、監督、脚色者、俳優は發言し、彼らに期待し、 
彼らを理解する國民に語らなければならない。自分はさう信ずる。來年度の映£製作に作家が映盡 
人と協力 - b て吳れるほど諸君にとつて有難いものはない。未来は諸逍のものであり、諸料は) liii . 阈を 
有つてゐる。諸君はその手のなかに若い燃えるやうな心哚を有つてゐる 。 j 

このァヵデミィの任務は、ドィッ映畫製作に從事する靑年に、藝術的、技術的並に經濟的竝びに 
經濟的方面の實際的訓練を與へることで、祕 術、 技術、經濟の三分科に分れ、•各分科には - nr -- 人の堪 
任敎授がをり、その下には•第一線に立つて現に活躍してゐる各方面の代表者がゐて、その措培に 
當つてゐる。 



附屬文化映盡製作所， 

アヵ デミ ィ附屬の文化映畫製作所は「文化映畫に關する一切の 問題に ついての硏究 、敎授 及び相 
談を 任務と し •さらに 文化映晝製作者の敎育施設及び實際の工場を包括」してねる。文化映盡製作 
所の パンフレットには-最も 重要な文化映畫素材の組織的一宽表として、 IM : 界觀、藝術、科學、哲 
平、自然科學、技術の六項目が掲載されてゐるが、實に整備を極めた研究振りで あり、 設備も世界 
に 冠たる%.のがある。 

尙、パンフレットにょつて、硏究所の目的を詳しく說明しやぅ。 

「映畫の-; J は不断に增大して行く が、 その間にあつて世界のあらゆる國民が益 A 多くの意袭を認め 
つ V あるものは文化映畫である。文化映畫は敎育及び娛樂上の表現手段として缺く可からざるもの 
になつた。殆んど每日文化映畫には新しい使命が與へられ、之が解決は特にねばり强く、徹底的、 
且つ組橄的であることを特色とする獨逸人の创造的精神の得意とする處である。これ[±獨逸文化映 
畫の規模及び效果を見れば一目^然たるものがある。少し數字を奉げてみると、一九三五年度及び 



一九三六年度に獨逸文化映盡市場に提供された演劇的内容を含まざる映畫の中、獨逸製作のもの二 
五〇〇、外國產 Q もの二〇〇である。然し乍ら獨逸文化映畫が全世界の熱烈なる好評を博するに至 
つたのは、ひとり數 * 上數多の生産を爲し得た爲許りではなく、特に深き印象を與ふるに足る_成 
力を 有する爲である。 

然も文化映畫の表現能力は未だ漸くその緒に着いた許りである。映畫技術一般、特に學術映畫の 
進步發展頗る急激なるものがあるから、文化映畫の今後 S 發達は益々好都合になる。之と同時に新 
しき國家政策的認識に促されて殆んどあらゆる S 民が文化映晝を i » 利用する樣になる。文化映畫 
を阈民敎育及び確信的世界覩宜傳の貴重な手段と見、之を國民間の理解を計る有效手段と認めるの 
である。 

この爲文化映畫製作者に課せられて ゐる 重大な贵任と阈家政策上の義務とが如何なるものかを考 
へれば、偉大なる地位を占むる獨逸國民が全體の利益の爲に此の方面に一切の力と經驗とを傾注せ 
ん とする 理由も自ら 明白である。 獨逸映査アカ デミ ィ附屬文化映畫製作硏究所は 斯る 目的に奉仕せ 
んとするものである。 

'任 務 



文化映*製作研究所の任務は文化映畫に _ する一切の問題に付ての硏究、敎授及び相談、更に文 
化映畫製作者の敎育施設及び實際の工場を包括する。 

一、 製作。 硏究所の中心 酤を 占めるのは製作工場である。獨逸映畫アカデミィの計畫に 依り、 硏 
究と 敎授 とを、 實地と最も密接に結合する爲、此處では優秀なる文化映畫製作の前提をなす一切の 
施設5: 自由に 利用す ることが 出来る。 

二、 硏究。獨逸映畫アカデミイと協力し、絕ぇずあらゆる技術方面の改良を試験し、必要ならば 
之を*地に移す爲硏究調査を行ふものである。•其の外アカデミイの他の25:施と共同し、文化映畫の 
具象 性を高めその 經濟 性を高める如き新方法を自ら考案する。文化映畫の劇作 術、 販袞可能性、統 
計及び歷史に關する問題も亦この研究範圍に這人るのは勿論である。 

三、 相談。資地と研究とに依つて集めた經驗は弈門相談所を設けて研究所來訪者に利用せしめ、 
獨逸國及び全世界の文化映畫製作者に之を賦與する。 

四、 敎授"然し何ょも先づ最も愼重に行ふものは講義及び之と同時に實地上映に依る後繼者敎育 
である。 何と なれば研究所は後糰者に正しき專門能力と包括的知酿とを與へて初めて將來の文化映 
聳の發展を最もょく促進する揉になるからである。 



五"フィルム蒐槊。製作、硏究、相談及び授業を補充十る大切/ , - fi - 事が外に猶二つある。獨逸文 
化映畫製作の四分五裂を避ける爲研究所は世界のあらゆ.る文化映盡 Q 蒐集、登記を行ふ。 

六、協力。以上と關聯し JK 規的聯絡網と通信# M とを設けて文化映迸の包括する殆んど無盡藏の 
素材に關し專門家側ょり質問ありたる場合直ちに實際的な解答を與へる樣にしてゐる。 

諸大平、技術、藝術及び其他の單科大學、内國及び外國の硏究 所、 獨逸舉術振與ヵィゼ 
ル•ウィルヘルム協# 並びに 大動物圃、水族館、生理學硏究 所、 各種の博物館及び蒐集 所と 當硏究 
所は活潑に經驗の交換を行つてゐる。果術及び: r . 業關係の#議には研究所では何時も所員を出席せ 
しめてゐる。 

'施設 

以上の任務遂行の爲硏究所には娛樂映晝 () 製作とは根本的に相違する數多の特別施設が設けられ 
てゐる。準備室及び撖影室の外に次の如き特別施設がある。 

特別施設。徵速度映 迸、 _微鏡映畫 、レントゲン 映进、一齣撮影映盡。 

更に注 E 十べきは色彩映畫；：硏究及び實施並に現像及び燒付技術(字幕製作を含む)5:行ふ施設で 
ある。各種光學、カメラ、照明具、乾板、昔莲施設等の倉/ <H もこ こに屬する。勿論 この 方面では獨 



逸 映盡ア カデミィの他の施設と密接な連絡をとつて仕事をする が、 文化映査製作研究所特有のもの 
とし C は 尙ほ次の ものを 擧げなければならぬ。 

一、 映畫阖害館。文化映畫製作研究所圖書館では人手し得る限り一切の文化映畫 c ネガチーヴを 

3£集する。 

獨逸！ i では聯邦映畫會議所令により義務的に供給され る。 外阈の文化映晝の燒付若くはダブネガ 
チーヴは購人又は交換に依り入手する。然しこの蒐集は記錄保管のみを目的とするのでなく、むし 
ろ之等の文化映畫を映*圖書館といふ施設に依つて實際に活用することを目的とする。それ故ネガ 
チーヴの外に上映用ブリント も 保管する。文化映畫製作の際これを參考 とし、 之により同一素材を 
用ひて新しい文化映畫を果して製作し得るや否やを直ちに決定し得るのである。内容及び映畫技術 
的性能別に總括的登錄を爲す爲にォ原物の見當らざる文化映畫では少くともカードの上たけに之を記 
人する。 

二、 案内所。案内所は各題目に適當な製作者を尊門的に紹介する〇かかる方法により文化映畫の . 
種々 なる 種類及び多種多様の素材に適當な人物を何時にても容易に使用す る ことが出來 る。 撮影手 
描及び器具選捍方面の相談に關しても 右と 同樣である。 



三"後稚者。本相談所が將來文化映整界に働かんとする人々を保護することは勿論である。これ 
は獨逸映畫アヵデミィ相談所との密接な協力の下に行はれる。特にアヵデミィ學生の文化映畫專 n 
班のもの!±文化映畫硏究所に於て•のみ行はれてゐる*地練習、硏究科及び演習科に出席したければ 
ならない。 

四、教育。本硏究科所で行はれるあらゆる授業に付ては本硏究所の搆党に一切の實物敎授設備が 
出來てゐる。然しまず第一にアヵデ、、、ィ舉生は實驗室及び撮影所の硏究及び實地と連絡をとつて硏 
究を.する。外部及び外瞰の平者、硏究家及び文化映畫製作家の特別講義はアヵデミィ學生及び實際 
家の専門智識を深める機會を輿へる。 

敎育と映畫 

文化映盡が國民の科學知識の普及に利用されてゐることは勿論であるが、所謂敎育映畫の製作利 
用も、ドィツでは徹底的に行はれてゐる。 

敎宵映迸は舉校映菜と大學映畫に分れてゐる。吊校映盡の製作には、敎育家と文化映®製作者 
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と、必要があれば、さらに專門家が參加す卜。敎育映«局は、自ら敎育映瓮を製作しないで、文化 
映畫製作者に依'! < i して、同時に學校敎師を敎育的見地から、協働者と して 任命す る。 

大學映®の製作は、文化映盡製作者に依囑するのみでは なく、 敎育映畫局所通の撮影部•特殊技 
術部に於て、敎授研究所長の指導の下に製作され、單に講義用のもののみでは なく、 研究用として 
高速度映晝 、徵 速度映畫、顯微鏡映畫又はレントゲン利用の映晝が盛んに製作されてゐる。 

一九三八年三月四日卽ち 、映 盡アヵデミイの定礎式の行はれた 日、 ゲッベルスは 、•トイ ツ映畫院 
第二囘大會に於て、次のやぅな演說を行つ た。 

「映畫は棰めて若く現代的で、從つてまた棰めて窗展性のある藝術である。映畫が國民の社會生活 
のために一體どこまで仲びるものである か、 直ぐには推量し得ないほどである。今日映畫ぼど議論 
の 多い藝術は他にはない。圃家の政治問題に明する議論に於て は、 從來多くの場合.その本質的な 
主題にまで銳く迫り得たものであるが、映畫の問題に關する議論に於て は、 今なほ相變らずその表 
面に ffi れてゐるにと^ まり、 映畫固有の問題に突人することはなかつた。 

自分は、寅際尊門家の前に映聳固有の問題を提出することを自分の主要課題とし、ドイツの映* 
藝術のこの間題が明確に認識され、論議の俎上にのぼると 共に、 近い將來に於てそれが解決される 
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ことを 確信してゐる 〇」と 前提し、ナチ K の映畫が如何にあるべきかにつ r いて、次のやうに語つた。 

「重要なのは、生活から遊離して若くは解放され て、 映畫が假象、幻想の藝術を事とする權利をも， 
つかどうか、或はまた、映畫は あらゆる 假象 、あらゆる 幻想に どこまでも杭して 生活と結びついて 
ゐなければならぬかどうか、の問題で ある。 自分は もちろん 後者を肯定する。 

若しも 自分がこの見地から昨年度の映畫製作に〇いて批判のメスを下すならば、來年度には、ょ 
り一麻映畫を生活に、その生動する事象に、行勳する人間に、近づけて行かなくてはならぬ。 

肖 分は優れた俳優が持役を充分に演ずることにょ つて、 拙劣な映畫を效果多いものにしやうとす 
る試みを排擊する。われわれは、生活を映畫に近づけるのでは なく、 映畫を生活に近づけるために 
眞面目な努力を拂はなければならない。映畫のなかの人間は、もつと强い形で生活の德と熱情を持 
つてゐなければならないが、その德は純眞であり、その熱情は眞實のものであることが必要だ。 

葛藤の行はれる舞塞が容易に想ひ泛ベられることも條件の一つである。そして、映畫はドイツ的 
な葛藤ばかりでなく、 K イツ的な環境、•トイツ的な場景をもつことが必要である。 

映 C のなかで槪業人を皮肉に取扱ひ、ひいて各職業に疑惑を與へることは禁物である。 

われわれは生活の葛藤を懶惰な人間に扮して演ずることを許さない」 
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さらに、映畫批評に觸れて、 

「ドィッ映畫について僅少の專門知識すら持つことなく、批評のために批評をする人達に抗讓す 
る。今や資 任に 對 する勇氣と力を持つ人物が要求されてゐる。論議ょり實行が必要である。困難を 
知る者のみが批砰をすることが出来る。すべて批評家は、批評が必要とされる 時、 批評せんとする 
相手の立場につき得るだけの準備が*:ければならない。でなければ、批評は不要であるばかり か、\ 
邪魔であり、破廉恥であ5、偺越である」と。 
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音樂政策 

- V •. 

ドィツ的な音樂 

•f \ 

ナチ K 政檯確立と共に音樂でもユダヤ系ドイツ人5排斥が行はれ、表現派のシヱーンベルヒー 
派•新卽物派のヒンデミットー派の追放となり、三六年出版 Q ヨアヒム•モーゼルの〔音樂史敎科 
書』の如きはメンデルスゾーン、マーラー•シ *1 ンベルヒ等ユダヤ系音樂家の名をドイツ音樂史 
のなかから全然抹殺するに至つた。 

かくしてドイツの現代音樂は急轉換をして、啓發官：傅大臣ゲッベルスが三三年六月の『ディ•ム 
ジーク J の卷頭で「按く十年間のドイツ藝術は英雄的に♦なり、鐵の如き浪漫的なものになり、偉大 
*: パトスを持つた國民的なものとなる•たらぅ」と述べたやぅに、ナチス音樂はバッハ、ベートーヴ 
エン、モーツアルト、ウエーバア、シユ1ベルト、シユーマン、ブラームス、ブルックナー等係大 
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な ドイツ 的なものへの反省私淑となり•意識的には再びヴアダナーを出發點として浪漫的. I 樂を盛 
り返さんとしてゐる。この新浪漫派音樂運動を代表するのがパウル•グレーナーである。 

ドイツ音樂院 


文化院法にょつ て、 ドイツの音樂生活に協力する個人及び團體は總ベてドイツ音樂院に所屬する 

ことになつた。 、 

卽ち、作曲家、ぁらゆる音樂家、指揮者、演奏會の企業者及び仲介者、樂譜出版其及び販®人 
昌教會、一般竝に宗敎合唱_、及び素人すケストラ、手風琴ハ i - 一力團、パンド？ン團、マ 
ン•トリン•ギター團、チテル音樂團等の所謂國民音樂國體のほか、さらに三四年 J 1- 月一日の文化院 
法補充法にょつて諸般の音樂施設、音樂敎授施設及びこれらの施設に働く人々が、ドイツ音樂院に 
所 K してゐる。 

但し、 樂器製作及び販 費は院に所«しない。しかしこれは音樂管理と密接な利密關係がぁるの 
で、院に專 r 杓な勞働協同體を設 け、 院の所管範囡に於いて樂器煢業に對し文化政策上の意見を具 



申させるやぅにしてゐる。 

•トイ ツ昔樂院は八部からなる。笫 一部には、 音樂敎師 や 素人音樂家の外、创造的音樂家竝びに演 
奏的昔樂 家が 所屬 し、 四つの皸業集團に應 じて、 作曲家專門分科 會、 獨唱者獨奏者専門 分科#、 才 
丨ヶストラ專門分科#、娛樂昔樂專門分科#の四つの專門分科# が ある。 

第二部は昔樂敎 育專門 分科#。第三部は靑年音樂及び 國 民音樂。第四部は合唱團と敎會音 樂團で 
•トイツ合 唱團 、ドイツ 阈浞聲 合唱 围、 11 音敎 會竝に喇叭吹矣專 n 分科#の三つが從屬 する。 笫五部 
は—會制度で•これには盲人音樂说と音樂著 作權 利用のための#社スタグマが所屬してゐる。第 
六部は樂諮事務と樂器事務であつて、この部の下部組織としては•トイツ樂譜出版者 團體と ドイツ樂 
譜販費 商團體と勞働協同 體全阈 音樂院•樂器營業の三つがある。第七部は經濟 で， これには娛樂樂 
隊中ヤ紹介所が附 屬 してゐる。第八部は法律で、阏間局卽ち音樂皆のための官廳施設である。いひ 
か へれば、 都市の昔樂受託者を 保護す ることを目的とするドイツ音樂院とドイツの11/町村钤とに共 
通な施設である。 

右のぅち「スタダマ」について簡單に紹介すれば、一九三三年七月四日音樂演奏權仲介法が出來 
て、歌詩の有無を問は t 苟も背衆作品を演奏する權利を營業として仲介するためには啓發: H : 傳大 
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臣の認可を要することになつたが、一九三四年二月一五日の同法施行令!±この音樂演奏權 S 業的 
仲介の權能を有する唯一の官庭として K タグマが f されたのである。これにょり.、從來の仲介龙 
者賭の鼓^を一掃した外、阈外 JC あつてドィツ音樂のユダャ的要素に援助を與へてゐた仲介業者の 
活動の餘地を無くした。その上、スタ.ダマは經濟的に弱い作曲家の地位の向上を, it り、文化政策的 
た力をなしてゐる。勿論、作曲家も演奏權取得者も K タグマを利用すべき義務はないが、併し作曲 
家としてはスタグマの提供する特權を確保することに大きな利益があるので、一般には自發的にこ 
れを利用してゐる。 

ところで、ドィツ音樂院の第一に當面した問題は職業音樂家の失業救濟問題で、その解決策の一 
つとして音樂家のための勞働條件を規定した。第一次施行令にょり•私設音樂敎授の最低謝禮を規 
定し•一九三六年六月三〇日のドィツ音譜販費のための資買條令、素人ォーヶスト ラと敝 業ォーヶ 
ストラとの不正鼓爭防止のための規定、外國勢力侵入防止のための匿名禁止等の規定が服につく。 

院は音樂 文化革新の目的から、人口五干人以上の都市には 漏れな く音樂管理官を設置した。この 
音樂管理 官は、特に地方の風俗習慣を考慮して、音樂の普及發達を監督することを義務とする。 
「 KK - 性に 適 ふ 音樂 if 究極に於いて偉大た連 術 作品の永久的淵源である」といふ考へ方である。 
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一九四〇年一月ドイツ音樂院總裁ドクトル•ベ ー ター•ラーべ敎授の公表によれば、音樂的嫌業 
に 従事す る婦人は二 萬 三千五百人、中一萬六千七百九十人は音樂敎師で、男子音樂敎師よりも®倒 
的に多く、殘りは娛樂音樂家三千人、器樂蓴門家七百九十五人、オルガンの専門家二百人、それに 
素人歌手約二十 萬と いふ割でぁる。 

音樂家の#成 

音樂家 (') 養成施設としては*四'〇年度に於いて、まづ五月一一日グラーツに文部大臣によつて 
『昔樂敎育大璆』が開設された。 

この平校は平校音樂硏究所、音樂璆校長及び！！敕師のためのゼミナール、靑少年、一般圃民、昔 
樂惝人敎師のためのゼミナールの外、 W 少年、大衆音樂指禅者及びドイツ女子靑年團 g ための特 ylj 
講座を持つてゐる。また、三九年に新設された「モーツアルテウム大舉 Ji '± 四〇年になつてザルツ 
ブルダの音樂院及び靑少年、大衆音樂學校を併せ、全校一干百名の生徒を收容するドイツ最大の音 
樂舉校となり、五月九日•同じく文部大臣臨席の下に新敎室開所式を rl つた。 



また1>广ソケブルクとゾンデルスハウゼンにば，國防璀樂隊員養成のために「國防軍音樂學校」8- 
が設立され、同じ目的からフランクフルト•アム•マインに「海軍音樂學校」設立の準備が完了した —8 
し、農民の音樂愛好者のためには*ザルツブルク及びチ P ルに農山村•音樂學校二十八校が新設さ 
れた。 

一九三六年には、音樂の後進保護助成の n 的を以て「靑年藝術家の浪奏#」なるものがドイツ首 
都竝にドイツ國音樂院の公益施設として15:立された。一九四〇年一月の「文化行政」誌にょれば、 

この施設は三九年末までにアウグスブルダ、ブレスラウ、ドレスデン以下 全國 二十四都市に 嫌が 
った。 

この施設は、無名の演奏家を廣く一般に紹介する謂はば無名の藝術家にとつての登龍門である 
が、專門委員會が先づ有望な藝術家を選拔 し、 選抜された藝術家に對して自費で演奏#を開くやぅ 
な經濟的危險を無くして やる ばかり か、 さらに出演の藝術家/ I 報酬を與へ ると 共に、聽衆には無料 
で 入場させる文字通り 公益的な施設である。この演奏會の 費用は、 ドイツ 國音樂院と市自治體とで 
負播 するので あるが、 三九——四〇年の演奏季節には四 萬 ライヒスマークに 達したと云はれる。本 
年度演奏季節の十囘を人れて「靑年藝術家の演奏#」は設立以來すでに八十囘催 され、 五十九人の 




ビア-ースト、五十八人の器樂專門家、四十五人の笼樂家、二卜七人の伴奏者が紹介された。 

もぅ一つ音樂後進助成機關として、この「靑年藝術家の演奏食」ょり一段上の「音樂の時間」が 
ある。これは三五年ベルリンに誕生したもので、ベルリンにしかない機關であるが、定評のある大 
家が演奏者の後進として棰く優秀な者を選んで、これを一舣に紹介するもので、笫1囘以來約百五 
十人以上が「音樂の時間」にょつて紹介された。 

音樂の奬勵 

音樂创作の獎勵のために毎年各種60褒賞が行はれるが、本年一月にはフランクフルト國立昔樂珲 
門學校の音樂赏、ミュンヘン市の樊勵賞•デッサウ市の音樂賞が授與 され、 二月には三九年度國際音 
樂祭に見出された新進作曲家クルト•ヘッセンべルタにパーデン•バーデン音樂賞が授與され、三 
月には出征中の有名なベルリンの音樂雜誌編輯長兼作曲家の H 1 リヒ•レーダーにヴ * K トマルタ 
音樂賞が授與 され、 さらに四月のベルリン藝術週間では一九四〇年度首都音樂賞受賞者が發表さ 

れ、ハンスべルツがビア-ー スト 賞を、 ヴィーン•フ<ルハーモニ ー楽長 ヴォルフガング•シ - ナイダ 



1 ハーンが絃樂器奏者 賞を、 室內音樂霣は伊太利のヴィットリオ•ブレロ四重奏團に授けられた。 

戰線銃後の音樂活動 

戰爭勃發以來、音樂に限らず、映畫の領域に於ても、慰安隊の活動が目覺 ましく、 戰線と銃後と 
を 緊密に結びつけてゐる。 

この戰線の昔樂慰問に次いで、鈇後戰 線、 殊に國防力の維持擴大のために働いてゐる人々の慰安 
も忘れられてゐない。それには大工場自體の音樂施設を見逃がすことができ'ない。例へ ば、 ハイン 
ヶル飛行機製作所は勞働者の組織する交 W 樂鼷があるが、これが四〇年四月には製作所内でベート 
1ヴ * ンの夕を催したし、ヘルマン•ゲーリング全國工場では主として鏃夫によつて絃樂オーケス 
トラ H を建設し やぅと してゐることが傅へられる。 
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第二部教育*科學政策 





政治と敎育 

ワイマール中間阈家は敎育•科學に於ても自由主義の原則を無條件に承認して、侧人の自由、個 
人の意思、個人の理性. Q みを强調し、阈家の生存、阈家の意思と$聯關を故意に無視した。國民の 
敎育は各邦の自由に委され、阈家としてはこれに關與しなかつた。 

敎育にょつて初めて、國家の力と權威、ドイツ民族の統一と協同體とを裳固にし、敎育を通じて 
初めて阈家百年の大計が全體的に遂行されるといふことを見ることが出來なかつた- 

科璆と敎育、齬術と敎育、特に政治と1«:界覜と敎育との內的關聯を矜過したために、政治と科杈、 
政治と敎育と S 本質的關聯が考へられなかつた。 

然るに、ヒットラーの登場にょつて.危機は轉间して光明に向ひ、生活聯關の新認饊、政治的構 
成、民族的敎育、民族社#主義的文化などに關する新認識が生じた。 

H ルンスト•クリーク敎授は云ふ。 

「政治と阀家、民族 秩序、經濟と 法律、文化、敎育 と敎 化など iT K イツ鉍 族、 ドイツ 的 人間性を、 



その生活の根抵 から、 その稀族的民族的生活法則に従つて革新する。あらゆる政治的行爲の目標點44- 
は人間性そのものの構成にある。それ故に、政治的行爲は敎育の意味と任務とに合致する。民族的一 
生活全體を規定的中心とする種族的•民族的世界觀は、この目的への道を、政治と敎育とのために、 
文化と敎化のために、生活秩序、經濟、法律の新しい創造的構成のために指示する。ドイツ民族の 
ぅちに、あらゆる多樣な形と組織とのなかに、意志方向、態度、世棵覜の統一の生ずる時に、この 
惮大な活勳は終結する。これこそ、未だかつて人類に試みられなかつた最大の敎育活動である」と。 

( K 族 11 : 會主義的敎有 ) 

「ナチ K 革命はドイツの學校とその敎育上の任務とに新しい法則を與へた。•トイツの學校はすべて 
の思惟と行爲とに於て奉仕的犧牲的にその民族に根ざし、そしてその阈家の歷史と運命に全く不可 

分に結ばれてゐる政治的人間を養成せねばならぬ . その 任務は我々民族の同胞&幼年時代か、 I 强 

く民族主義と全民族の意味とで充た し、 一見得られた知識が血となり肉と なり、 幾世代を通じて何* 
物にょつても破壊されないやぅにすることである」 

内務大臣フリックは一九三三年五月 九日、 諸邦大臣の前で.强 ; J た民族社#主義的敎育の根本精 
神を强調した。 




これによつてナチ K の學制は、ドイッ自由主義敎育を淸算し、根本的に* しかも 統一的に獨自の 
政治的敎育の大目的をかゝげて•學制改革を行つた。 

しかも、すべての學校の活動は、總統自身によつて宵年敎育に與へられた次の三つの規準によつ 
て罄備されてゐる。 

一、 身 «的鍊磨。徹底的、包括的 體育 は、ドイッ民族の 壯 健な、强力な、且つ活動を好む後襤茗 
を敎 育し、 かくして强壯な闘士的種族を保存せねばならぬ。 

1 r 性格陶冶。靑年は志操堅固、純眞、誠實れ僚友精神と、民族主義的地盤に根ざす祖國愛に向 
つて、敎育されなければならぬ。 

三、 精神的陶冶。決定的なものは能力でぁつて、家枘や財産ではない。これと共に、技能、知的 
開發、判斷力及び任務へ沒頭することが必耍でぁる。 

科學•敎育•國民教育省(文部省) 

從來敎育ならびに學問研究に關する行政上の主要な權限は、各邦の Tt 驄、例へばブ a イセン、パ 
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イェルンな どの各邦の省の手中にあり、 ライヒは 内務竹の 一;. 0 によつて聯絡の任に當つてゐたにす 
ぎない。 ， 

ところが、ナチスが政權を握るや*まづ、これらの地方に分散してゐた敎育行政權を中央に 4fs 中、 
統一す る ことに箫手した。 

一九三四年五月一日の大統領吿示によつて「科 m •敎育•民族敎化^」卽ち文部^が設立される 
ことになつた。これによつて敎育行政に關する中央槳權が初めて货現され、教育行政の國家統制の 
素地が作られた。この大統領吿示に基いて.總統はブ P イセン敎育相べルンハルト•ルストを文相 
に任命し•かくして一相澉拗によつて K イツ文部竹とブロイセン文部将の合一が贲現され、最初は 
この合一を現はすため、！一省共通の名稱として「ドイツ國及びプロイセン邦文部^」と呼ばれてゐ 
たが、一九三八年六月二七日の布吿によつ て、 今では單にドイツ文部朽と呼ばれることになつた。 

ところで、 三 四 年五月一一日の緦統令は 、内務 劣の事務範圍から次の事項を文部^に移管すべき 
ことを命じた。 

イ、璆問。一般學術並にその對外關係に於ける事項一般。物理工 ^ 的施改 。化 學エ學的施 ^: 。地 
锃硏究施玟。阈内外に於ける贯嬰な科穋硏究施改。箏術關宵館。民族璆、考古學硏究施 £5:。 
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n 、 教育，. j 致授の領域では、大璆關係 Q 事項。學生補助資令。ドィツ大學及び茂業平校 Q 平生の 
屮央指租者。一般學校關係事項。阈民學校。中等學校。私立學校。職業學校。在外ドィツ學校。外 
阈學校。 

ハ、靑少年圃體。 

-1 、成人教育。 

これらの麻.範幽にわたつて、文相は立法を含めて、すべての任務及び立法を馆萃することになつ 
たのだが、この文部省は常初は次の八つの局を35:篮してわた。 

一、 中央事務局。これは行政、法制、外阈の三蹀に分れる。 

二、 大臣官房。 

三、 ^術：3。これは大璆と硏究所の二^に分れる。 

四、 敎宵 W 。 これは 率校、 職業敎育 、社# 致 育、 農業教育の四課に分れる。 

五、 公共敎育局。この; »j では美術 T カデ：、1、公立大璆、公立阚咨館 、博物館、 記念碑、肖然美覜 
保存、诗樂尊門學校、美術、文學、演刺、映畫、ラジオを管掌してゐる。 

六、 體育：5。體操課、 - W - 年訓練^ が ぁる。 
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七、 地方局。 . 

八、 宗敎局。これは後にケルルの下に、宗敎省となつた。 

屬 

文部省學術局研究課の任務 

ドイツの硏究機關は、それぞれ偉大な業綾を舉げて來てはゐるが•すべての硏究がドイツの阈家 
政策的た共通の大目的に卽して行はれたかといふと決してさうでない。そこで、文部^の學術 W 硏 
究課にょつて、文相ル*卜は雜多な硏究機關に秩序と統一を輿へ、阈策的た共通 H 的を實現せしめ 
るやう努力することになつた。その業績を略述して、ナチスの科學政策の一端を覗く r . とに L やう。 

近代ドイツ史中央研究所 

一九二七年に「一八六七年以後の近代 ドイツ 阈史に關して®:史的記述の 獎勵 、改訂、 監修をなす 
ことを目的」として史學中央委員#が設 S されたが、一九三五年四月二七口以て文相ルストはこ 



のワイマ ー ル體制時代の遺物たる研究機關を解散 させ、 新たに國民社會主義的研究施設として近代 
ドイツ 史.研究所を新設し、 ドクトル•ワルタ ー •フランクを 所長に任命した。 

文相ルストは當研究所の創立に際して、かぅ述べた。 

「今日では、歴史の叙述に特別た民族的使命がぁる r . とを確信する。大戰から崩壊、阈民社#主義 
運動の勃興と、この大きな變革と體驗とに ょつて、 歴史叙述には新たなる洞見と展望とが開かれ、 
新しい偉大た任務が課せられたのでぁる。この新しい任務は、昔からドイツ民族の名饗ぁる稱躭で 
ぁつた徹底、良心、誠贲を以て、しかも昔ながらのドイツ的學問精神の立場から、解決さるべきで 
あらう〇」と。 

常研究所の規則(一九三五年一〇月四日)にょると、所長は研究所2任務遂行と共同硏究者選榨に 
ついて文部大臣に對して责任を負ふものでぁるが、硏究所の任務といふのは、近代ドイツ * 就中フ 
ランス革命からナチス革命に至る間の歷史を硏究叙述することで ぁり、 旣に着手された硏究として 
は ユダヤ人問題の歷史 、民族 敎# 運動、 fr 嗥史 、ブ P イセンの外交政策.ビスマルク史などが ぁり、 
さらにナチス史資料集成、ヒットラーの演說の 編纂 及び刊行を引受けてゐる。 

硏究所には所長、專門家顧問、名榭所 H 、.1 H 規所員がぁるが、専門家 ® l 問といふのは所長が之を 



任命するもので•歷史.、致 育學 、竹^ 、 人種序の著名な孜授、さらに新進史家、政治軍事 専門家、 i 
ブロイ セン•アルヒ ー フ .-!•: 筆の外、文部济、外務杏、宂庳省、國防省の各将から一名の割で構成さ一 
れてをり、表面の任務は所長の諮問に應ずることである。 

# • 

中古ドィッ史學中央硏究所 • 

一九111五年四月一日の文部大臣布吿にょつて中古ドイツ史襻硏究所(別れ、ドィツ史記念館)を 
創設したが、これは前述の近代ドイツ史中央研究所が近代ドイツ ft に對して持つと同様の意義任務 
をドイツ 中 •«: 史に對して持つものである。 

國立ドィッ音樂研究所 

一九三五年四月二〇日、ビユッゲルクの王立音樂硏究所を基礎にして、ペルリンに阈立昔樂硏究所 
が諛 S された。同時に、これには從來個別的に活動してゐた數個の硏究機關を附铺させた。本研究 



所の主要な任務は、音樂的記念物の一元化，こ改逍で、ドイツの過去の音樂的遺產を表現して、これ 
をドイツ民族に 開示す ることで ある。 この硏究所には「'トイツ音樂記念物保礴の政府龙員绔」が附 
設され...-ゐる。 

ドイツ 美術 記念物の保存事業、中央國七硏究作業協 ^ 、農業硏究奉 tfcffl など相ついで設盥されて 

ゐる。 

大學敎 育 

政權璲得 Iff 後の ドイツの 大學の贲際は、冬數の獨立した M 別的昂科の- US 合に過ぎなかつた が、 こ 
の 科學の危機は アドルフ •ヒット ラ ーにょつて起克された。彼こそは汀卜の琪門分科をば再び1つ 
の大きな理念のもとに結合した。或る意味に於て政治的•精神的變革は大璆及び^術の埒外で行は 
れたの C 、 精神科學及び大平はその存在の' js 味をさへ問はれるやぅになつた。 

寶にビスマルクの時代以後に於け’？「大$の致養」は！ i は V 1 「物識り」になることを目標として 
ゐた Q であつて、もはや W 葉の眞 Q 意味に於け る 教養を剖造することは出來なかつた。大學敎育は. 
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本能と行動の本質的な力を無力にしてしまつた。 

然るに、今や専門的•技術的敎養を新しい政治的思想世界との有機的結合に持ち來たすことが、 
阈民社#主義敎育の目檫となつた。 

勿論•ドイツの大學の建設の精神は七んなものではなかつた。例へ ば、 ベルリン大學がさうであ 
る。一八〇七年ブロシア帝國がアウ H ルシユテットに敗残の憂目を見て政治上の困苦こ、に棰まつ 
たと きに、當時の碩學にして精神的指缚者であつたフリ ー ドリッヒ•シユ ライ H ルマッへルは「相 
當素養のある靑年の學的敎養を 高め、 舉的活動に 人り、 または大學敎育を必要とする職務の準備と 
なり、特に W 家や敎#の諸般の仕事にも向くやうに」ベルリンに大學を設置すべしと叫び、その後 
二年を經てベルリン大學が設立されたのであるが、その學則にはシユライ H ルマッへルの思想が繼 
承されてゐる。古い平則のなかには「若き平生は國民の有爲な下僕たらんとするに必要なる勉學を 
なすべし」といふ一句がある。このべルリン大學開設當時のブロシヤ精神はナチス*ドイツになつ 
て初めて徹底的に高揚されたものと云へやう。 

一九 三 四 年、 ボン•ポッペルスドルフ農業大學がボン大學に農學部として編入され、同じ、ベル 
リン農業大爭及び獸®大平がペル リン 大學に編人され た。 編 人の 0的は、これらの單科大率から狭 
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い一面的な分科的性格を奪ひ、これを綜合大學の全體的な學問へ結びつけるためでぁつた。 

例へば三三年逸早く各邦に「大學行政の簡易化」の命令が公布され、三五年四月一日の文相布吿 
の大學行政一元化の訓令によつて、この關係は全阈的に統一されるに至つたレ 

從來は總長は大學自治行政の最高の地位にぁつたが、嫌長は選舉によつて任命され、ために評議 
艮に左右される所多かつたが、この訓令の結果-大學總長は評議員の提案に基ぃて、文部大臣が之 
を任命することになつた。 

これによつて阈家と大學との關係が一新されたのは勿淪、大學行政に完全に指導者観念が移入確 
立されるに至つた。 

卽ち、大舉總長は從來評議員會の權限とされてゐた事項の決裁權を後得し、わづかに必装と認めた 
ときにかぎつて、評議員を單なる諮問機關として召集すれば足ることになつた、|しかも評議員#を召 
集する場合には、敎授團及び學生團の指導者をも^集參加させなければならないことになつてゐる。 

埤部長もこれまでは學部が選舉してゐたが、こんどは學部の提案にもとづいて緦長がこれを任命 
することになつた。 

似、この訓令によつて、大學は敎峨邑團と學生围から m 生されることになつた。 



大學敎授の後繼者詮衡 
/ 

ナチス ••トイツは、大學敎授の養成選擇に/ S 5 到な配慮を拂ひ、敎育者、敎 ft 、 硏究家として尊門 
的な資格を具備することは勿論、人格及び品性について栊めて蹈格な耍求をか\けてゐる。 

この目的から、文部大臣は1九三四年一二月ニニ日附を以てハビタツィオーン(大學敎授資格の迆 
得)と敎職授與に關する統一的規程を布吿した。これはドイツ阈2大學に對して有效である。こ 
の規程は、その後才 i トリア及びズデ L アン地方の併合に伴ひ、またその間の經驗にもとづいて 
多少修正されて、一九三九年二月一七日に新たに公布されたが、根本てゐない。 

從來は、ハピ タツィ オーンを得ることが敎職授與と同一であつたが、新ドイツ大學敎授资格規定 
にょると、ハピタツィ オ ー ンは敎授资格を獲得するための前提で あつて、 敎授赉格を獲得するため 
には、！：ビタツ ィオ ーンを パスした上で、その旨を文部大臣に申吿 し、 相當取部への指定を 受け、 
その學部から課された一週間三囘に苜一る三時間;' J 授菜試驗をパスし、さらに國防スポ I ツ寮及び勞 
働获で數 ヶ月、 允ン^ IJIli " アヵデミイで數ヶ月間の訓練を受けた 後、 文部大臣がその間の全體の判定 



に 基いて敎授资格を授與するのである。かくして、^問的業 ill ' i のみでな く、 敎授 能力、 人格"品性 

の最も^れたものを得やぅとしてゐる。 

% 

修學 指針 

一九三五年一月一八日文相ルストは、まづ法律學の學修について「法律璆璆修訓令」を公布した。 
木法の笫一編、根本原則には次のやぅに云つてゐる。 

「法律の敎授並に學生！ドィッの法律浮は國民社#主義的たることを要する。阈民社#主義は口 
先きのみの信仰に非らず世界覜である。使ひ古した合首葉ではなく、その内容の犴要なことを忘れ 
てはならぬ。心ょ ♦)• 阈民社#主義者たるものは多く語らずして贲行之に適ふものである。 

個々の法規の點では旣に獨自の法が現はれてはゐるが、現時に於ても尙ドィッ法律擧はローマ普 
通法の思想の裡に生存する。精神的なる基本主義は現今何パンデクテンシスヲムにょつて規律され 
てゐる。我々の鬪带の鋒先は右のシステムに向ふ。 

我々の法の革新に際して汝等を取り除くこと勿れ。新しい似値を得んとする精神的岡带に於て大 
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學にまさる鬪爭場はない。立法は序幕たることを得ず、この鬪爭の要石たるべきである。旣成の法 
律を解說し、または暗記することを以て能事畢れりとすることなく、眞實のドイッ法にょつて旣成 
法律を克服するために鬪爭せょ」と明記してゐる。 

この規程を見ると、國民社會主義的な法律覜念が縦横に具現され、總論各論といつた組織體系が 
排擊され、民族的政治的實生活の見地から、主要科目は歷史、民族、階級、國 家、 法取引、私權保 
護、阈外法、法理學、經濟學が あり、 これが、學期別に次のやぅに配列されてゐる。最初の一年間に 
問學の民族的基礎硏究の準備を與 へる。 すべての精神科學の研究の最初には、人種及び血族•民族 
學及び先史學の講義、特に最近百年間の ドイッ 民族の政治的發展についての講義が行はれることに 
なつて ゐるが、法律の學生は特に、歷史的及び政治的にその專門學科の特殊問題に人り込まされる。 
第 ill 、 四、五の學期は詳細な研究に珐されてゐる。 

ついで 一九三五年五月二日には經濟學學修令が公布されたが、これまた法律學學修令と同樣、人 
通及.び血族•民族學及び先史學の講義、最近百年間の•トイッ民族の政治的發展についての講義を課 
し、そのほかに國民經濟、經煢經濟、法取引及び法律保護.地理、技術、新聞、敎育等の講義があ 



新聞^ を 試驗科 R として許可した大學は、一九三五年 四月 三〇日の新聞學 々修 令に よつて.、新聞 
經營 法、新 M 史、新 輩 •外®に於： b る新 g 。 雜 SSU 雲 裏けなけ sta 。 

また、農學に M しては、一九三五年七月一一二日農举學修令が公布され、農鞏修 者に 對 しては® 
實た專門知識、技術的能力は勿論、それ以外に人口政策、經濟政策、文化政策の任務を理解せ しめ 
ることが必要とされ、政治學、自然 科學 、農耕、政治及び經濟 、ドィツ農民に 關 する 講義が課せら 
れることになつた。 . 

ナチ K になつて新設され、若くは重要視されるに至つた科目には次の やぅなものがある 0 
國防學。 

先史學及び太古史平。 

民族學。， . 

防空學。文部大臣は一九三五年一一月一二日の訓令によつて、航空 大臣と 共同で、敎員が 
民間防空の問題に親しみ、この知識を敎授に有效に利用するやぅに指令した U 
交通學。一九三五年七月八日の布吿により大學の敎授に於ける交通學及び交通地理^ の 諸一 
問題に力黏がおかれた。，-20 



氣象豫 報。1九三六年一月二七日の布吿。 

しかし 哲學 はもはや*トクトル試驗の必須試驗科目でなくなつた。むしろ哲學のかはりに民族^、 

國防政 策、 世界観に關する知識の試驗を行ことが要望されてゐる。 

■ 

國民學校•中等學校の敎員養成 • 

學校での敎育活動の擔當者は敎員である。ナチスは 、敎 員を單^る敎材ハ W 達者では なく、 托さ 
れた靑少年の僚友で あり、 指導者であるとする。從つ て、 敎員に對するナチス的 改正が、 敎材案か 
らで なく、敎 員自體及びその養成から着手したことは棰めて當然である。 

まづ 、敎 S 地位で あるが、 娶學校の敎員に對し、公的た勤務關係に立つ敎員は官吏と見られ、 
從つて一九三七年一月二六日のドィツ 官吏 法と 同日の服務處罰規定の適用を 受ける。 その結果ア 
リア 系で政治的信用がなけれはならず、兼職には認可が必要であり、さらに婦人官吏たる女敎員は 
結婚の際に退嫌せねばならぬ し、 また轉任、停年に對しても同樣である。 

將來の阈民學校敎員は師範大學の卒業生でなくてはならぬ。師範大學に人學し得るものは.中等學 




校卒業者で‘選拔試驗に合格したものでぁろが、帥範大穋は阈民學校敎員を鞔一的に養成すること 
を目的とし、次の方法をとつてゐる。 

一、ナチ K 黨(特に突擊隊、親衝陕、ヒ，トラー•ユーゲント*ナチス敎授團 •ナチ^; 生團) の 
編成に從つて、將來3敎員の實踐的敉育及び體 W に分れてゐる。 

二、 學生の眼を、全國民曆の生活樣式と思考樣式に向 ( fT させる0 

三、 ^生を敎育學及びその補助科學に導*-入れ•この領域での學問硏究に沒頭 させる。 

四、 學生を敎授の實踐に卽して救 M に養成する。 

一九三八年八月一〇日二六日には、國民學校敎員たるべき者の修學規定が公布され たが、こ i こ 

ょると、師樊，に於け—問的—呙|、敎 I 、性 S 、 靑年 m 、 遺—、人1、民族 

學、一般及び特殊敎授學、.トイッ譜、ドイッ史、•トイッ先史、地理、生物、數單 、物理、化學、宗 

敎學體育、音樂、藝術、工作(势子)、手藝•家事(女子)で、さらに修學中に敎育實 習を課するこ 
とになつてゐる。 

以上課目について四學期間黛の後に、 E 民學校敎員資格試驗を受けることが許されるので6 
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また一九 三 七 年 七月二六日公布の中等學校敎員養成に關する文部大臣訓令にょると、將來の中等 60 - 
學校敎員は、師範大學に於て國民學校敎員とーク年間共通の敎育を受けることが必耍となつた。そ一 
の目的は、統一的な政治的•世界氍的目的に從つて、全體的な敎育者精神を涵養し、同時に職戈货 
習を通して性格並に素質に於て敎適したも？雲し§やぅにした。 

% 

ナチスの敎員聯盟 

-\ 

一九三三年常時のパイエ*ルンの文相ハンス•シユム指導のもとに「ナチス敎育聯盟 」 (N S 
^シ*レ|ボ5が結成された。このナテス敎員聯盟は、ぁらゆる敎員を組辙的に統合し、ナチスの 
思想を 敎育 Q ぁらゆる 分野に擴？しむべ名的を持つも？、三三5ハ月七、八兩日マグデブル 
グに於て開催された•トイツ敎員大#で、十五萬人の#員を有する全ドイツ敎員協 fr が全部これに包 
括され る ことになり、組梭としては、ナチ X 敎員聯盟の發祥の地バイロイトを基地として各邦に支 
部を設け、大學、中松、峨業專問學校、阈民學校、中等學校、そめ他の舉校の敎授、敎師並に在野 
の供者、致師の «• 部門に分れてゐる。 



この K イツ敎員聯明 Jnt . の使命は、 ( 1 ) ドイツの敎 W 並に敎育制度領域に ナチ ス的意味に於け る眞 
の民族共同教を招來すること、 (2) ナチ KS 家に於ける有機的に組織された學制改革に際して專門 
的立％に於て協力す る こと、 (3) ドイツの敎育並に敎育者め £ 大 なる 問題をドイツの 敎育制度の全 
體性並に有機的 Is 制の見地から之を考慮す ■る こと、 (4) 敎員相互に刺戟と體驗を交換する ことによ 
り欣然協力を爲すこと、(*〇)ドイツ阈外にぁるドイツ系の敎員との聯絡をはかることでぁる0 
ところが、三三年ーニ月一日内相フリックの提唱によつて、ドイツ敎員1 ^1 チ( 1) 1 エァチ| 1 ^ マィンシ 0 ; ) 

が結成された。この協#は、•トイツ大學围、中等學校敎師團、職業學校•專問舉校敎授團、商業學 
校敎師團、私立學校敎師團、阈民學校敎員聯盟の基礎としてのバイ H ルン敎員聯盟よりなる。 

そこで、内相フリックはドイツ敎員協會とナチス敎員聯盟との關係を JH 確に規整十る命令を發 し、 

ーナチス敎員聯盟の誕生によつて解消し叉は解消しつつぁる一切の協#の役活は之を禁止」し、「ナ 
チス敎員聯盟は政治と Ifc 界覼に鑑み、かの農民戰線、勞働者戰線に擬して、大•トイツ敎員戰線を形 
成すべく、シ h ムの 指導の もとに 獨立の政治組織た るべきもの」とした。 

この聯盟は、ナチ K 黨の敎育に關する R 民學校、中等缪校、大壤の一切に關係する。 



ナチス學生團 

一九三三年四月ニニ日の「大學團結成に關する法律」にょつて、ナチス大學生團が結成された。 

その笫一條には「大學に登錄せる學生にして、•トイツ民族にして母幽語を話す者はその阈籍の如 
何を問はず大學生團を結成す」と規定されてゐるが、これは一九二〇年九月一八日の「プロイセン 
大學に於ける大舉生围結成に關する命令」の第一條にある「學生圃は K イツ綜合大學若くは工業大 
學の本科學生にしてドイツの國籍を有する者を以て之を結成す」と比較して、明瞭に民族主義を基 
調としてゐる K で著しい對照をなしてゐる。 

しかも、この民施的基礎の上に立つて各大學の大學の大同團結を圖ることは、當時の大學生の一 
般的耍望であつて、つひに一九一九年七月一九日ヴユルテンブルクに開催された大學生大#は網領 
第一條に於て「ドイツ學生國は•トイツ語を話す領域に於ける大學の學生にして、ドイツ民族で且つ 
母 Ba 語を話す者を以て之を結成す」といふ宣言をし、 W 家の承認を要求したのであつたが、ワイマ 
1ル中間國家がこのやぅな民族主袈的基調を容認すべくもなく、巧みに M 籍主義を以て之に®襖へ 
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たのであつた。また•一九二〇年九月一八日の命令は、學生の自治について形式的代議制を 採用し 
たのであつた。 

この命令は、畢生側の要望と全くかけ離れたものであり、却つて民族主義的イデーに基く新たな 
る大學生團結成に拍車をかける結果となり、つひに一九三一年バルドゥール•フォン•シーラッハを 

ナチオナ I i >/ チア”スチイシ H , K イチ fs - 1 1* y デンチ >•-< ン••- 

團長として、ナチ K •ドイツ學生團 (N s D St B ) が結成された。 

かくして、ナチ K 政權獲得後間もなく、先づ三三年四月一二日のブ b イセン學生令によつて、さ 
らに同年同月ニニ日の前記「大學生團結成に關する法律」によつて、全國的に民族主義的イデーを 
基調とし學生團の國家的公認が實現されるに至つた。 

この 1B 「大學生團結成に is ずる法律」の第二條によれば「學生團は大學の構成員にして全舉生を代 
表す」 と あり、また「學生團は學生が民族、國家及び4<學 とに 對し自己の義務を果す ことに 協力す 
べき もの」 としてゐる。，- • 

學生團には指揮者が任命されるが、この學生團の指揮者は文部大臣によつて任命される、卽ち文 
部大臣は大學總長とナチ K 學生同盟大管區指導者の意見を撕して之を任命するのである。任命され 
た學生團指撺者は總長に M するのである。 



一九三五年七月.二三日の總統吿示にょつて、これらの學生團指揮者は緦長に對する從屬を拟ふこ4— 
となく、•トイツ學生團の任務内で、總統の指示に従つて活動し、總統と不斷の接觸を保つやぅに決 j 
められ、名實ともにナチス m の枝隊となつた。 

では、學生國の任務は何か。一九三五年五月一五日、之に*>ぃて文部大臣は次のやぅに決めた。 

一、 專門研究。自由専門研究の範圍內 で、 學生は、國民社會主議的敎授と緊密に協力しながら、 
自分の學問と政治との交5:關係を把握しなければならない。 

二、 國境事業。阈境に於て•トイツ民族主義の力を覺醒させ、これを强化させることを任務とする。 
指導の中心をなすものはドイツ學生團阈境局。 

三、 外國事業。ドイツ學生團の對外事業は*トイツ舉生團外國局指導の下に企畫實行される。 

四、 新聞•映晝。璆生大學新聞の協同者の範阐を擴張し、出版前に M 長の檢閱を經ることが必要。 
また映聳では、學生の生活と意欲とを表現しなければならぬ。 

ドイツ大學生團の敎育ブランにょれば、四ゼメスターは積極的に僚友精/を以て活動し、それを 
終了して初めて學生は專門活動に人ることになつてをり、この目的達成のためにドイツ大學生團に 
は、二十人乃至三十人を一單位とする僚友團が多數存立してゐる。 



大學入學者數の制限 

一九三三年四月二五日には「ドイッの大學及び大學生過刺防止法」なるものが公布されたが、こ 
れは一つには K イッの大學生の窮乏を除去し、一つには知識附級ハ就職難を援和せんとする rt # 政 
策的意味をもつてゐたと同時にまた、戰後の大都市大學への^生の犯中を緩和し、•トイッ學生を JJX 
辇な研究に結びつけるために大都市から中小都市へ學生を誘導し、敎授璆生間に； 冉び緊密な結合を 
作5出さぅとする敎育政策的な意味もぁつた。 

これにょると、「義務政策を除き一切の學校及び大學に於ては率生生徒の數は敎育の徹底並に職業 
の需要に適合する程度にこれを制限すべきもの」とし•各舉校、各大璆で幾何の學生生徒を新に收 
容すべきかについては、學年始めの毎に地方官廳がこれを決定すべきものとした。そして、同法第 
一施行令は内務大臣が學生生徒の數を制限するためにその數を確定することを得るものとしたの 
で、内相は三四年度の各大學收容數を一萬五干に制限したが、三五年二月九日の大舉硏究令にょつ 
て、これは撤磨された。 
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ともかく、 この防止法の結果、一九 ill 五年®:期以後、大都市にある大學に對しては、學生人員の G - 

V 36 

最高數が確定された。例へば、綜合大學としては、ベルリン六、九〇〇、フランクフルトー、七〇〇、一 
ケルンニ•六〇〇といつたやぅに。 

尙、大都市大學への人學志望者中、ナチス黨の經驗ある鬪士、軍籍所屬者"またはケ 1-1 ヒスべ 
ルタ、ブレスラウ、或ひはダンツィヒで二學期間修學した學生に限つて優先権を認められることに 
なつた。 

しかも、學生生徒の新人學に際して非アーリア系の者は制限を受け、非アーリア系の者と全 F イ 
ツ 人口との比率は一•五^を超えることが出來ないとされた。 

大學入學資格 

さらに、大學人學資格にも制限を附して、•トイツ中等畢校卒業證書を璉得したすべての者は、半 
年間の勞働奉仕終了後はじめて大學入學が許されることになつた(一九三五年二月九日の布齿)。 

尤も、ナチ K は中等學校を經て大學への進學のほかに、ドイツ勞働戰線や農民指導者、ドイツの 



藝術家及び自由研究者の ために K イツの 大學へ人學する可能性を與へた。一九一一一八年八月八日の卒 
業證寄を有せずして大舉に人學せんとするものの修學許可に關する規定、一九三八年四月八日の經 
濟 、農業、 林業、園藝 、釀 造、製糖の修學及び: c 業大畢への人學許可に關 する 特別卒業資格試驗規 
定 、一九 三八年六月九日の ドイツ 大學に於け る 臨時聽講者許可の全國統一的な訓令な どが、この目 
的のために發せられてゐる。 

大學生の®育蓮動義務 

/ 

ナチス•ドイツの骶育尊重は、一九三四年一〇月三〇日の「大學生體育運動令」の公布となつて 
現はれた。これにょつて、ドイツの男女學生は三學期間體育運動を課され、一學期(現在は六ヶ月) 
は一般 19 操、その考査、ゲレンデ競爭、二擧期は五種競技、射擊、三學期は闘技、救助水泳などで、 
この體育運動義務を終了したものでなければ、四學期に進めないことになつた。勿淪、健康上の理 
由にょる免除規定が設けられてゐる。 

一九三五年一月一九日には、學生2勞例奉仕義務に關して施行規則が設けられ、一九三五年一二 



月一六日には「大學修學のための保健的選抜に關する訓令」が出た。 

初等及び中等敎育制度改革 

文部大臣は K イツの國民學校及び中等學校の敎育及び敎授に關する新しい規準を公布し-この 
規定は一允四〇年四月 i 日の新舉期から、國内の國民學校及び中等學校全部に於て、實施されてゐ 
る。 .< 

この新規定にょれば、中等學校の目檩は♦トイツ國民の政治的•文化的•經濟的基礎の上に立つ綜合 
観然で ぁり、 しかもこの綜合覜察は主として實際生活と結びついたものでなくてはならぬ。特に、 
中等學校は•トイツの文學、莛術、道德、信仰のなかに表現されてゐる諸/! C の M 値を經驗的に生徒に 
知らせなくてはならぬ。また、之れを通じて、中等學校は生徒を民族と神へ結びつけるやぅにしな 
くてはならぬのでぁる。同時に、阈防精神の敎育をも等閑に附してはならぬ。自然科學に於ては、 
個々の観察にょつて或る科學的地.盤が出来上つたときに特定の法則に關する知減が興へられるやぅ 
にしてゐる。さらに、技術的•工作的た課目が一屬重.嬰視され、阑藝も亦生命^と緊密な連絡を保 



ちながら、必須課目とされてゐる。タイプライターと速記術も採用され、第二外阈語と肄擇必須課 
目になつてゐる。第二外囲語はフランス語、スペイン語、イタリ i 語、北歐譜•スラブ譜の一つに 
なつてをり、第一外國語は從前通り英語である。 

この新規則で最も注目に値ひするのは、敎育と鄕土とを密接に結びつけたことで、「鄕土は生徒が 
そこに生れ落ち、そのなかに育つた生活の一部として、特に卓越せる方法に於て、中等學校の作業 
を決定すべきである」とし、特殊の課目は鄕土の經濟的狀態に適合するやぅにさへすることが許さ 
れ、またドイツ語授業に於ては、鄕土的文學資料を用ひることさへ許してゐる點であらぅ。 

一九四〇年からベルリン大學に外國®部とドイツ外阈學研究所が新設され、新學部長には親衛隊 
旗國長フランツ•アルフレッド•ジックス敎授が任命された。この外阈學部の新設にょつて、從來 
ベルリン 大率に附*してゐた外國專門學校 とべル' リン政治専門大穋とが、そのなかに包描されるに 
た。(附屬外阈庠門學校は一九三六 年、 政治專門大學は一九二〇年設逛された。)これらのニツの傳 
統が統合され、外阈の事象が硏究されると共に、ドイツの世界に於ける政治的使命が|»明されるわ 
けである。なほ、この學部は外國學の•トクトルをも授與することになつてゐる。 





戰時に於ける精神科學 

ドイツの科學、特に精神科學が今次の大戰に際して如何なる使命をもち、如何たる理念のもとに 
硏究されてゐるか。 

ベルリンの ドイツ近世史 中央 研究所 A 長のワルテル•フランク敎授は「戰時に於け る ドイツの精神 
科學 J なる講演 rc 於て大要左のごとくに云つてゐる。 

「•トイツと西歐民主々義國家との現今の鬪爭はた'1:單に武器の爭ひではな'い。それは同時に二つ 
のイデ オ b ギ -Q 爭ひであり、 .VQ イデ オ a ギふ中 Q 1つは民族的で若 ★しく、 他の一つは古く 
て、もはや確乎たる根底 t もつてゐた い。 それ 故、 今次の大戰に 於て， トイツの武器が勝利を得る瞬 
間に 於て ドイツの 世界 覜と科學とは西歐のイデ オ a ギ ー を驅逐 して歐洲に確乎たる地盤を占める こ 
とにならぅ。 政治上の權力鬪爭は或る土地を征服せんとする新しい力の突擊部隊である。敎育は軍 
除の後にづいて土地を秩序づけ建 H する總噃府であるが、ドイツの科學は今次の戰爭に於て正に C . 
の總«府的な役割を果すべきである • 


• ” 270 — 



武器の勝利の後に於て、.トィッの阈民の魂の戰爭が起るであらう。この第二の戰带に於ては精_ 
科學が最前線に出なければならぬであらう。武器の戰爭に於て技術的科學が勝利の道具を銳くする 
やうに、民族の魂に關する戰爭に於ては、精神科學は精神的似値の秩序嘴革の手段として m 要なる 
役割を演ずるであらう。」 

陸車大佐フォン •-11 デルマィ H ル敎授は「兵士と科畢」の題の下に大要左の如き講演を行つ 
た。 

「軍事的及び政治的武器の使用のほかに、精神的武器の使用も忘却されるべきではない。そもそも 
思想、表現、 1 T 動範圍の m 純、明瞭、眞實性といつた特性について、氓人と科學者とは甚だ多くの 
共通點を持つてゐる。兩者とも、その生活及び鬪爭に於て、坊鉍、信念、人格を m - んずる。軍人的 
思考と科學者的思考、軍の幹部養成施設と一般大學とは相依り和托けて發達して來たのであり、從 
來とても生成過程の實りを相互に交換し合つて來たのである。 

實證主等的な科學と技術、行動の尊門化、思考の機械化は、精神生活を二つの敎育植類、卽ち一. 
般敎育と軍隊敎育とを分化するに至つたのセあるが、元來軍人的態度、軍人的信仰は、精神的敎萊 
に對して決して對 M 的地位にあるものではないのである。 


一 271 _ 



軍人と科學者とは今日の政治的現實のなかに堅く相互に丰を握つて立たねば fe らぬのでぁる 




第三 部ナチスの宗 敎 政策 






ナチスの指薄觀念 . 

ナチスの 指導 的 観念は、 宗敎もまた凡ての文化活動と同じく、この現實社#-に關する 限り、民族 
的限界 s 中に於て q み 可能であることを認め、—が r 民族的』且つ r ゲルマン的' であるべきこ 
とを耍求する。斯くして、ナチスは、一口に云へば、その抱懊する民族主義、全體主義、 指導者原 
理の 觀點 から、宗敎と民族、敎會と阈家との、 歷 史的にして宿命的な困難な問題に對して、新たヒ 
る解決を見出すべく惡戰苦岡して來たと云へやぅ。 

由來 ■•» 阈家と敎#との關係は極めて徵妙であつて、例へば獨逸カトリック敎#が苷つて 宰相ビス 
マルクとの間に構ぇた「文化阏带』を想起するだけでもこの間の事情は充分に然知されやぅ。尤も 
第一次世界大戦は、阈家と敎會3關係に對しても迤大な影®を輿へ、世界大戰を通じて激化された 
民族相：丸間の憎惡は、敎伶蒯係に於ても阈際的協力を.難ならしめたばかりではなく、敎# 自身が 
ま/ C 周圍の國家主義的乃至民族主 II 的精神に動かされ、或ひは少くともこれ と 妥協せん とする ^配 
を濃权に示すに至つたのである。 
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ナチ K の民族主義的宗敎政策をして今日の责紱を舉げさせた原因の一つは確かにこのやうな情势 
の變化であつたと云へやう。 

このやうな 民族意識妓に國家意識の高潮に助成され、且つ意識的に結成されたのが所謂 S 逸基 
督者運動 I であヴた。 尤も、 この信仰運勘は獨逸の幅音主義敎#を地盤とする ものであるが、 カト 
リ1ク敎會は大部分ナチ K の宗敎政策に反對的な態度をとつてきた。 

カト：リ/ q なかにも、協調的—動がなかつたわけ S なく、例へば一九 i 年十月晉副總 
理フォン•パーベンにょつて結成された『カトリ，ク獨逸人勞働 團體』 のごときは、明かに民族主 
?肯定し、力5ック敎徒 Q あひだにナチ K 精神を培養す t と i 的としたものであり、ヒッ 
トラ 1總統代理へ K が認めた運動であり、ブロテス t 卜に於ける S 逸基督者運動〗と好一對を 
たすベ tQ であつたが、二 ST り；の全般的支持を得るに至らなかつた。 

元來、カトリ*ク敎會はその 信條敎義•たけではなく、その社會的體制に於 .- C もバチカンを主宰と 
する もので あり、 少くとも表面上は政治とは獨立した敎#の不變恒久性を標榜する ものであつて、 
ょ 9超民族的、超國家 的であるのに、ナチスの民族主義的宗敎政策に對しては果敢な抵抗を 試み、 
ナチス政*から 表面有利な n ンコ ル * t 卜を i するに至つた？あつたが、 i 年一月のザ1 ル 



人民投蕻以後に於ては、このコンコルダートはナテス宗敎政策の貫徹を防止すべき有力な保證とは 

ならなかつたのである。 

ところで、ナチスは一九三三年一月の政權獲得前すでに、獨自の民族主義的世界觀にょつてつら 
ぬかれた確固たる宗敎政策を樹立してゐたリ 

その核心をなすのが、次のナチス綱領第廿四ヶ條である。 

ナチス綱領第二十四條 

「我々は阈家内に於ける一切の宗敎的信仰に對し、それが阈家の存立を危殆ならしめず又はゲル 
マン民族の倫理感情及び道德感情と牴觸せざる限り、その自由を要求す。 

笟そのものは實際的基哲敎の立場を代表す、仍し信仰上一定の宗派に結びつく ことなし。 

E は内部的にも外部的にもユダャ的•唯物的精神に抗爭し、併せて我阈民の永久的救濟が次の原 
理に基いて内部的に行はるべきことを確信す、卽ち公益は私益に優先す 0J 
右の網領はヒ W トラーが獨逸炎働黨に加人した翌年、卽ち一九二〇年二月廿四日の「ホーフブ0 



ィ -3 場」の第一囘大會に於て、ヒソトラ ー 自身が、二千名を越える聽衆ん.前に:1/言したもので廿 
五箇條より成 P 、 今日まで何等變更されずに遵守されてゐる。 

.では、先づ、顒序としてナチスの 

/. • 

獨逸福音主義敎會 

に對する宗敎政策から述べることにしやぅ。 

三十年戰役 Q 勃 S 初獨逸ではプロテスタントは多くの宗敕諸 S 庇®の下に*つて相當の社 合 
的政台 1 W 進出を遂げてはゐたものの、獨逸皇帝にはカトリックの皇帝が相次いだ關係もぁり、また 
カトリックの R 史や傳統の力も强く、當時はま*たプロテスタントの社會的政治的勢力はカトリ.ク 
のそれに及ばなかつた。所がウ i トファ—和議(一六四八年)の結果、プロテスタントは、ル 
夕1派に1ヴ"ン派にせよ、カトリ-クと社會的にも政治的にも同等の權利を確保するに至つ 
& o と V -*ふよりも、遂ひにはカトリブクの勢力を大いに侵蝕し、ブロテスタント致會中ルター敎會 
は「阈家敎#」の地位を I 1 ?めるに至つた。しかも、ルター敎會は一面から見れば獨逸のノ”テスタ 



ント敎食を代表する敎會であり、從つて、プ la テスタント、卽ち獨逸輻昔主義敎 # の W 家敎會的な 
«制機構は、時代と社#思潮の可變的要求に呼應する可能性をそのなかに多分に包藏してゐること 
が容易に看取されやぅ。 

所で、カトリ7ク的なカール?1世は、結局アウグスブルクに宗敎和議を結び•福音主義敎#に對 
して信仰の自由を認めはしたものの、ウォルムスの 國# にルターを破門したのを初めとして M 音敎 
#の抑壓に終始した關係から、カール五世の下にあつては、ルターも全獨逸を打つて一丸とした宗 
敎改革の寅を車げることが出來ず、敎#行政を『緊急司敎！たる個々の宗敎諸侯の手に委ねざるを 
得なかつた。その結果、獨逸の聯邦制組撖の當然の歸結として、.多數の地方蹯音敎會を成立せしむ 
るに至つたのである。 

しかるに、一九一八年に至り、獨逸諸邦に於けるモナルヒーの崩壊をみるに及び、個々の聯邦 
から獨立した敎會といふものの可能性が急に澳厚になりはしたが、モナルヒー崩壙後も尙ほ聯邦組 
晓そのものは依然として存續してゐたので、やはり廿八個の地方敎會は相互に獨立したま、であつ 
た。 . 

元來輻音主義救#-は一部はルター 派、 一部はカルヴィン 派、 一部は一八一七年フリードリッヒ•ヴ 



ィルヘルム三世により實現された舊プ Tt ィセン同盟に屬し、これらの敎 # の或程度の聯合は十九世 
紀 後半より 企てられ、一九〇三年には『獨逸福音主義敎會委員會』が成立し、更に大戰後一九ニニ 
年には r 獨逸福音主義敎會聯盟 J の成立をみたが、しかし各地方敎會は尙ほ「信條、憲章及び行政 
上完全な獨立性を保證」されてゐたのである。 

所が、一九三三年の國民社#主義革命の勝利と共に、多年の宿願であつた統一的な『獨逸福音主 
義敎#の*現が可能になつた。この單一獨逸福音主義敎會の理想實現の推進力となつたのが、前 

にも云つたやぅに國民社會主義信仰運動『獨逸基督者 i である。 T 

- 

獨逸基督者蓮動 

獨逸 基督 者はナチ K の政權灌得に より 敎會内に斷然勢力を 占め、 三三年七月には地方敎會代表者 
舍議を開催して敎會合同を決議、單一の『獨逸福昔主義敎會』を K - 現、 しかもこれを「指箱者原 
理 」に従つて 「阈 司敎」の統轄の下に 組捺 した。 

所で、この獨逸基督者運動の中心は、現國司敎、以前の軍隊布敎監督ルードルフ*ミごフー、地 
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方敎#監督長官ャ ー ゲル博士等であり、この運動は民族主義に終始し•極端なユダャ人排斥を行ひ 
世界の視聽を欹てたが、その主 Hli とする所は、地方敎會の民族的團結竝びに、民族と宗敎、敎#と 
H 家との、民族主義的阈家主義的調和にあつて、この運動の志向に關し、ミュラーは一九三三年六 
月十一日、ナチ K の黨機 M 紙 f フ H ルキ，シ H . べォパハタ ー』 紙上に次のやぅな見解を發表し 
た。 ' 

「我々は最 n 卜祖國の土地を、母國の土地を、血成の根底として我々自身のなかに持たなくなつて 
ゐた。その結果、我々は國民のなかに根差してゐない•故鄕の無いものとなつた。これは危 fe な狀 
態である。然し阈民のなかに根をもたぬこの暗馉たる狀態は*宰ひ今日では我々から逮去かつた。 
この暗影を克服してくれた.のは、血液と^土への忠誠を基調とする阈民新組織の輝かしい光明であ 
る。そしてこれこそ今日敎侍に課されてゐる特殊な任務である。卽ち、この道の淨化、血液と阈土 
を基底とするこの新たに賦與された民族共同體を神の眼前に於ける永久的な共同體へと高めること 
がそれである0」と。 

更に、ミュラーは r 獨逸基督者 j 運動の立場について 

「阈民的興隆のなかに、阈家は獨逸國民への道を發見し、獨逸阈民はまた國家への道を發見した。 
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國民は生命と力との i •”深い源泉を搜りつ、、再び软會への道を發見せんとしてゐるかのやうであ*82— 
る。獨逸國民と交涉を持たぬ並行線上の獨逸敎會といふが如きは空虛な制度以外の何ものでもな 一 
い。獨逸敎會が眞に獨逸國民のなかの敎會であるためには、何ょりも先づ獨逸國民のための敎會で 
なくてはならぬ。それがためには、敎會は獨逸國民に對し滅私奉公の態度を持し、神が獨逸國民に 
實現を委ね給ふた天嫌を自覺し且つこの天嫌を充分に遂行し得るやうに、獨逸國民に力を藉すもの 
でなくて4 f ならぬ。 

新しい W 家は敎食を求める。新しい國家は W 民の眞の根底が何處にあるかを知つてゐる。それ 
故、敎會の使命は囲家の使命と同樣重大なものとなつた。然るに、今日の獨逸の敎#の II 制を以て 
しては、この使命を完全に逭行することが不可能である。他の新なる體制を獨逸の敎會に與へるこ 
と•卽ち獨逸敎會が正にその國民のためにィヱス•キリストの福音にょつて委ねられてゐる奉仕を 
獨逸國 民に 對して 爲し得るやうな*さういふ®制を與へることが信仰運動「獨逸基督者』の 目 擦で 
ある0」と述べた。 





國司敎ミュラーの說明 

次いで、ミ--ラ I は獨逸基督者運®の綱領とも云ふべき根本目的を左の七項目に分けて說明し 
た。卽ち 

第一に、獨逸基督者運動は、ルターの宗敎改革の信仰的立場を完全に擁護する。然し、同守に唯 
物主我、拜金主義*ボルシ X ヴ、ズムス、非某督敎的平和主義など、現代の凡ゆる謬說を峻拒する 
意味に於ての信仰の發展成長を要篷する。 

神の永逮の眞理は、獨逸人に理解される言葉と仕方とにょつて吿げらるべきである。 

牧師の育成指導には、現實への接近と社會への結びつきを一谞强化せしむる意味に於ての极本的 
改造が必要である。 

アカデミックに敎育されたのではなく、心底から覺醒した信者にょる布敎を奬勵しなくてはな 
らぬ。 

笫二に、獨逸基督背運動は獨逸福昔主義の異敎國に於ける傳道のために行はれる。我々|±民族及 
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び血族の祖異を、神にょつて意闽されたこの世#の秩序として、承認する。從つて、異敎國に於け 

る傳道にょり他の民族の民族性を損せざることを主眼とする。 

第三に、獨逸基督者運動は國內傳道の父3丨ハン•ヒンリヒ•ヴィヒユルンの意味に於ける凡て 
の信者の•敎#的な權利義務のために行はれる。 C ゥィヒ H ルンは一八八一年に歿した獨逸福昔敎 
會内國傳道の£で•宗敎的博愛事業家として著名。) 

第四に、獨逸基督者運動は、働く意志のある勤勉な奮鬪的な阈民同胞をして立派に生計を得るこ 
とを可能ならしめ且つ敬虔な少年群の覺醍の悦びが幸福と祝福を保證する獨逸基督敎の家計を築き 
上げること‘を可能ならしめるやぅな、有効適切な準則を制定する。敎#はまた善良な朋友的な民族 
共同體の精神を養育しなくてはならぬ。 

第五に、それ故$た獨逸基督者運動は敎會内に於ける基督敎的慈善活動の逞ましい建設を目檫と 
する。これと關聯する1切の經濟的事業は敎會官鹿の充分な管理の下に立つ。 

第 六に、 獨逸基督者運動は、國民性と祖國のなかに興へられてゐる貨財を感謝の念を以て受容 
れ-、とれを誠 K に保護育成し、我々の聖なる遺産として次代へ贈るといふ精神に於ける全' W 年脉の 
某督敎的敎育を目標とする。 
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最後に、獨逸基督者運動は都市及び村落に於ける敎會的獨逸的禮依作法の保護、血族及び民族性 
に深く根差してゐる善良、敬虔且つ獨逸的た凡ゆる tft 習の保護を目標とする。 

文相ルストの聲明 

文相ルストは、三三年六月廿九日、ベルリンに於て r 神と阈民、敎#と國家 j なる宗敎行政上の 
政見を焚表し、「從來の敎#は獨逸阏民に對し、或ひは神に對して不忠實であり且つ生まぬるい。 
自由主義やマルクス主義等にょる宗敎否定の運動にすら拱手侉覜の態度である。且つ敎#及び信仰 
は、 その宗敎的機能を妨げられることなくして、まづ國家のもの、國民のものでなくてはならず、 
更に他の一面に於ては純粹の精神的信仰も政治的ないし俗世間的生活領域に於ては完全に民族的國 
家管理の下にあるべきだ」と述べた。 

次いで六月卅日、文相ルストは更に宗敎界の新體制に關聯して、大要左の如き所說を發表した。 

「敎#自身の信仰問題と なると 何人もこれに容喙すべきではないが、國家に對する關係に於て は、 
阈家の政策施行上その障碍を爲十が如き人物を選らぶわけには行かぬ。この理由から* カトリック、 



ブ n テス 夂ントの何れを問はず、その指導的人物の任命に際しては、その人物の國家政策に對する一 
意見を充分に參斟しなくてはならぬ。斯くして初めて、敎會と國家との政治的政策的見解の一致を —2 
見ることが出来る。…… 

一方、新制度下の『獨逸基督者 J 運動に於ては、新任命の委員その他により敎會に新しい鬪志と 
決斷とを注人した。この改革が政府任命の新宗政者の手によつて爲されたことは、斯やゥな革新勢 
力が敎會內部から生じた場合よりも更に適確迅速に行はれるといふ點に於て極めて有意義である。 

蓋し舊來の傳統その他の經緯から見て、斯やぅな革新を敎會内部に於て斷行することは恐らく不可 
能と 思はれる。事實、統一的獨逸基督敎會を目檫とする新體制により、敎會内部に於ける菝剌たる 
生命、宗敎改革への復歸とい ふ 精神が確立されたので ある。：.… 

願音主義敎會に屬する國民も一體となることの憧愦をもつてゐる筈である。神の御名を唱へ、神 
を信ずる權利のある人々は一つの 國 民を形成し一國家を形成して1被とならねばならぬ。珠に 、國 
家と國民とは； 一の全能の御手と！ S 顧無しには何事 も 創造することが出来ぬ。神を信ずる者こそ良き 
建設の阏士となるであらぅ。」と。 . 





獨逸福音敎會の憲章 

. . ' 

三三年七月十一日に至つて七章十二條から成る獨逸輻音敎會の憲章が發表された。この憲章は tie 
權の中央集權と政敎分離とを確立せんとするものであるが、中央集權と云つてもこの憲章の序に云 
つてゐるやうに「同等の權利を有し併立する諸宗派を雄大なる同盟に於て統一」する もので、 決し 
て獨逸輻昔主義敎會をもつて一單位とするのではない。佴し條文によれば、地方敎#に對する統制 
機能は相當强大で、两司敎の任免の外殆どすベて K 司敎の獨栽が可能のやうな組織であり、統一を 
其ぶ者のなかにも不滿 の 聲は少くなく、殊に自治的な長老會議制を要求す る 改革派敎會の間に反對 
が多く、同年秋成立を見た『牧師緊急同盟1 は、 その中心と目され、これと『獨逸基督者運動」と 
の間に實際上‘の問題に關して爭闘が繰返される 1 C 至つた。 

所で、憲章第一條に よると、 獨逸福音敎#の不可侵の 原則は、 聖書中に蜇約され且つ宗敎改革の 
信條のなかに顯現してゐるやうな •ィエス•クリストの 幅音である。そして、敎# が 使命達成のた 
めに要する全權はこれによつて規定され且つ限定されてゐるのである。 
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第二條によれば、獨逸輻音敎會は單一敎曾ではなく幾つかの地方敎#に岐れるので ある。 信條類 
似の敎#共同體は統合することを得る が、 各地方敎#は信條及び儀禮の酤で獨立性を失はない。但 
し.獨逸輻音敎會は地方敎會の組織に明して法律を以て統一的原則を作ることが出來 るし、 また地 
方敎會の指導者の仕事も獨逸！！音敎僉と接涉の上で定められることになつてゐ る。 

第三條 *2 よれば、獨逸； « A 昔敎#は獨逸全敎會の法律を規定する 外、 國家に對する敎#の關係を規 
定し、且つ他の宗敎共同體に對する敎會の態度をも決定する。 

第四條によれば、獨逸福音敎會はそのなかに統合されてゐる獨逸輻昔主義基督教をして、神より 
委託された敎會の仕事を遂行し得るやぅに準備し指令す る。 それ 故、 獨逸福音敎會は聖書と袋敎改 
革の信條から敎#内の統一的態度を保持するやぅに努力すると共に、敎會の仕事に目標と方向とを 
指示し なくて はならぬとされ、獨逸幅音敎會が獨逸國民特に靑年 M - に特別の關心を持〇ものである 
ことが明記されてゐる。また、獨逸顳音敎# は 外阈の親密な敎會との關係を處理 する。 

第•九條によれば、ルター派國司敎が獨逸福昔敎會を統栽することになつてゐ る。 阈司敎を補佐す 
るた めに特別の局を設ける。敎#管理の委任及び立法に際しては獨逸福音主義地方敎會々議が協力 
し，また 各顧問局は！ I 音主義的國民のなかに生きてゐる諸勢力に 尉し、 敎會の奉仕に自由に inj 造的 
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得るやぅに努力するやぅ規定されてゐる。 

所で、 K 司敎の權限は如何なるものか。第六條にょれば、國司敎は敎會を代表し、 地方敎 #に於 
ける敎會生活の連帶を實現し、敎會の事業に對 して 統一的指導を確保し、憲章を保障す るために必 
要.な一切の措®をなすの外、宗務省の職制を規定し、地方敎會の管理者と會議を開き討議 及び 協議 
をなす。その他阈司敎は敎會の役員を任免し、またすベての宗敎行爲•なかんづく說敎宂 言•臨時の 
祭日"禮拜を命ずる權利を持つてゐる。 

次に、阈司敎の任免は ») 民敎##議で行はれるのであるが、但し豫め地方敎餘の管理者が宗務省 
と協力の上これを國民敎會#議に提案することが必要である。 

第七條一項に tt 宗務省の任務が規定され、第二、 i 項には組織が掲げられ、第八條の第一、二項 
には獨逸輻音敎會阈民會議の組織が規定され、第九條には顧問局の組織、任命のことが規定されて 

ゐる。 
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七月二十三日の宗敎選擧 

次いで、三三年七月廿三日には、宗敎選舉卽ち獨逸輻音敎會の委員選舉が行はれたが、この選舉 
に於てナチ K 系委齡ち所謂 si —』 が絕對に多 fi した。當局が七十パ i ント以上 
と S して， QS り is 者』 Q 大勝に S 8 し 、 SSS 各邦各地に於ける蠢 SS 四分の三 
乃至.五分の四以上の lg 倒的多數のナチス系委員が選出された。勿論、選擧された委員のなかには、『新 
改革運 、 S ||及びカール•バルトの一派も含まれてゐる。が、ともかく、この委員達から選舉される阈 
司敎そ Q 他 Q 顯嫌が決定的たナ千ス的色彩にょつて獨占されることがこれにょつて確實上なつた。 

ヒ，トラ 1 st 統の放送演說 

» 

この宗敎選畢の前日、ヒプトラ*■總統比次のやぅな放遂を行つた。 

「瞬民社會主義はつねに馨敎々會を两家保護の下に置くことを保證して来た。敎會側は次の K 



に tt して一瞬たりとも疑義を禅むことを得ない*卽ち敎會は國家保魂 fc 必要とし-且つ また 瞬 家保 
護にょつてのみ、その宗敎的使命を達成すべき狀態におかれるのである〇實に、敎#は'!1の保護を 
W 家に要求してゐるのである。然るに、國家は逆に敎會に對して、敎會 もまた 阈家が存立の ために 
必要とする支持を國家に與へる ことを 要望する。敎會と國家の存在理由に とつて 決定的な ことは 人 
間を精神的に且つ肉體的に健康に保持するといふことである。蓋し、人間の破滅は恐らく國家の& 
指を意味するであらうし、同時にまた敎會の終^を も 意味するらである。それ故、國家 もまたそ 
の時代の宗敎的現象 rc 對して無關心ではあり得ない し、 逆にまた敎#も阈民政治上の 事件及び推移 
に對して無關心ではあり得ないのである。か？_敎が、或ひは後の.宗敎改革が幾多の巨大な政 
治的影饗を與へたやうに、凡ゆる政治的民族的革命は敎會の運命をも支配せずにはおかないであら 
う。例へばボルシェヴィズムスの勝利がカトリック敎#や蝠音敎#に對して 無關 係であると か、 從 
つて また 司敎も地方監督 も 活動上何等の支障も妨害を も 蒙らない などと 考へる ことが 出來るのは、 

思鹿者だけである。……それ 故、 敎會そのものが斯やうな國民的•政治的な革命的ぬ扱に 對して態度 
を定めなくてはたらぬことは明白である〇……」• 





\ 


宗敎總會の決瞋 • 

三三年 九月 六日 宗敎總會•か開催され、次の諸事項が決議された。 . 

一つは •地方司敎局及び司敎管薜の创立で、決議第一條によれば、地方司敎は敎會元老院の職權 
を損する ことなく* ブ P ィセン聯盟の福音敎會を代理し……第四條によつて總地方監督の職は液止 
され、 S 條によつて次？管瑕が設定され た。 卽ち、プランデンブル.ダ、 ヵミン、 ベルリン •ダ 
ンチヒ 、ケ i ー ヒス ベルク、ブレスラウ、ケルン、てヘン、ミユン スタ-、 マグダブルダ、ハル 
バーシユタート、メルゼブルグ、ナウムブルグがこれである。 

他の一つは、牧師の法律關係に 關 する もので、 その第一條第一項によれぱ 、一般の 敎#行政に關 
與する 牧師 又は 役人に任命され るには、 その人間がその經歷上所定の豫備敎育を受け且つ躊躇する 
ことなく1及び 獨 18 S 保 f 任じ得るも ず、 第二項によれ 
ば、アリア 人の、血統をもたたい者やアリア人以外の血統の配偶者と結婚してゐる者は一般の敎食 
行政に M 與 する牧師5人には任命され ず、 現に了 X 以外 S と結婚してゐる者に協力しで 
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牧師や役人と&クてゐるアーリア人は、これを解職する旨が規定されてゐる。 

ラ1國司敎となる 

三三年九月- tl - 七日、ル IU . ルフ•ミュラーは「福音敎會憲章」の規定する國司敎となつたが* 
ミュラーは同日ヴィクテンベルクの國民宗敎會議に於て次の演說を行つた。 

「我々は福音を國民の言葉と様式にょつて阈民に傳へる大きな使命を持つてゐる。この義務から 
我々大部分のものに對して福音の吿知者と敎#の管理者とは獨逸の七地を踏みしめ獨逸の血統を持 
たねばならぬといふ要求が生じた。我々は敎#の一員であ石と同時に我が阈民と阈家との子供であ 
る。我々は、かぅ主張することにょつて•基督敎#の超時代的な統一、他の國民及血族の各員と 
の言葉と聖螬にょる協同體を破壞しやぅといふやぅなことを考へてゐるのではなく、神の前での無 
差別は決して人間相互間 c 差別を排除するものではなく、寧ろ >- •れもまた神の意思に反するものと 
考へる。 

獨逸輻音主麴敎 #は 國 家に 對 する 無 WI 心な中立的態度を取るものではない。 斯 やぅな見解は過去 



の考へ方である。然し/我 A はまた他の一面に於て國家敎會たることを欲するものでもない"た'1: 
我/ ft が强力 fe 任務と認めるものは國家に對する資任で ある。 これは全く明白且つ判り切つたことで 
ある。卽ち、國家は敎會の主人ではない、が獨逸の敎#は獨迷國家のなかに生存してゐるのであ 
り•しかもこれは我々人間がさぅしたのではなく、我々にとつては神與の事贲なのである。そこか 
ら我/* C は、神の前で我が國民と M 國に於て吾々に與へられた仕事に對して资任を负ふものだといふ 
決論を導き出すのである。……信賴こそ新しい國家に於ける國家と敎#との關係の基礎である。斯 
くて圃家は國家、敎會は敎會たり得るのである。…… 

生け芯教#は生ける協同體の上に築かれ得るに過ぎない"牧師か、 h 新しい官的意識が要龙されね 
ばならぬ、この官的意識は階級的暗黑を知らず、個人的责任の意諏から生れ出ずるも S でなくては 
fe らぬ 。然しこの嫌權意識は、4£ける Isi 民的聯關に根差してゐる場合に眞 1 F .& ものであり褥るに過 
ぎない。それ故若い牧師は突擊隊及び仕車場に於ける國民と祖國への奉仕を名春ある義務と考へな 
くてはならぬ。新しい瞬家が新しい國呆友交を吾 A にもたらしたとすれば.新しい敎#は信仰と锱 
牲办新しい友交我/ t にもたらすべきである …… j 

ミュラーの阈司敎就任については.ヵール•バルトー派が猛烈に反對し、新釣學敎授十九名が署 
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名してその人種政策を攻擊する外、獨逸基督者のなかにも六千名にのぼる牧師にょつて結成された。 

「牧颠 緊急同盟；があつてこれに反對した。十一月十三日のベルリンに於ける獨逸 基督 者集 件に 
於て、これがクラゥゼー派と所見を異にして對立するなど、騷然たるものがあつたが、翌三四年七 
月内相フリ"クは敎#内の軋鑠に對して斷乎内務行政上の彈壓を加へるに至つた。 

火1ドダフ•へ，スの指令 . 

.*6 統代理ルードルフ•へッスは三三年十月十三日次の指令を發した。 

「國民社會主義策 M は一定の信仰方向乃至宗旨を； iia 奉せざるが故を以て、若くは何らの宗旨を is 
奉せざるが故を以て，不利益 a : 受けることなし。 

信仰は各人に最も固有の事柄であり、各人は良心に訴ふべき事柄である。良心の强制は行ふを許 
さず。」 




黨制服は宗派を超越す(ローゼンべ火ク) 

ナチ K 黨外交 主務局長で あり、 同時にナチスの精神的•世界觀的敎育の總監督であるドクトル • 
アルフレら 卜 .T ゼンベルクは*一九三 四 年二月廿二日べルリンに於て次の演 f 行 ひ、 宗敎と 

黛との關係を說明した。 

■■两 民社倉主 S 數種 s 宗派が證 S 在するとい 含とに對 して 貴任が あるわけでは ない。 二 
千年以上の長きに苴つて遗產が作り上げたものに對 して、 S 民社會主盡が贵 任を 問 はれる 理出はな 
い〇それ 欠 、 M 充ナ •！* の政治家として我 /* C の眞に偉大た 岡爭 運動が > i : •敎生活の M 々たる見解の相異 
を 超克しなけ作ばならぬといふ 立場を 採つてきたし、また國民 社#主 族掏逸 ^ 働 m は ゲルマン的價 
値と抵觸せざる宗敎的信條を謹し且 S んでこれを保護す る？ 繰返へし®明して？ゐるので 
ある。その上、我々は誇りを以て 次の 事實を指摘することが 出來 る、卽ち一九一八年の葡應制の下 

にあ？は、 凡 VS 敎的價値が套や刺場に於 5 面 $まる 嘲笑に晒ら され、 殆ど法律 的保連 

の 外 こお かれて ゐた観 があり而もそれが一見基督敎の保護を以て自 m してゐた ブル ジア 政黨の政 



治的支拨の下にあつて、さうであつた が、 國民社會主義政府はこの舊 i とは / X 對に宗敎に對して 
再び積極的保護を螫明した第一人者なのである。 

然し、我々は同時にまた P 民社 Br 主義運動なるものが時代の混沌のなか i ら生れ出てきた夫自身 
钃つた一個の有機體であつて、何らか或る宗派の下 MP であり得ないといふことを斷言せずにはゐ 
られない。國民社會主_戴員は褐色の黨胀を着用したが最後‘その瞬間に各自はヵト"リク敎徒•ブ 
a テスタント、獨逸敎#信徒等々であることをやめ、一齊に全獨逸阈民の戰闘員となるのである。 

然しまた逆に我々は私人としての國民社#主義黨員に對して、各自が現代の宗敎の個々'の問題に對 
して各自の良心の命ずる態度を採る權利を與へてやらなくてはならぬ。 

このやうに、吾々は各自の宗敎的信仰の 自由を 尊 m はするが、これは「自由主義への復歸 j では 
なく、古代ゲルマン的な性格保持の新なる承認である。これにょれば人間は宗派的信仰のために相 
互に不和になり血 li v-' 鬪爭に驅り立てられてはならぬのである。……我々は國家の承認した敎會の 
信仰を糞重するが、我々の耸重するのはそれのみではない、我々は新しい宗敎的形式を求めんとす 
る努力をも尊重するのである。我々は果して獨逸國民敎會が成功するかどうか判らない が、 しかし T — 
この眞鼙な革新の企圖に對して他の宗派がこれ排擊するが如き行動を聲明することがあれば、我一 




々はかやぅな排轚に對してこの獨逸國民敎會運動を飽くまでも支持し#置するものである……298- 

一 盈、 褐色の黨服に 身を 固めた以上、我 A は獨逸人である こと 以外を欲しない。宗敎問題を討論 I 
し 合ふ者に對して、我々 は 今後黨服の萧用を禁ずる。苟もナチス滅負 は、 m の制服を着用して公開 . 
の宗敎上の議論を行 ふこと を許さない。國民社會主義は宗敎の敎義のために岡つて來たのではな 
い。 今後と雖も.そのために岡ふやぅな ことは ない。我々には敎義のための闘ひは終つた我々に 
は似値のための闘ひが始つてゐるのである。」 

文化的價値としての宗敎を尊重す(ヒットラ ー) 

ナチスが實際的基督敎を迤奉することは前述の通りだが、ヒ'トラー總統は三四年八月十七日の 
ハムブルダでの演說で宗敎政策に觸れ•「余の正しい努力は、基督敎の二つの宗派の權利を信護し、 
敎義の佼 害から 護ると共に、一方、各宗派の國家に對する義務を國家の見解と要求とに一致せしめ 
ることで あらぅ」 と 述べた。 同じ浪 說で、 

「更に、余の決意は、太古及び過去から承楢して來た獨逸國民の偉大な文化價値を尊重保護し且 




つこれを促進せしむる ことに ある。人間の赵術的創造の斯くも麻汎な領域に於て沒すベから ざる 業 
繽を成し遂げて來た獨逸阈民は、これらの眞に悦大なる文化的價値を誇りやかに遵奉すべきであ 
る」とし.. 暗に 文化的 遺産に 對する奪重が宗敎政策の根底の重要な要素を なしてゐるこ とを示した。 

民族の宗教 的傳統 を#重す (01 ゼンべ， ク) 

一九三五年十一月十四日ナチス黨外交：3の晚餐#の席上、ゼンべルグは「我々は民族の宗敎 
上の傅統を錄重する」3 L 1 を强調した。 • 

「……百姓が敎侍を練.敬し•祖先の墳墓を訪れる氣抟は我々に判る。ルター聖書が幾世紀間の長 
い傳統を形成する一つの要求を意味することを我々は知つてゐる。然し•獨逸に於ては宗敎的阏爭 
に逢遭することが必然であると考へるプロテスタントの社#に向つ て、 我々はこの聖書もまたかつ 
ては薄統ではなく、偉大なる革命を意味してゐたことを申し述べたいのである。當時、全世界がそ 
の運命を承認してゐたのであり.、そこから今日幾百！€の人間の精神の糂となつてゐるものを生み出 
した幾多の成果を作り上げたのであつた。我々はこ、で苟も眞劍に宗敎的に思索する人間を f な 
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いこと"か i る人間が獨逸8民の生活基礎に對する政治脚爭のために利用されてはならぬこと、こ 
れ以外のことを我々は欲しない。我々は凡ゆる宗教的確信を耸重するが、何ら か 或る信條的支 K の 
ために政權を渡すことは斷乎棑擊する0」 

宗務大臣ヶダ 〆 

V 

國民社會主義國家を一 i 音主義敎會との協力を容易にす石ために、一九三三年七月十四日に様々の 
福音主義地方敎會が單一の一-獨逸靦昔主義會敎聯盟』に統合されたこと、更に、この統合を超越し 
て カルヴィン派、ルター派及びプ P イセン同盟派會間に存在する信條上の差異を排除し*これらの 
諸敎會に對して、これらの諸敎會が イヱ K •キリストの福音にょつて自國民のために委されてゐる 
奉仕を自國民に對して行ひ得るやぅにする形箱そ與へることが「獨逸基督者運動』の0檫でぁるこ 
と、この目檫のためにこの信仰運動が「宗派の發展」なるものを要求することは、前に述べた通り 
でぁる。所が、こゝに、輻音主義敎#の宗敎改革的信仰上の基礎に關する憂慮から，獨逸基督者運 
動に對抗して『宗派戰線 J が現はれるに至つた。新に起つたこの敎會間の軋櫟を調停するために、 
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ヒ"トラ 1 M 統は一九三五年七月十九日にハンス•ケルル無任所大臣を宗務大臣に任命した。 

獨逸顢音主義敎會保護法 

. . m 

一九三五年九月廿四日、獨逸福音主義敎會保護法が發布された。こ3法律は1«かにーケ條で、「祭 
務大臣は、獨逸福音主義敎會及び福音主義地方# tfr 内に秩序ある狀態を再建するため•法的拘朿力 
を有する命令を發する權限を授けらる。この命令は官報を以て公示す」といふのである。 

この法律が出來た理由は左の通りである。 

地方敎會の獨逸輻音主義敎會への統合は福音主義敎 # 人の意志に從つて旣に實 現され、 且つ敎會 
憲章にょつて確認されてゐる事實である。 

然るにその後、 敎# 相互間の岡爭に ょり、 敎會人の統一5: 破り、 各人の信仰及び良心の自由を窖 
し、民族協同體を傷け、福音主義敎會そのものを Jt 大な危險に晒らすごとき狀態が生じたのを目擊 
して、政府は深丼の焚麻を感じてきた。 

それ_身 綳 りのある敎會に對1敎會自身が敎#に關する諸案件を規定する權限を出來るだけ速か 




に附與したい意向を有するため、政府は敕曾が自由 B - つ平和裡に信仰問題を規定し#るやぅな秩序 
を琼人するために、この法律を制定實施するの•たといふ。 

同年十月三日の 第一施行命令によ5、宗務大臣は敎 # 役 M を 以て單一獨逸宗敎委員 #を 作ること 
になつた。この委員#は钳逸一音主義敎#を指導 a つ代表し、敎#内部の諸案件に 關して 命令を布 
吿する權限、就中獨逸顧苷敎#の奉仕團事業に關する原則を決定し、事業細目を發する權限を M 與 
されて ゐる。その他、該委員會の委 M の任命及び蒱免は同委員 t 宗務大臣の協議により行はれる 
外、宗務 大臣は舊ブ »«ィセ ン同盟の 輻 昔敎#のため、敎會員を以て m 一地方敎會委員#を構成する 
ことにな つた。 

所で、全！！敎#委員會は、一九=五年十月十七日槪文を公表して" 

信仰の束縛を脫して國民及 び 總統ぺの忠誠を 

« 

势つた。「我々は S 家の委任によつ て、 敎#の人間として、獨逸蝠昔主義敎#及び饬ブ pt ィセン同 
M 赖甘敎#の管理と代表の權限を受諾した。我々は過渡期に對する受託者で〇ることを自認する。 
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この邊渡期の經過後に於ては整然たる獨立の獨逸輻音敎會なるものが成立することになる。 

犯逸輻音敎會の不可侵の基礎は、憲耷第一條に明示されてゐるやうに、聖書のなかで我/ T に保證 
され且つ{一一^改革派の信仰吿白のなかで新たに照らし出されてゐるやうなィ H K ，キリストの；2昔 
で4る。敎會の一切の仕事は、その神學も行政も、この福昔の告知に役立たなくてはならない。 

斯かる信條に基いて、我 A は福昔主義諸團體に向つて、國民、阈家、總統に對して代願、忠誠、 
恭顒の關係に立つことを忠告し且つ切望するものである。 

我々は血族、血液•土地を基礎とする國民社#主義的民族結成を肯定する。我/* r は自由と國民的 
價値と社會_|神と民—一命を捧げ—# f 。これ—志のな 
かに、我々は神にょつて授けられた獨逸民族の現實性を認識するものである。 

敎會はこの獨逸民族にィ H K •キリストの使命を吿げ知らせなくてはならぬ。そこで、我々は M 
音主義獨逸の全活動を信仰の從順と愛の行爲とに動員する U 差當つて我々の問題となるのは、何ょ 
りも先づ、過去數年間の阏爭に於て明瞭になつた方向を理解し•分教した勢力を糾合することであ 
る。斯やうにしてのみ、敎會紛爭の破壊的な結果を i 兄服することが出來るものと信ずる。斯やうに 
してのみ、 M 音主義獨逸に於ける、否、全基督敎界に於ける新た fe る信賴を逯得することが出^、且 





つまた宗敎改革派敎會は今日の宗敎的論議の最中にあつても獨逸國民に對して敎會本來の奉仕を爲 
し 得る ものと 信ずる。 緊張は避け難い。 然し、 これらの緊張は價値へ、信實 へ、 眞理へ轉化されな 
くて はならぬ。このことは我々にも我々の相手にも等しく云へ ることである 。…… J 

この委員會の聲明の 後で、 宗務大臣ヶルルは一場の演說を 試み、 

問題は國民で、牧師でない 

ことを 强調した。「國民社#主義國家は m と同樣網領第廿四條の原則に立脚するもので•第廿四條 
には黨そのもの及び國家そのものは積棰的基督敎の基礎の上に立つもので あり、 何らかの方法で宗 
派に結びつくものでない旨が明瞭に宣言されてゐる。 

然し、この網領のなかには更に、國民社會主義が各人の信仰の自由や良心の自由に干渉しやうと 
は毫も考へて おらず、 却つて各■個人の人格の主權などを 損せず、 各個人がいかに神を心に描く か、 
神をいかやうに吿白しやうと欲するか、各自の立場からいかなる形式を正しいと考へるか*これら 
の «を各自の自由に委せて ゐる 旨が明示されてゐる。事資、國民社#主義阈家 は、 そしてまた黨 





も、つねに斯かる態度を採つて來たのである。 • 

然るに過去ニケ年間に鼷音主義敎會内部に於て樣 A の紛糾を見たが、これは全く各個人によつて 

惹也されたものであつて、決して黨そのもの、國家そのものによつて惹起されたものではない。そ 

の上、私はての混亂時代が寧ろ必要でさへあつたと信ずるものである。何故かといへば、精神的直 

感に對して全く新しい蜆黏を與へる未曾有の力强い轉換期にあつて信仰の本質について、またその 

形式について幾多の論爭が起る ことは 寧ろ當然だか t である……私は信ずる……我々の時代は恐ら 

く逾去のいかなる時代よりも宗敎的である。た V 信心の形式についての意識を必しも各人が持ち合 

せてゐないといふに過ぎぬ。信心そのものは、今日では、かつてみなかつた程强烈である……。 

私は、この聲明中、事實上このやぅな宗敎#の分裂が行はれてゐたといふ點に重要さを見出すも 

ので あると 共に、新*兩派が、卽ちィ H K •キリストの福音に信仰の主眼そのものを見てゐる派 

も、苟も獨逸人た る ものは究極に於て阈民同胞で あり、 國民同胞はつね i ' c 共通して一つ目 Is を追求 

し得ると主張する派も共に絕對に正しいと信ずる。敎會が或る任務を自己のために持つことを主張 

するならば、國家はまた必然的に自己のために一つの任務を要求しなくてはならぬ。何故なら、敎一 
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會と»家とはつねに同一の國民同胞を相手とするものであり、阐者が對立的にこれを指堪する>-」と一 






は絕對に出來ぬからである。若しもこのやうに對立的に指琪せんか"結果は民族協同體の崩壊を招 
かずにはゐられないであらう。 

私が甚だ欣快に感ずる 所は、 こ、に前進に加はる敎會が出現したことである。私は全牧師團の大 
部分がこの聲明を支持するであらうことを信じて疑はない。 

更に、私は —— そして r •れこそ私にとつては大切な事柄であるが1全敎會人が敬虔且つ 自由に 
この箨明を支持し、この«明に從つて行動されることを確信するものである 。要するに、 つねに問 
題は阈民であつて、牧師ではない。」 . 

次いで、ケルルは十一月十三日ベルリン G 獨逸學生團を前に、 

敎會は國民と共に前進すべきことを强調した。「獨逸幅音主義敎會の戶口をノ "ク したのは、國家 
でもなく.我/* r でもなく •正に運命そのものである。獨逸 M 音主叇敎#は今日、かつて國民全體が 
遭遇したと同じ栽斷の前に立つてゐるのであつて、何ょりも先づ、新しい時代が到來したといふ事 
資•現代.の人々が一新されてしまつたといふ事實を充分に考慮しなくてはならぬ。敎會はこれらの 
人々へ迄づき、これらの人々と共に前進しなくてはならぬ、といふのは敎會本來の仕事の領域は獨 
逸阙民のあひだにあるのだから。^民の大部分は今日總統と共に前進しつ、 ある。 敎 W は今こそ決 
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心すべきである"國民と共に前進すべき 沪、それとも 阈民の姿が地平線の彼 i - に沒したと き、孤獨 
に取殘 されるか……。 

カトリ，クの反對 

さて、ナチ K は政權獲得 dH 日後、卽ち一九三三年二月一日、一切の宗敎敎派を統合統制の下に 
S かんことを定言した が、こ 2 ■寅 言を契機に政權とカトリック 竝に プロテスタントとの公然の抗爭 
が開始されたことは前述の通りであるが、なかでも敢然として政權に對抗したのはカトリックで、 
マインツの僧正局のごときはナチス黧綱領第廿 py 條がカトリ"ク精神と牴觸することを指摘し、斯 
る R 浪的な政權の强權に對してカトリック f - c 徒が正規のナチス黨艮になることを禁止したし、常時 
なほ存技してゐた 中央 黛はヒットラーを主班とする内閣に協力加搀 する ことを 4 H 絕し、また カト 
W .，ク諸圈體は二片十七 H にヒットラーを宰相たらしめる梭緣となつた一九 三 二 年 十一月の總選舉 
に對する. 1 H 式抗議を政府に提出して、政府と5協調を拒否し、さらに多數の司敎中反對官言を發表 
したものもあつた。 ♦ 




ナチ ス政權 は一九三 三年三月五日の 椒選舉 に於て 決定的勝利を獲た が、 この 總選舉後間もな く S - 
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ヒ，トラー總統は議會に於てナチス政權と茶督敎#との關係につ V て記惊さるべき聲明を發した。一 
卽ち、この聲明は基耔敎の敎義は獨逸の國民生活の安寧の保持上最も重要な超素の一つでぁる C. 

と、竝にナチス政權は觸逸基督敎會と諸阈家間に存在する旣設の協約を故重することを主たる内容 
としたものでぁつた。 同時に、ヒ，トラー總統は P 丨マ法王に封し「獨逸 ^ 民の道德的 M 生のため 
に不可缺なる ものとして 基督敎の實力を思惟するが故に我々は猊下と我々の親善友好關係の益 /* t 墦 
强 されんことを 切望す る」 と 言明し、 表面上ナチス政播 と ヵトリック敎#との關係は一時平靜を示 
して ゐた。 

この時に常つて、獨逸の全 tfl 敎の沌著になる司敎書翰が六月三日公布され た。 

司敎 書翰 

この tn 敕書翰はヵトリ，ク敎徒が新政權 Q 下に立つに當つての！般原則を規定したもので、先づ 
後霤的た非基糈的政策並に民族と血液の排他的槪念について饕吿し、合せて民族主鶫的敎件の理念 



に反對して敎會に於け.ハ•自由を耍猜するものであクた。この自由とは犟なる信仰生活といふやぅな 
狭い意味の自由ではなく、宗教生活に隨伴する一切の文化的事象に聯關するものであつた。例 •>* ば 
カトリ，ク敎義に立つ學校竝に敎師養成所、カトリ，ク諸團體就中靑年團體、.更にカトリ - y ' クの新 
W 言論機 U にまつはる自由が具*的要求として掲げられて fc た。 

これらの耍求は ナチ K 政構にょつて拒否されなかつた i めに、 カトリックとの 親和的關係は著し 
く增進し、これがカトリ”ク敎#とナチス政府との成文にょるコンコルダートの成立をみるに至る 
勸因ともなつた。 

コン n ,ダ丨卜 

このコンコルダートは一九三三年七月廿日 縑馬 法王 藤榷機 官バセルリと 國務 大臣、 副總理 フラン 

ツ•フォン•パーペンとの間に調印を了した〇 n ンコルダートといふのは宗敎事項を規定するため 

に羅馬法王と阈家との間に取交はされる契約であることは斷はるまでもない。內容からみれ-ば、こ一 
. 09 
れは、カトリ' ク敎會にとつて棰めて有利なもので、三十四ケ條からなり、最終議定寄もかなり廣 -» 



汎なものであるが、 S 要なものを列银してみると、 

一、 獨逸はカトリ"ク敎の信仰告白及び公的修行の自由を保證する。且つ、獨逸國はカトリ'ク 
敎#に對し、全敎#に適; ij される i の範圍内に於て自己(〇諸案件を自主的に處理、行政し、かつ 
自己の所管事項の範圍内に於て敎會を拘束する法律及び命令を發する權利を承！！する。(第 I 條) 

二、 バイエルン(一九二四年)、ブロイセン(一九二九年)及びバーデン(一九三二年)と締結さ 
れたコンコルダートは存績するものとし、該コンコルダートに於て承認された。これらの聯邦所在 
のカトリック敎會の權利及び自由は、何ら變更されることなく、これを保護する。將來、地方コン 
n ルダート締結には獨逸阑政府と協議の上で行ふ。(第二條) 

三、 精神的業務の遂行に 於て、 僧侶は國家官吏と同樣の國家の保護を享有す…(第五條) 

四、 僧侶は僧職の贲行に際し委任されてをり夫故 ffr 職上祕密を守るべき湛枘に關し裁判所其他の 
官豳に拘束されることなし(第九條) 

五、 敎會は原則として一切 CO 敎會の教職及び寺祿を所有し、これに M し各聯邦乂 f±-.fj 民闋體の協 
力を必要とせず…(第十四條) . 

六、 司敎職竝に tj 丨マ法王に對し司敎局に © する諸案件につ#敎徒と交渉する自由を認める。 
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七、 從來の恨行的形式による司敎 # 翰3發行竝にこれを敎徒へ傅達することの保證。 

八、 佾侶に課せられる阈家への忠誠の究誓は「侨侶に適はしき」といふ程度に緩和されること。 

(第一六條) 

九、 カトリック敎派の諸學校の楢綏維持を保證する(第廿一條) 

一〇、宗敎々育3科程に於ては某督敎の信仰及び倫理の精神に合致して、_的、公共的且つ社 
!!• 的原理へ特に： fr . 意を拂ふこと。 

以上*このコンコルダートは幾多の遛庭はあつたが间年九月十日にナチス政權と羅馬法王との間 
に. 1 F - 式批准が取 交はされた。 これによ つて獨逸 カトリック 敎會は體制組辙の保障を得たばかりで な 
く、更に ひるく 社#-生活に於ける自己の地步を帑め H . つ國民に對する道德的影想-::增大することに 
成功した。 * 

しかし* そこには一つの條件があづた。第 H 十一條によれば、庳ら{ポ敎的な、純粹に文化的た一 0. 
つ慈善的な口的に奉仕し且つ斯るものとして敎侍常局の支配下にあるカトリック諸機關及び M 體 
は、その組織及び活勳を保護されるが、この^家的保護を享受するためには、これらの機關及び團 
體が何ら政治的團體に關係のない證左 'i- 提示しなければならぬし、更にまた第 r-rT- 二條によれば、 
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現時獨逸の特殊審情及びコンコルダートの條項から見て、羅馬法王は僧侶の政黧員たること竝に任 
意の政黨に積棰的支持を與へることを禁斷すべきことが規定された。 

このコンコルダートの成立直後卽ち七月五日にはカトリックの中央黨が解黨し、次いてバイ H ル 
ン人民 at も解黨した。 

このコンコルダート成立の結果カトリック敎會に對してナチス政權は幾多の權能を再確認し、そ 
の特殊領域における機能と任務とに從赛することを保證したが、しかしあらゆる政黨が今やナチス 
の敵尉者とし v 掃裹され、一切の團髏が國民社會主義 圑體 乃至組捺としての み國家團體 として承認 
されるに通ぎない情勢から押して、カトリック敎會とナチ K 新政治體制との醐係は單に諧調的乃至 

妥協的 w 係に止らず、早晚孤立性の喪失 r 至るべきことが豫想されないでもなかった。 

♦ 

カトリ，ク敎會 

そこで、羅馬法王睡はその機_紙「オ，セルヴァトーレ*ロマーノ」に同年七月廿六日及び廿七 
日(〇二囘に苴〇コンコルダートに關する論說を掲げ、このコンコルダートは元來敎#法に基くもの 
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であり、これに調印した 事實は 法王 艙が國 民社#主莪政治體制乃至その理論を是認したことを意味 
するも3でないとの見解を發表した。 ， 

か V る情勢のなかに、九月十日の批准にこぎつけたわけであつたが、この批准にょつて、法王 iii 
との粉爭が終止したわけではなかつた。 

カトリック敎會は a 1ゼンべルクの r 廿世紀の神話』を禁書 EI 錄に人れた。更に、「ヒットラー靑 
年」に對抗して「カトリック靑年」を結成した。 

こ-〇「カトリブク靑年」は3ンコル^1卜•特に卅一條に基いて組織されたのであるから、ナチ 
ス政府は公然とこれを否認するわけには行かなかつた。 

尤も、ナチス政府はカトリプク敎會に對しては、それで超國家的であり超民族的な性質をもつも 
のであるために、その宗敎政策の急激な實施を暫く見合はせ、コンコルダートを締結する外、尊ら 
協調的態度を持し、先づ實現可能のブ P テスタント敎會の單一的統合を策し、六月十一日の獨逸福 
昔主義敎會の湛章の設立公布を見たことは前述の通りである。 



t 
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ザー 〆 人民投票以後 


ナチ K 政府が斯やぅにカトリ，ク敎诗と妥協的態度に出た大きな原因は•翌三四年一月十三日に 
迫つてゐるザ T ル人民投蕻でぁつた。卽ち、ザール人民投票の•結果は一にザール地方の人口の多数 
を占めるカトリプク敎徒の向背にか、つてゐたからでぁる。この政策が效を奏し、ザール人民投壤 
の結果、.ナチ K 政權の壓倒的勝利となり、該地方は獨逸に復歸した。 

もはやナチ K ®( 權はカト W ククの葸向に心勞を要しなくなり、カトリック敎會に對してナチス本 
來の宗敎政策を徹底的に實施するに至つた。卽ち、カトリックの印校、團體、敎育、言論、出版等 
に干涉壓虹を加へ、排宗敎的行動を一段と强化し、更に司敎冉翰をす、1-.沒收するなど、コンコルダ 
.1 卜に於て約束3れたカトリブク敎#に對十るナチス政權の保證は次笫に^.〇薄いものになつて來 
を觀を呈した。ナチス政權は更に從來コンコルダートに榣い- ra ': 誠.の形をとつてゐたカトリック 
靑年 J をも解散せしめた。 

内相ドクトル•フリックは、一九三五年七月卄 a 附指令を以て、今後宗敎諸靑年岡體に對し、制 
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胀または制服類似3衣服を着用し•竝に長旒または團旗を持つて隊伍を整ぇて公衆の前に現はれる 
ことを饬じ、さらに徽章の佩用、制服代用の衣服の着用竝びに一切3野外スポーッの實施を禁ずる 
S * を各地方政府へ通達した。斯くして、宗敎的靑年團體の活動は純粹に敎會的宗敎的領域に限定さ 
れノカトリ.' ク戰士全國同盟3は解散 r 」 れるに至つた。 

P 3 相フプリクの, UII 令と同日附を以て、ブ a ィセン首相ゲーリングは次の布吿を發した。 

敎會が锔自の政治勢力を糾織する.ことを許さす(ゲーリング) 

實踐的カトリ，ク玟の取扱に 關 する國策の方向は一義的且つ明白に示されてゐる。卽ち！ 一民社# 
主義圃家は基督教#の、從つてまたカトリ，ク敎伶の不可^性を保證し、これらの教會及びその施 
詨に對して阈家的保護を與へるものである。國家の意志及び權力が無 神 運動2 破壊勢 '; J から敕會を 
立派に保護するに充分でなかつた時代は過ぎ去つた。從つてまた、敎會について S へば、今日、宗 
敎的活動の領域を越脫して政治的勢力を維持したり新にこれを 播 得すべき一切の理由は消失したの 
である。それ故、 敎會 は、今日奇保にも我々が每日瞄日に公開の及び非公開の形で*.驗しつ•、ある 
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やうなこの國家に對立して神の惠を願ふがごときことをしてはならぬ し、 また敎會が通家より威# 
される危險を自らの手によつて棑擊せねばならぬといふがごとき時代がかつた理由に基いて獨自の 
政治的勢力を組織することも許さない。我々はかつて中央 m が主宰者であつたやうな努力を寬恕す 
る ことは出來ない。たとひこれらの中央黨的努力が官敎的活動の10.念の形をとつて行はれるにせ 
よ*我々 は斷乎これを克服せんとするものである。 

• , 

今更ら宗教裁判でもあるまい(ゲ，ベ 〆 ス) 

次いで、三五年八月五日*トクトル•グッベルスに H ッセンに於て次のやうな演說を行つた。 

獨逸に假りにもま*た敎#が存在してゐるといふことは、我々がボルシュヴィズムスを叩きのめし 
たお蔭なのである。中央黨はこの你大な仕事を行ふためには餘りにも弱力であつたし、その上、眞 
劁になつてそれを望んだわけでもなかつた。中央黨は我々に對するよりもボルシュヴィズムスに對 
して內心親密さを感じてゐたからに外ならない。諸君は、我 >« t が過去の罪惡をそれぼど易々と忘れ 
るものと考へてはならぬ。 
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宗敎的確價は > L てこれを尊重する。 • 

r 凡て」 とい ふ黏を强調する。 我々 は 今更宗敎栽判など—我慢が出來ぬ"中世のやうに火刑の薪を 
積み at さねるやうな ことは 我々の性に合はない。我々のあひだでは、各人が各人のやり方にょつて 
救はれ得るのである。靑年を信神的に敎育する ことこ そ敎會の仕事であらう〇靑年を政治的に敎宵 
する ことは 我々の仕事である！敎 #• がスポーッ聯盟を結成するといふ場合、このスポーッ敎育が 
あの世に向けられてゐるのかどうか、これは苒だ大きな疑問ではないか。靑年は我々のものだ。我 
>* は靑 年を何人の手にも渡しはしない。 

1一-'ルンべ 〆 ク大會 

一九三 七 年秋、- ーュルン ベルクの全獨逸國民社#主義者大會を前に、羅馬法王の使節ムリ''ク獨 
逸人勞働國體を创設 したが、 この團體の任務は「獨逸國民中 ヵトリ ヅクを奉ずる者の間に國民意諏 
を强調し」「特に敎會國家及ナチス黨間の明瞭な關係を樹立し」「以て凡ゆる信仰信條の相異を趙越 
して民族的統一を深め且つこれを樹立せんとする」ことにあつた。创立當日、フィン••ハーベンは次 
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の演說を行つた* 

カトリ"クを奉ずる國民は、政治的に福音主義敎義を奉ずる國民 と共に手を とり、今後ンチオが 
獨逸に派遺された。法王使節はマッケンゼン次官に對し、コン 3 ルダート倭害に對する 抗議を提出 
して數次の#談を逖げると共に、ベルヒテスガルテンの山莊にヒットラー總統を訪問し、ナチス D 
{-/7 C 敎政策殊にカトリックに對する政策の緩和を懇請したが、すでに確立した政策を變化する ことは 
出來なかつた。 - 

た ^、ナチスは、ニュルンべルク大#に於て铰敎問題に深人りせざるやぅ豫め訓令を發し.親衞 
隊及びゲシュタポの機關紙である1 f シュヴルツ•コルブス j も 突擊隊機關紙 こアア•エス•ア•マ 
ン J も敎會に對しては攻擊的言說を掲げなかつたために、バチカンとの紛爭は豫 想され た ほど激ヒ 
はされなかつた。 
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刊新 


舟橋聖一氏随筆集 



装幀靑山二 DP 初紙豪帘版 
定價二、〇〇 


|〇 


頁一一四五 


舟橋氏の文學に見るあの銳い神經は此處には影をひそめてその 
途徹した知性〜豊かな感性 か 紀行文や 日常 雑記の中!:货はれ又 
源氏物語、方丈記、徒然草等、國文學の精華を語り金色夜叉に 
新しき解釋を與へ て 現代に生かし或は•六代目の藝術を說 いて 其 
の醍醐味1:觸れ相撲を論す るなど 人間舟橋の全貌が遺慽な く 表 
はれて居る〇 

集むる處廿三編皆珠玉編である0 




近刊豫吿 

野渾甯美子著 

雨だれの記 

煉瓦 女工を生んだ彼女が 一轉隨 
筆へ i 新しい分野を開拓した近 
•作夫れは アラ ヶズリで 純 Bt な 
る筆に任せて書下し市井人 i し 
ての彼女の生活 威 情をこれ程し 
つかり 捕へ f : 作は そぅ ザ ラには 
ない0 

彼女の深い內省 から 生れ r : 傑作 
である〇 • 


近刊豫吿 

ハ 〆 ス •フリ 1 ド リツ ヒ •ブル y ク著 

佐々 木能理男樺 

I 『大 航海， 

作^?ンスフリードリツヒ•ブルンク 
二八/ V 八—)は現ナチス文埂に於ける 
指堞的人物で前 トィッ 文化院文藝局總 
裁、現にドイツ文藝翰林院の會員であ 
る〇ナチ K 革命後心彼の作口 nil はゲルマ 
ン的な指導者の偉大さと力とを讚美し 
(間接に；ヒトラーに對する頌歌である 
「大航海 I は一九三四年の作 
nu ンパスの米大陸發見前に大西洋を 
横斷してアメリカ fc 渡つたドイツ人ビ 
U ングの胃險で、大渡航の描寫〇報吿 . 
文學的な良さもさることながら新天地 
を開拓*社會を建設す〇ピリングの理 
想と意志 i 力とは K イツ民族の優秀さ 
を立證して餘 n ある。 
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